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はじめに
はじめに

知っておいていただきたい
こと

本書とメンテナンスノートは、 常にお車
の中に保管してください。
お車をおゆずりになるときは、 次に所有
されるかたのために、 本書とメンテナン
スノートをお車につけてお渡しくださ
い。
保証や点検整備については、 別冊のメン
テナンスノートに記載しています。本書
とあわせてお読みください。

はじめに

このたびは、スズキ e VITARA をお買い求
めいただきありがとうございます。
ご使⽤の前に、 必ずこの取扱説明書をお
読みください。
お車の取扱いを誤ると、 事故や故障の原
因となります。 本書をよくお読みいただ
き、 いつまでも快適なカーライフをお楽
しみください。
 本書は、 お車の取扱いや万一のときの

処置などについて説明しています。
「安全なドライブのために」は、 とくに

重要な項目です。 しっかりお読みくだ
さい。

 限定車の装備品や、 スズキ販売店また
はスズキ代理店で取り付けた装備品な
どについては、 装備品に添付されてい
る取扱説明書をお読みください。

 車の仕様などの変更により、本書の内
容やイラストとお車が一致しない場合
があります。 あらかじめご了承くださ
い。

 ご不明な点は、 担当セールススタッフ
におたずねください。

スズキ純正部品およびアクセ
サリーの使用をおすすめしま
す

スズキ純正部品およびアクセサリーは、
お客様のお車に合うように設計されてい
ます。( お車の仕様に合わせて設計されて
います )
スズキ純正部品以外のものを使⽤する
と、お車の性能に悪影響をおよぼす可能
性があります。また、保証を受けられな
い場合や、故障の原因になることもあり
ます。

不正改造はしない

警告
 

 不正改造をすると、火災や事故につ
ながるおそれがあります。また、取
扱い、性能、耐久性に悪影響をあた
えたり、法令に違反したりするおそ
れがあります。
この車に適さない部品を取り付け
る、あるいは⾃⼰流の調整や配線を
するなどの改造をしないでくださ
い。
また、このような改造はスズキ セー
フティ サポートのような先進安全
装備にも影響を与え、正しく作動し
ない危険や作動すべきでない場面で
の作動をするおそれがあり危険で
す。
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 スズキ純正品以外のホイール、ホ
イールナットを使用すると、⾛⾏中
にナットがゆるんでホイールが外れ
るなど、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。また、燃費や⾛⾏安
定性が悪化したり、故障の原因と
なったりします。
ホイール、ホイールナットは指定の
スズキ純正品以外を使用しないでく
ださい。

 次のような改造をすると LED ヘッド
ライトのオートレベリング機能（⾃
動光軸調整機能）が正常に作動しな
くなるおそれがあります。
• サスペンションの改造（車高やサ

スペンションの硬さ変更）
• 指定サイズ以外のタイヤやホイー

ルの装着
 

注記
 

 この車に無線機を搭載する前には、
周波数、最⼤出力、車へのアンテナ
位置、搭載や使用のための具体的な
条件について、スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談することをお
すすめします。
無線機が不適切に搭載された場合
や、無線機がこの車に適さない場合
には、車の電子制御系が正常に作動
しなくなるおそれがあります。

 ナビゲーション、オーディオ機器、
ETC 車載器などの電気機器の取り付
け取り外しは、スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。ま
た、バッテリー端子から直接電気製
品の電源をとったり、アース線を接
続したりしないでください。電子部
品のはたらきをさまたげ、火災、故
障、バッテリーあがりなどのおそれ
があります。

 お車の故障診断コネクターへ指定以
外の機器を接続すると、電子部品の

はたらきをさまたげたり、バッテ
リーあがりなどを起こしたりするお
それがあります。
お車の故障診断コネクターには、指
定の点検整備用の故障診断装置以外
は接続しないでください。

 お車に次のような改造をするとオー
トレベリング機能（⾃動光軸調整機
能）が正常に作動しなくなるおそれ
があります。
• サスペンションの改造（車高やサ

スペンションの硬さ変更）
• 指定サイズ以外のタイヤやホイー

ルの装着
 

スズキ純正品以外の電装品を
取り付けるリスクについて

注記
 

スズキ純正品以外の電装品を取り付け
ることで、他の電装品が正常に作動し
なくなったり、重⼤な故障または個人
情報の流出につながるおそれがありま
す。
スズキ純正品以外の電装品を取り付け
たことによる故障などの損害について
はスズキはその責任を負いかねます。

 

データの記録について

この車には、車両の制御や操作などに関
するデータを記録するコンピュータが装
備されており、以下のデータを記録しま
す。

データの種類について

 車両の状態
 車速、⾛⾏距離、平均速度、平均電費、

⾛⾏時間、シフト操作履歴、総外部充
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電量、バッテリー容量劣化度（SOCE）、
消費電力などの車両の状態

 シフトポジション等のEVシステムの状
態

 アクセル、ブレーキ、ステアリング角、
シフトポジションなど、操作の状態

 各種コンピュータシステムの故障に関
する情報

 SRSエアバッグ作動に関する情報（イベ
ントデータレコーダー（EDR）に記録
されます。EDR は Event Data Recorder
の略です。）

 運転⽀援装置の作動状況
 前方カメラの画像情報（DSBS Ⅱ）

アドバイス
 

 お車のタイプにより、記録される
データは異なります。

 会話などの⾳声や車内の映像は記録
しません。

 使⽤条件などにより、データが記録
されない場合があります。

 前方カメラが画像データを記録しな
いように設定できます。スズキ販売
店またはスズキ代理店にお問い合わ
せください。（ただし、記録しないよ
うに設定すると、システム作動時の
データは残らなくなります。）

 

データの開⽰について

スズキ、スズキの代理店・販売店および
スズキの委託先は、コンピュータに記録
されたデータを、車両の事故解析・故障
診断・研究開発・品質の向上などを目的
に取得・利⽤することがあります。
なお、スズキ、スズキの代理店・販売店
およびスズキの委託先は、次の場合を除
き、取得したデータを第三者へ開示・提
供しません。
 お車の使⽤者の同意がある場合

 法令、裁判所命令そのほか法的強制力
のある要請に基づく場合

 統計的な処理を⾏なうなど、使⽤者や
車両が特定できないように加工した
データを、研究機関などに提供する場
合

データの消去について

「データの種類について」に記載されてい
るデータは、お車のメンテナンスや法令
への準拠等に必要なものを除き、スズキ
販売店またはスズキ代理店で消去できま
す。
お客様がお車をおゆずりになるときや廃
車されるときなどに、「 データの種類につ
いて 」に記載されているデータが消去さ
れていないことにより第三者に漏洩した
としてもスズキはその責任を負いかねま
すので、お客様のご判断にてスズキ販売
店またはスズキ代理店にデータの消去を
ご依頼ください。

SRS エアバッグのイベントデータ
レコーダー（EDR）

EDR とは Event Data Recorder （イベン
トデータレコーダー）の略です。SRS エ
アバッグが作動するような事故のときに
データを記録します。 (>>> P.8)

スズキコネクトによるデータの取
扱いについて

お客様がスズキコネクトをご利⽤の場
合、サービス提供のためにお客様の車両
位置情報や車両情報を車載通信機内に保
存します。 詳細についてはスズキコネク
トの利⽤規約をご確認ください。
お車をおゆずりになるときや廃車などさ
れるときは、お手数ですがお客様ご⾃身
でスズキコネクトの解約手続きを⾏って
ください。解約手続きを⾏うことで、車
載通信機に保存されているお客様の個
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人・プライバシー情報は削除されます。詳
しくはスズキコネクトアプリ取扱説明書
をご参照ください。
 解約手続きをしなかったことによるお

客様の個人・プライバシー情報の漏え
いについては、スズキはその責任を負
いかねます。

充電ポート

 メーカー指定の充電ケーブルを充電イ
ンレットに接続してください。

 充電していないときは、充電リッドを
閉じてください。

⾛⾏するときは

警告
 

 ⾛⾏前に同乗者全員にシートベルト
を正しく着用させないと、急ブレー
キ時や衝突時などに身体が拘束され
ず、重⼤な傷害につながるおそれが
あります。

 助手席や後席の同乗者全員にシート
ベルトを着用させてください。

 お酒を飲んだときや眠気をもよおす
薬を飲んだときは、運転を控えてく
ださい。注意力と判断力がにぶり、
思いがけない事故を引き起こすおそ
れがあります。

 

車検∕点検について

車検および点検整備ついては、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

廃棄と廃車

お車を廃車にするときや、エアバッグや
プリテンショナ ― などを廃棄するとき
は、スズキ販売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。
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本書の⾒かた

警告∕注意∕注記∕アドバイ
ス

本書では、次の記号を使⽤しています。
“ 警告 ”、“ 注意 ”、“ 注記 ”、“ アドバイ
ス ” は、とくにしっかりお読みください。

警告
 

取扱いを誤ると、死亡または重⼤な傷
害につながるおそれがある内容です。

 

注意
 

取扱いを誤ると、傷害につながるおそ
れがある内容です。

 

注記
 

取扱いを誤ると、物的損害につながる
おそれがある内容です。

 

アドバイス
 

お車を使ううえで知っておいていただ
きたい、または知っておくと便利な内
容です。

 

イラストの中で次の記号があるときは、
図示されている⾏為の禁⽌を示していま
す。
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クイックガイド

車両装備

外観（フロント）

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。
(1) ドア (>>> P.206)
(2) ドアロック (>>> P.206)
(3) 方向指示器∕非常点滅表示灯（ドアミラー） (>>> P.263) (>>> P.458)
(4) ドアミラー (>>> P.229)
(5) ガラスルーフ（タイプ別装備 ） (>>> P.431)
(6) 前方カメラ（DSBS Ⅱ ） (>>> P.281)
(7) フロントワイパー (>>> P.273) (>>> P.460)
(8) ボンネット (>>> P.442)
(9) ヘッドライト (>>> P.269) (>>> P.458)

(10) 方向指示器∕非常点滅表示灯（フロント） (>>> P.263) (>>> P.458)
車幅灯
DRL（デイタイムランニングランプ） (>>> P.272) (>>> P.458)

(11) サイドカメラ (>>> P.349)
(12) 普通充電ポート (>>> P.89)
(13) けん引フックカバー (>>> P.472)
(14) フロントフォグランプ (>>> P.273) (>>> P.458)
(15) 超⾳波センサー (>>> P.336)
(16) 前方レーダー（DSBS Ⅱ） (>>> P.281)
(17) フロントカメラ (>>> P.349)

(1)(2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

(9) (10)

(11) (13)(12) (13)(14) (15)(16) (15)(17)
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外観（リヤ）

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。
(1) 急速充電ポート (>>> P.89)
(2) ハイマウントストップランプ (>>> P.458)
(3) リヤワイパー (>>> P.277) (>>> P.461)
(4) バックドア (>>> P.209)
(5) サイドアンダーミラー (>>> P.231)
(6) 超⾳波センサー (>>> P.336)
(7) フックカバー (>>> P.472)
(8) 制動灯∕尾灯 (>>> P.458)
(9) 方向指示器∕非常点滅表示灯（リヤ） (>>> P.263) (>>> P.458)

(10) 後退灯 (>>> P.458)
(11) 番号灯 (>>> P.458)
(12) バックカメラ (>>> P.349)

(1) (2) (3) (4)

(6)(5) (6)(7)

(9) (10)

(11)

(12)

(8)

book.book  14 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



クイックガイド

15

内装

運転席まわり

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。
(1) 非常点滅表示灯スイッチ (>>> P.464)
(2) ワイパー∕ウォッシャースイッチ (>>> P.273) (>>> P.277)
(3) ドライバーモニタリングカメラおよび LED (>>> P.365)
(4) ライトスイッチ (>>> P.269)

方向指示器スイッチ (>>> P.263)
フォグランプスイッチ (>>> P.273)

(5) LED アンビエントライト（前席ドア） (>>> P.402)
(6) ワイヤレス充電 (>>> P.426)
(7) LED アンビエントライト（センターコンソールミドルトレイ） (>>> P.402)
(8) アクセサリーソケット (>>> P.414)

(10)

(9)
(7)

(11)

(1) (2) (3) (5)(4)

(6) (12) (13) (14)

(8)
(15)
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(9) HDMI 端子 ( 別冊 ※)
(10) USB ソケット (>>> P.415)
(11) USB 電源ソケット (>>> P.415)
(12) パワースイッチ (>>> P.248)
(13) テレスコピック＆チルトステアリング（レバー） (>>> P.228)
(14) ボンネットオープナー (>>> P.442)
(15) 全方位カメラスイッチ (>>> P.349)

※ 詳しくは、ナビゲーションマニュアルをお読みください。

フロント

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。
(1) グローブボックス (>>> P.404)
(2) 助手席 SRS エアバッグ (>>> P.52)
(3) エアコン、ヒーター (>>> P.387)

⾳量調節スイッチ (>>> P.433)
(4) センターディスプレイ (>>> P.156)
(5) メーター (>>> P.148)

N

(11)
(12)

(9)
(10)

(1) (2) (6) (7)(5)(4)(3)

(8)

(13)(14)
(15)

(16)

(17)
(18)

(19) (20)

(21) (21)
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(6) 運転席 SRS エアバッグ (>>> P.52)
ホーンスイッチ (>>> P.228)

(7) 運転席 SRS ニーエアバッグ (>>> P.52)
(8) スノーモードスイッチ（2WD 車） (>>> P.259)
(9) イージードライブペダルスイッチ (>>> P.258)

(10) ヒルディセントコントロールスイッチ（4WD 車） (>>> P.260)
(11) P ポジションスイッチ (>>> P.255)
(12) ドライブモードスイッチ (>>> P.258)
(13) トレイルモードスイッチ（4WD 車） (>>> P.259)
(14) ダイヤルシフト (>>> P.253)
(15) パーキングブレーキスイッチ (>>> P.264)
(16) ブレーキホールドスイッチ (>>> P.266)
(17) ドアミラー角度調整スイッチ (>>> P.229)

ドアミラー格納スイッチ (>>> P.230)
(18) パワードアロックスイッチ (>>> P.208)
(19) パワーウインドースイッチ (>>> P.233)
(20) ウインドーロックスイッチ (>>> P.234)
(21) 足元照明 (>>> P.402)
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リヤ

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。
(1) 可倒式アシストグリップ (>>> P.412)
(2) 後席室内灯 (>>> P.401)
(3) ドリンクホルダー (>>> P.406)
(4) シートベルト (>>> P.35)
(5) 後席シート (>>> P.221)
(6) USB 電源ソケット (>>> P.415)
(7) AC 電源コンセント（V、1,500W）[ 非常時給電モード付 ] (>>> P.416)
(8) AC 電源コンセント ON/OFF スイッチ (>>> P.416)

(1)(2) (1)(2)

(3)

(5)(4) (4) (4)

(6)(6)

(7)
(8)
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サイド

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。
(1) ルームミラー (>>> P.229)
(2) 前方カメラ（DSBS Ⅱ） (>>> P.281)
(3) レインライトセンサー (>>> P.274)
(4) 助手席 SRS エアバッグに関する警告ラベル（※、※） (>>> P.46)
(5) バニティ ― ミラー∕チケットホルダー (>>> P.411) (>>> P.411)
(6) 前席室内灯 (>>> P.400)
(7) ハンズフリーマイク (>>> P.433)
(8) SOS ボタン (>>> P.477)
(9) マイク（スズキ緊急通報） (>>> P.477)

(10) サンバイザー (>>> P.411) (>>> P.411)
(11) SRS カーテンエアバッグ (>>> P.48)

SOS

(1) (2) (4)

(4)

(3)

(7)

(8)
(9)

(11)

(5)

(12) (13) (13) (15)(14)

(10)(6)
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(12) 前席シート (>>> P.218)
(13) SRS サイドエアバッグ (>>> P.48)
(14) シートバックポケット (>>> P.406)
(15) シートベルト (>>> P.35)

※ お子さま⽤シートをご使⽤になる前に、必ずお読みください。
※ 前部の作動可能なエアバッグで保護されているシートには、後向き幼児拘束装

置を絶対に使⽤しないでください。幼児が死亡したり、重傷を負う可能性があ
ります。
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荷室

(1) ラゲッジボード (>>> P.409)
(2) ラゲッジシェルフ (>>> P.408)
(3) 荷室室内灯 (>>> P.403)
(4) タイヤパンク応急修理セット (>>> P.482)
(5) けん引フック (>>> P.472)
(6) 普通充電ケーブル (>>> P.92)
(7) ショッピングフック (>>> P.408)

(1) (2)

(3)

(4) (4) (5) (6)

(7)
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警告ブザーが鳴ったときは

車両状態や対処方法などに関する警告と注意事項を、ブザー⾳や⾳声案内でお知らせ
します。
次の表は、ブザー⾳や⾳声案内でお知らせする状況を示しています。
 ※ は、ブザー⾳や⾳声案内とともに、メーターのマルチインフォメーションディス

プレイに車両状態や対処方法などをお知らせするメッセージが表示されます。
 ⾳声案内については設定の切替え（カスタマイズ）にて、お知らせ⾳声および運転

サポート⾳声の設定を変更することができます。

いつ メーター 原因と対処方法
い ず れ か の ド
ア ま た は ボ ン
ネ ッ ト を 開 け
たとき

2 秒間隔で点滅

セキュリティアラームの警報が作動しています。
次のいずれかの操作により警報を途中で停⽌でき
ます。
 キーレスエントリーまたはリクエストスイッチ

で解錠する
 パワースイッチを “ON” にする

パ ワ ー ス イ ッ
チを “ON” にし
たとき

約 8 秒間
小刻みに点滅

駐車時にセキュリティアラームの警報が作動した
ことを示しています。盗難にあっていないか車の
中を確認してください。

パ ワ ー ス イ ッ
チが “ON” のと
き

（赤色）
点灯

ブレーキ液の不足、またはブレーキシステムに異
常が考えられます。スズキ販売店またはスズキ代
理店で点検を受けてください。

⾛⾏中

点滅
※

 運転者がシートベルトを着⽤していません。安
全な場所に停車して、ベルトを着⽤してくださ
い。

 いずれかの乗員がシートベルトを着⽤していま
せん。ベルトを着⽤してください。

 助手席に荷物などを載せていると、乗員がいな
くても、センサーが重量を検知して警告灯が点
滅し警告ブザーが鳴る場合があります。

点灯
※

いずれかのドアが完全に閉まっていません。安全
な場所に停車して、完全に閉めてください。

※ 充電リッドが完全に閉まっていません。安全な場
所に停車して、完全に閉めてください。
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運 転 席 ド ア を
開けたとき

点灯
※

ヘッドライトまたは車幅灯が点灯したままです。
これらを消してください。

パ ワ ー ス イ ッ
チを “LOCK

（OFF）” にもど
そ う と し た と
き

※

ダイヤルシフトの故障などによりパワースイッチ
を “LOCK （OFF）” にもどせません。スズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

パ ワ ー ス イ ッ
チが “ON” のと
き

1 秒間隔で点滅
※

キーレスプッシュスタートシステムに異常が考え
られます。スズキ販売店またはスズキ代理店で点
検を受けてください。

パ ワ ー ス イ ッ
チ を 操 作 し た
とき 点灯

※

携帯リモコンが検知できない、またはリモコンの
電池が切れています。リモコンを車内の検知でき
る位置にするか、リモコンをパワースイッチに当
ててください。

パ ワ ー ス イ ッ
チを “ACC” ま
たは “ON” にし
たとき 点滅

※

パワースイッチを “ACC” または “ON” にしたとき
は携帯リモコンを検知していましたが、EV システ
ム始動時に検知できなくなりました。リモコンを
車内の検知できる位置でパワースイッチを操作し
てください。

い ず れ か の ド
ア を 開 閉 し た
とき 点滅

※

携帯リモコンが検知できなくなりました。リモコ
ンを車内の検知できる位置にしてください。

運 転 席 ド ア を
開けたとき ― パワースイッチが “ACC” になっています。“LOCK

（OFF）” にもどしてください。
リ ク エ ス ト ス
イ ッ チ を 押 し
たとき

― パワースイッチが “ACC” または “ON” になってい
ます。“LOCK （OFF）” にもどしてください。

― 携帯リモコンが車内にあります。リモコンを車外
に持ち出してください。

点灯
※

いずれかのドア（バックドアを含む）が完全に閉
まっていません。完全に閉めてください。

いつ メーター 原因と対処方法
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携 帯 リ モ コ ン
の ロ ッ ク ス
イ ッ チ を 押 し
たとき 点灯

※

いずれかのドア（バックドアを含む）が完全に閉
まっていません。完全に閉めてください。

⾛⾏中

点灯
※

電動パーキングブレーキが解除されていません。
電動パーキングブレーキを解除してください。

停車中
―

電動パーキングブレーキの解除、またはブレーキ
ホールドを設定できませんでした。 車両状況を確
認の上、再設定してください。

パ ワ ー ス イ ッ
チが “ON” のと
き

（赤色）
点灯
※

ブレーキの効きが悪くなっています。ただちに安
全な場所に停車し、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご連絡ください。

（⻩色）
点灯
※

ブレーキの効きが悪くなっています。できるだけ
早くスズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受
けてください。

点滅
※

ESP® のシステムに異常があると点灯します。でき
るだけ早くスズキ販売店またはスズキ代理店で点
検を受けてください。

坂道で停車中

点灯
※

車両が動く可能性があるため、すみやかにブレー
キを踏んで、急勾配を避けて駐車してください。

（白色）
点灯
※

急坂路ではブレーキホールドシステムでブレーキ
が保持できず車両が動き出す場合があります。急
勾配を避けて駐車してください。

いつ メーター 原因と対処方法
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パ ワ ー ス イ ッ
チが “ON” のと
き

点灯
※

 パーキングブレーキのシステムに異常がある可
能性があります。パーキングブレーキスイッチ
を数回操作してもメッセージが消えない場合
は、できるだけ早くスズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてください。

 シートベルトを着⽤していない、または運転席
ドアが開いているため、電動パーキングブレー
キを⾃動解除できません。
シートベルトの着⽤と運転席ドアが閉まってい
ることを確認してください。

 ブレーキを踏まずにパーキングブレーキスイッ
チを押しているため、電動パーキングブレーキ
を解除できません。
ブレーキを踏みながらパーキングブレーキス
イッチを操作してください。

（白色）
点灯
※

 ブレーキホールドの異常が考えられます。スズ
キ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。

 シートベルトを着⽤していない、または運転席
ドアが開いているため、ブレーキホールドが作
動しません。
シートベルトの着⽤と運転席ドアが閉まってい
ることを確認してください。

 ブレーキを踏まずにパーキングブレーキスイッ
チを押しています。
ブレーキを踏みながら操作してください。

⾛⾏中
※

シフト制御システムに異常がある可能性がありま
す。ただちに安全な場所に停車し、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご連絡ください。

いつ メーター 原因と対処方法
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よくあるご質問（Q ＆ A）
お問い合わせの多い、よくあるご質問についてご案内します。

ドアの開閉

窓ガラス

タイヤ

バッテリーあがり

スズキ セーフティ サポート

Q キーレスエントリーが作動しない。
A キーレスエントリーが作動しない状況にあるおそれがあります。(>>>

P.212)
A 携帯リモコンの電池が消耗しているときは、交換してください。(>>>

P.449)

Q ドアを開けたら警報が鳴る。
A 警報装置（セキュリティアラーム）が作動しています。(>>> P.75)

Q フロントガラスやドアガラス内側のくもりを取りたい。
A デフロスタースイッチをご使⽤ください。 (>>> P.391)

Q バックドアガラス内側のくもりを取りたい。
A リヤデフォッガースイッチをご使⽤ください。 (>>> P.392)

Q パンクした。
A パンクの状態によっては、タイヤパンク応急修理セットをご使⽤いた

だくことで、応急修理ができます。(>>> P.482)

Q バッテリーがあがり、EV システムが始動できない。
A 救援車のバッテリーとブースターケーブルを接続して、EV システムを

始動してください。(>>> P.493)

Q スズキセーフティサポートが作動するとき、作動しないときを知りた
い。

A 次の項目をお読みください。 (>>> P.279)
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電装品

EV システム

Q 電気装置が使用できなくなった。
A ヒューズを点検してください。 (>>> P.450)

Q EV システムが始動しない。
A 充電ケーブルが接続されているか確認してください。 (>>>

P.107) (>>> P.113)
A ブレーキペダルをしっかり踏みながらパワースイッチを押しているか

確認してください。(>>> P.248)
A シフトポジションが “P” になっているか確認してください。 (>>>

P.254)
A 携帯リモコンが車内の検知範囲にあるか確認してください。 (>>>

P.217)
A 携帯リモコンの電池が消耗していないか確認してください。 (>>>

P.215)
A 鉛バッテリーが消耗していないか確認してください。 (>>> P.495)
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安全なドライブのために
安全にお使いいただくために

運転する前に

日常点検を確実に

車の⾛⾏距離、使⽤状態から判断した適
切な時期に実施してください。
詳しくは、メンテナンスノート（日常点
検）をご覧ください。

車にあったフロアマットを適
切に使用する

フロアマットが前方に滑り、ペダルの操
作のさまたげになることを防ぐため、こ
の車専⽤のスズキ純正フロアマットのご
使⽤をおすすめします。

警告
 

 次の注意事項をお守りいただかない
と、ペダル操作のさまたげになって
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

警告ラベルの説明

(1) フロアマットが固定具に固定され
ていることを確認してください。

(2) フロアマットを重ねて敷かないよ
うにしてください

(3) 詳しくは、取扱説明書（本書）をお
読みください。

スズキ純正フロアマットの例
運転席および助手席側のフロア（カー
ペット下）には、スズキ純正フロアマッ
トに付属する固定具を取り付ける穴が
あります。

 フロアの形状に合わないフロアマッ
トは絶対に使用しないでください。

 

運転席の足元付近にものを置
かない

警告
 

空き缶などを足元に放置すると、ペダ
ル操作ができなくなって思わぬ事故に
つながるおそれがあります。
空き缶などを足元に放置しないでくだ
さい。またシート上の荷物は床に落ち
ないように固定してください。

(1) (2) (3)
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車両が損傷している状態で⾛
⾏しない

警告
 

車両が損傷していたり、警告灯が点滅
または点灯したり警告ブザーが鳴って
いるときは、スズキ販売店またはスズ
キ代理店に相談し、速やかに点検、修
理を受けてください。損傷の状況に
よっては車両火災や故障につながるお
それがあります。

 

安全なドライブのために

運転席にすわって

1)ペダルが確実に踏めて、ハンドル操作
が楽に⾏なえる位置にシートやハン
ドルを調節します。 (>>>
P.218) (>>> P.228)

2)アクセルペダルとブレーキペダルの
位置を右足で確認します。

(1) ブレーキペダル
(2) アクセルペダル

ハンドル、シート、ミラーの
調節は⾛⾏前に

警告
 

 ⾛⾏中にハンドル、シート、ルーム
ミラーやドアミラーの調節をすると
ハンドル操作を誤ったり、前方不注
意となったりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。ハンドル
やシートの調節、ルームミラーやド
アミラーの調節は⾛⾏前に⾏なって
ください。(>>> P.218) (>>>
P.228) (>>> P.229)

 背もたれを倒しすぎると、万一のと
きにヘッドレストやシートベルトが
本来の機能を発揮できず、重⼤な傷
害につながるおそれがあります。
背もたれを必要以上に倒さないでく
ださい。

(1)

(2)
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正しい運転姿勢

正しい運転姿勢がとれるように、次のこ
とに注意してシートを調節してくださ
い。
 背もたれと腰の間にすきまのないよう

にシートに深くすわります。
 ペダル類を踏み込んだときに、ひざが

伸びきらないで余裕があるようにシー
トを前後に調節します。

 背中を背もたれに軽くつけ、ハンドル
を握ったときにひじが軽く曲がる程度
に背もたれの角度を調節します。

 メーター全体が⾒えるようにハンドル
位置を調整してください。

周囲をよく確認してから発進
する

周囲の安全をしっかりと確認してから発
進してください。

注意
 

全方位モニター、パーキングセンサー、
バックミラーだけでは周囲の安全が十
分に確認できません。車を前進または
後退させるときは、直接目視で周囲の
安全を確認してください。

 

携帯電話やナビゲーションな
どに気を取られないで

警告
 

 運転中に携帯電話などを操作する
と、電話の操作に気を取られ、思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。
運転者は、⾛⾏中に⾃動車電話や携
帯電話などを操作しないでくださ
い。
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 ⾛⾏中にテレビを⾒たり、ナビゲー
ションやオーディオなどを操作する
と、前方不注意で思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
運転者は、⾛⾏中にテレビを⾒たり、
ナビゲーションやオーディオなどを
操作したりしないでください。

 

ハンドルの中に手を入れてス
イッチなどを操作しない

警告
 

ハンドルの中に手を入れてスイッチな
どを操作すると、ハンドル操作のさま
たげになり、思わぬ事故の原因となり
ます。
スイッチなどを操作するときは、ハン
ドルの中に手を入れて操作しないでく
ださい。

 

ブレーキペダルに足を乗せた
まま⾛⾏しない

注意
 

ブレーキ部品が早く摩耗したり、ブ
レーキ装置が過熱したりして、効きが
悪くなるおそれがあります。
ブレーキペダルに足を乗せたまま⾛⾏
しないでください。

 

横風が強いときは

トンネルの出口や橋の上、大型トラック
が通りすぎるときなどに、横風を受けて
車が横に流されることがあります。あわ
てずハンドルをしっかり握り、徐々にス
ピードを落として進路を⽴て直してくだ
さい。

草の⽣い茂った場所は⾛⾏し
ない

警告
 

草などが駆動系部品にからまると、駆
動装置が損傷するおそれがあります。
草の⽣い茂った場所は⾛⾏しないでく
ださい。
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滑りやすい路面ではゆっくり
⾛る

注意
 

濡れた路面や凍結路、積雪路などで、
「急」のつく運転をすると、スリップ事

故につながるおそれがあります。
濡れた路面や凍結路、積雪路などでは、
急発進、急加速、急ブレーキ、急ハン
ドルなど「急」のつく運転はしないで
ください。

 

水たまりを高速で通り抜けな
い

注意
 

水たまりや濡れた路面を高速で⾛⾏す
ると、タイヤと路面の間に水の膜がで
き、タイヤが浮いた状態になることが
あります。これをハイドロプレーニン

グ現象といい、ハンドルやブレーキが
まったく効かなくなって思わぬ事故に
つながるおそれがあります。
水たまりを高速で通り抜けないでくだ
さい。

 

水たまりを⾛⾏したあとや洗
車後はブレーキの効きを確認

 周囲の安全を確かめてから低速でブ
レーキペダルを数回踏み、ブレーキの
効きを確かめてください。

 ブレーキの効きが悪いときは、効きが
回復するまで低速で繰り返しブレーキ
ペダルを軽く踏み、ブレーキ装置のし
めりを乾かしてください。
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シートベルト
シートベルトは、シートに身体を固定す
ることで安全を確保するための安全装置
です。
シートベルトは正しく着⽤するととも
に、同乗者がいる場合は、安全のため必
ず全員に着⽤させましょう。

警告
 

 シートベルトにほつれや擦り傷、切
り傷があるときは、ベルトを交換し
てください。

 バックルが正常に動かないときは、
スズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。

 衝突などでベルトに強い力がかかっ
たときは、外観に異常がなくても、
機能が損なわれていることがありま
す。ベルトを交換してください。

 万一のときにシートベルトが本来の
効果を十分発揮できず、重⼤な傷害
につながるおそれがあるため、次の
ことをお守りください。
• バックルの内部に異物が入った

り、飲み物をこぼしたりしたとき
は、シートベルトが正常に機能を
発揮できないおそれがあるため、
スズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。

• シートベルトが損傷するおそれが
あるため、シートベルトをドアに
はさまないようにしてください。
ドアを閉める前に、シートベルト
がたるみなく巻き戻されているか
確認してください。

• シートベルトを改造したり、取り
外したりしないでください。

 

シートベルトは正しく着用

 シートを正しい位置に調節し、上体を
起こして奥深くすわります。

 ベルトがねじれないように着⽤しま
す。

 腰ベルトは、腰のできるだけ低い位置
にかけます。

 肩ベルトは、首と肩先の中央にかけま
す。

 ベルトがねじれていないことを確認
し、たるみを取り除きます。 (>>>
P.39)

警告
 

シートベルトを正しく着用しないと、
急ブレーキ時や衝突時などに身体が拘
束されず、重⼤な傷害につながるおそ
れがあります。
シートベルトを正しく着用し、次のこ
とに注意してください。
 シートベルトにねじれやたるみがあ

ると、衝撃を受けたときに局部的に
圧迫されるおそれがあります。

 ベルトが腰部でなく腹部にかかって
いると、衝撃を受けたときに内臓が
強く圧迫されるおそれがあります。
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 ベルトが肩にしっかりとかかってい
ないと、衝撃を受けたときに前方に
投げ出されるおそれがあります。

 アームレストにベルトがかかってい
ると、シートベルトが本来の効果を
発揮できません。ベルトは、アーム
レストの下を通してください。

 お子さまを乗せるときは、次の参照
先をお読みください。 (>>> P.57)

 妊娠中の方、疾患がある方もシート
ベルトを着用してください。ただし、
衝突のときに局部的に強く圧迫され
るおそれがありますので、医師に相
談して注意事項を確認してくださ
い。

 妊娠中の方は、腰ベルトを腹部を避
けて腰部のできるだけ低い位置にか
けます。肩ベルトは、首と肩先の中
央から腹部を避けて胸部にかかるよ
うに着用してください。

 

シートベルト非着用警告

運転者または助手席および後席の乗員がシートベルトを着⽤していない場合、シート
ベルト警告灯が点滅または点灯し、シートベルトを着⽤するように促します。
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(1) 運転席シートベルト警告灯
(2) 助手席シートベルト警告灯
(3) 後席シートベルト警告灯（後席右）※
(4) 後席シートベルト警告灯（後席中央）※
(5) 後席シートベルト警告灯（後席左）※
(6) “ 運転席シートベルトが外れています ”
(7) “ 助手席シートベルトが外れています ”

※ シートベルトが着⽤されていないことを示しています
※ シートベルトが着⽤されていることを示しています

警告
 

シートベルトを正しく着用しないと、急ブレーキ時や衝突時などに身体が拘束され
ず、重⼤な傷害につながるおそれがあります。
EV システムを始動する前にシートベルトを正しく着用してください。

 

アドバイス
 

シートベルト警告灯が点灯すると、シートベルト警告がメーターのマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されます。

 

運転席シートベルト非着用警告

運転者がシートベルトを着⽤していない
と、パワースイッチが “ON” のとき、次
のように作動します。

1)運転席シートベルト警告灯が点灯し
ます。

2)車速が約 15 km/h 以上になると、シー
トベルト警告ブザーが断続的に鳴る
とともに、警告灯が点灯から点滅に切
替わります。

(7) (6)

(5) (4) (3)

(2) (1)
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3)シートベルトが着⽤されるまで、警告
灯は点灯します。

運転中にシートベルトを外すと、車両の
速度に応じて 1) または 2) から作動しま
す。
 車速が約15 km/h未満のときは、1)から

作動します。
 車速が約15 km/hを超えるときは、2)か

ら作動します。
警告は、シートベルトを着⽤するかパ
ワースイッチを “LOCK （OFF）” にする
と解除されます。

助手席シートベルト非着用警告

助手席または後席で乗員がシートベルト
を着⽤していないと、パワースイッチが
“ON” のときに作動します。
警告のしかたは、運転席シートベルト非
着⽤警告と同様です。

注記
 

 助手席のシートクッションにはシー
トベルトリマインダーのセンサーが
内蔵されています。シートクッショ
ンの上に重いものや尖ったもの等を
置いたり、助手席の取り外しや分解、
改造等を⾏なったりすると、セン
サーが誤作動したり破損したりする
おそれがあります。シートクッショ
ンの上に重いものや尖ったもの等は
置かないでください。助手席および
後席の取り外しや分解・改造は⾏な
わないでください。

 シートクッションの上にソフトドリ
ンクやジュースなどの液体をこぼし
たときは、すぐにやわらかい布など
でふき取ってください。助手席シー
トベルトリマインダーセンサーが損
傷するおそれがあります。

 シートをお手入れするときは、ベン
ジン、ガソリンおよびアルコールな
どの溶剤を含む洗浄液を使用しない

でください。シート表面、ヒーター
やシートベルトリマインダーセン
サーが損傷する原因となります。

 シートのお手入れは、次の参照先を
確認してください。 (>>> P.440)

 

アドバイス
 

 助手席に荷物などを載せていると、
乗員がいなくても、センサーが重量
を検知して警告灯が点滅し警告ブ
ザーが鳴る場合があります。

 助手席にお子さまや小柄な大人が乗
車したり、クッションを使⽤したり
すると、センサーが感知せず正常に
作動しない場合があります。

 

後席シートベルト非着用警告

後席の乗員の有無にかかわらずシートベ
ルトを着⽤していないと点灯します。
パワースイッチを “ON” にして⾛⾏を開
始すると、最初に車速が約 15 km/h 以上
になったときから約 65 秒間点灯したあ
と消灯します。また、⾛⾏していないと
きに後席ドアを開けたときも点灯しま
す。
 次のような場合、後席シートベルト警

告灯が約 65 秒間点滅するとともに
シートベルト警告ブザーが約 35 秒間
鳴り続けます。シートベルト警告ブ
ザーが停⽌したあと約30秒たつと後席
シートベルト警告灯が点滅から点灯に
切り替わります。
• 車速が約 15 km/h 以上になったあと

に後席シートベルトをはずした場合
• 後席ドアを開かずに後席シートベル

トをはずしたあと車速が約 15 km/h
以上になった場合

後席シートベルトが着⽤される、もしく
はパワースイッチを “LOCK（OFF）” に
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すると、後席シートベルト非着⽤警告は
解除されます。

お手入れ

お手入れの方法は、布地などと同様で
す。(>>> P.440)

警告
 

漂白剤、溶剤、染料を使用しないでく
ださい。しみ、変色、強度低下の原因
となり、シートベルトが正常に機能を
発揮しないおそれがあります。

 

シートベルトの着用のしか
た・外しかた

シートベルトは、長さ調節が必要ありま
せん。身体の動きにあわせてベルトが伸
縮し、強い衝撃を受けたときは⾃動的に
ベルトがロックされて身体を固定しま
す。

シートベルトの着用のしかた

1)タングプレートとシートベルトをつ
かみ、ベルトをゆっくりと引き出しま
す。
ベルトのねじれを取ります。

(1) タングプレート

アドバイス
 

ベルトがロックされていて引き出せな
いときは、いったんゆるめてから再度
引き出します。それでも引き出せない
場合は、一度ベルトを強く引いてから
ゆるめ、再度ゆっくりと引き出してく
ださい。

 

2)タングプレートをバックルの差し込
み口にまっすぐになるようにあわせ
て、カチッという⾳がするまでしっか
りと差し込みます。

(1)

book.book  39 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



安全にお使いいただくために

40

1

(1) タングプレート
(2) バックル

アドバイス
 

後席左側⽤のバックルとの間違い防⽌
の た め、後 席 中 央 席 の バ ッ ク ル に
は、“CENTER” の表示があります。

 

3)ベルトを引っ張るなどして、タングプ
レートがバックルに確実に固定され
ていることを確認します。

4)腰ベルトを、腰のできるだけ低い位置
にかけます。

5)肩ベルトを、首と肩先の中央にかけま
す。

6)ベルトがねじれていないことを確認
し、たるみを取り除きます。

シートベルトの外しかた

バックルのボタンを押します。シートベ
ルトが⾃動的に巻きもどされますので、
ベ ル ト や タ ン グ プ レ ー ト に 手 を 添 え、
ゆっくりともどしてください。

アドバイス
 

ベルトがねじれていると、ベルトを外
したときに巻き取られないことがあり
ます。ベルトにたるみがなく巻きもど
されていることを確認してください。

 

肩ベルトの高さ調節（前席の
み）

身体の大きさにあわせて、シートベルト
が正しく着⽤できるようにショルダーア
ンカーの高さ調節ができます。
 上に調節するときは、アンカーをその

まま適切な位置まで持ち上げます。

(1)

(2)
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 下に調節するときは、ロックレバーを
引いたままアンカーを下げ、適切な位
置でレバーを離します。

 調節後は、アンカーを下に引いて固定
されているか確認します。

(1) ロックレバー
(2) ショルダーアンカー

シートベルトプリテンショ
ナー（前席および後席の左右）

シートベルトプリテンショナーと
は

パワースイッチが “ON” のときに、次の
ような状況になると、肩ベルトを瞬時に
巻き取ります。
 車の前方向から強い衝撃を受けたと

き。衝撃の強さなどによっては、運転
席・助手席 SRS エアバッグシステムと
連動する場合と、シートベルトプリテ
ンショナーのみ作動する場合がありま
す。

 車の側面（前席乗員付近）に横方向か
ら強い衝撃を受けたとき。SRS サイド
∕カーテンエアバッグシステムと連動
しています。(>>> P.30)

警告
 

作動したプリテンショナーおよびエア
バッグは再使用できません。スズキ販
売店またはスズキ代理店で交換してく
ださい。

 

正常に機能させるために

シートベルトプリテンショナーの機能に
影響をあたえる部品に手を加えないでく
ださい。シートベルトが思いがけないと
きに巻き取られたり、必要なときに正常
に巻き取られなくなったりすることがあ
ります。

廃棄や廃車

作動していないシートベルトプリテン
ショナーは、決められた手順で作動させ
てから廃棄する必要があります。

警告
 

プリテンショナーを廃棄する場合、不
適切に扱うと、プリテンショナー機構
が不意に作動し、重⼤な傷害につなが
るおそれがあります。
プリテンショナーを廃棄するときや、
装備車を廃車するときは、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

 

(1)

(2)
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シートベルトフォースリミッ
ター（前席および後席の左右）

事故等でシートベルトが強い力で引かれ
たときに、乗員の胸部への衝撃を緩和す
る機構です。

警告
 

強い衝撃を受けたシートベルトは、
ショルダーアンカー部およびタングプ
レート部の樹脂が強い摩擦で溶けてベ
ルトに付着し、ベルトが滑りにくくな
ります。このような場合は、シートベ
ルトが本来の機能を発揮できず、万一
のときに重⼤な傷害につながるおそれ
があります。スズキ販売店またはスズ
キ代理店で交換してください。

(1) ショルダーアンカー部
(2) タングプレート部

 

(1)

(2)
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SRS エアバッグ
SRS エアバッグは衝突による強い衝撃を受けたときにふくらみ、運転者および乗員へ
の衝撃をやわらげます。
この車両には、次の SRS エアバッグが装備されています。

(1) SRS カーテンエアバッグ
(2) 助手席 SRS エアバッグ
(3) 運転席 SRS エアバッグ
(4) SRS サイドエアバッグ
(5) 運転席 SRS ニーエアバッグ

SRS エアバッグシステムとは

SRS とは Supplemental Restraint
System の略で、補助拘束装置の意味で
す。

 メーター内のSRSエアバッグ警告灯は、
パワースイッチが “ON” のときに、次
のような状況で点灯します。
点灯した場合は、スズキ販売店または
スズキ代理店で点検を受けてくださ
い。

(4) (4)

(1) (2) (3)

(5)

book.book  43 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



安全にお使いいただくために

44

1

• SRS エアバッグ、シートベルトプリ
テンショナーが作動したとき

• SRS エアバッグ、シートベルトプリ
テンショナーの電子制御システムに
異常があるとき

警告
 

 SRS エアバッグシステムは、シート
ベルトに代わるものではありませ
ん。シートベルトと併用することで、
その効果を発揮するシートベルトの
補助拘束装置です。
シートベルトを装着していないと、
急ブレーキ時や衝突時に重⼤な傷害
につながるおそれがあります。
SRS エアバッグシステムが装備さ
れている車であっても、シートベル
トを必ず着用してください。

 シートベルトを正しく着用しない
と、SRS エアバッグの効果が十分発
揮できず、急ブレーキ時や衝突時に
重⼤な傷害につながるおそれがあり
ます。
シートベルトは正しい姿勢で正しく
着用してください。

 

アドバイス
 

この車は、イベントデータレコーダー
（EDR）システムにより、SRS エアバッ

グが作動したときのデータを記録・蓄
積します。

 

運転席・助手席 SRS エアバッグ
システム

パワースイッチが “ON” の場合に、車の
前方向から強い衝撃を受け、シートベル
トを着⽤していてもハンドルや助手席側
インストルメントパネルに顔面が当たる
ような強い衝突のときに、運転席・助手
席 SRS エアバッグが瞬時にふくらむ構造
になっています。
 運転席・助手席SRSエアバッグシステム

は、ふくらんだ SRS エアバッグがクッ
ションの役割をして、シートベルトを
着⽤した運転席・助手席乗員の主に顔
面への衝撃を軽減する効果がありま
す。シートベルトは必ず着⽤してくだ
さい。(>>> P.39)

 イラストは、運転席側が作動したとき
を代表しています。

(1) SRS エアバッグ

運転席 SRS ニーエアバッグシス
テム

運転者の下半身への衝撃をやわらげま
す。
パワースイッチが “ON” の場合に、車の
前方向から強い衝撃を受けると、運転席
SRS ニーエアバッグが瞬時にふくらむ構
造になっています。
 運転席SRSニーエアバッグシステムは、

ふくらんだ SRS ニーエアバッグがクッ
ションの役割をして、シートベルトを

(1)
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着⽤した運転席の主に下半身への衝撃
を軽減する効果があります。シートベ
ルトは必ず着⽤してください。(>>>
P.39)

(1) SRS ニーエアバッグ

SRS サイドエアバッグシステム

パワースイッチが “ON” の場合に、車の
側面（前席乗員付近）に横方向から強い
衝撃を受けて、ドアと前席乗員の胸部な
どが衝突するようなときに、衝撃を受け
た側（運転席側または助手席側）の SRS
サイドエアバッグが SRS カーテンエア
バッグと連動して瞬時にふくらむ構造と
なっています。
 SRSサイドエアバッグシステムは、ふく

らんだ SRS サイドエアバッグがクッ
ションの役割をして、シートベルトを
着⽤した前席乗員の主に胸部にかかる
衝撃を軽減する効果があります。シー
ト ベ ル ト は 必 ず 着 ⽤ し て く だ さ
い。(>>> P.39)

 イラストは、運転席側が作動したとき
を代表しています。

(1) SRS サイドエアバッグ

アドバイス
 

SRS サイドエアバッグは、乗員の有無
に関係なく、衝撃を受けた側の SRS サ
イドエアバッグがふくらみます。

 

SRS カーテンエアバッグシステム

パワースイッチが “ON” の場合に、車の
側面（前席乗員付近）に横方向から強い
衝撃を受けて、ドアと前席および後席外
側乗員の頭部などが衝突するようなとき
に、衝撃を受けた側（運転席側または助
手席側）の SRS カーテンエアバッグが
SRS サイドエアバッグと連動して瞬時に
ふくらむ構造となっています。
 SRSカーテンエアバッグシステムは、ふ

くらんだ SRS カーテンエアバッグが
クッションの役割をして、シートベル
トを着⽤した前席および後席外側乗員
の主に頭部にかかる衝撃を軽減する効
果があります。シートベルトは必ず着
⽤してください。(>>> P.39)

 イラストは、運転席側が作動したとき
を代表しています。

(1) SRS カーテンエアバッグ

アドバイス
 

SRS カーテンエアバッグは、乗員の有
無に関係なく、衝撃を受けた側の SRS

(1)

(1)

(1)
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サイド∕カーテンエアバッグがふくら
みます。

 

SRS エアバッグ車を運転する
ときは

シートベルトは必ず着用

警告
 

SRS エアバッグシステムは、シートベ
ルトに代わるものではありません。
シートベルトと併用することで、その
効果を発揮するシートベルトの補助拘
束装置です。
シートベルトを装着していないと、急
ブレーキ時や衝突時に重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。
SRS エアバッグシステムが装備され
ている車であっても、シートベルトを
必ず着用してください。

 

着座姿勢

瞬時にふくらむ運転席・助手席 SRS エア
バッグにより強い衝撃を受けるおそれが
あるため、運転者および助手席の同乗者
は、シートに奥深くすわり、背もたれに
背中を軽くつけてください。また、シー
トを前方に出しすぎないようにシートの
位置を調節してください。(>>> P.32)

警告
 

 ハンドルやインストルメントパネル
に顔や胸などを近づけたり、足を置
いたりしていると、SRS エアバッグ
が作動したときの強い衝撃で、重⼤
な傷害を受けるおそれがあります。
ハンドルやインストルメントパネル
に顔や胸などを近づけたり、足を置
いたりしないでください。

 SRS サイド∕カーテンエアバッグが
作動したときの強い衝撃で、重⼤な
傷害を受けるおそれがあります。窓
から手を出したり、ドアにもたれか
かったりしないようにしてくださ
い。また、後席に乗るときは、前席
の背もたれを抱えないでください。

 

助手席 SRS エアバッグに関する
警告ラベル

助手席サンバイザーの両面には、次の警
告ラベルが貼られています。このラベル
は、助手席 SRS エアバッグが作動したと
きにお子さま⽤シートにあたえる影響
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と、お子さま⽤シートの取り付けに関す
る禁⽌事項を示しています。
この車の助手席にお子さま⽤シートを取
り付ける場合は、警告ラベルの説明およ
び参照先の項目をよくお読みになり、適
切に取り付けてください。

警告
 

前部の作動可能なエアバッグで保護さ
れているシートには、後向き幼児拘束
装置を絶対に使用しないでください。
幼児が死亡したり、重傷を負う可能性
があります。

 

警告ラベルの説明

表⽰と収納場所

“SRS AIRBAG” の表示がある付近に収納
されています。

警告
 

 エアバッグの収納部分に傷がついて
いたり、ひび割れがあったりすると、
万一のときにエアバッグが正常に作
動できず、重⼤な傷害を受けるおそ
れがあります。
エアバッグの収納部分に傷がついて
いたり、ひび割れがあったりすると
きは、スズキ販売店またはスズキ代
理店で交換してください。

 エアバッグの収納場所を強打したり
衝撃を加えると、エアバッグが正常
に作動しなくなったり、誤ってふく
らんだりして、重⼤な傷害を受ける
おそれがあります。
エアバッグの収納場所を強打した
り、衝撃を加えたりしないでくださ
い。

 

運転席 SRS エアバッグ

ハンドルの中央部に収納されています。

シンボルマー
ク

シンボルマークの意
味

助手席SRSエアバッグ
装備車の助手席に、後
ろ 向 き の お 子 さ ま ⽤
シートを取り付けて、
お 子 さ ま を 乗 せ る こ
とを禁⽌

助手席SRSエアバッグ
がふくらむと、後ろ向
き お 子 さ ま ⽤ シ ー ト
お よ び お 子 さ ま に 強
い 衝 撃 が 加 わ る こ と
を表示

詳しくは、取扱説明書
（本書）を読むことを

指示 (>>> P.57) (>>>
P.62)

シンボルマー
ク

シンボルマークの意
味
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(1) 運転席 SRS エアバッグ

助手席 SRS エアバッグ

助手席側のダッシュボードに収納されて
います。

(1) 助手席 SRS エアバッグ

SRS カーテンエアバッグ

運転席側および助手席側のルーフサイド
に収納されています。また、ピラーには
図のような表示がついています。

(1) SRS カーテンエアバッグ

SRS サイドエアバッグ

前席背もたれのドア側に収納されていま
す。前席シートには、図のようなタグが
ついています。

(1) SRS サイドエアバッグ

運転席 SRS ニーエアバッグ

ハンドルの下にあるインストルメントパ
ネルに収納されています。

(1)

(1)

(1)

(1)
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(1) SRS ニーエアバッグ

SRS エアバッグシステムを正
常に機能させるために

SRS エアバッグがふくらむ範囲にものが
あると、ものが飛ばされたり SRS エア
バッグが正常にふくらまなくなったりす
るおそれがあります。

警告
 

 万一のときに SRS エアバッグが本
来の効果を十分発揮できず、重⼤な
傷害につながるおそれがあるため、
次のことをお守りください。
• サスペンションを改造しないでく

ださい。車高やサスペンションの
硬さが変わると、SRS エアバッグ
の誤作動の原因となります。

• 車両前部にグリルガードなどを装
着するときは、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談くださ
い。車両前部を改造すると、SRS
エアバッグが正常に作動しなくな
るおそれがあります。

• 無線機などを取り付けるときは、
スズキ販売店またはスズキ代理店
にご相談ください。無線機の電波
などが SRS エアバッグのコン
ピューターに悪影響をあたえるお
それがあります。

• SRS エアバッグが作動しない程度
の事故であっても、事故後はスズ
キ販売店またはスズキ代理店で点

検を受けてください。システム本
来の機能が損なわれているおそれ
があります。

 SRS エアバッグは、その機能に影響
をあたえる部品に手が加えられる
と、必要でないときに作動したり、
必要なときに正常に作動しなくなっ
たりすることがあります。次のよう
な場合は、システムに悪影響をおよ
ぼしますので、事前にスズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談くださ
い。
• ハンドルの取り外し、ハンドルま

わりの修理
• インストルメントパネルまわり、

センターコンソール付近の修理お
よび電気配線の修理

• オーディオ用品などの取り付け
• ダッシュボード周辺の板⾦塗装お

よび修理
• 前席シートの交換およびシートま

わりの修理
• フロントピラー、バックピラーお

よびルーフサイドまわりの修理
• センターピラーまわりの修理

 

運転席 SRS エアバッグについて

警告
 

 SRS エアバッグ収納部に手や顔、胸
などを近づけると、SRS エアバッグ
が作動したときの強い衝撃で、重⼤
な傷害を受けるおそれがあります。
ハンドルにもたれかかるなどして、
収納部に手や顔、胸などを近づけな
いでください。

 万一のときにSRSエアバッグが本来
の効果を十分発揮できず、重⼤な傷
害につながるおそれがあるため、次
のことをお守りください。

(1)
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• ハンドルを交換する、ハンドルの
パッド部にステッカーを貼る、色
をぬる、カバーで覆うなどの改造
をしないでください。

 

助手席 SRS エアバッグについて

警告
 

 助手席に乗車するときや、お子さま
を乗せるときは、必ず次のことをお
守りください。守らないと SRS エア
バッグが作動したときの強い衝撃
で、重⼤な傷害を受けるおそれがあ
ります。
• インストルメントパネルのSRSエ

アバッグ収納部に手足を置いた
り、顔や胸などを近づけたりしな
いでください。

• お子さまをSRSエアバッグ収納部
の前に⽴たせたり、ひざの上に抱
いてすわったりしないでくださ
い。お子さまは後席に乗せて、シー
トベルトを着用させてください。

 シートベルトを正しく着用できない
お子さまは、お子さま用シートをご
使用のうえ、後席に乗せてください。

 万一のときに SRS エアバッグの本
来の効果が十分発揮できず、重⼤な
傷害につながるおそれがあるため、
次のことをお守りください。
• エアバッグ収納部およびその周辺

に、ステッカーを貼る、色をぬる、
アクセサリーや芳香剤、ETC 車載
器やポータブルカーナビなどを取
り付ける、置く、傘を⽴てかける
などしないでください。

• フロントガラスやルームミラーに
アクセサリー（スズキ純正用品を
除く）などを取り付けないでくだ
さい。
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SRS サイド∕カーテンエアバッグ
について

警告
 

 スズキ純正シートカバーを正しい向
きと位置に取り付けないと、SRS サ
イドエアバッグが正常に作動しなく
なり、重⼤な傷害につながるおそれ
があります。また、純正の専用品以
外のものを使用すると、SRS サイド
エアバッグが正常に作動しなくなる
原因となります。
前席にシートカバーを取り付けると
きは、SRS サイドエアバッグ装備車
専用のスズキ純正シートカバーを使
用し、付属の取扱説明書をよくお読
みください。

 ドア付近にカップホルダーやハン
ガーなどのアクセサリー用品を取り
付けたり、傘などを⽴てかけると、
SRS サイド∕カーテンエアバッグ
が作動したときに、これらのものが
飛散したり正常にふくらまなくなっ
たりして、重⼤な傷害につながるお
それがあります。
• ドア付近にカップホルダーやハン

ガーなどのアクセサリー用品を取
り付けたり、傘などを⽴てかけた
りしないでください。

 

SRS エアバッグシステムの
作動

作動したとき

 エアバッグは、高温のガスで瞬時にふ
くらみます。事故の発⽣状況や乗員の
姿勢によっては、擦過傷、打撲、やけ
どなどを負うことがあります。

 ふくらんだエアバッグは、すぐにしぼ
む構造になっています。

警告
 

作動したプリテンショナーおよびエア
バッグは再使用できません。スズキ販
売店またはスズキ代理店で交換してく
ださい。

 

注意
 

 SRS エアバッグ作動直後は構成部品
が熱くなり、やけどのおそれがあり
ます。
SRS エアバッグが作動したあとは、
エアバッグの構成部品に触れないで
ください。

 エアバッグが作動すると⼤きな音が
して白い煙のようなガスが出ます
が、火災ではありません。また、人
体への影響もありません。
ただし、残留物が目や⽪膚などに付
着したときは、できるだけ早く水で
洗い流してください。⽪膚の弱い方
などは、まれに⽪膚を刺激する場合
があります。
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運転席･助手席 SRS エアバッ
グ、運転席 SRS ニーエアバッ
グ

こんなとき作動します

 衝突しても変形や移動をしない構造物
（コンクリートの壁など）に、約 25 km/

h 以上の速度で正面衝突したとき

 車両前方左右約 30° 以内の方向から、上
図の正面衝突と同等の強い衝撃を受け
たとき

(1) 約 30°

こんなとき作動することがありま
す

車体下部に強い衝撃を受けると、作動す
ることがあります。
 縁⽯や中央分離帯などに衝突したとき

 深い⽳や溝などに落ちたとき

 ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したりしたとき

こんなとき作動しないことがあり
ます

衝突の相手が変形または移動しやすかっ
たり、⾃車の衝突部位が変形しやすかっ
たりして強い衝撃が発⽣しない場合は作
動しません。
また、衝突の角度が車両前方左右約 30 °
を超えるとき、多くの場合は作動しませ
ん。
 停車している同程度の重さの車に、50

km/h 程度、もしくはそれ以下の速度で
前面衝突したとき

(1)

(1)
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だとき

 電柱や⽴⽊などに衝突したとき

 車両前方左右約 30° を超える角度で、コ
ンクリートの壁やガードレールなどに
衝突したとき

(1) 約 30°

 衝突時に変形、移動しないコンクリー
トのような固い壁に正面衝突したとき
であっても衝突速度が約 25km/h より
も低いとき

こんなときは作動しません

後方、横方向からの衝突、横転などでは
作動しません。衝撃が強いとまれに作動
する場合があります。
 後方からの衝突

 横方向からの衝突

 横転や転覆をしたとき

(1)
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SRS サイド∕カーテンエア
バッグ

こんなとき作動します

 一般的な乗⽤車に約 30 km/h 以上の速
度で真横から客室部に衝突されたと
き、またはそれと同等以上の衝撃を受
けたとき

こんなとき作動することがありま
す

前面衝突でも横方向への衝撃が強いとき
は作動する場合があります。
また、車両下部に強い衝撃を受けたとき
に作動する場合があります。
 前面衝突

 縁⽯や地面の突起物に衝突したとき

 深い⽳や溝などに落ちたとき

 ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したりしたとき

こんなとき作動しないことがあり
ます

 客室部以外（モータールームや荷室部）
に側面から衝突されたとき

 側面の斜め方向から衝突されたとき
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 車高の高い車に側面から衝突されたと
き

 二輪車に側面から衝突されたとき

 電柱、⽴ち⽊などに衝突したとき

こんなときは作動しません

 後方からの衝突

 横転や転覆をしたとき

この車は、SRS エアバッグが作動したと
きのデータを記録するコンピューターを
装備しています。システム全体の状態や、
SRS エアバッグの作動に関する情報を記
録します。

廃棄と廃車

作動していないエアバッグを廃棄すると
きは、決められた手順で作動させてから
廃棄する必要があります。

注意
 

エアバッグは正しく取り扱わないと、
思いがけないときにふくらんで、けが
をすることがあります。
エアバッグを廃棄するときや、装備車
を廃車するときは、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談ください。
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お子さまの安全のために

お子さまを乗せるときは
慎重に安全を確保し、スピードを控えめ
に安全運転を心がけましょう。

お子さま用シートを使用する

 お子さまを乗せるときは、お子さま⽤
シートを使⽤してください。
ご使⽤の際は、お子さま⽤シートの安
全基準に適合していることを確認して
ください。

 すべてのお子さま⽤シートは、車両に
装備されているシートベルトまたは
ISOFIX 対応お子さま⽤シート固定⽤ア
ンカーを使⽤して座席に固定されるよ
う設計されています。

アドバイス
 

 お子さま⽤シートに関する注意事項
および法規について、優先してお守
りください。

 シートベルトで固定するタイプのお
子さま⽤シートは、種類により取り
付け方法が異なる場合があります。
使⽤する前に、お子さま⽤シートに
付属の取扱説明書をよく読み、取り
付け方法や取扱いなどについてご確
認ください。

 

シートベルトで遊ばせない

警告
 

お子さまがベルトを身体に巻きつける
などして遊んでいると、窒息など重⼤
な傷害を受けるおそれがあります。
お子さまをシートベルトで遊ばせない
でください。万一の場合は、ハサミで
ベルトを切断してください。

 

お子さまは後席に乗せる

 できるだけ大人が隣にすわり、お子さ
まを⾒守ってください。

 助手席に乗せるとお子さまの不意の動
作が気になったり、お子さまがいたず
らしたりして、運転のさまたげになる
おそれがあります。

 後席ドアには、チャイルドプルーフが
装備されています
チャイルドプルーフを使⽤すると、車
内から後席ドアが開かないようにでき
ます。 (>>> P.209)

警告
 

 お子さま用シートを必要としないお
子さまをやむをえず助手席に乗せる
ときは、次のことをお守りください。

 お子さまをやむをえず助手席に乗せ
るときは、次のことをお守りくださ
い。
• 助手席を前に出していると、助手

席SRS エアバッグが作動したとき
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の強い衝撃で重⼤な傷害を受ける
おそれがあります。
お子さまをやむをえず助手席に乗
せるときは、助手席を一番後ろに
下げてください。

• お子さまが窓から手を出したり、
ドアにもたれかかったりしている
と、SRS サイド∕カーテンエア
バッグが作動したときの強い衝撃
で、重⼤な傷害を受けるおそれが
あります。
お子さまが窓から手を出したり、
ドアにもたれかかったりしないよ
うにしてください。

 チャイルドプルーフを使用しない
と、⾛⾏中などに不意にドアが開き、
車外に放り出されて重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。後席のお
子さまが⾛⾏中にドアを開けないよ
うに、チャイルドプルーフを使用し
てください。(>>> P.209)

 アームレストやシートを動かすと
き、お子さまが手や足などをはさん
でけがをするおそれがあります。
アームレストやシート下のレール部
など車内の可動部に手や足などを近
づけないように注意してください。

 

お子さまもシートベルトを着
用

警告
 

 シートベルトを装着しないと、急ブ
レーキ時や衝突時に重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。お子さま
にも必ずシートベルトを着用させて
ください。

 この車のシートベルトは成人サイズ
の乗員に適するように設計されてい
ます。シートベルトを正しく使用し
ないと、お子さまが重⼤な傷害を受
けるおそれがあります。
シートベルトが首やあごにかかると
きや、腰骨にかからないようなお子
さまには、チャイルドシートやジュ
ニアシートをご使用のうえ、後席に
乗せてください。

 お子さまをしっかり抱いていても、
衝突のときなどに十分にささえるこ
とができず、お子さまが重⼤な傷害
を受けるおそれがあります。
ひざの上にお子さまを抱かないでく
ださい。
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 一本のシートベルトを二人以上で使
用すると、急ブレーキ時や衝突時な
どにシートベルトが本来の効果を発
揮できず、重⼤な傷害につながるお
それがあります。
一本のシートベルトを二人以上で使
用しないでください。

 ベビーシートを使用しないと、お子
さまが重⼤な傷害を受けるおそれが
あります。
首がすわっていないお子さま、ひと
りすわりのできないお子さまには、
ベビーシートをご使用のうえ、後席
に乗せてください。

 

ドアやウインドーの開閉、
シートの調節は⼤人が⾏なう

お子さまの手足や首をはさまないよう
に、大人が開閉や調節を⾏なってくださ
い。 (>>> P.233)

警告
 

 ウインドーがロックされていない
と、お子さまの誤った操作により、
お子さま⾃身､あるいは他の乗員が
ウインドーにはさまれたり巻き込ま
れたりするおそれがあります。
パワーウインドーは、お子さまが⾃
分で操作しないように、ウインドー
ロ ッ ク ス イ ッ チ を ご 使 用 く だ さ
い。(>>> P.234)

 パワーウインドーを作動可能なまま
にしておくと、お子さまの誤った操
作により、思わぬ事故につながるお
それがあります。
車から離れるときは、お子さまがパ
ワーウインドーを操作することがな
いように、必ずパワースイッチを
“OFF” にし、キーを携帯してお子さ
まと一緒に離れてください。

 

窓から顔や手を出さない

警告
 

お子さまが手や顔などを出している
と、急ブレーキで重⼤な傷害を受けた
り、転落したりするおそれがあります。
また、車外のものなどに当たって重⼤
な傷害を受けるおそれもあります。
お子さまが窓から手や顔などを出さな
いように注意してください。

 

book.book  59 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



お子さまの安全のために

60

1

車から離れるときは

警告
 

車から離れるときは、お子さまだけを
車内に残さないでください。
 お子さまの誤った操作で、火災や車

の発進などによる事故につながるお
それがあります。

 炎天下の車内は高温になるため、お
子さまが熱射病や脱水症状になり、
重⼤な健康障害や最悪の場合には死
亡につながるおそれがあります。エ
アコンをつけていても、車内にお子
さまだけを残さないでください。

 

お子さまを荷室に乗せない

警告
 

荷室は人が乗る構造になっていませ
ん。
荷室へお子さまを乗せて⾛⾏すると、
急ブレーキなどで重⼤な傷害につなが
るおそれがあります。
荷室へお子さまを乗せないでくださ
い。また、道路上での停車中も、お子
さまを荷室で遊ばせないでください。
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お子さま用シート

お子さま用シートの使用につ
いて

 ベビーシートなどの後ろ向きお子さま
⽤シートは、助手席で使⽤することが
できません。後席に取り付けてくださ
い。

 安全のため、お子さま⽤シートおよび
ジュニアシートも後席に取り付けてく
ださい。

 お子さま⽤シートは、お子さまの年齢
や体格にあった適切なものを選んでく
ださい。

 助手席サンバイザーの両面には、助手
席 SRS エアバッグ装備車にお子さま⽤
シートを取り付ける場合の禁⽌事項な
どを示した警告ラベルが貼られていま
す。お子さま⽤シートをご使⽤の前に、
次 の 参 照 先 を 必 ず お 読 み く だ さ
い。(>>> P.46)

 お子さま⽤シートの種類によっては、
この車に正しく取り付けられないもの
があります。使⽤する前に、お子さま
⽤シートに付属の取扱説明書をよく読
み、取り付け方法や取扱いなどについ
てご確認ください。

 お子さま⽤シートを使⽤していても、
お子さまの安全の確保には限界があり
ます。スピードは控えめにして、安全
運転に心がけてください。

警告
 

 前部の作動可能なエアバッグで保護
されているシートには、後向き幼児
拘束装置を絶対に使用しないでくだ
さい。幼児が死亡したり、重傷を負
う可能性があります。
やむをえず助手席にチャイルドシー
トおよびジュニアシートを取り付け

るときは、助手席を一番後ろに下げ、
前向きに取り付けてください。

 お子さまが窓から手を出したり、ド
アにもたれかかったりしていると、
SRS サイド∕カーテンエアバッグ
が作動したときの強い衝撃で、重⼤
な傷害を受けるおそれがあります。
お子さまが窓から手を出したり、ド
アにもたれかかったりしないように
してください。

 お子さま用シートが正しく取り付け
られていないと、急ブレーキ時や衝
突時にお子さまが重⼤な傷害を受け
るおそれがあります。
⾛⾏する前に、お子さま用シートが
確実に固定され、ガタつき、ゆるみ
などがないことを確認してくださ
い。

 シートの背もたれを倒すと、お子さ
ま用シートが適切に固定されなかっ
たり、衝突したときなどに体がシー
トベルトの下に滑り込んだりして、
重⼤な傷害を受けるおそれがありま
す。
お子さま用シートを取り付けたシー
トの背もたれを倒さないでくださ
い。

 事故などで強い衝撃を受けたお子さ
ま用シートを使用すると、万一のと
きに性能を十分発揮できず、お子さ
まが重⼤な傷害を受けるおそれがあ
ります。
事故などによりお子さま用シートが
強い衝撃を受けた場合は、外観に異
常がなくても再使用しないでくださ
い。
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注意
 

お子さま用シートをシートから取り外
したまま客室内に放置すると、ブレー
キをかけたときなどに乗員やものに当
たり、思わぬけがや破損のおそれがあ
ります。
お子さま用シートは、使用していない
ときでもしっかりとシートに取り付け
るか、荷室に収納してください。

 

適切なお子さま用シートの選
択について

お子さま⽤シートは、この項目をよく読
んだうえで、お子さまの年齢や体格に
あった適切なものを選んでください。
 次の参照先ももよくお読みください。

(>>> P.57)
この車は、2006 年 10 月 1 日施⾏の新保
安基準に適合した ISOFIXお子さま⽤シー
ト固定対応取付装置（ISOFIX アンカーお
よびテザーアンカー）を装備しています。
(>>> P.69)

お子さま用シートの種類

代表的なお子さま⽤シートには、次のよ
うなものがあります。

ベビーシート

後ろ向き、または横向き装着のお子さま
⽤シートで、首がすわっていないお子さ
ま、ひとりすわりのできないお子さまに
使⽤します。

チャイルドシート

前向き装着のお子さま⽤シートで、シー
トベルトが首やあごにかかるときや、腰
骨にかからないようなお子さまに使⽤し
ます。

ジュニアシート

前向き装着のお子さま⽤シートで、シー
トベルトが首やあごにかかるときや、腰
骨にかからないようなお子さまに使⽤し
ます。

前向き装着のお子さま⽤シートは、シー
トベルトが首やあごにかかったり、腰骨
にかかってしまうようなお子さまにご使
⽤ください。
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 この車には、次のタイプのお子さま⽤
シートを取り付けることができます。
• シートベルトで固定するタイプのお

子さま⽤シート
• ISOFIX（※）/i-Size（※ ）タイプ

のお子さま⽤シート
※ ISOFIX とは、お子さま⽤シート

の取付装置の大きさや取り付け
方法を統一した国際標準化機構

【ISO（※ ）】の規格です。
※ i-Size は、ISOFIX の使⽤を前提と

し、乳幼児（お子さま）の頭頸
部（頭や首）をしっかりと保護
す る 構 造 を 備 え た お 子 さ ま ⽤
シートの安全基準です。従来の
体重を基準としたグループ分け
ではなく、身長を基準にグルー
プ分けされています。

※ ISO とは、International Organi-
zation for Standardization（イン
タ ー ナ シ ョ ナ ル オ ー ガ ニ ゼ イ
ションフォー スタンダーディゼ
イション）の略です。

UN R44/129 の基準に適合す
るお子さま用シートの認証
マークについて

UN R44（※）および UN R129（※）の
基準に適合するお子さま⽤シートには、
次のような認証マークが表示されていま
す。

(1) 法規番号（※）
(2) お 子 さ ま ⽤ シ ー ト の カ テ ゴ リ ー

（※）

(3) 対象となるお子さまの体重範囲
(4) 対象となるお子さまの身長範囲お

よび使⽤可能な体重
(5) 装置の仕様
(6) お子さま⽤シートを認可した国番

号
(7) お子さま⽤シートの認可番号

 上図の認証マークは代表例です。
※ UN R44 および UN R129 とは、お

子さま⽤シートに関する国際法
規です。

※ お 子 さ ま ⽤ シ ー ト 本 体 の 認 証
マークに ECE とありますが、内
容は UN と同じです。

※ 上図の「Universal」は、汎⽤カ
テゴリーの認可であることを表
します。

アドバイス
 

この車のスズキ純正お子さま⽤シート
は、UN R または UN R129 の基準に
適合しています。

 

(1)

(5)
(6)

(2)

(7)

(3) (4)
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座席位置別のお子さま用
シート適合性について

座席位置別のお子さま用シー
ト適合性

※ お子さま⽤シートを取り付ける
ときは、シートは一番後ろに下
げてください。

※ 前向きお子さま⽤シートを取り
付けるときは、お子さま⽤シー
トと背もたれの間にすきまがで
きないように背もたれの角度を
調節してください。

※ ヘッドレストとお子さま⽤シー
トが干渉するときは、ヘッドレ
ストをお子さま⽤シートに当た
らない高さに調節するか取り外
してください。

※ i-Size は、ISOFIX の使⽤を前提と
し、乳幼児（お子さま）の頭頸
部（頭や首）をしっかりと保護
す る 構 造 を 備 え た チ ャ イ ル ド
シートの安全基準です。従来の
体重を基準としたグループ分け
ではなく、身長を基準にグルー
プ分けされています。

シート位置
番号 マーク

（※、※
、※）

（※、※）

（※、※）

（※、※）

車両のシートベルトで
固定するタイプのユニ
バーサル（汎⽤）カテゴ
リーのお子さま⽤シー
トに適しています。
i-Size（※）お子さま⽤
シートおよび ISOFIX お
子さま⽤シートに適し
ています。

テザーアンカーが装備
されています。
前部の作動可能なエア
バッグで保護されてい
る シ ー ト に は、ベ ビ ー
シートなどの後ろ向き
お子さま⽤シートを絶
対に使⽤しないでくだ
さい。
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座席位置別のお子さま用シート適合性の詳細情報

※ 前向きお子さま⽤シートのみ取り付けができます。

上表に記入する文字の説明

有： お子さま⽤シートを取り付けることができます。
無： お子さま⽤シートを取り付けることができません。
X： この治具に対応する ISOFIX 対応お子さま⽤シートの取り付けには適していません。
ISOFIX 対応お子さま⽤シートはいくつかの「治具」および「サイズ等級」に分けられ
ます。上表に示す「治具」の着席位置でお子さま⽤シートを使⽤することができます。

「治具」および「サイズ等級」の関係は次のページをお読みください。
お子さま⽤シートの「サイズ等級」を確認するために、お子さま⽤シートに付属の取
扱説明書をお読みください。お手持ちのお子さま⽤シートに「サイズ等級」がない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場合は、お子さま⽤シートの「車種別適合表」を参
照するか、製造元または販売店にご相談のうえ、適合性を確認してください。

ISOFIX タイプのお子さま用シートの、サイズ等級と治具の関係について

サイズ等級は、お子さま⽤シートに表示される分類記号です。サイズ等級と治具の関
係は次の一覧表をご覧ください。

シート位置番号
着席位置

シートベルトで固定するタイプのユニ
バーサル（汎⽤）カテゴリーのお子さ
ま⽤シートに適する着席位置（有 / 無）

有
（※）

有 有 有

i-Size お子さま⽤シートに適する
着席位置（有 / 無）

無 有 無 有

横向きお子さま⽤シートに適する
着席位置（治具：L/L）

無 X 無 X

後ろ向きお子さま⽤シートに適する
着席位置（治具：R/RX/ R/R）

無 R1, R2X, 
R2, R3 無 R1, R2X, 

R2, R3
前向きお子さま⽤シートに適する
着席位置（治具：FX/F/F）

無 F2X, F2, 
F3 無 F2X, F2, 

F3
ジュニアシートに適する着席位置

（治具：B/B）
B2, B3 B2, B3 B2, B3 B2, B3
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※ キャリコットとは、お子さまを寝かせた姿勢で横向きに取り付けることができ
るベビーシートの一つです。
詳しくは、お子さま⽤シートの製造元または販売店にご相談ください。

ジュニアシートタイプのお子さま用シートの治具について

推奨お子さま用シート

お子さま⽤シートには、スズキ純正品をおすすめします。
詳しくは、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

質量グループ
（体重） サイズ等級 治具 説明

0
（10kg まで）

F L1 左向き位置⽤チャイルドシート（キャ
リコット ※）

G L2 右向き位置⽤チャイルドシート（キャ
リコット ※）

E R1 後ろ向き乳児⽤チャイルドシート

0 ＋
（13kg まで）

E R1 後ろ向き乳児⽤チャイルドシート
D R2 小型後ろ向き幼児⽤チャイルドシート

－ R2X 小型後ろ向き幼児⽤チャイルドシート
(R 2 とは別形状 )

C R3 大型後ろ向き幼児⽤チャイルドシート

Ⅰ
（9 〜 kg）

D R2 小型後ろ向き幼児⽤チャイルドシート

－ R2X 小型後ろ向き幼児⽤チャイルドシート
(R 2 とは別形状 )

C R3 大型後ろ向き幼児⽤チャイルドシート
B F2 低型前向き幼児⽤チャイルドシート

B1 F2X 低型前向き幼児⽤チャイルドシート
(F2 とは別形状 )

A F3 全高前向き幼児⽤チャイルドシート
Ⅱ

（15 〜 kg）
－ － －

Ⅲ
（22 〜 kg）

－ － －

治具 説明
B2 幅が 440 mm のジュニアシート
B3 幅が 520 mm のジュニアシート
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※ ISOFIX アンカーによる固定はできません。

お子さまの体格 取り付
け向き

推奨お子さま用
シート

着席位置

100 cm 以下
18 kg 以下

後向き
スズキ純正
i-Size チャイルド
シート

× 〇 × 〇
 -  cm、
かつ
月齢 15ヶ月以上
18 kg 以下

前向き

100 - 150 cm
(15 - 36 kg)
(3 歳 - 12 歳 )

前向き
スズキ純正
ジュニアシート

× 〇 〇
（※） 〇
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お子さま用シートの取り付
け

お子さま⽤シートは、お子さまの年齢や
体格にあった適切なものを選んでくださ
い。

シートベルトによるお子さま
用シートの固定

警告
 

 お子さま用シートが正しく取り付け
られていないと、事故の際お子さま
やその他乗員が重⼤な傷害を受ける
おそれがあります。
お子さま用シートは必ず本書とお子
さま用シートに付属の取扱説明書に
したがい、確実に取り付けてくださ
い。

 お子さまの体が正しく固定されてい
ないと、事故の際お子さまが重⼤な
傷害を受けるおそれがあります。必
ずお子さま用シートに付属の取扱説
明書をよく読んで、正しくご使用く
ださい。

 後席でお子さま用シートを使用する
ときに、前席がお子さまの足やお子
さま用シートと干渉していると、事
故の際お子さまが重⼤な傷害を受け
るおそれがあります。干渉しないよ
う前席を調整してください。

 

この項目では、お子さま⽤シートを後席
に取り付ける手順を説明しています。助
手席に取り付ける場合は、次のこともあ
わせて確認してください。
 助手席は、一番後ろに下げてください。
 下図のリクライニングレバーとカバー

の間にシートベルトを通さないでくだ
さい。

(1) リクライニングレバー
(2) カバー

1)ヘッドレストがお子さま⽤シートに
当たるときは、ヘッドレストの高さを
調 節 す る か 取 り 外 し ま す。(>>>
P.222)

警告
 

 ヘッドレストが当たった状態では、
お子さま用シートが確実に固定され
ないため、衝突のときなどにお子さ
まが重⼤な傷害を受けるおそれがあ
ります。
お子さま用シートを取り付けるとき
は、お子さま用シートがヘッドレス
トに当たるのを防ぐため、ヘッドレ
ストを固定できる範囲で一番高い位
置に調節するか取り外してくださ
い。

 お子さま用シートを取り外したとき
は、取り外したヘッドレストを再度
取り付けてください。

(2) (1)
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 背もたれの無いジュニアシートを取
り付けるときは、ヘッドレストを取
り付けてご使用ください。衝突のと
きなどにお子さまが重⼤な傷害を受
けるおそれがあります。

 

注意
 

取り外したヘッドレストを、客室内に
放置すると、急ブレーキをかけたとき
などに飛び出し、乗員やものなどに当
たって、思わぬけがや破損のおそれが
あります。
取り外したヘッドレストは、ラゲッジ
アンダーボックスなどに格納して、客
室内に放置しないでください。

 

2)お子さま⽤シートと背もたれの間に
すきまができないように背もたれの
角度を調節します。

3)座席が確実に固定されているか確認
します。

4)お子さま⽤シートに付属の取扱説明
書にしたがって、所定の部位にシート
ベルトを通します。

5)カチッと⾳がするまで、タングプレー
トをバックルにしっかりと差し込み
ます。

(1) タングプレート
(2) バックル

6)お子さま⽤シートに付属の取扱説明
書にしたがい、お子さま⽤シートが正

しく取り付けられているか確認しま
す。
 正しく取り付けられない場合は、お

子さま⽤シートを購入された販売
店にご相談ください。

ISOFIX/ i-Size お子さま用シー
トの固定

後席には、UN R または UN R129 の基
準に適合した ISOFIX/i-Size タイプのお子
さま⽤シート（別売り）を固定するため
の取付装置が装備されています。
 座面と背もたれのすきまにある⾦具

が、ISOFIX 対応お子さま⽤シート固定
⽤アンカー（以下 ISOFIX アンカーと略
す）です。

(1) ISOFIX アンカー
(2) マーク

 背もたれ裏側にある⾦具が、お子さま
⽤シート固定⽤テザーアンカー（以下
テザーアンカーと略す）です。

(1)

(2)

(1)

(2) (2)
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(1) テザーアンカー
(2) マーク

 ISOFIX タイプのお子さま⽤シートは、
シートベルトで固定する必要がありま
せん。

警告
 

 シートベルトなどがかみ込むと、お
子さま用シートが正しく固定され
ず、衝突のときなどにお子さまが重
⼤な傷害を受けるおそれがありま
す。
お子さま用シートを取り付けるとき
は、ISOFIX アンカーやテザーアン
カー周辺に異物やシートベルトなど
がないか確認してください。

 荷物の固定をするときに、ISOFIX ア
ンカーやテザーアンカーを使用する
と、アンカーが曲がったり損傷した
りして、お子さま用シートが正しく
固定されず、衝突のときなどにお子
さまが重⼤な傷害を受けるおそれが
あります。
荷物の固定などに、ISOFIX アンカー
やテザーアンカーを使用しないでく
ださい。

 

ISOFIX アンカーによるお子さま
用シートの固定

警告
 

お子さま用シートが正しく取り付けら
れていないと、事故の際お子さまやそ
の他乗員が重⼤な傷害を受けるおそれ
があります。
お子さま用シートは必ず本書とお子さ
ま用シートに付属の取扱説明書にした
がい、確実に取り付けてください。

 

1) ISOFIX アンカーの位置を確認しま
す。
 座面と背もたれのすきまにありま

す。

(1) ISOFIX アンカー
(2) マーク

アドバイス
 

ISOFIX アンカーがある付近には、前図
のようなマークがついています。

 

2)ヘッドレストがお子さま⽤シートに
当たるときは、ヘッドレストの高さを
調 節 す る か 取 り 外 し ま す。(>>>
P.222)

(1)

(2)

(1)

(2) (2)
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警告
 

 ヘッドレストが当たった状態では、
お子さま用シートが確実に固定され
ないため、衝突のときなどにお子さ
まが重⼤な傷害を受けるおそれがあ
ります。
お子さま用シートを取り付けるとき
は、お子さま用シートがヘッドレス
トに当たるのを防ぐため、ヘッドレ
ストを固定できる範囲で一番高い位
置に調節するか取り外してくださ
い。

 お子さま用シートを取り外したとき
は、取り外したヘッドレストを再度
取り付けてください。

 背もたれの無いジュニアシートを取
り付けるときは、ヘッドレストを取
り付けてご使用ください。衝突のと
きなどにお子さまが重⼤な傷害を受
けるおそれがあります。

 

注意
 

取り外したヘッドレストを、客室内に
放置すると、急ブレーキをかけたとき
などに飛び出し、乗員やものなどに当
たって、思わぬけがや破損のおそれが
あります。
取り外したヘッドレストは、ラゲッジ
アンダーボックスなどに格納して、客
室内に放置しないでください。

 

3)座席が確実に固定されているか確認
します。

4)お 子 さ ま ⽤ シ ー ト の コ ネ ク タ ー を
ISOFIX アンカーへ差し込みます。

(1) コネクター
(2) ISOFIX アンカー

5)お 子 さ ま ⽤ シ ー ト を 前 後 左 右 に ゆ
すって、確実に取り付けられているか
確認します。

6)お子さま⽤シートに付属の取扱説明
書にしたがい、お子さま⽤シートが正
しく取り付けられているか確認しま
す。
 正しく取り付けられない場合は、お

子さま⽤シートを購入された販売
店にご相談ください。

テザーアンカーによるお子さま用
シートの固定

お使いのお子さま⽤シートにテザーベル
トが装備されている場合は、テザーアン
カーに取り付けます。

(1)

(1)

(2)
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(1) テザーアンカー
(2) マーク

1)ラゲッジシェルフ（荷室カバー）を取
り外します。 (>>> P.408)

2)お子さま⽤シートが ISOFIX アンカー
で確実に取り付けられているか確認
します。 (>>> P.70)

3)テザーベルトを、次のようにしてテ
ザーアンカーへ取り付けます。
 ヘッドレストを取り付けていると

きは、図（代表例）のように持ち上
げたヘッドレストと背もたれの間
をテザーベルトがねじれないよう
に通します。

(1) テザーベルト

4)背もたれ裏側にあるテザーアンカー
にテザーベルトを取り付けます。

(1) テザーアンカー
(2) マーク

5)お子さま⽤シートに付属の取扱説明
書にしたがい、お子さま⽤シートが正
しく取り付けられているか確認しま
す。
 正しく取り付けられない場合は、お

子さま⽤シートを購入された販売
店にご相談ください。

サポートレッグ付きお子さま
用シートの使用について

お使いのお子さま⽤シートにサポート
レッグが装備されている場合は、次の手
順にしたがって装着してください。

1)サポートレッグを設置するフロアに
ものがないことを確認してください。

2)お子さま⽤シートが ISOFIX アンカー
で確実に取り付けられているか確認
します。(>>> P.70)

3)お子さま⽤シートに付属の取扱説明
書にしたがって、サポートレッグが床
につくまで伸ばしてください。

(1)

(2)

(1)

(1)

(1)

(2)
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(1) サポートレッグ

4)お子さま⽤シートに付属の取扱説明
書にしたがい、お子さま⽤シートが正
しく取り付けられているか確認しま
す。
 正しく取り付けられない場合は、お

子さま⽤シートを購入された販売
店にご相談ください。

(1)
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警報装置

イモビライザーシステム
イモビライザーシステムは盗難防⽌のた
め、リモコンキー（携帯リモコン）が電
波で車両と通信することによって、あら
かじめ登録されたリモコンキー（携帯リ
モコン）以外では EV システムを始動でき
ないようにするシステムです。
 携帯リモコンを所持してパワースイッ

チを “ON” にすると、イモビライザー
システムが解除され、メーター内のイ
モビライザー警告灯が点灯します。

 “READY” 表示灯が点灯すると、イモビ
ライザー警告灯が消灯します。

 パワースイッチを “LOCK （OFF）” にす
ると、イモビライザーシステムが作動
します。

注記
 

イモビライザーシステムを改造したり
取り外したりすると、システムが正常
に作動しないおそれがあります。
イモビライザーシステムの改造や取り
外しをしないでください。

 

アドバイス
 

イモビライザーシステムのメンテナン
スは不要です。

 

イモビライザー警告灯

(1) イモビライザー警告灯

メーターパネル内にあります。
 イモビライザーシステムまたはキーレ

スプッシュスタートシステムの異常が
あると、パワースイッチが “ON” のと
きに点滅します。

 点滅すると、EV システムが始動しない
場合があります。携帯リモコンの場所
を確認し、パワースイッチを “LOCK

（OFF）” にもどしてから、操作をやり
直してください。(>>> P.250)

 携帯リモコン車外持ち出し警告が作動
したときにも点滅します。 (>>>
P.251)

注記
 

携帯リモコンには、精密な電子部品が
組み込まれています。電子部品の故障
を防ぐため、次のことをお守りくださ
い。
 インストルメントパネルの上などの

高温になるような場所に置かない
 落下させるなどして、強い衝撃をあ

たえない
 水洗いをしたり、水中に入れたりし

ない
 磁気を帯びたキーホルダーなどを付

けない
 テレビやオーディオなど磁気を帯び

た機器の近くに置かない
 電気医療機器（マイクロ波治療器や

低周波治療器など）の近くに置いた
り、身につけたまま治療を受けたり
しない

 

アドバイス
 

 イモビライザー警告灯が点灯または
点滅すると、メーター内のマルチイ
ンフォメーションディスプレイに
メッセージが表示される場合があり
ます。

(1)
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(1) “ スタートシステム異常
取扱説明書を確認してください ”

 携帯リモコンは運転者が所持し、管
理してください。車内にリモコンを
置き忘れないでください。

 盗難などを防ぐため、携帯リモコン
を紛失したときは、すみやかにスズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。

 携帯リモコンは車両と通信すると
き、外的影響を受けやすい微弱な電
波を使⽤しています。次のような使
⽤環境では、正常に作動しないこと
があります。
• 携帯電話、無線機などの無線通信

機器やノートパソコンなどと一緒
に所持している

• 携帯リモコンが⾦属製のものと接
していたり、覆われたりしている

• 近くで他車のキーレスエントリー
が使⽤されている

• コインパーキングに駐車している
（車両検出⽤の電波の影響がある

ため）
 

セキュリティアラーム（警
報装置）

セキュリティアラームは、ボンネットを
閉じた状態にて、ドアをキーレスエント
リーまたはキーレスプッシュスタートシ
ステムのリクエストスイッチで施錠する
と、約 20 秒後にセットされます。
ただし、ボンネットが開いている状態で、
ドアをキーレスエントリーまたはキーレ
スプッシュスタートシステムのリクエス
トスイッチで施錠した場合は、ボンネッ
トを閉めてから約 20 秒後にセキュリ
ティアラームがセットされます。
セット状態にて、キーレスエントリーま
た は リ ク エ ス ト ス イ ッ チ 以 外 の も の

（※）で解錠し、いずれかのドアまたは
ボンネットを開けると、警報が作動して
周囲に異常を知らせます。

※ キーやロックレバーを含む

注記
 

セキュリティアラームを改造したり取
り外したりすると、システムが正常に
作動しないおそれがあります。
セキュリティアラームの改造や取り外
しをしないでください。

 

アドバイス
 

 セキュリティアラームは、一定の条
件下で警報を発する機能です。室内
への侵入を防ぐ機能はありません。

 アラームのセット中は、ドアを必ず
キーレスエントリーまたはリクエス
ト ス イ ッ チ で 解 錠 し て く だ さ い。
キーで解錠してドアを開けると、警
報が作動します。

 車を貸すときや、セキュリティア
ラームを知らない方が運転するとき
は、作動についてよく説明してくだ
さい。誤って警報を作動させると、
周囲への迷惑になります。

(1)
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 アラームをセットしていても、現⾦
や貴重品を車内に放置しないでくだ
さい。盗難のおそれがあります。

 セキュリティアラームのメンテナン
スは不要です。

 

セキュリティアラームのセッ
トのしかた

ドアをキーレスエントリーまたはリクエ
ストスイッチで施錠してください。セ
キュリティアラームインジケーターが小
刻みに点滅し、約 20 秒後にアラームが
セットされます。
セット中は、セキュリティアラームイン
ジケーターが 2 秒間隔で点滅します。

(1) セキュリティアラームインジケー
ター

アドバイス
 

 警報の思わぬ作動を防ぐため、車内
に人が残っているときはアラームを
セットしないでください。車内の人
がロックレバーで解錠し、ドアを開
けた場合にも警報が作動します。

 すべてのドアをキーまたはロックレ
バーで施錠すると、アラームがセッ
トされません。

 

セキュリティアラームの解除
のしかた

ドアをキーレスエントリーまたはリクエ
ストスイッチで解錠してください。ア
ラームが解除され、セキュリティアラー
ムインジケーターが消灯します。

警報の停止のしかた

警報を誤作動させたときは、次のいずれ
かの操作により警報を途中で停⽌できま
す。
 パワースイッチを “ON” にする
 キーレスエントリーまたはリクエスト

スイッチで解錠する

アドバイス
 

 警報を停⽌した場合でも、ドアを
キーレスエントリーまたはリクエス
トスイッチで施錠すると、約 20 秒
後にアラームが再びセット状態とな
ります。

 アラームセット状態または警報作動
状態で鉛バッテリー端子を外すと、
警報が停⽌します。ただし、再度バッ
テリー端子を接続すると、警報が作
動します。

 警報が終了しても、アラームの解除
をせずにいずれかのドアを開ける
と、再び警報が作動します。

 

駐車時に警報が作動した場合

盗難などにより警報が作動した場合、パ
ワーイッチを “ON” にすると、セキュリ
ティアラームインジケーターが数秒間小
刻みに点滅し、室内ブザーが鳴ります。盗
難にあっていないか車の中を確認してく
ださい。

(1)
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セキュリティアラームの作動

非常点滅表示灯しばらく点滅するととも
に、室内ブザーが数十秒間断続的に鳴り
ます。室内ブザーが鳴り終えると、ホー
ンがしばらく断続的に鳴ります。作動中
は、セキュリティアラームインジケー
ターも点滅します。

セキュリティアラームインジ
ケーター

 ドアをキーレスエントリーまたはリク
エストスイッチで施錠すると、しばら
く小刻みに点滅してからセキュリティ
アラームがセットされます。
セット中は、2 秒間隔で点滅します。

 駐車時に警報が作動していると、パ
ワースイッチを “ON” にしたときに約 8
秒間小刻みに点滅します。

 車体の電子制御システムに異常がある
と、パワースイッチが “ON” のときに 1
秒間隔で点滅します。スズキ販売店ま
たはスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。

(1) セキュリティアラームインジケー
ター

(1)
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EV システム
EV システム

EV システムについて
電気⾃動車は、駆動⽤バッテリーに蓄えられた電気を使⽤して電動モーターを駆動す
ることによって⾛⾏します。電気を使⽤して⾛⾏するため、CO（二酸化炭素）や NOx

（窒素酸化物）を排出しない環境に優しい⾃動車です。

システムの構成部品

(1) ESU：Electricity Supply Unit（電力供給ユニット［車載充電器・DCDC コンバー
ター内蔵］）

(2) 普通充電ポート
(3) 電動モーター∕インバーター（リヤ）（タイプ別装備）
(4) 駆動⽤バッテリー
(5) 急速充電ポート
(6) 鉛バッテリー（SRSエアバッグ、ヘッドライト、ワイパーなどに電力を供給します）
(7) 電動モーター∕インバーター（フロント）

減速時と制動時（回⽣ブレーキ機
能）

車輪が発電機として電動モーターを動か
し、駆動⽤バッテリーを充電します。こ
の回⽣ブレーキ機能を利⽤して駆動⽤
バッテリーに電気を蓄えることで、⾛⾏
距離をのばすことができます。

充電について

従来の車両の燃料補給とは手順が異なる
ため、以下を必ず読んでください。
 充電に関する装備 (>>> P.89)
 充電前に知っておくべきこと (>>>

P.104)
 充電方法 (>>> P.100)

(1)

(2)

(3)
(4)

(6)

(5)
(7)
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 正常に充電できないとき (>>> P.126)

回⽣ブレーキについて

次の場合、車両の運動エネルギーを電気
エネルギーに変換して駆動⽤バッテリー
を充電し、減速力を得ることができます。
 シフトポジションが “D” で運転中にア

クセルペダルから足を離したとき
 シフトポジションが “D” で運転中にブ

レーキペダルを踏んだとき

鉛バッテリーの充電について

鉛バッテリーは、EV システムが作動して
いるときや駆動⽤バッテリーが充電され
ているときに駆動⽤バッテリーから充電
されます。お車が長期間使⽤されない場
合、⾃然放電により鉛バッテリーがあ
がってしまうことがあります。この場合、
正しい手順に従って対処してください。

お車を長期間使用しないとき

お車を長期間使⽤しないとき、駆動⽤
バッテリーが極端に充電不足になるのを
防ぐために、少なくとも 1 か月に一度は
駆動⽤バッテリーを充電してください。
劣化を防ぐため完全には充電せず、駆動
⽤バッテリー残量警告灯が点灯する前に
充電してください。
お車を長期間使⽤しないとき、鉛バッテ
リーあがりを低減するために駆動⽤バッ
テリーの電力を使⽤して鉛バッテリーを
充電します。このとき、冷却ファンが作
動することがありますが、これは異常で
はありません。
鉛バッテリーあがりを防ぐために、充電
リッドを開けたままにしたり、充電ケー
ブルをお車に接続したままにしないでく
ださい。

駆動用バッテリーの充電

 駆動⽤バッテリーが低下すると、駆動
⽤バッテリー残量警告灯が点灯または
点滅し、メーターのマルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。

 必要に応じて駆動⽤バッテリーを充電
してください。駆動⽤バッテリーが電
欠になると、⾛⾏できません。駆動⽤
バッテリーが低下している場合は、で
きるだけ早く充電してください。

注記
 

この車両には、駆動用バッテリーが満
充電のときに作動する⾃動メンテナン
ス機能が装備されています。駆動用
バッテリーの性能を維持するため、週
に一度は完全に充電してください。た
だし、車両を長期間使用しないときは
劣化を防ぐため、駆動用バッテリーが
満充電の状態で保管しないでくださ
い。

 

電気⾃動車特有の騒音と振動につ
いて

電気⾃動車の “READY” インジケーターが
点灯していても、通常の車のようにエン
ジン⾳や振動がないため、お車が⾛⾏可
能であることに気づかない場合がありま
す。安全のため、駐車時には必ずパーキ
ングブレーキをかけ、シフトポジション
を “P” にしてください。EV システムが始
動した後、以下の⾳や振動が発⽣するこ
とがありますが、これは異常ではありま
せん。
 運転席のドアを開けたときにお車の前

方から聞こえるブレーキシステムの作
動⾳

 モータールームや荷室付近から聞こえ
るモーター⾳
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 EV システムの始動および停⽌時にモー
タールームから聞こえるリレー⾳

 次のようなとき、駆動⽤バッテリーか
ら “ カチッ ” または “ コトン ” などの
リレー作動⾳が聞こえることがありま
す。
• EV システムの始動または停⽌すると

き
• 充電の開始または終了するとき

 ブレーキペダルを踏んだり、アクセル
ペダルを離したりするときに聞こえる
作動⾳

 ラジエーターから聞こえる冷却ファン
の作動⾳

 エアコン（コンプレッサー、ファンモー
ターなど）から聞こえる作動⾳

修理・メンテナンス・廃車につい
て

お車の修理、メンテナンス、および廃棄
については、スズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。
特に、お車を廃車するときは、駆動⽤バッ
テリーの回収についてスズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談ください。

車両接近通報装置

⾛⾏中、接近する車両を周囲の人々に知
らせるため、車両の速度に応じた⾳量で
通報⾳を鳴らします。車速が 25 km/h を
超えると通報⾳は停⽌します。

警告
 

思わぬ事故を防ぐため、次のことに注
意してください。
 周囲の騒音が⼤きいときや、⼤雨や

強風のときは、通報音が聞こえにく
くなることがあります。

 低速でも注意して運転する必要があ
ります。

 

アドバイス
 

 車両接近通報装置は車両の前方に装
着されているため、車両後方は車両
前方に比べ聞こえにくい場合があり
ます。

 ⾛⾏中に車内でも通報⾳が聞こえる
ことがありますが、車両接近を周囲
の人に知らせるための⾳なので異常
ではありません。

 

車両接近通報装置が異常のとき

車両接近通報装置に異常があると、メー
ター内のマルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。
スズキ販売店またはスズキ代理店で点検
を受けてください。

(1) “車両接近通報システム異常 販売店
で点検を受けてください ”

(1)
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EV システムの注意
EV システムには、駆動⽤バッテリー、ESU

（電力供給ユニット）、オレンジ色の高電
圧ケーブル、電動モーターなどの高電圧
部品や、冷却⽤ラジエーターなどの高温
部品が含まれています。高電圧部品には
取扱い注意のラベルが貼付されていま
す。ラベルの指示に従って正しく取扱っ
てください。

警告
 

高電圧・高温について
この車両は、高電圧システムを使用し
ています。次のことをお守りいただか
ないと、火傷や感電などの重⼤な障害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。
 高電圧部品、高電圧配線（オレンジ

色）、およびそのコネクターを取り外
したり分解したりしないでくださ
い。

 ⾛⾏後、EV システムは高温になりま
す。お車に貼られているラベルの指
⽰に従い、常に高電圧および高温部
位に注意してください。

 サービスプラグは右後部フェンダー
の近くにあります。サービスプラグ
に は 絶 対 に 触 れ な い で く だ さ い。
サービスプラグは、お車の修理時に
駆動用バッテリーの高電圧を遮断す
るために使用されます。

(1) サービスプラグ

 

システムの構成部品

(1)

(1)

(7)

(8)

(9)

(2)

(3)

(5)

(6)

(4)

(4)
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(1) ESU：Electricity Supply Unit（電力供給ユニット [ 車載充電器・DCDC コンバー
ター内蔵 ]）

(2) 普通充電ポート
(3) 電動モーター∕インバーター（リヤ）（タイプ別装備）
(4) 高電圧配線（オレンジ色）
(5) 駆動⽤バッテリー
(6) 急速充電ポート
(7) 電動モーター∕インバーター（フロント）
(8) ラベル
(9) サービスプラグ

電磁波について

 高電圧部品および高電圧ケーブルは電
磁シールド構造になっています。従来
の車や電気製品と比較して、電磁波が
多いということはありません。

 アマチュア無線（遠距離通信）の一部
について、受信時にノイズを含む場合
があります。あらかじめご了承くださ
い。

駆動用バッテリー（リチウムイオ
ンバッテリー）

注記
 

 このお車には、駆動用バッテリーが
満充電のときに作動する⾃動メンテ
ナンス機能があります。駆動用バッ
テリーの性能を維持するために、週
に一度はバッテリーを満充電にして
ください。ただし、お車を長期間使
用しない場合は、劣化を防ぐために
駆動用バッテリーを満充電のまま保
管しないでください。 (>>> P.81)

 駆動用バッテリーは、ほかの充電式
バッテリーと同様に時間の経過や使
用状況にともない、容量（蓄電能力）
が低下します。低下の程度は運転の
しかた、充電のしかたなど、お車の
使用状況や環境（外気温等）により
⼤きく異なります。これらはリチウ

ムイオンバッテリー本来の特性であ
り、不具合ではありません。なお、
電池の容量が低下すると⾛⾏できる
距離が減少しますが、車両性能など
が著しく低下するものではありませ
ん。

 極端な高温、または極低温の環境下
では、お車を保管しないでください。
高温炎天下での駐車を極力避けるこ
とで、リチウムイオンバッテリーの
寿命を延ばすことができます。

 

鉛バッテリーの取り外し

パワースイッチが “LOCK （OFF）” のと
きに、すべてのデータが EV システムに保
存されます。データが保存される前に鉛
バッテリーの端子を取り外すと、データ
が正しく保存されない可能性がありま
す。

極寒の環境での始動について

外気温が非常に低い場合（約－ 30 ℃以
下）、駆動⽤バッテリーが極端に冷たくな
り、EV システムが始動できないことがあ
ります。
この場合、気温が上昇し駆動⽤バッテ
リーが温まるまで待ってから、再度シス
テムを始動してください。
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事故が起きたときは

警告
 

次のことをお守りいただかないと、火
傷や感電などの重⼤な障害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。
 事故の続発を防ぐために、お車を安

全な場所に停車し、パーキングブ
レーキをかけ、シフトポジションを
“P” にして EV システムを停止して
ください。

 高電圧部品や高電圧配線（オレンジ
色）には絶対に触れないでください。

 車内および車外にはみ出している電
気配線には絶対に触れないでくださ
い。

 液体の付着や漏れがある場合は、絶
対に触れないでください。駆動用
バッテリーの電解液（主に炭酸エス
テルで構成される有機電解液）は、
目や⽪膚に接触すると失明や⽪膚障
害を引き起こすおそれがあり危険で
す。万一、目や⽪膚に付着した場合
は、すぐに多量のきれいな水で洗浄
し、医師の診察を受けてください。

 駆動用バッテリーの電解液が漏れて
いる場合は、お車から離れてくださ
い。 万一、駆動用バッテリーが破損
した場合でも、バッテリーの内部構
造により⼤量の電解液が漏れること
はありませんが、漏れた場合は蒸気
を発⽣します。この蒸気は目や⽪膚
を刺激し、吸引すると急性中毒を引
き起こす可能性があり危険です。

 火気や熱いものを絶対に近づけない
でください。 電解液に引火するおそ
れがあり危険です。

 万一、車両火災が発⽣したときは、
できるだけ早く離れてください。消
火するときは必ず電気火災用の消火
器（ABC 消火器）を使用してくださ

い。水をかける場合は、消火栓など
から⼤量に水をかけてください。

 前輪（2WD 車）または 4 輪（4WD 車）
が接地した状態でけん引しないでく
ださい。車輪の回転で駆動用モー
ターが発電するため、破損の状態に
よっては漏電し、火災のおそれがあ
ります。

 車の下の路面を確認し、エアコンの
水以外の液体が漏れている場合は、
駆動用バッテリーが損傷している可
能性があります。できるだけ早くお
車から離れてください。 このような
ときは、スズキ販売店またはスズキ
代理店に状況を連絡するときにあわ
せてお伝えください。軽度な事故で
も駆動用バッテリーやその周辺部品
が損傷する可能性があります。事故
にあった場合は、スズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。

 

廃車や廃棄について

警告
 

 このお車にはリチウムイオンバッテ
リーが搭載されています。 絶対に転
売、譲渡、改造などしないでくださ
い。事故防止のため、廃車や駆動用
バッテリーを廃棄するときは、スズ
キ販売店またはスズキ代理店に必ず
ご相談ください。
• 不法投棄や放置は環境汚染を引き

起こすだけでなく、第三者が高電
圧部品に触れてしまい、感電事故
を起こすリスクもあります。

• 装備されているお車以外で駆動用
バッテリーを使用する（または改
造する）と、感電、発熱、発煙、火
災、爆発、電解液漏れなどが発⽣
する可能性があります。特に、転
売や譲渡などを⾏うと、相手にこ
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れらのリスクが認識されず、事故
につながるおそれがあります。

 駆動用バッテリーを取り外さずにお
車を廃棄すると、高電圧部品、配線、
コネクタに接触した場合、重⼤な感
電のリスクがあります。お車を廃棄
するときは、スズキ販売店またはス
ズキ代理店で駆動用バッテリーを廃
棄してください。駆動用バッテリー
は適切に廃棄しないと、感電などの
重⼤な障害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

 

⾛⾏時の注意事項

警告
 

 床下に強い衝撃を受けたときは、た
だちに安全な場所に停止し、下まわ
りを点検してください。
床下に駆動用バッテリーの液漏れや
損傷が⾒られる場合は、お車に触れ
ず、すみやかにスズキ販売店または
スズキ代理店で点検を受けてくださ
い。
また、床下に異常が⾒られない場合
でも、駆動用バッテリーが損傷して
いる可能性がありますので、床下に
強い衝撃を受けたときは、スズキ販
売店またはスズキ代理店で点検を受
けてください。

 緊急時以外は、⾛⾏中に EV システム
を止めないでください。緊急時に EV
システムを停止する場合は、手順に
従ってください。(>>> P.251)

 

改造について

警告
 

 車高を下げると、床下の駆動用バッ
テ リ ー が 衝 撃 を 受 け や す く な り、

バッテリーの損傷、発火や車両火災
などが発⽣し、重⼤な障害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。車高を下げる改造を
しないでください。

 

緊急停止システム

事故により衝撃を受けたとき、EV システ
ムを停⽌し高電圧を遮断します。
このとき、EV システムを再起動すること
はできなくなるため、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談ください。

警告メッセージ

EV システムの異常やお知らせしたい事
項が発⽣すると⾃動で表示されます。
警告メッセージはメーターのインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。表示された画面の指示に従ってくだ
さい。

警告灯が点灯したとき、警告メッ
セージが表⽰されたとき

EV システムを再起動できない可能性があ
ります。
EV システムを再起動しようとしたときに
“READY” インジケーターが点灯しない場
合は、スズキ販売店またはスズキ代理店
にご相談ください。

駆動用バッテリーが電欠したとき

駆動⽤バッテリーが電欠してEVシステム
を起動できないときは、駆動⽤バッテ
リーの充電警告灯が消えるまでバッテ
リーを十分に充電（普通充電または急速
充電）してから、システムを再起動して
ください。
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電気⾃動車運転のアドバイ
ス

従来の車両とは異なり、電気⾃動車の電
費は高速⾛⾏を続けると低下します。高
速道路や平均車速の高い⾛⾏は、⾛⾏距
離を短くする可能性があります。
駆動⽤バッテリーの残量が低下している
ときは、表示されている⾛⾏距離に頼り
すぎたり、高速道路を⾛⾏したりしない
でください。
適度な速度で⾛⾏することで、電力消費
を抑えることができます。
経済的な運転のために、次のことに注意
してください。

シフトポジションの操作

 信号待ちや渋滞のときは、シフトポジ
ションを “D” にしてください。

 駐車するときは、シフトポジションを
“P” にしてください。

渋滞

加速と減速の繰り返しや、長い信号待ち
は電費を悪化させます。お出かけ前に交
通情報などを確認し、できるだけ渋滞を
避けてください。また渋滞時は、ブレー
キペダルをゆるめて徐々に前進し、アク
セルペダルをあまり踏まないようにして
ください。これにより、余分な電力消費
を抑えることができます。

減速時のブレーキ操作

減速するときは、早めのブレーキを心が
けてください。減速時に発⽣する電力エ
ネルギーをより多く回収することができ
ます。

高速道路での運転

速度を抑えて、一定の速度で⾛⾏してく
ださい。料⾦所の手前では、早めにアク
セルを戻し、緩やかなブレーキ操作を心
がけてください。これにより、減速時に
発⽣する電力エネルギーをより多く回収
することができます

エアコンのオン∕オフ

 必要ないときは、エアコンをオフにし
てください。これにより、余分な電力
消費を抑えることができます。
• 夏：外気温が高いときは、内気循環

を使⽤してください。エアコンの負
荷が軽減され、電費が向上します。

• 冬：過度な暖房や不要な暖房を避け
てください。ヒーターを使いすぎな
いことも、電費を向上させる効果が
あります。

 普通充電ケーブルがお車に接続されて
いる状態でタイマーエアコンを使⽤す
ると、主に外部電源からの電力を使⽤
して車内を空調ができるため、出発直
後の駆動⽤バッテリーの電力消費を抑
えることができます。

タイヤ空気圧の点検

タイヤ空気圧はこまめに点検してくださ
い。タイヤ空気圧が適切でないと、電費
を悪化させます。冬⽤タイヤは転がり抵
抗が大きいため、乾燥した路面では電費
を悪化させます。季節や道路状況に応じ
て適切なタイミングでタイヤを交換して
ください。

荷物

重い荷物が積まれていると、電費を悪化
させます。不要な荷物は積んだままにせ
ず降ろしてください。
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⾛⾏可能距離について
メーターディスプレイに表示される⾛⾏
可能距離は、現在どのくらい⾛⾏が可能
なのかの目安を示しています。実際には
表示された距離を⾛⾏できない場合があ
ります。

表⽰値について

メーターのマルチインフォメーション
ディスプレイには、駆動⽤バッテリーの
残量と状態に基づいた十分な⾛⾏性能を
出せる値を推定して表示しています。低
温時には、駆動⽤バッテリーに残量が
あっても、⾛⾏距離がなくなる場合があ
ります。できるだけ早く充電してくださ
い。

⾛⾏できる距離をのばすため
に

⾛⾏できる距離は、運転のしかた、道路
状況、天候や温度、電装品の使⽤状況、乗
員数などによって大きく左右されます。
次の点に注意しながら運転すると、⾛⾏
できる距離をのばすことができます。
 車間距離を十分にとり、不要な加減速

をしない
 むだな加減速をしない
 一定の速度で⾛⾏するよう心がける
 エアコンを適切に使⽤し、過度な冷房

や暖房を避ける
 指定されたサイズのタイヤを使⽤し、

タイヤの空気圧を適正に維持する
 不要な荷物は積んだままにしない

充電が完了したときの表⽰に
ついて

お車の充電が正しく完了したことを確認
するには：

 普通充電ポートの充電インジケーター
が消灯している

 パワースイッチが “LOCK （OFF）” の状
態でドアを開けると、メーターディス
プレイに “ 充電結果のお知らせ：充電
完了しました ” と表示される

接続された電源やタイマー充電機能の使
⽤に関係なく、上記のことが確認できれ
ば正しく充電されています。

エネルギーフロー

センターディスプレイのエネルギーフ
ローから、車両情報を確認できます。

1)センターディスプレイの “ 車両 ” を選
択します。

2)画面の “ エネルギーフロー” を選択し
ます。

(1) 平均電費
(2) 駆動力配分（4WD モデル）
(3) エネルギーフロー
(4) 駆動⽤バッテリー残量
(5) 電動モーターの出力∕回⽣

アドバイス
 

電動モーターの出力∕回⽣の表示は、
⻘色が出力、白色が回⽣になります。

 

(4)

(2)(1) (2)

(5)(3)
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充電

充電に関する装備

充電装備の名称

(1) 充電インジケーター
(2) 普通充電ポート照明
(3) 普通充電インレット
(4) 普通充電リッド
(5) 急速充電リッド
(6) 急速充電インレット
(7) 急速充電ポート照明
(8) 普通充電ケーブル

充電リッドの開閉

充電リッドの開けかた

ドアを解錠すると、充電リッドもアン
ロックされます。
充電リッドの車両後端側（図に示す位置）
を押して、充電リッドを開けます。

 押した手を離すと充電リッドが少し開
きます。その後、手でゆっくりと全開
にしてください。

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)

(8)
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アドバイス
 

充電リッドの⽌⽔リップ（ゴム部品）
に ⻲裂や損傷がある場合は、スズキ販
売店 またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

(1) ⽌⽔リップ（ゴム部品）
 

充電リッドの閉めかた

充電リッドの車両後端側（図に示す位置）
を押して、充電リッドをゆっくりと押し
ます。
 ドアを施錠すると、充電リッドもロッ

クされます。

充電リッドのロックについて

 次のようなとき、充電リッドはロック
されます。
• リクエストスイッチを使⽤してドア

が施錠された場合
• 携帯リモコンを使⽤してドアが施錠

された場合
• キーを使⽤してドアが施錠された場

合
 タイマーロック機能でドアが施錠され

た場合、充電リッドが閉じていれば、充
電リッドもロックされます。

 ドアが施錠されている状態で充電リッ
ドを閉めた場合、充電リッドはロック
されません。この場合、ドアを再度施
錠することで、充電リッドがロックさ
れます。

 普通充電コネクターがロックされる
と、急速充電リッドもロックされます。

充電インジケーター

充電インジケーターは、普通充電ポート
にのみ装備されています。
点灯・点滅パターンの変化により、次の
ように充電状態をお知らせします。

(1)
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(1) 充電インジケーター

※ 充 電 が 完 了 す る と 充 電 イ ン ジ
ケーターは消灯

※ 一定時間点滅したあと、インジ
ケーターは消灯

充電コネクターが接続されて
いるとき

普通充電または急速充電コネクターが接
続された状態で、ドアを開けるかパワー
スイッチを “ON” にすると、充電コネク
ター接続表示灯が点灯します。

(1) 充電コネクター接続表示灯
点灯・点滅

パターン
車両の状態

点灯
 充電中 ※
 寒 冷 時 バ ッ テ リ ー 昇

温の作動中

通 常 の 点 滅
※

充電スケジュールが登
録されている状態で、お
車に普通充電ケーブル
を接続したとき

速い点滅 ※
電源またはお車の異常
などにより充電できな
い状況のとき

(1)

(1)
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普通充電ケーブルについて
普通充電ケーブルの機能や正しい取り扱
い方法などについて説明しています。

警告
 

普通充電ケーブル・コントロール
ユニットを取り扱うとき
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重⼤な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
 普通充電ケーブルや電源プラグ・普

通充電コネクター・コントロールユ
ニットの分解・修理・改造をしない
普通充電ケーブル・コントロールユ
ニットに異常が認められた場合は、
ただちに使用を中止してスズキ販売
店またはスズキ代理店にご連絡くだ
さい。

 普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットに強い衝撃を与えたり落とし
たりしない

 普通充電ケーブルを無理に折り曲げ
たり、ねじったり、引っ張ったり、
引きずるなどの負担をかけない

 普通充電ケーブルを鋭利なもので傷
付けたりしない

 電源プラグの端子を折り曲げたり異
物を付けたりしない

 普通充電コネクター・電源プラグを
水に浸けない

 普通充電ケーブルを熱器具等の高温
物に近づけない

 普通充電ケーブル・電源プラグコー
ドに負荷をかけない（コントロール
ユニット・普通充電コネクターに普
通充電ケーブルを巻き付けるなど）

 コンセント・電源プラグに負荷がか
かる状態で使用したり、放置したり
しない（コントロールユニットが接
地せず、宙吊りになっているなど）

 

注記
 

普通充電ケーブルの取り扱いに関
する注意
次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、普通充電ケーブルや普
通充電インレットの故障につながるお
それがあります。
 普通充電コネクターは、斜めになっ

たり傾いたりしないよう、普通充電
インレットにまっすぐ挿し込む

 普通充電コネクターを挿し込んだあ
とは、普通充電コネクターに無理な
力をかけたり、こじったりしない。
また、体や荷物などをぶつけないよ
うに注意する

 普通充電ケーブルを踏んだり、つま
ずいたりしないように注意する

 普通充電コネクターを取りはずす前
に、普通充電コネクターがアンロッ
クされていることを確認する (>>>
P.96)

 普通充電ケーブルを取りはずしたあ
とは、すみやかに所定の位置に片付
ける

 普通充電コネクターを取りはずした
あとは、普通充電リッドを確実に閉
める

寒冷時の注意
寒冷時は、普通充電ケーブル・電源プ
ラグコードが通常より固くなることが
あるため、固くなった状態で無理な力
をかけないでください。普通充電ケー
ブル・電源プラグコードの損傷につな
がるおそれがあります。
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各部の名称

(1) ロック解除ボタン
(2) 普通充電コネクター
(3) コントロールユニット
(4) 電源プラグ
(5) 電源インジケーター (>>> P.94)
(6) 充電インジケーター (>>> P.94)
(7) エラーインジケーター (>>> P.94)

安全機能について

普通充電ケーブルに取り付けられている
コントロールユニットは、次のような安
全機能を備えています。

漏電検知機能

充電中に漏電を検知すると、⾃動的に電
気を遮断し、漏電による感電や火災など
を未然に防ぎます。
漏電検知機能により電気が遮断された場
合は、エラーインジケーターが点滅しま
す。
電気が遮断された場合の対処方法につい
ては、次の参照先を確認してください。

(>>> P.94)

⾃動チェック機能

漏電検知機能の作動に問題がないか、充
電開始前に⾃動でシステムチェックが実
施されます。
システムチェックの結果、漏電検知機能
の異常が検出されると、エラーインジ
ケ ー タ ー の 点 滅 で お 知 ら せ し ま す。

(>>> P.94)

温度検知機能

電源プラグに温度検知機能が搭載されて
おり、充電中、コンセント側のゆるみな
どにより電源プラグ部が発熱した場合
に、充電電流を制御することで発熱を抑
制します。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)
(6)
(7)
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車両との通電の条件

電源プラグがコンセントに挿してあって
も、普通充電コネクターが車両に接続さ
れていないと、普通充電コネクターに通
電されない構造になっています。

コントロールユニット上のイ
ンジケーターについて

各インジケーターのはたらき

3 つのインジケーターで、それぞれ次の
状態を示します。

(1) 電源インジケーター

コントロールユニットに通電して
いるときに点灯します。

(2) 充電インジケーター
充電中に点灯します。

(3) エラーインジケーター
漏電が発⽣したとき、またはコント
ロールユニットに異常が発⽣した
とき点滅します。

充電時に異常が発⽣したとき

コントロールユニット上のインジケー
ターの点灯・点滅状態の組み合わせによ
り、異常の内容をお知らせします。
エラーインジケーターが点灯・点滅した
ときは、いったん電源プラグをコンセン
トから抜き、再度コンセントに挿し込ん
で、エラーインジケーターが消灯するか
確認してください。
電源インジケーターが点灯し、エラーイ
ンジケーターが消灯していれば、そのま
ま充電が可能です。それ以外の場合には、
次の表に従って対処してください。

(1)
(2)
(3)

状況 電源インジ
ケーター

エラーインジ
ケーター 原因・対処

充電システム
エラー

消灯 消灯または
点灯

漏電を検知して充電を中断してい
るか、普通充電ケーブルが故障し
ています。
スズキ販売店またはスズキ代理店
にご相談ください。

点灯 点滅

電源プラグ温
度検知異常

点滅 点滅 電源プラグの温度検知部品が故障
しています。
スズキ販売店またはスズキ代理店
にご相談ください。
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普通充電ケーブルの点検・お
手入れ

安全にお使いいただくために、日常的に
次の事項を点検してください。

警告
 

日常点検について
定期的に次のことを確認してくださ
い。
点検をしないで使い続けると、思わぬ
事故の原因となり、重⼤な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
 普通充電ケーブルや電源プラグ・普

通充電コネクター・コントロールユ
ニットに破損などがないこと

 コンセントに破損がないこと
 コンセントの挿し込みがゆるくなっ

ていないこと
 充電中に電源プラグが極端に熱くな

らないこと
 電源プラグの刃が変形していないこ

と

 電源プラグにほこり等の汚れがない
こと

電源プラグはコンセントから抜いて点
検してください。また、点検の結果、
普通充電ケーブルに異常が⾒つかった
場合は、ただちに使用を中止して、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。
普通充電ケーブルのお手入れにつ
いて
汚れたときは固くしぼった布で汚れを
ふき取ったあと、乾いた布でから拭き
してください。
なお、水洗いは絶対に⾏わないでくだ
さい。普通充電ケーブルを水洗いする
と、充電時に火災や感電事故が発⽣し、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
長期間普通充電ケーブルを使用し
ないとき
電源プラグをコンセントから抜いてお
いてください。電源プラグやコンセン
トにほこりがたまり、過熱や発火の原
因となります。

電源プラグ温
度上昇検知

点滅 消灯 コンセントと電源プラグとの接触
不良などにより、電源プラグの温
度上昇を検知しました。
電源プラグがコンセントに確実に
挿し込まれているかを確認してく
ださい。点滅が解消しない場合も、
電流を制限して充電が⾏われま
す。

普通充電ケー
ブル寿命予告

点灯 点滅 普通充電ケーブルの充電回数が、
使⽤可能な上限に近づいていま
す。
スズキ販売店またはスズキ代理店
にご相談ください。

普通充電ケー
ブル寿命

点灯 点灯 普通充電ケーブルの充電回数が、
使⽤可能な上限をこえています。
スズキ販売店またはスズキ代理店
にご相談ください。

book.book  95 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



充電

96

2

また、普通充電ケーブルは水気がない
場所で保管してください。

 

普通充電コネクターのロッ
ク・アンロック

普通充電中の充電コネクターの取り外し
や、第三者による充電ケーブルの持ち去
りなどのいたずらなどを防⽌することが
できます。

普通充電コネクターをロック・
アンロックするには

ロックするときは

普通充電コネクターは、普通充電イン
レットに挿し込んだ状態において、ドア
の施錠状態・解錠状態に連動してロック・
アンロックされます。
普通充電インレットに普通充電コネク
ターを挿し込んだ状態で、ドアを施錠す
ると、普通充電コネクターがロックされ
ます。ドアが施錠されている状態で、普
通充電コネクターを挿し込んだ場合は、
⾃動的にロックされます。

アンロックするときは

ドアを解錠すると、普通充電コネクター
がアンロックされます。

普通充電コネクターのロック機能
について

 普通充電コネクターをロック・アン
ロックくり返し操作すると、普通充電
コネクターのロックシステムがシステ
ムを保護するために、一時的に作動し
ないことがあります。この場合は、普
通充電コネクターを普通充電インレッ
トに再び接続する前に、少し待ってく
ださい。

 普通充電コネクターのロック機能は、
普通充電ケーブルの盗難防⽌を保証す
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るものではありません。また、すべて
のいたずら⾏為に効果を発揮するもの
ではありません。

普通充電インレットに普通充電コ
ネクターを挿し込めないとき

コネクターロックピンが出ていないか確
認してください。
コネクターロックピンが出ている場合
は、次の操作を⾏なってください。

1)全 て の ド ア お よ び 充 電 リ ッ ド が 閉
まっていることを確認してください。

2)携帯リモコンのロックスイッチ、また
はリクエストスイッチを押して施錠
します。

3)携帯リモコンのアンロックスイッチ、
またはリクエストスイッチを押して
解錠します。

4)コネクターロックピンが出ていない
ことを確認してください。

(1) コネクターロックピン

コネクターロックピンが作動しないとき
は、鉛バッテリーが消耗している可能性
があります。スズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。

普通充電コネクターをアンロック
できないとき

通常の操作で普通充電コネクターをアン
ロックできないときは、コネクターロッ
ク緊急解除ワイヤーを操作して、普通充
電コネクターをアンロックすることがで
きます。
緊急時以外は、この方法で解除させない
でください。
異常が解消しない場合は、ただちにスズ
キ販売店またはスズキ代理で点検を受け
てください。

1)ボンネットを開ける (>>> P.442)
2)コネクターロック緊急解除ワイヤー

を引く
 リングに無理な力をかけたり、引っ

張りすぎないようにしてください。
普通充電コネクターがアンロック
され、普通充電コネクターの取りは
ずしが可能になります。

(1) コ ネ ク タ ー ロ ッ ク 緊 急 解 除 ワ イ
ヤー

(1)

(1) (1)
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アドバイス
 

コネクター緊急解除ワイヤーを操作す
るときは、車両の切り欠き部からワイ
ヤーが外れていないことを確認してく
ださい。

 

3)普通充電コネクターのアンロック後、
コネクターロック緊急解除ワイヤー
の取手部をアタッチメントに固定す
る

警告
 

普通充電インレットに普通充電コ
ネクターを接続するとき
コネクターロック部に手を入れないで
ください。コネクターロックピンに挟
まれ、けがをするおそれがあり危険で
す。

 

注意
 

普通充電コネクターをロックする
とき
次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、コネクターロックシス
テムの故障の原因となります。
 普通充電コネクターがこの車両に適

合していることを確認する 異なる
タイプの普通充電コネクターや、挿
入部が破損・変形した普通充電コネ
クターなどは、ロックできない可能
性があります。

 普通充電コネクターを挿し込んだあ
とは、普通充電コネクターに無理な
力をかけない 普通充電コネクター
を取りはずすときは、必ずコネク
ターをアンロックしてください。
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接続可能な外部電源につい
て

この車両を充電するための外部電源は、
ここで説明する要件を備えている必要が
あります。
充電作業を⾏う前に、あらかじめ次の事
項をご確認ください。

警告
 

電気事故についての警告
車両の充電を⾏うときは、必ず本書に
記載されている注意事項をお守りくだ
さい。
必要要件を満たしていない電源を使用
したり、記載されている禁止事項を守
らずに充電を⾏ったりすると思わぬ事
故につながり、重⼤な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

 

アドバイス
 

契約電力について
⾃宅の電源で充電する際は、契約電力

（※） をご確認ください。
200V 電源で充電する場合は、100V 換
算での契約容量が必要となります（例
えば 200V 電源で 16A の場合、100V 換
算で 32A となります）。必要な電力に
応じた契約電力でないと、充電時にブ
レーカーが作動する場合があります。

※ 電力会社との電気契約の変更が
必要になる場合があります。電
気契約に関するご相談について
は、ご契約中の電力会社にお問
い合わせください。

充電環境について
必要な電力に対応した専⽤の普通充電
器（スタンド）、または車両に搭載され
ている普通充電ケーブルを使⽤して、
充電を⾏ってください。

 200V 電源で 30A に対応した充電器
（スタンド）を使⽤した場合、約 6kW

で充電されます。
 200V 電源で 16A に対応した普通充

電器（スタンド）または普通充電ケー
ブルを使⽤した場合、約 3kW で充電
されます。

⾃宅で普通充電器（スタンド）を使⽤
して充電するには、普通充電器（スタ
ンド）の設置が必要です。普通充電器

（スタンド）の設置については、販売業
者にお問い合わせください。

 

電源について

 200V の充電⽤コンセントには、必ず専
⽤回路を設置してください。

 AC200V で 16A（100V 換算で A）の
電流が流れてもブレーカーが作動しな
い（電流が遮断されない）コンセント
に接続してください。（※）

※ 電力会社との電気契約の変更が
必要となる場合があります。電
気契約に関するご相談について
は、ご契約中の電力会社にお問
い合わせください。

 分岐回路内に専⽤の漏電遮断器が設置
されていることを確認してください。
もし設置されていない場合は、必ず設
置した上で車両の充電を⾏ってくださ
い。（※）

※ 建物の電気工事や、電流容量な
どのご相談については、電気工
事業者などにお問い合わせくだ
さい。

 EV 充電⽤コンセントに接続してくださ
い。
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(1) EV 充電⽤コンセント
(2) 200V コンセント極配置 （※）
(3) 接地極（アース）

※ 図は代表的な形状を示したもの
で、実際のコンセントとは形状
が異なる場合があります。

充電方法について
この車は、次の方法で駆動⽤バッテリー
を充電することができます。

充電方法の種類

普通充電

AC コンセントと普通充電ケーブル、また
は普通充電器（スタンド）などで⾏う充
電方法です。 (>>> P.107)
タイマー充電を設定することで、ご希望
の 日 時 に 充 電 を ⾏ う こ と も 可 能 で す。

(>>> P.118)

急速充電

CHAdeMO( チャデモ )（※） 規格に準拠
した急速充電器（スタンド）を使⽤して
⾏う充電方法です。普通充電にくらべて
短時間で駆動⽤バッテリーを充電できま
す。(>>> P.113)

※ CHAdeMO はチャデモ協議会が
提案する商標名です。

V2H

車両と V2H 機器双方向に給電することを
「V2H（Vehicle to Home の略）」といいま

す。(>>> P.113)
V2H 機器から車両へ充電を⾏うことを

「V2H 充電」、VH 機器を経由して車両か
ら⾃宅へ給電することを「V2H 給電」と
いいます。
このシステムを使⽤するには、VH 機器

（※） が必要です。（車両には付属してい
ません）
V2H の詳細については、各 V2H 機器の取
扱説明書などをご確認いただくか、 VH
機器の製造元へお問い合わせください。

(1)(2)

(3)
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※ 車両から⾃宅へ電力を供給する
ために、車両から取り出した DC

（直流）電力を AC（交流）電力に
変換する機器。一般社団法人電
動車両⽤給電システム協議会が
発⾏する電動⾃動車⽤充放電シ
ステムガイドライン V2H DC 版
に準拠したもの。

充電に連携する機能について

この車両には、充電に連携する各種の機
能が搭載されています。

マイルームモード

車両に充電ケーブルを接続した状態のと
き、外部電源からの電力 （※） で、車両
のエアコンやオーディオなどの電装品を
使⽤できます。 (>>> P.123)

※ 状況により、駆動⽤バッテリー
の電力が消費される場合があり
ます。

寒冷時バッテリー昇温（充電時）

外気温が低いときに、車両に充電ケーブ
ルが接続されていると、駆動⽤バッテ
リーが一定以上の温度になるように、⾃
動で昇温します。
 車両から充電ケーブルをはずす、また

は充電ケーブルを接続したまま、およ
そ 3 日が経過すると、システムが⾃動
で停⽌します。

 タイマー充電時は、タイマー設定内容
に応じて作動します。 (>>> P.118)

寒冷時バッテリー昇温（急速充電
前）

外気温が低いときは、充電時間が長くな
ります。氷点下で⾛⾏した後に急速充電
を⾏なうとき、⾛⾏開始時に寒冷時バッ
テリー昇温を作動することで、急速充電

にかかる時間を短縮できます。ただし、⾛
⾏中の電力消費は増加します。この機能
は、充電が開始されると⾃動的に停⽌し
ます。

アドバイス
 

外気温は、外気温計で確認できます。
(>>> P.152)

寒冷時バッテリー昇温について
 寒冷時バッテリー昇温の作動中は、

充電インジケーターが点灯します。
 充電中に寒冷時バッテリー昇温が作

動すると、通常よりも充電時間が長
くなる場合があります。

 寒冷時バッテリー昇温が作動する
と、駆動⽤バッテリーの残量が低下
するため、駆動⽤バッテリーの残量
を補うために再度充電を⾏うことが
あります。

 

⾛⾏中に寒冷時バッテリー昇温設定
を変更するには

センターディスプレイで、⾛⾏中の寒冷
時バッテリー昇温を設定することができ
ます。

1)センターディスプレイの “ 設定 ” から
“EV” を選択します。

2)“ 充電 ” を選択します。
3)“ 駆動⽤バッテリー温度 ” を選択し、“

寒冷時バッテリー昇温（急速充電前）”
を “ON” に変更します。

高温時バッテリー冷却（普通充電
中）

駆動⽤バッテリーの温度が高いとき、車
両に充電ケーブルが接続されていると、
駆動⽤バッテリーを冷却し、保護します。
高い速度で連続運転した後に急速充電を
するときや急速充電中などの場合には、
作動することがあります。
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アドバイス
 

高温時バッテリー冷却について
 普通充電のみ：センターディスプレ

イで “ 高温時バッテリー冷却 ” の設
定変更が可能。

 高温時バッテリー冷却の待機中、ま
たは作動中のときは、充電インジ
ケーターが点灯します。

 駆動⽤バッテリーの残量が少ないと
きは、駆動⽤バッテリーが高温で
あっても、高温時バッテリー冷却が
作動しない場合があります。

 高温時バッテリー冷却の作動中に次
の操作を⾏うと、駆動⽤バッテリー
の冷却作動が停⽌します。
• ボンネットを開けたとき
• パワースイッチを “LOCK （OFF）”

以外にしたとき
• シフトポジションを “P” 以外にし

たとき
• タイマーエアコンを作動させたと

き (>>> P.395)
• 駆動⽤バッテリーの残量が一定未

満になったとき
 高温時バッテリー冷却は、駆動⽤

バッテリーと外部電源からの電力を
利⽤します。
• 高温時バッテリー冷却の作動中

は、駆動⽤バッテリー残量が一定
の幅で増減し、通常充電時のよう
に駆動⽤バッテリー残量が増加し
ません。

• 高温時バッテリー冷却の作動中
も、充電器（スタンド）からは充
電中と認識されます。よって、充
電時間に応じて課⾦される充電器

（スタンド）では、高温時バッテ
リー冷却の作動中にも課⾦が発⽣
します。

 

高温時バッテリー冷却の設定を変更
するには

センターディスプレイで、高温時バッテ
リー冷却の設定を変更することができま
す。

1)センターディスプレイの “ 設定 ” から
“EV” を選択します。

2)“ 充電 ” を選択します。
3)“ 駆動⽤バッテリー温度 ” を選択し、“

高温時バッテリー冷却（普通充電中）”
を変更します。
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充電に関するアドバイス
この車両の充電機能を活⽤する方法や、
充電に関する情報の確認方法などを説明
しています。

上手に充電するには

出発前・ドライブ中など、車両の状況に
応じて充電機能を使い分けると便利で
す。

お出かけの前に

電気⾃動車を使⽤するために、お出かけ
の前には普通充電で駆動⽤バッテリーを
充電してください。 (>>> P.100)

ドライブの途中で

ドライブ中に駆動⽤バッテリーの残量が
少なくなったら、最寄りの充電設備で駆
動⽤バッテリーを充電してください。

帰宅したら

次回のドライブのために、駆動⽤バッテ
リーを充電して下さい。充電スケジュー
ルを登録しておけば、深夜・早朝などの
ご希望の時間に駆動⽤バッテリーを充電
できます。なお、タイマー充電は、毎日、
またはご希望の曜日の同じ時刻に、⾃動
で充電されるように設定することも可能
です。 (>>> P.118)

充電に関する情報を確認する
には

車両のセンターディスプレイで、充電に
関する各種の情報を確認できます。

充電中は

充電中にパワースイッチが “LOCK
（OFF）” の状態でいずれかのドアを開け

ると、現在の充電状態と充電完了までに
必要な時間の目安 （※） が一定時間表示
されます。
駆動⽤バッテリーの残量や外気温、充電
器（スタンド）の仕様、外部電源の供給
電圧などの条件により、実際の充電時間
とは異なることがあります。
充電電流が小さくなり、充電時間が長く
なると、充電完了するまでの時間が表示
されない場合があります。

※ V2H 充電中は、充電完了までに
必要な時間の目安は表示されま
せん。

充電が終わったあとは

充電終了後、パワースイッチが “LOCK
（OFF）” の状態でいずれかのドアを開け

ると、充電結果についてのメッセージが
一定時間表示されます。また、充電停⽌
となる操作をしたときや、充電できない
状況が発⽣した場合などには、メッセー
ジが表示されます。
表示されたメッセージの指示に従って、
それぞれ必要な操作を⾏ってください。

(>>> P.126)
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充電の前に知っておいてい
ただきたいこと

充電を⾏う前に、必ず次の事項をご確認
ください。

警告
 

充電、VH 充電∕ V2H 給電すると
きの警告
ペースメーカー（植込み型心臓ペース
メーカー∕植込み型両心室ペーシング
パルスジェネレータ）装着のお客様は、
充電または給電の操作はご⾃身ではな
さらず、ほかの方にお願いしてくださ
い。
 充電または給電時、充電器（スタン

ド）、急速充電器（スタンド）、充電
ケーブル、VH 機器に近づかないで
ください。ペースメーカーの動作に
影響を与えるおそれがあります。

 充電または給電中は車内にとどまら
ないでください。充電または給電に
より、ペースメーカーの動作に影響
を与えるおそれがあります。

 ものを取るときなどに、車内に入り
込まないでください。充電または給
電により、ペースメーカーの動作に
影響を与えるおそれがあります。

車両に充電ケーブルが接続されて
いるとき
シフトポジションを “P” から切り替
えないでください。
万一、充電ケーブルが故障していた場
合、シフトポジションが “P” からほか
のシフトポジションに切りかわること
があり、車両が動いて思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。
充電に関する留意事項
この車は一般家庭用の AC コンセント
に接続して駆動用バッテリーを充電で
きます。ただし、一般的な電気製品と
次の点が⼤きく異なるため、取り扱い

を誤ると火災や感電事故が発⽣し、重
⼤な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
 200V での普通充電時は、長時間に

わたって⼤電流が流れる (>>>
P.99)

 お客さまの充電環境によっては、充
電作業が屋外で⾏われる

 

注意
 

充電に関する留意事項
充電作業は、本書で説明している内容
をよくお読みいただいた上で、正しい
手順に沿って⾏ってください。
 お子さまなど、不慣れな方は充電作

業を⾏わないでください。また、普
通充電ケーブルはお子さまの手の届
かない場所で保管してください。

 充電器（スタンド）または、VH 機
器で充電する場合は、機器の使用手
順に従って作業を⾏ってください。

 

アドバイス
 

安全機能について
 車両に充電ケーブルが接続されてい

るときは、パワースイッチを操作し
ても EV システムを始動することは
できません。

 “READY” インジケーターが点灯して
いるときに充電ケーブルを接続する
と、EV システムは⾃動的に停⽌し、
⾛⾏できなくなります。

 

充電前の重要確認事項

必ず次の点をご確認ください。
 パーキングブレーキが確実にかかって

いること (>>> P.264)
 パワースイッチが “LOCK （OFF）” に

なっていること (>>> P.252)
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 ヘッドランプ、非常点滅灯・室内灯な
どのランプ類が消灯していること

ランプ類が点灯していると、それらの機
器に電力が消費され、充電時間が長くな
ります。

普通充電ケーブルの点検

充電の前に、普通充電ケーブル各部の状
態 に 異 常 が な い か ご 確 認 く だ さ い。

(>>> P.95)

アドバイス
 

充電中は
 車両の状態により、充電が開始され

るまでの時間が異なる場合がありま
すが、異常ではありません。

 充電中は、空調システムおよび高温
時バッテリー冷却の作動にともな
い、駆動⽤バッテリー付近から⾳が
聞こえることがあります。

 コントロールユニットの表面が温か
くなることがありますが、異常では
ありません。

 電波の状況によっては、ラジオに雑
⾳が入ることがあります。

普通充電・急速充電・V2H 充電∕
V2H 給電について
普通充電・急速充電・V2H 充電∕ V2H
給電を同時に⾏うことはできません。
2 つある充電インレットの両方に充電
ケーブルを接続しても、いずれか一方
のみで充電されます。
公共の普通充電器（スタンド）で
充電する場合は、タイマー充電の
設定状態を確認してください。
 充電スケジュールが登録されている

ときは一時的に OFF にするか、“ 今
すぐ充電 ” を ON にしてくださ
い。(>>> P.122)

 充電スケジュールが ON になってい
ると、普通充電ケーブルを接続して

も充電が開始されません。また、充
電が開始しなくても、普通充電ケー
ブルを接続したことで課⾦される場
合があります。

駆動⽤バッテリーの容量低下につ
いて
駆動⽤バッテリーは使⽤していくうち
に、徐々に電池容量が低下していきま
す。低下する割合は車の使い方、使⽤
環境により異なります。電池容量の低
下を抑えるために、次のことを心がけ
てください。
 満充電状態での高温炎天下での駐車

は極力避ける
 ⾛⾏中にひんぱんな急加速、急減速

をしない
 最高車速付近での⾛⾏を控える
 充電は⾛⾏開始前に満充電になるよ

う、タイマー充電を活⽤する (>>>
P.118)

 ひんぱんな急速充電は避ける
なお、電池の容量が低下すると⾛⾏
できる距離が減少しますが、車両性
能などが著しく低下するものではあ
りません。

充電後に駆動⽤バッテリーの残量
が低下するとき
次の場合、システムの保護のために、
充電完了後の駆動⽤バッテリーの残量
が通常よりも少なくなる（満充電後の
⾛⾏可能距離が短くなる）（※） こと
があります。
 気温が低い、または高い環境で充電

したとき
 高負荷⾛⾏の直後、かつ炎天下で充

電したとき
上記に該当しないのに、充電完了後の
駆動⽤バッテリー残量が大幅に低下し
たときは、スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてください。
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※ この場合、駆動⽤バッテリーの
残量表示が満充電になっていて
も、通常よりも早く残量が低下
します。

駆動⽤バッテリーへの充電量が減
少するとき
エアコンの使⽤、または寒冷時バッテ
リー昇温の作動等により駆動⽤バッテ
リーへの充電電力が小さくなった場
合、駆動⽤バッテリーへの充電量もし
くは駆動⽤バッテリー残量が減少する
ことがあります。
充電時間が長くなるとき
次のような場合は、充電時間が通常よ
り長くなることがあります。
 低温または高温の環境下にあるとき
 高負荷⾛⾏の直後などで駆動⽤バッ

テリーの温度が高いとき
 車 両 の 電 力 消 費 量 が 大 き い と き
（ヘッドランプが点灯しているとき

など） (>>> P.269)
 マイルームモードを使⽤していると

き (>>> P.123)
 充電中に停電したとき
 充電器（スタンド）、VH 機器で供

給電力を調整しているとき
 外部電源の供給電圧が低下したとき
 車両を長期間放置したことなどによ

り、補機バッテリーの充電量が低下
したとき

 寒冷時バッテリー昇温が作動したと
き (>>> P.101)

 接続先のコンセントなどに問題があ
るとき

 ひんぱんに急速充電をくり返したと
き

 車両の急速充電電力設定で充電電力
上限を変更したとき（急速充電時の
み）

 充電関連部品の温度が高いとき

普通充電電力について
この車両は最大約 6kW の普通充電が
可能です。
ただし、使⽤する普通充電器（スタン
ド）、または普通充電ケーブルによって
は、充電電力が制限される場合があり
ます。
100V 電源での充電は、充電電力が小さ
いため、充電時間が長くかかります。
また、100V 電源での充電時に、外部電
源の供給電圧低下などにより充電電力
が低下した場合、充電を停⽌する可能
性があります。
200V 電源での充電をおすすめします。
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普通充電のしかた
ここでは、普通充電ケーブルを使⽤して
普通充電する手順を説明しています。
充電設備を利⽤する際は、普通充電器（ス
タンド）の取り扱い方法もご確認くださ
い。
充電スケジュールが登録されているとき
は、“ 今すぐ充電 ” を ON にしてから充電
を実施してください。(>>> P.122)

注意
 

普通充電ケーブルや関連部品など
を取り扱うとき
普通充電ケーブルや充電関連部品など
の損傷を防ぐため、取り扱いの際は次
のことをお守りください。
 充電を中断・終了するときは、電源

プラグを抜く前に普通充電コネク
ターを抜く

 普通充電ケーブルを抜くときは、普
通充電コネクターが解錠されている
ことを確認する

 普通充電コネクターの保護キャッ
プを無理に引っ張らない

 充電中に普通充電コネクターを揺す
るなど振動を与えない
充電を停止することがあります。

 普通充電インレットに普通充電コネ
クター以外のものを挿し込まない

 電源プラグをコンセントに抜き挿し
するときは、必ず電源プラグ本体を
持って操作する

 ケーブルが引っかかったり、絡んだ
状態から無理に引っ張らない
絡んだ場合は、ほどいてから使用し
てください。

 普通充電インレットの分解・修理・
改造などをしない。修理が必要な場

合は、必ずスズキ販売店またはスズ
キ代理店にご相談ください。

 

充電前の重要確認事項

次の参照先を確認してください。 (>>>
P.104)

充電するときは

1)普通充電ケーブルを⽤意する
2)普通充電ケーブルの電源プラグを外

部電源のコンセントに挿し込む
必ず電源プラグ本体を持って、確実に
奥まで挿し込んでください。
手元スイッチがある場合は、スイッチ
を ON にしてください。
コントロールユニット上の電源イン
ジ ケーターが点灯していることを確
認してください。
点灯していないときは、次を参照を確
認してください。 (>>> P.126)
コンセントや電源プラグへの負荷を
軽減するために、電源プラグを挿して
いるときは、ひもなどを使って、コン
トロールユニットをフック等に引っ
かけて使⽤してください。

3)車両のドアを解錠して、普通充電リッ
ドを開ける (>>> P.89)
普通充電リッドを開けると、普通充電
ポート照明が点灯します。
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4)普通充電コネクターの保護キャップ
をはずし、ケーブルにかけて固定する

5)普通充電コネクターを普通充電イン
レットに挿し込む
普通充電コネクターの下側にあるガ
イドの位置を合わせて、まっすぐに
いっぱいまで挿し込みます。
カチッという⾳がして、普通充電コネ
クターが確実に接続されたことを確
認してください。
ド ア を 施 錠 す る と 普 通 充 電 コ ネ ク
ターがロックされます。
ドアが施錠されている状態で、普通充
電コネクターを挿し込んだ場合は、⾃
動的にロックされます。 (>>> P.96)

6)普 通 充 電 ポ ー ト の 充 電 イ ン ジ ケ ー
ターが点灯していることを確認する

充電インジケーターが点灯していないと
きは、充電が開始されていません。 (>>>
P.90)
充電インジケーターが通常の速さで点滅
しているときは、充電スケジュールが登
録されています。 (>>> P.118)
充電時にコントロールユニット上のエ
ラーインジケーターが点滅したときは、
次の参照先を確認し、対処してくださ
い。。(>>> P.94)

アドバイス
 

普通充電コネクターが接続されて
いるとき
普通充電コネクターが接続された状態
でドアを開けるかパワースイッチを
“ON” にすると、センターディスプレ

(1)
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イの充電コネクター接続表示灯が点灯
して、充電コネクターを接続している
ことを通知します。

 

普通充電コネクターの接続後に充
電 ポートの充電インジケーターが
点滅したとき

充電スケジュールが登録されている状態
になっており、充電を開始 することがで
きません。(>>> P.118)
タイマー充電をキャンセルして充電を開
始したいときは、次のいずれかの操作を
⾏ってください。
 今すぐ充電を ON にする (>>> P.122)
 充電インジケーターが通常の速さで点

滅しているあいだに、接続した普通充
電コネクターを取りはずして、すぐに
接続し直す

普通充電インレットに普通充電コ
ネクターを挿し込めないとき

 次 の 参 照 先 を 確 認 し て く だ さ い。
(>>> P.96)

安全機能について
普通充電コネクターを普通充電インレッ
トに挿し込んだ状態でも、ロック解除ボ
タンを押しているあいだは、充電が開始
されません。
なお、充電中に数秒程度ロック解除ボタ
ンを押し続けると充電が中⽌されます。

充電を再開したいときは、いったん普通
充電コネクターを抜いてから再度、普通
充電コネクターを挿し直して、充電ポー
トの充電インジケーターが点灯すること
を確認してください。

充電時間が長くなるとき

 次 の 参 照 先 を 確 認 し て く だ さ い。
(>>> P.105)

200V での充電時に家庭のブレー
カーが落ちる場合は

センターディスプレイで、充電電流の上
限値を変更することができます。※

1)センターディスプレイから “EV 設定 ”
を選択し、“ 充電 ” を選択します。

2)“ 普通充電電流 ” を選択します。
3)16A または 8A を選択し、“ 確定 ” を

選択します。
充電時の最大電流が選択した電流以下に
制限されます。※
 充電電流の上限値を変更しても、充電

時に家庭のブレーカーが落ちる場合
は、接続した電源が充電に必要な要件
を 満 た し て い る か 確 認 し て く だ さ
い。(>>> P.99)

※：カスタマイズ設定で充電電流
の設定を変更しても、100V 充電
時の最大電流は 6A から変更され
ません。

※：充電電流を制限すると、充電完
了までの時間は長くなります。

普通充電インレット過熱保護

充電コネクターの接点への異物混入など
により、温度が上昇して溶損してしまう
ことを防ぐために、普通充電インレット
部に温度センサを搭載しています。
一定の温度上昇が検知されると、速やか
に充電を停⽌します。その後、パワース

book.book  109 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



充電

110

2

イッチが “LOCK （OFF）” の状態でドア
を開けると、メーターのマルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。(>>> P.132)

警告
 

充電するときの警告
充電するときは、必ず次のことをお守
りください。お守りいただかないと、
思わぬ事故の原因となり、重⼤な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。
 必ず充電に必要な要件を満たす電源

に接続する (>>> P.99)
 充電前に普通充電ケーブル・電源プ

ラグ・コンセントに変形・破損・水
分・腐食・ほこり等の異物がないこ
とを確認する

 充電前に普通充電インレットに変
形・破損・腐食・ほこり等の異物が
ないか、または雪・氷が付着してい
ないことを確認する
付着している場合は、普通充電コネ
クターを接続する前にしっかりと取
り除いてください。

 挿し込みがゆるくなったコンセント
は使用しない

 過熱するおそれがあるため、普通充
電ケーブルを束ねたり巻いたりした
状態で充電しない

 普通充電コネクター・普通充電イン
レットの端子に⾦属製の鋭利なもの

（針⾦など）でふれたり、手でふれた
り、異物でショートさせたりしない

 屋外では必ず防雨形コンセントを使
用する
防雨スイッチプレートを確実に閉め
てください。閉まらない場合は、新
しいプレートに交換してください。

 充電を中断するときは、普通充電器
（スタンド）の取り扱い方法に従う

 充電中に発熱・発煙・異臭・異音な
どを発⾒したときは、ただちに充電
を中止する

 コンセントが水没または雪に埋もれ
ている場合は、電源プラグは挿さな
い

 雨や雪の中で充電を⾏うときは、ぬ
れた手で電源プラグの抜き挿しを⾏
わない。また、コンセントや電源プ
ラグをぬらさない

 落雷の可能性がある天候のときは充
電を⾏わない

 普通充電ケーブルをドアやバックド
アで挟まない

 普通充電ケーブルや電源プラグ・普
通充電コネクター・コントロールユ
ニットを車両で踏まない

 電源プラグはコンセントにいっぱい
まで挿し込む

 延長コード・変換アダプターを使用
しない

 普通充電システムを使用するとき
は、ボンネットを閉める
冷却ファンが急にまわり出すことが
あります。ファンなど回転部分にふ
れたり、近づいたりすると、手や着
衣（特にネクタイ・スカーフ・マフ
ラーなど）が巻き込まれたりして、
重⼤な傷害を受けるおそれがあり危
険です。

 普通充電ケーブルの接続後、どこか
に巻き付いていないか確認する

 普通充電ケーブルを接続しても、コ
ントロールユニット上の電源インジ
ケーターが点灯しない場合は、すぐ
に普通充電ケーブルを取りはずして
ください。
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充電時にコントロールユニット上
のエラーインジケーターが点灯・
点滅したときは
電源経路に漏電が発⽣しているか、普
通充電ケーブル・コントロールユニッ
トに異常がある可能性があります。
次の参照先を確認し、対処してくださ
い。 (>>> P.94)
車載充電器について
モータールームに車載充電器がありま
す。車載充電器については、次のこと
を必ずお守りください。お守りいただ
かないと、やけどや感電など重⼤な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
 充電時は高温になります。やけどを

するおそれがあるため、ふれないで
ください。

 分解・修理・改造しないでください。
修理が必要な場合は、必ずスズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

 

注意
 

充電時の注意
普通充電インレットに電源プラグを挿
し込まないでください。
普通充電インレットが故障するおそれ
があります。

 

アドバイス
 

⾃家⽤発電機の使⽤について
充電⽤電源に⾃家⽤発電機は使⽤しな
いでください。
安定した充電ができなかったり、電圧
が足りず、充電が停⽌したりするおそ
れがあります。
充電設備について
電力設備などが併設された環境では、
ノイズにより安定した充電ができな

かったり、電圧が足りず、充電が停⽌
するおそれがあります。

 

充電したあとは

1)車両のドアの解錠操作をして、普通充
電 コ ネ ク タ ー を ア ン ロ ッ ク す る

(>>> P.96)
ドアの解錠操作をすると、普通充電コ
ネクターもアンロックされ、普通充電
ポート照明が点灯します。

2)ロック解除ボタンを押しながら手前
に引いて、普通充電コネクターを取り
はずす
充電中（充電インジケーターの点灯
中）にロック解除ボタンを押すと、充
電が停⽌します。

3)普通充電コネクターの保護キャップ
を取り付ける

4)普通充電リッドを閉める
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普通充電リッドをロックするときは、
車両のドアを施錠します。 (>>>
P.89)

5)長期間使⽤しないときは、コンセント
から電源プラグを抜く

必ず電源プラグ本体を持って抜いてくだ
さい。
取りはずした普通充電ケーブルは、すみ
やかに片付けてください。
電源プラグを挿したままにするときは、
1ヶ月に 1 回は電源プラグに汚れやほこ
りがないか点検してください。

アドバイス
 

周囲の温度が低温または高温のと
き
充電が完了して駆動⽤バッテリー残量
計 が満充電の状態になっていて も、パ
ワースイッチを “ON” にすると残量表
示がわずかに低下することがあります
が、異常ではありません。
普通充電コネクターをはずすとき
ロック解除ボタンを押して、レバーが
上がることを確認してから普通充電コ
ネクターを手前に引いてください。

ロック解除ボタンを押してもレバーが
上がらないときは、普通充電コネク
ターがロックされています。その場合
は、ス マートエントリー＆スタートシ
ステム、またはワイヤレスリモコンな
どでドアの解錠操作をし、普通充電コ
ネクターをアンロックしてください。

普通充電コネクターをアンロック
できないとき
次の参照先を確認し、対処してくださ
い。 (>>> P.96)

 

警告
 

充電後の警告
長期間使用しないときは、電源プラグ
を抜いておいてください。
電源プラグやコンセントにほこり等の
汚れがたまると、故障や火災などが発
⽣し、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

 

注意
 

充電後の注意
 普通充電ケーブルはお子さまの手の

届かない場所で保管してください。
 コンセントから電源プラグを取りは

ずしたあとは、普通充電ケーブルを
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ほこりや水などがかからない安全な
場所に保管してください。
普通充電ケーブルを足や車両で踏ん
だりすると、普通充電ケーブルや電
源プラグが損傷する原因となりま
す。

 普通充電インレットから普通充電コ
ネクターを取りはずしたあとは、必
ず普通充電リッドを閉めてくださ
い。
普通充電リッドを開けたたまま放置
すると、普通充電インレットに水や
異物が入り、車両故障につながるお
それがあります。

 

急速充電・V2H 充電∕ V2H 
給電のしかた

ここでは、急速充電・V2H 充電∕ V2H 給
電の手順を説明しています。
充電設備を利⽤する際は、急速充電器（ス
タンド）および V2H 機器の取り扱い方法
をご確認ください。

警告
 

急速充電器（スタンド）・V2H 機器
を使用するとき
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重⼤な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
 CHAdeMO 規格に準拠した急速充電

器（スタンド）を使用してください。
 電動⾃動車用充放電システムガイド

ライン V2H DC 版に準拠した V2H
機器を使用してください。

 

注記
 

30m を超えるケーブルを使用しない
でください。

 

急速充電・V2H 充電∕ V2H 給
電前の重要確認事項

次の参照先をお読みください。 (>>>
P.104)

急速充電・ V2H 充電∕ V2H 給
電するときは

1)車両のドアを解錠して、急速充電リッ
ドを開ける (>>> P.206)

2)急速充電リッド（車両の左側）を開け
ると、急速充電ポート照明が点灯しま
す。
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3)急速充電コネクターを急速充電イン
レットに奥まで正しく挿し込む
 急速充電コネクターの形状や取り

扱い方法などは、急速充電器（スタ
ンド）・V2H 機器のタイプにより異
なります。急速充電器（スタンド）・
V2H 機器の取り扱い方法に従って、
作業を⾏ってください。

4)急速充電器（スタンド）・V2H 機器を
操作して急速充電・V2H 充電∕ V2H
給電を開始する
 具体的な開始方法については、急速

充電器（スタンド）・V2H 機器の取
り扱い方法に従ってください。シス
テムチェックが実施されたあと、急
速充電・V2H 充電∕ V2H 給電が開
始されます。充電を中断したいとき
は、急速充電器（スタンド）・V2H
機器の取り扱い方法に従って、停⽌
してください。

充電時間が長くなるとき

次の参照先をお読みください。 (>>>
P.105)

急速充電器（スタンド）・V2H 機
器に車両異常があるようなメッ
セージが表⽰されたとき

急速充電器（スタンド）・V2H 機器に車両
異常があるようなメッセージ（例えば、“
車両に異常がみつかりました ”、“ 車両故
障発⽣ ” など）が表示されても、車両の
異常ではなく、急速充電器（スタンド）・
V2H 機器と車両間の通信異常である可能
性があります。
この場合、急速充電コネクター端子故障

（接点不良）などが考えられます。
車両に異常がない場合は、急速充電器（ス
タンド）の管理者に連絡するか、VH 機
器に付属の取扱説明書を確認してくださ
い。

急速充電器（スタンド）に表⽰さ
れる充電時間について

急速充電器（スタンド）によっては実際
の充電時間より多めの充電時間が表示さ
れることがありますが、故障ではありま
せん。

急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電
中は

 マルチインフォメーションディスプレ
イで、現在の充電状態を確認すること
ができます。ただし、VH 充電中の充
電時間は表示されません。

 急速充電器（スタンド）での充電中、急
速充電器（スタンド）に表示される充
電時間と、実際の充電時間とは異なる
場合があります。

(1)
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 急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電中は、
ノイズの発⽣によりラジオが聞こえな
くなる場合があります。

 満充電に近づくと充電速度が低下し
て、充電完了までの時間が長くなりま
す。

 急速充電器（スタンド）の仕様により、
満充電になる前に充電停⽌する場合が
あります。

 駆動⽤バッテリーの残量・外気温・充
電器（スタンド）の仕様などの条件に
より、充電完了までの時間が変化する
場合があります。

 駆動⽤バッテリーの容量の低下を防ぐ
ため、ひんぱんな急速充電は避けるこ
とをおすすめします。

 急速充電が終了したあとは、ほかの利
⽤者のため、すみやかに急速充電ス
ペースから移動してください。

 寒冷時など、駆動⽤バッテリーが冷え
ているときに急速充電・V2H 充電を⾏
うと、モータールームから蒸気が出た
り、ボンネットに結露ができたりしま
す。駆動⽤バッテリーの昇温時に発⽣
した熱が雪や氷、霜を蒸発させるため
で、故障ではありません。

 満充電時に充電量を補正しているた
め、駆動⽤バッテリー残量が 100％を
表示しない場合があります。

V2H 充電∕ V2H 給電について

 V2H 充電∕ V2H 給電中は、マイルーム
モードを使⽤できません。

 駆動⽤バッテリーが電欠間際まで低下
していると、VH 充電は使⽤できませ
ん。

急速充電後・V2H 充電∕ V2H 給
電後、メーターのマルチインフォ
メーションディスプレイに “ 充電
システム 確認のため 充電リッド
を閉めてください 取扱書を確認 ” 
が表⽰されたとき

急速充電後・V2H 充電∕ V2H 給電後のシ
ステムチェックが正常に終了しなかった
場合は、ブレーキペダルを踏みながらパ
ワースイッチを押しても、EV システムを
始動できなくなります。
急速充電後・V2H 充電∕ V2H 給電後に EV
システムを始動できなくなったときは次
の手順で充電システムのチェックを実施
してください。

1)パーキングブレーキをしっかりとか
け、パワースイッチを “LOCK （OFF）”
にする

2)急速充電リッドを閉める
3)パワースイッチを “ON” にする

マルチインフォメーションディスプレイ
に “ 充電システム確認中 ” が表示された
ことを確認してください。
充電システムのチェック中は、急速充電
リッドを開けないでください。
システムチェックが終了すると、パワー
スイッチが⾃動で “LOCK （OFF）” にな
ります。

4)ブレーキペダルを踏みながらパワー
スイッチを押し、“READY” インジケー
ターが点灯することを確認する

充電システムのチェックを実施しても
EV システムを始動できない場合は、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご連絡く
ださい。

警告
 

急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電す
るときの警告
充電するときは、必ず次のことをお守
りください。お守りいただかないと、
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思わぬ事故の原因となり、重⼤な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。
 急速充電器（スタンド）・V2H 機器・

急速充電インレットに破損箇所がな
いか確認する
• 急速充電インレットに破損箇所が

ある場合は絶対に急速充電・V2H
充電∕ V2H 給電を⾏わず、ただち
にスズキ販売店またはスズキ代理
店で点検を受けてください。

 急速充電コネクター・急速充電イン
レットの端子に手をふれたり、異物
でショートさせたりしない

 急速充電インレットに急速充電コネ
クター以外のものを挿し込まない

 急速充電コネクター・急速充電イン
レットの端子に、⾦属製の鋭利なも
の（針⾦や針など）でふれない

 ケーブルが折れ曲がったり、重いも
のの下敷きになったりしていないこ
とを確認する

 急速充電コネクターと急速充電イン
レットは、必ず直接接続する
• 急速充電コネクターと急速充電イ

ンレットとのあいだに、変換アダ
プターや延長コードなどを接続し
ないでください。

 急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電を中
断するときは、急速充電器（スタン
ド）の取り扱い方法・V2H 機器に付
属している取扱説明書に従う
• 急速充電中・V2H 充電∕ V2H 給電

中に発熱・発煙・異音・異臭など
を発⾒したときは、ただちに急速
充電・V2H 充電∕ V2H 給電を中
止してください。

 急速充電コネクター・急速充電イン
レットに異物がないか、または、雪・
氷が付着していないか確認する

• 付着している場合は、急速充電コ
ネクターを接続する前にしっかり
と取り除いてください。

 落雷の可能性がある天候のときは急
速充電・V2H 充電∕ V2H 給電を⾏
わない
• 急速充電中・V2H 充電∕ V2H 給電

中、雷に気付いたときは、車両お
よびケーブルにさわらないでくだ
さい。

 急速充電インレットの端子部が濡れ
ないようにする

 急速充電システムを使用するとき
は、ボンネットを閉める
• 冷却ファンが急にまわり出すこと

があります。ファンなど回転部分
にふれたり、近づいたりすると、
手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）が巻き込まれ
たりして、重⼤な傷害を受けるお
それがあり危険です。

急速充電コネクターを接続すると
き
 急速充電器（スタンド）の取り扱い

方法に従って急速充電コネクターを
接続してください。急速充電コネク
ターが正しく接続されていない場
合、システムがコネクターの接続を
認識できず、EV システムを始動でき
てしまうことがあります。充電完了
後、 EV システムを始動する前に、必
ず急速充電コネクターを車両の急速
充電インレットから取り外してくだ
さい。もしコネクターが接続された
ままの車両を発進させると、思わぬ
事故の原因となり、重⼤な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

 急速充電中に、急速充電インレット
から急速充電コネクターを取りはず
さないこと。急速充電器（スタンド）
を操作して充電を停止した後、急速

book.book  116 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



充電

117

2

充電インレットから急速充電コネク
ターを取りはずしてください。

 

注意
 

急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電す
るとき
必ず急速充電器（スタンド）の取り扱
い方法・V2H 機器に付属している取扱
説明書に従ってください。誤った取り
扱いをすると、車両や急速充電器（ス
タンド）・V2H 機器などを損傷するお
それがあります。

 

急速充電・V2H 充電∕ V2H 給
電したあとは

1)急速充電器（スタンド）・V2H 機器を
操作して充電を停⽌する

2)急速充電コネクターを取りはずす
急速充電コネクターの形状や取り扱い方
法などは、急速充電器（スタンド）・V2H
機器のタイプにより異なります。
急速充電器（スタンド）・V2H 機器の取り
扱い方法に従って、作業を⾏ってくださ
い。
取りはずした急速充電コネクターは、も
との位置にもどしてください。

3)急速充電リッドを閉めてください。

アドバイス
 

急速充電コネクターをアンロック
できないとき
 急速充電コネクターは、急速充電器
（スタンド）によりロックしていま

す。車両のコネクターロック緊急解
除ワイヤーで操作を⾏ってもアン
ロックはできません。

 急速充電中は急速充電コネクターを
はずすことはできません。はずす必
要があるときは充電を中⽌してくだ
さい。充電が停⽌すると急速充電コ
ネクターをはずすことができます。

 充電が停⽌しても急速充電コネク
ターが抜けない場合、急速充電器（ス
タンド）・V2H 機器に異常がある可
能性があります。
• 急速充電器（スタンド）に問題が

ある場合は、設備の管理者にご連
絡ください。

• V2H 機器に問題がある場合は V2H
機器の製造業者または販売業者に
ご連絡ください。

急速充電・V2H 充電をしたあと
充電量上限で設定した値まで充電して
も、急速充電器 ( スタンド )・V2H 機器
に表示される充電量が実際の充電量よ
り低く表示されることがあります。
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注記
 

急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電後
の注意
急速充電インレットから急速充電コネ
クターを取りはずしたあとは、必ず急
速充電リッドを閉めてください。急速
充電リッドを開けたまま放置すると、
急速充電インレットに異物が入り、車
両故障につながるおそれがあります。

 

タイマー充電機能を使う
充電スケジュールを登録しておくこと
で、ご希望の時刻に普通充電を実施する
ことができます。

タイマー設定でできること

充電スケジュールの登録時には、次の各
機能の設定が可能です。

充電モードの選択

次の 2 種類から充電モードを選択できま
す。

開始

設定した時刻 ※  に普通充電が開始さ
れ、満充電になると充電が終了します。

開始・終了

設定した開始時刻と終了時刻に従って普
通充電を実施します。※

※ 駆動⽤バッテリーの状態によ
り、予約開始設定時刻前に、充
電 が 開 始 さ れ る こ と が あ り ま
す。

繰り返し設定

ご希望の曜日を選択することで、繰り返
しタイマー充電が⾏われるように設定で
きます。タイマー充電を実施したい曜日
を 1 つ以上選択してください。

今すぐ充電の ON ∕ OFF

充電スケジュールの登録内容を変更する
ことなく充電を⾏いたいときは、“ 今すぐ
充電 ” を ON にすることで、充電スケ
ジュールが一時的に無効になり、普通充
電コネクター接続後、普通充電を開始す
ることができます。

book.book  118 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



充電

119

2

充電スケジュールが登録されており、か
つ今すぐ充電が ON の時に普通充電コネ
クターを取り外した場合、今すぐ充電が
OFF になります。

次回充電予定

登録済みの充電スケジュールのうち、現
在時刻以降で最も近い充電スケジュール
を “ 次回充電予定 ” と呼びます。
タイマー充電は、次回充電予定に従い、普
通充電を実施します。

充電スケジュールを登録する
には

センターディスプレイから、充電スケ
ジュールを登録できます。

タイマー設定について

 ⾛⾏中に充電スケジュールの設定操作
を⾏うことはできません。

 充電スケジュールは、最大で 15 件まで
登録できます。

 充電モードを“開始・終了”に設定し、開
始時刻と終了時刻を同時刻に設定した
場合、開始時刻から 24 時間充電を実施
します。

 タイマー充電機能は、急速充電時およ
び V2H 充電∕ V2H 給電時には使⽤で
きません。

タイマー充電機能を正しく作動さ
せるために

次のことをご確認ください。
 時計が正しい時刻に調整されているこ

と
 カレンダーが正しい年月日に設定され

ていること
 パワースイッチが “LOCK （OFF）” に

なっていること

 充電スケジュールの登録後に普通充電
コネクターを接続すること
普通充電ケーブルを接続した時点の充
電スケジュールを基に、充電の開始時
刻が決定されます。

 開始時刻よりも前に普通充電コネク
ターを接続すること
充電モードを「開始」に設定したとき
は、設定した開始時刻を過ぎてから普
通充電コネクターを接続すると、次の
充電スケジュールが参照されます。
充電モードが「開始・終了」の場合は、
開始時刻を過ぎてから普通充電コネク
ターを接続すると、すぐに充電を開始
し、終了時刻まで充電を実施します。

 普通充電コネクターの接続後、充電
ポートの充電インジケーターが点滅す
ることを確認してください。

 電力遮断機能（タイマー機能を含む）を
持つコンセントで使⽤しない
常に電力が供給されているコンセント
を使⽤してください。タイマー機能な
どで電力が遮断されるコンセントで
は、設定されている時間帯に電力が遮
断されるため、意図どおりに充電が⾏
われない場合があります。

アドバイス
 

カレンダー設定について
タイマー充電は、センターディスプレ
イに表示される日時に従って実⾏され
ます。(>>> P.158)
充電スケジュールを登録しようとした
ときに、カレンダー設定の確認画面が
表示された場合は正しい日付になって
いるか確認し、誤っている場合は必ず
修正してください。
カレンダーの内容が誤っていると、タ
イマー充電機能が正しく作動しなくな
ります。
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普通充電コネクターが車両に接続
されたままの状態のとき

 充電モードを “ 開始 ” に設定したとき
は、連続する複数の充電スケジュール
が登録されていても、充電完了後に普
通充電コネクターを取りはずして再接
続するまで、次のタイマー充電は実施
されません。また、駆動⽤バッテリー
が満充電のときは、タイマー充電は実
施されません。

 充電モードを “ 開始・終了 ” に設定し
たときは、満充電となる前に終了時刻
に到達した場合、終了時刻以降で最も
近い充電スケジュールを次回充電予定
に更新して、満充電となるまでタイ
マー充電を繰り返し実施します。

タイマー充電が無効になるとき

タイマー充電の待機中に次の操作を⾏
なったときは、タイマー充電を一時的に
キャンセルして、充電を開始します。
 “ リモートエアコン ” を作動させたとき

(>>> P.395)
 “ マイルームモード ” を開始したとき

(>>> P.123)
 “ 今すぐ充電 ” を ON にしたとき (>>>

P.122)
 “ タイマー充電を ” 一時的にキャンセル

したとき (>>> P.118)

寒冷時バッテリー昇温∕高温時
バッテリー冷却について

駆動⽤バッテリーの温度によっては、タ
イマー充電の待機中に寒冷時バッテリー
昇温または高温時バッテリー冷却機能が
作動し、充電インジケーターが点灯する
場合があります。

センターディスプレイでの設
定操作

充電スケジュール操作を⾏うときは、セ
ンターディスプレイを使⽤します。

充電スケジュールを登録するには

1)センターディスプレイで “ 設定 ” を選
択します。

2)“EV” を選択し、“ 充電 ” を選択します。
3)“ タイマー充電 ” を選択します。
4)“ 追加 ” を選択します。

(1) “ 追加 ”

5)充電モード “ 開始 ” または “ 開始・終
了 ” を選択します。

6)充電モードが “ 開始 ” の場合は、充電
開始時間および充電する曜日を設定
します。
充電モードが “ 開始・終了 ” の場合
は、充電の開始時間、終了時間、およ
び充電する曜日を設定します。（複数
の日を選択できます。）

7)必要な設定変更を⾏った後、“ 確定 ”
を選択します。

(1)
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(1) “ 開始 ”
(2) “ 開始・終了 ”
(3) 開始時間
(4) 終了時間
(5) 曜日
(6) “ 確定 ”
(7) “ 削除 ”

(1) “ 開始・終了 ” 設定
(2) “ 開始 ” 設定

設定終了後、車両に普通充電コネクター
を接続すると、設定内容にしたがってタ
イマー充電が開始されます。

充電スケジュールの ON ∕ OFF
を切替えるには

登録された充電スケジュールの ON ∕
OFF を変更できます。

1)センターディスプレイで “ 設定 ” を選
択し、“ 車両 ” を選択します。

2)“ 充電 ” を選択します。
3)“ タイマー充電 ” を選択します。
4)“ 変更 ” を選択して、登録された充電

スケジュールのリストを表示します。

(1) “ 変更 ”

5)切替えたいスケジュールを選択して、
ON ∕ OFF を変更します。

(1) 充電スケジュールリスト
(2) ボタン（ON）
(3) ボタン（OFF）

OFF に設定すると充電スケジュールが無
効になり、タイマー充電が⾏なわれなく
なります。

充電スケジュールの登録内容を変
更するには

登録済み充電スケジュールの登録内容を
変更したり、削除したりすることができ
ます。

(3)

(5)

(2) (4)

(6) (7)

(1)

(1)

(2)

(1)

(3)

(2)(1) (3)
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1)センターディスプレイで “ 設定 ” を選
択します。

2)“EV” を選択し、“ 充電 ” を選択します。
3)“ タイマー充電 ” を選択します。
4)“ 変更 ” を選択して、登録された充電

スケジュールのリストを表示します。

(1) “ 変更 ”

5)変 更 ま た は 削 除 し た い 充 電 ス ケ
ジュールの “ 変更 ” を選択します。

6)登録されたスケジュールを変更する
には、充電スケジュールの登録手順の
ステップ 5、6、7 を実⾏します。
登録された詳細を削除するには、“ 削
除 ” を選択し、確認画面で “ はい ” を
選択します。登録されたスケジュール
の削除をキャンセルするには、“ いい
え ” を選択します。

今すぐ充電を ON にするには

次の 2 つのうち、いずれかの方法で設定
を変更できます。
 タイマー充電での画面操作

1)センターディスプレイで “ 設定 ” を選
択します。

2)“ 車両 ” を選択し、“ 充電 ” を選択し
ます。

3)“ タイマー充電 ” を選択します。
4)“ 今すぐ充電 ” をタッチします。

タッチするたびに、ON ∕ OFF が切替
ります。

(1) ボタン（ON）

 エンディング画面での操作
1)パワースイッチを “LOCK （OFF）” に

します。エンディング画面がセンター
ディスプレイに表示されます。

2)今すぐ充電 ” をタッチします。
タッチするたびに、ON ∕ OFF が切替
ります。

(1) ボタン（ON）

設定が完了し、普通充電コネクターを挿
し込むと、充電が開始されます。
 充電コネクターの操作

1)普通充電コネクターを挿し込んだ後、
充電インジケーターが点滅します。

2)充電インジケーターが点滅している
間に、普通充電コネクターがロックさ
れた場合は解除して普通充電コネク
ターを取りはずし、すぐに再度挿し込
みます。

(1)

(1)

(1)
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タイマー充電の設定操作が中断さ
れるとき

タイマー充電の設定は、次の状態になる
と中断されます。
 設定が完了する前にパワースイッチを

押したとき
 車両が⾛⾏し始めたとき
 タイマー充電設定より優先度の高い画

面が表示されたとき

注意
 

EV システムが停止している状態で設
定をするときは、鉛バッテリーあがり
に注意してください。

 

マイルームモードを使う
車両に充電ケーブルを接続した状態のと
き、外部電源からの電力により、エアコ
ンやオーディオなどの電装品を使⽤する
ことができます。

マイルームモードを開始する
には

1)充電ケーブルを車両に接続して充電
を開始します。
普通充電の場合： (>>> P.107)
急速充電の場合： (>>> P.113)
V2H 充電∕ V2H 給電時は、マイルー
ムモードを使⽤できません。

2)充電中、またはタイマー充電の待機中
にパワースイッチを “ON” にします。

3)センターディスプレイにマイルーム
モード設定画面が表示されます。

4)“ はい ” を選択し、“OK” を押すと、マ
イルームモードが開始され、エアコン
やオーディオなどが利⽤可能になり
ます。
マイルームモードを使⽤しないとき
は、“ いいえ ” を選択し、“OK” を押
してください。

注意
 

充電コネクターが正しく挿し込まれて
いないと、パワースイッチを操作した
際に EV システムが意図せず起動し、事
故につながる可能性があります。パ
ワースイッチを操作する前に、充電コ
ネクターの接続を確認してください。
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アドバイス
 

 充電中にパワースイッチを “ON” に
したあと、マイルームモードを選択
しない状態が約 100 秒間続くと、パ
ワースイッチが⾃動で “LOCK

（OFF）” になります。
 パワースイッチを “LOCK （OFF）” に

すると、マイルームモードが停⽌し
ます。

 急速充電が完了すると、マイルーム
モードは⾃動的に停⽌します。

 

マイルームモード使用中の電
力バランスに関する情報の表
⽰

マイルームモードを開始すると、メー
ターのマルチインフォメーションディス
プレイに、駆動⽤バッテリーの残量画面
が⾃動的に表示され、マイルームモード
使⽤中のおおよその電力バランス（電力
供給と電力消費のバランス）を確認する
ことができます。

1)センターディスプレイの “ 車両 ” を選
択します。

2)画面の “ エネルギーフロー” を選択し
ます。

マイルームモードの使用中は

マイルームモードの使⽤中は、次のよう
なことが起きる場合があります。

 駆動⽤バッテリーの残量が下限に達す
ると、エアコンが⾃動的に停⽌します。
その場合は、駆動⽤バッテリーの残量
が増えるまでエアコンを操作できなく
なります。いったんパワースイッチを
“LOCK （OFF）” にし、駆動⽤バッテ
リーの残量が回復したあとで、マイ
ルームモードを使⽤してください。

 駆動⽤バッテリーの充電時間が長くな
ります。

 電波の状況によっては、ラジオに雑⾳
が入ります。

 普通充電中または充電完了後は、車載
充電器が搭載されているモータールー
ム周辺が温かくなることがあります。

 パワーステアリング警告灯が点灯する
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

 普通充電時はマイルームモードを維持
するために満充電終了しないよう充電
量を制御をしています。

急速充電中のマイルームモード使
用について

 急速充電中にマイルームモードを使⽤
するときは、使⽤しないときと比べて、
充電完了時の充電量が低下します。ま
た、外気温が低く湿度が高い環境では、
窓が曇る場合があります。エアコンス
イッチを ON にすることで車内を除湿
し、ガラスのくもりを取り除くことが
できます。(>>> P.391)
その際は、寒冷時バッテリー昇温が停
⽌するため充電量が低下する場合があ
ります。

 急速充電時は満充電になるとマイルー
ムモードが終了します。
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駆動用バッテリーが満充電の状態
でマイルームモードを使用すると
き

駆動⽤バッテリーが満充電の状態で、普
通充電コネクタが接続されて電力が供給
さ れ て い る と き に パ ワ ー ス イ ッ チ を
“ON” にすると、メーターのマルチイン

フォメーションディスプレイに “ 充電
リッドが開いています ” というメッセー
ジが表示されます。
駆動⽤バッテリーが満充電の状態でマイ
ルームモードを使⽤すると、駆動⽤バッ
テリーから一部の電力が消費されること
があります。この場合、再度充電が⾏わ
れることがあります。

マイルームモードに関するメッセージが表⽰されたとき

マイルームモードを開始しようとしたとき、またはマイルームモードの使⽤中に、セ
ンターディスプレイにメッセージが表示されたときは、次のように対処してください。

※ センターディスプレイに表示される駆動⽤バッテリーの残量表示画面で、マイ
ルームモード中の電力収⽀の状況を確認できます。 (>>> P.124)

警告
 

マイルームモードを使用するときは、次のことをお守りください。お守りいただか
ないと重⼤な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
 お子さまや介護を必要とする方、ペットを車内に残さないでください。システム

の⾃動停止等により車内の温度が高温または低温になり、熱中症や脱水症状、低
体温症になるおそれがあります。また、ワイパーなどが使用できる状態となるた
め、誤操作による事故につながるおそれもあります。

 車両周囲の安全を十分に確認してから使用してください。
 

メッセージ 原因と対処方法

“ 駆動⽤バッテリー残量不足
マイルームモード

起動不可 ”

マイルームモードの開始に必要な駆動⽤バッテリー
の残量がない状態です。
駆動⽤バッテリーの残量が増えるまでしばらく待っ
てから、マイルームモードを開始してください。

“ 駆動⽤バッテリー残量不足
マイルームモードを

終了します ”

駆動⽤バッテリーの残量が不足しています。マイルー
ムモードの使⽤を中⽌して、駆動⽤バッテリーを充電
してください。

“ 駆動⽤バッテリー残量低下
使⽤電力抑制してください ”

駆動⽤バッテリーへの充電量よりも車内の電力消費
量が多く、駆動⽤バッテリーの残量が低下していま
す。※
 車内の電力消費状況が改善されない場合は、マイ

ルームモードが終了します。
 マイルームモードを継続したいときは、エアコンや

オーディオなどの電源を OFF にして、駆動⽤バッ
テリーの残量を増やしてください。
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正常に充電できないときは
正しい手順で⾏なっても充電が開始されない場合は、次の項目をご確認ください。
メーターのマルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示された場合
は、次の参照先を確認してください。(>>> P.132)

普通充電が正しく⾏われないとき

次の内容を参考にして、必要な処置を⾏なってください。

普通充電ケーブルの電源プラグを外部電源に接続してもコントロールユ
ニット上の電源インジケーターが点灯しない

 上記項目で解消しない場合、普通充電ケーブル（電源プラグコードを含む）に断線
等の可能性がありますので、ただちに充電を中⽌して、スズキ販売店またはスズキ
代理店にご連絡ください。

考えられる原因 対処方法
電源プラグがコンセントに正しく接続さ
れていない

電源プラグがコンセントに正しく接続さ
れているか確認してください。

停電している 停電の解消後、再度充電してください。
手元スイッチが “OFF” になっている 手元スイッチが設定されている場合は、ス

イッチを “ON” にしてください。
建物側のブレーカーが作動して電気が遮
断されている

ブレーカーの接続状態を確認し、異常がな
い場合はほかのコンセントで充電可能か
ご確認ください。ほかのコンセントが近く
にない場合はスズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。充電できた場
合、最初に接続したコンセントの異常が考
えられます。建物∕設備の管理者、または
電気工事業者にご連絡ください。
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コントロールユニット上のエラーインジケーターが点滅している

普通充電コネクターを接続しても充電ポートの充電インジケーターが点灯
しない

考えられる原因 対処方法
漏電検知機能、または⾃己診断機能が作動
して電気が遮断された

電圧が不足している場合や、ノイズの影響
を受けた場合などに、エラーインジケー
ターが点滅することがあります。いったん
電源プラグをコンセントから抜き、正常な
電源に接 続しなおし てください。(>>>
P.94)
充電が開始されない場合は、ただちに充電
を中⽌して、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご連絡ください。

考えられる原因 対処方法
普通充電コネクターが普通充電インレッ
トに確実に接続されていない

普通充電コネクターの接続状態を確認し
てください。
 普通充電コネクターを接続するときは、

ロック解除ボタンにふれないように注
意し、“ カチッ ” と⾳がするまで挿し込
んでください。ロック解除ボタンを押し
ながら挿し込むと、正しく接続されない
おそれがあります。

 普通充電コネクターの接続後は、ロック
解除ボタンが押し込まれておらず、充電
ポートの充電インジケーターが点灯し
ていることを確認してください。

普通充電コネクターが確実に接続されて
いるのに充電ポートの充電インジケー
ターが点灯しない場合は、システムに異常
があるおそれがあります。ただちに充電を
中⽌して、スズキ販売店またはスズキ代理
店にご連絡ください。

すでに駆動⽤バッテリーが満充電になっ
ている

駆動⽤バッテリーが満充電の場合、充電は
⾏われません。

普通充電器（スタンド）が作動しない 普通充電器（スタンド）に問題がある場合
は、設備の管理者にご連絡ください。
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普通充電ポートの充電インジケーターが点滅して充電できない

※ 普通充電ポートの充電インジケーターの点灯・点滅については、次の参照先を
確認してください。(>>> P.132)

正常に急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電できないとき

急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電が開始しない

考えられる原因 対処方法
普通充電ポートの充電インジケーターが
通常の速さで点滅しているとき （※）：
充電スケジュールが登録されている

タイマー充電を実施したい場合は、設定し
た時刻になるまでそのままお待ちくださ
い。
充電を開始したい場合は、“ 今すぐ充電 ”
を ON にしてください。(>>> P.122)

充電ポートの充電インジケーターが速い
点滅をしているとき （※） ：外部電源、
または車両に異常が発⽣している

パワースイッチが “LOCK （OFF）” の状
態でドアを開けると、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが表示
されます。表示されたメッセージの指示に
従 っ て、そ れ ぞ れ 対 処 し て く だ さ
い。(>>> P.132)

考えられる原因 対処方法
急速充電コネクターが車両に正しく接続
されていない

急速充電コネクターの接続状態を確認し、
コネクターを確実にロックしてください。
接続状態に異常がないのに急速充電が開
始されないときは、急速充電器（スタン
ド）または充電システムに異常がある可能
性があります。
 急速充電器（スタンド）に問題がある場

合は、設備の管理者にご連絡ください。
 V2H 機器に問題がある場合は、VH 機

器の製造業者または販売業者にご連絡
ください。

 急速充電器（スタンド）・V2H 機器に問
題がない場合は、充電システムに異常が
あるおそれがあります。スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご連絡ください。

急速充電コネクターが確実にロックされ
ていない
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考えられる原因 対処方法
急速充電器（スタンド）または車両のセル
フチェック機能でエラーが検出された

急速充電器（スタンド）・V2H 機器、また
は充電システムに異常がある可能性があ
ります。
 急速充電器（スタンド）に問題がある場

合は、設備の管理者にご連絡ください。
V2H 機器に問題がある場合は、VH 機器
の製造業者または販売業者にご連絡くだ
さい。
 急速充電器（スタンド）・V2H 機器に問

題がない場合は、充電システムに異常が
あるおそれがあります。スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご連絡ください。

 EV システムを始動できなくなった場合
は、スズキ販売店またはスズキ代理店に
ご連絡ください

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の電源
が OFF になっている

 急速充電器（スタンド）の管理者に連絡
して、電源状態をご確認ください。

 V2H 機器の取扱説明書を確認するなど
電源状態をご確認ください。

すでに駆動⽤バッテリーが満充電になっ
ている

駆動⽤バッテリーが満充電の場合、充電は
⾏われません。

普通充電コネクターも接続している 普通充電と急速充電を同時に⾏うことは
できません。

EV システムが始動している EV システムが始動していると、急速充電
を開始できません。また、シフトポジショ
ンが “P” でないと急速充電システムを使
⽤できません。

繰り返し急速充電を⾏った EV システムを始動させた状態でしばらく
待ってから、EV システムを停⽌して、再
度充電してください。
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急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電が途中で停止する

考えられる原因 対処方法
急速充電器（スタンド）・V2H 機器のタイ
マーが作動した

急速充電器（スタンド）または V2H 機器
によっては、一定時間で充電が停⽌するよ
うにタイマーが設定されている場合があ
ります。急速充電器（スタンド）の管理者
に確認するか、VH 機器に付属の取扱説
明書を確認してください。

急速充電器（スタンド）・V2H 機器の電源
が OFF になった

急速充電器（スタンド）または V2H 機器
の電源状態を確認してください。電源の状
態が不明な場合は、急速充電器（スタン
ド）の管理者に連絡するか、VH 機器に
付属の取扱説明書を確認してください。

駆動⽤バッテリーの温度が極端に高い、ま
たは極端に低い

極端な高温、または極低温の環境下では、
急速充電または V2H 充電∕ V2H 給電でき
ない場合があります。気温が安定してから
急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電を実施し
てください。

急速充電器（スタンド）または車両のセル
フチェック機能でエラーが検出された

急速充電器（スタンド）または充電システ
ムに異常がある可能性があります。
 急速充電器（スタンド）に問題がある場

合は、設備の管理者にご連絡ください。
 V2H 機器に問題がある場合は、VH 機

器に付属の取扱説明書を確認してくだ
さい。

 急速充電器（スタンド）に問題がない場
合は、充電システムに異常があるおそれ
があります。スズキ販売店またはスズキ
代理店にご連絡ください。

 EV システムを始動できなくなった場合
は、スズキ販売店またはスズキ代理店に
ご連絡ください。

充電関連部品の温度が高い 充電関連部品の温度が高いと急速充電・
V2H 充電∕ V2H 給電できない場合があり
ます。しばらく時間をあけてから再度急速
充電・V2H 充電∕ V2H 給電を⾏なってく
ださい。

満充電付近で車両のエアコンや電装品の
使⽤を停⽌した

車両のエアコンや電装品が OFF の状態
で、再度充電してください。
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急速充電後・V2H 充電∕ V2H 給電後に EV システムが始動できなくなった

タイマー充電機能が正常に作動しないとき

次の記載を参照して、それぞれ必要な処置を⾏なってください。

希望の時刻に充電が開始しない

考えられる原因 対処方法
充電後のシステムチェックが正常に終了
しなかった

次の参照先の手順でシステムチェックを
実施してください。 (>>> P.115)
再試⾏してもシステムチェックが正常に
終了しない場合は、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご連絡ください。

急速充電コネクターが接続されたままに
なっている

急速充電コネクターが接続されていると
きは、安全のため、EV システムを始動す
ることができません。（? P.）急速充電・
V2H 充電∕ V2H 給電終了後は、すみやか
に急速充電コネクターを取りはずしてく
ださい。

急速充電システムまたは V2H 充電∕ V2H
給電システムが故障した

 故障の原因によっては、充電リッドを閉
めることで、EV システムを始動できる
場合があります。

 始動できない場合は、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。

考えられる原因 対処方法
車両のカレンダー、時刻が正しく設定され
ていない

カレンダーの設定内容を確認し、正しい年
月日、時刻に設定してください。 (>>>
P.158)

車両に普通充電コネクターが接続されて
いない

タイマー充電を使⽤する際は、あらかじめ
普通充電コネクターを接続しておいてく
ださい。

設定した開始時刻を過ぎてから普通充電
コネクターを接続した

充電モードが “ 開始 ” の場合は、設定した
開始時刻よりも前に普通充電コネクター
を接続してください。

（※）充電モードを “ 開始終了 ” に設定し
た場合は、終了時刻よりも前に普通充電コ
ネクターを接続すれば、開始時刻を過ぎて
いても充電します。
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充電スケジュールを登録してあるのに充電が開始される

充電に関するメッセージが表⽰されたときは

充電後にパワースイッチが “LOCK （OFF）” の状態でドアを開けると、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが表示されます。
その場合は、メッセージの指示に従って、それぞれ必要な処置を⾏なってください。

“ 充電コネクターが操作されたため充電が停止しました ” と表⽰されたと
き

考えられる原因 対処方法
“ 今すぐ充電 ” が ON になっている タイマー充電する際は、“ 今すぐ充電 ” を

OFF に設定してください。(>>> P.122)
充電スケジュールが OFF になっている 充電スケジュールが OFF に設定されてい

ないか確認してください。 (>>> P.121)
充電モードが「開始・終了」に設定されて
おり、かつ開始時刻と終了時刻のあいだに
普通充電コネクターを接続した

充電モードが「開始・終了」のときは、開
始時刻を過ぎて普通充電コネクターを接
続すると、終了時刻まで充電が実施されま
す。充電スケジュールを確認してくださ
い。

充電ポートの充電インジケーターが通常
の速さで点滅しているときに普通充電コ
ネクターを抜き挿しした

普通充電インジケーターが通常の速さで
点滅しているときに普通充電コネクター
を抜き挿しすると、タイマー充電がキャン
セルされます。(>>> P.109)
いったん普通充電コネクターを取りはず
して、再度、接続し直してください。

マイルームモード、またはタイマーエアコ
ンを作動させた

マイルームモード、またはタイマーエアコ
ンを作動させると、充電スケジュールが登
録されていても、充電が開始されます。タ
イマー充電を実施したい場合は、それぞれ
の機能を停⽌してから、接続し直してくだ
さい。

考えられる原因 対処方法
普通充電中に普通充電コネクターを取り
はずした

普通充電中に普通充電コネクターを取り
はずすと、充電は中断されます。充電を継
続する場合は、再度コネクターを接続して
ください。

普通充電で満充電になったあと、電力を消
費する機能 （※） が作動したことで低下
した駆動⽤バッテリー残量を補うための
再充電時に、普通充電コネクターを取りは
ずした
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（※） 寒冷時バッテリー昇温・タイマーエアコンが作動すると、電力が消費されます。
また、マイルームモードの使⽤も、電力を消費します。(>>> P.101) (>>> P.395) (>>>
P.123)

“ 充電が停止しました（駆動用電池温度による制限）” と表⽰されたとき

普通充電コネクターが確実に接続されて
いない

普通充電コネクターの接続状態を確認し
てください。
 普通充電コネクターを接続するときは、

ロック解除ボタンにふれないように注
意し、“ カチッ ” と⾳がするまで挿し込
んでください。ロック解除ボタンを押し
ながら挿し込むと、正しく接続されない
おそれがあります。

 普通充電コネクターの接続後は、ロック
解除ボタンが押し込まれておらず、充電
ポートの充電インジケーターが点灯し
ていることを確認してください。

正しい作業手順に従っても充電できない
場合は、スズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。

普通充電中に普通充電コネクターのロッ
ク解除ボタンを押した

普通充電中にロック解除ボタンを押し続
けると、充電が停⽌します。充電を続ける
場合は、普通充電コネクターを接続し直し
てください。

考えられる原因 対処方法
駆動⽤バッテリーが高温の状態が続いた
ため、駆動⽤バッテリーの保護のために充
電が終了した

ご希望の充電量に到達していないときは、
駆動⽤バッテリーが冷えてから再度、充電
を⾏ってください。

考えられる原因 対処方法
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“ 充電が停止しました（停電または電源プラグ抜け）” と表⽰されたとき

考えられる原因 対処方法
外部電源からの電源供給に問題がある 次の点をご確認ください。

 電源プラグが抜けていないか
 手元スイッチが OFF になっていないか
 コントロールユニット上の電源インジ

ケーターが点灯しているか
 ブレーカーが落ちていないか
以上の点に問題がない場合は、建物のコン
セントなどに問題がある可能性がありま
す。電気工事業者に点検を依頼してくださ
い。（充電設備のご利⽤時に問題が⽣じた
場合は、設備の管理者にご連絡ください）
なお、コントロールユニット上のエラーイ
ンジケーターが点滅している場合は、漏電
の可能性があります。スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。

普通充電器（スタンド）が充電を停⽌した  普通充電器（スタンド）の仕様により、
電源供給が停⽌されることで充電中⽌
となることがあります。例えば、次のよ
うな場合があります。普通充電器（スタ
ンド）の取り扱い説明をご確認くださ
い。
• 普通充電器（スタンド）の停⽌ボタン

を押した
• 普通充電器（スタンド）にタイマー充

電機能がある
• 普通充電器（スタンド）が車両のタイ

マー充電機能に対応していない
 この車両に装備されている普通充電

ケーブルでの充電が可能かご確認くだ
さい。純正の普通充電ケーブルを使⽤し
ても充電できない場合は、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談ください。
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“ 充電が停止しました（充電設備の要因） ” と表⽰されたとき

考えられる原因 対処方法
普通充電器（スタンド）が車両に適合して
いない

この車両に装備されている普通充電ケー
ブルでの充電が可能かご確認ください。純
正の普通充電ケーブルを使⽤しても充電
できない場合は、スズキ販売店またはスズ
キ代理店にご相談ください。
他の普通充電器（スタンド）で充電可能か
ご確認ください。他の普通充電器（スタン
ド）でも充電できない場合は、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご相談ください。

普通充電器（スタンド）が充電を停⽌した

急速充電器（スタンド）が故障している 本メッセージが表示された場合は、急速充
電器（スタンド）が故障しているおそれが
あるため、その急速充電器（スタンド）は
使⽤しないでください。他の急速充電器

（スタンド）での充電が可能かご確認くだ
さい。
他の急速充電器（スタンド）で充電しても
本メッセージが表示されて充電ができな
い場合は、数 km ⾛⾏してから別の急速充
電器（スタンド）で充電してください。

急速充電器（スタンド）が車両に適合して
いない
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“ 充電が停止しました（AC 供給電源の要因） ” と表⽰されたとき

“ 充電が停止しました（電装品の電力消費⼤） ” と表⽰されたとき

考えられる原因 対処方法
外部電源からの電源供給に問題がある 次の点をご確認ください。

 電源プラグがしっかりと挿し込まれて
いるか

 延長コードを使⽤したり、分岐⽤コンセ
ントに接続したりしていないか

 専⽤回線に接続されているか
 停電が発⽣していないか
 外部電源の供給電圧が低下していない

か
以上の点に問題がない場合は、建物のコン
セントなどに問題がある可能性がありま
す。電気工事業者に点検を依頼してくださ
い。（充電設備のご利⽤時に問題が⽣じた
場合は、設備の管理者にご連絡ください）
電源経路に問題がないのに充電できない
場合は、システムの異常が考えられます。
スズキ販売店またはスズキ代理店で点検
を受けてください。

普通充電器（スタンド）が充電を停⽌した この車両に装備されている普通充電ケー
ブルでの充電が可能かご確認ください。純
正の普通充電ケーブルを使⽤しても充電
できない場合は、スズキ販売店またはスズ
キ代理店にご相談ください。

考えられる原因 対処方法
車両の電装品によって電力が消費されて
いる

次の点をご確認の上、再度充電してくださ
い。
 ヘッドランプやオーディオなどが ON

になっている場合は、OFF にしてくださ
い。

 パワースイッチを “LOCK （OFF）” にし
てください。

以上を実施しても充電できない場合は、鉛
バッテリーの充電不足が考えられます。
EV システムを約 15 分以上作動させて、鉛
バッテリーを充電してください。
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“ 充電が停止しました（システムの要因）” と表⽰されたとき

“ 充電完了 駆動用バッテリー保護のため 充電を優先しました ” と表⽰され
たとき

“ 充電システム確認のため充電リッドを閉めてください 取扱書を確認 ” と
表⽰されたとき

考えられる原因 対処方法
充電システムに異常が発⽣した スズキ販売店またはスズキ代理店で点検

を受けてください。

考えられる原因 対処方法
駆動⽤バッテリーヒーターが作動した 駆動⽤バッテリーヒーターが作動すると、

タイマー充電を一時的にキャンセルして
充電を開始します。
これは、駆動⽤バッテリーの保護機能のた
め、故障ではありません。

考えられる原因 対処方法
急速充電時・V2H 充電∕ V2H 給電時のシ
ステムチェックが正常に終了しなかった

この場合は、システムチェックが正常に終
了するまで、システムを始動できなくなり
ます。次の参照先の記載に従って、充電シ
ス テ ム の チ ェ ッ ク を 実 施 し て く だ さ
い。(>>> P.115)
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“ 充電終了時刻になったため充電が停止しました ” と表⽰されたとき

“ 充電が停止しました（充電設備または車両の要因）” と表⽰されたとき

考えられる原因 対処方法
急速充電器（スタンド）の制限時間内に急
速充電が完了しなかった

 急速充電器（スタンド）によっては、一
定時間で充電が停⽌するように、タイ
マーが設定されている場合があります。
急速充電器（スタンド）の管理者に確認
してください。

車両の状態によっては、充電時間が長くな
り、制限時間内に急速充電が完了しない場
合があります。
 エアコンやヘッドランプ、オーディオな

どの電源が “ON” のため、消費電力が大
きい可能性があります。電装品の電源を
“OFF” にしてから、急速充電を⾏って下
さい。

 駆動⽤バッテリーの温度が低い可能性
があります。駆動⽤バッテリーが温まっ
てから急速充電を⾏って下さい。

考えられる原因 対処方法
コネクターロックシステムが故障した スズキ販売店またはスズキ代理店にご連

絡ください
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DC 外部給電システム
車両に外部給電器 ※ を接続すること
で、車両から外部へ給電 ※ を⾏います。
車両の鉛バッテリーから機器起動のため
の電力を供給することで、停電時にも給
電を⾏うことができます。

※ 車両から電気製品へ電力を供給
するために、車両から取り出し
た DC（直流）電力を AC（交流）
電力に変換する機器。一般社団
法人電動車両⽤給電システム協
議会が発⾏する電動⾃動車⽤充
放電システムガイドライン V2L
DC 版に準拠したもの。

※ 車両側の定格出力は DC9kW で
す。ただし、接続する外部給電
器の出力上限以上は出力されま
せん。

DC 外部給電システム

このシステムを使⽤するには、外部給電
器 ※ が必要です。（車両には付属してい
ません）

※ 車両から電気製品へ電力を供給
するために、車両から取り出し
た DC（直流）電力を AC（交流）
電力に変換する機器。一般社団
法人電動車両⽤給電システム協
議会が発⾏する電動⾃動車⽤充
放電システムガイドライン V2L
DC 版に準拠したもの。

DC 外部給電システムの使い
かた

DC 外部給電作業は、ここで説明している
内容をよくお読みいただいた上で、正し
い手順に沿って⾏なってください。

DC 外部給電作業前の重要確認
事項

必ず次の状態にあることを確認してくだ
さい。
 パーキングブレーキがかかっている

(>>> P.264)
 パワースイッチが “LOCK （OFF）” に

なっている (>>> P.251)
 地面が硬く平らな場所に駐車されてい

る
駐車するときは、輪⽌めの使⽤をおす
すめします。輪⽌めはスズキ販売店ま
たはスズキ代理店で購入することがで
きます。

 ボンネットが閉まっている
 シフトポジションが “P” になっている

DC 外部給電を開始するときは

1)車両のドアを解錠して、急速充電リッ
ドを開けます。 (>>> P.113)
急速充電リッド（車両の左側）を開け
ると、急速充電ポート照明が点灯しま
す。

(1) 急速充電ポート照明

(1)
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2)外部給電コネクターを急速充電イン
レットに奥まで正しく挿し込みます。
 外部給電コネクターの形状や取り

扱い方法などは、外部給電器により
異なります。外部給電器の取扱説明
書に従って、作業を⾏ってくださ
い。

3)ブレーキペダルを踏まずに、パワース
イッチを “ON” にします。
 メ ー タ ー の マ ル チ イ ン フ ォ メ ー

ションディスプレイに “ 電源状態
ON” と表示されていることを確認
してください。ブレーキペダルを踏
んだままパワースイッチを押すと、
EV システムが始動してしまい、DC
外部給電システムが使⽤できませ
ん。

(1) “ 電源状態 ON”

4)センターディスプレイの “ 設定 ” を選
択し、“EV” を選択します。

5)“ 外部給電 ” を選択します。
 外部給電モードの選択画面が表示

されます。

6)“ 給電モード開始 ” をタッチします。
 外部給電モードの選択画面上に、給

電時間の目安が表示されます。※
駆動⽤バッテリーの残量が低下して
いるときは、 EV 給電モードを選択で
きません。

(1) “ 給電モード開始 ”

※ 使⽤する電気製品や使⽤環境な
どにより、表示されている時間
と実際の給電時間が異なる場合
があります。

7)“OK” を選択します。
 給電待機画面が表示されます。
スイッチを押すと、DC 外部給電シス
テムの設定操作が中⽌されます。
 外部給電器の操作方法は、外部給電

器に付属の取扱説明書をご確認く
ださい。

DC 外部給電中は、センターディスプレイ
で、現在の給電状況をお知らせします。

アドバイス
 

DC 外部給電システムの使⽤中は
 シフトポジションを “P” からほかの

シフトポジションに切りかえること
はできません。

 外部給電器の出力上限以上の電力を
使⽤した場合、外部給電器が出力を
制限したり、給電を停⽌したりする
ことがあります。

 車両側の定格出力以上の電力を使⽤
した場合、車両が給電を停⽌するこ
とがあります。

(1)

(1)
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 キーレスエントリまたはリクエスト
スイッチでドアの施錠・解錠するこ
とはできません。

 ドアの開閉などにより、ブザーが
鳴ったり、メータのマルチインフォ
メーションディスプレイに “ リモコ
ンを検知できません ” と表示された
りすることがあります。

 気温が低いときまたは高いときは、
出力を制限または停⽌することがあ
りますが、異常ではありません。そ
の場合、使⽤する電気製品を減らし
てください。

 ⾛⾏中は DC 外部給電システムを使
⽤できません。

 使⽤する電気製品によっては、周囲
のテレビやラジオに雑⾳が入ること
があります。

 炎天下など、車内が高温になる状態
で使⽤すると、システムを保護する
ために DC 外部給電システムが⾃動
で停⽌することがあります。
その場合は、いったん外部給電コネ
クターを取りはずしてから、車両を
日陰に移動するなどして車内の温度
を下げ、再度、DC 外部給電システム
を開始してください。

 DC 外部給電後、メーターのマルチイ
ンフォメーションディスプレイに “
充電システム確認のため 充電リッ
ドを閉めてください 取扱書を確認 ”
が表示されたとき急速充電後、VH
充電∕ V2H 給電後、メーターのマル
チインフォメーションディスプレイ
に “ 充電システム 確認のため充電
リッドを閉めてください 取扱書を
確認 ” が表示されたときの手順に従
い、処置してください。(>>> P.115)

 特に外気温が低いときは、駆動⽤
バッテリーを保護するため、DC 外部
給電システムを使⽤できないことが
あります。

 その場合は、いったん外部給電コネ
クターを取りはずしてからしばらく
⾛⾏するなどして、駆動⽤バッテ
リーを暖めてから使⽤してくださ
い。

 DC 外部給電システム使⽤中はエア
コンおよび AC 電源コンセントを使
⽤することができます。

AC電源コンセントの使⽤について
DC 外部給電システムを使⽤している
ときは、車内にある AC 電源コンセン
トからも電源を取り出すことができま
す。ただし、DC 外部給電システムを
車両側定格出力未満で使⽤している場
合でも、DC 外部給電システムの出力
を優先させるため、AC 電源コンセント
の出力を停⽌する場合があります。AC
電源コンセントを使⽤したい場合に
は、DC 外部給電システムで使⽤して
い る 電 気 製 品 を 減 ら し、も う 一 度
AC100V 電源を ON してくださ
い。(>>> P.416)
使⽤している電気製品を減らしても、
AC 電源コンセントは⾃動で復帰しま
せん。

 

警告
 

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、給電時に車両
の火災や感電などを起こしたり、最悪
の場合死亡につながる可能性がありま
す。
DC 外部給電システムを使用する
ときの警告
 傾いた場所や坂道などに停めて使用

しないでください。
使用中に車両を移動させたり、傾け
たりしないでください。

 ボンネットが閉まっていることを確
認してください。
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 モータールーム内に顔や手を近づけ
ないでください。ラジエーター冷却
用のファンが急にまわりだすことが
あります。ファンの回転部分にふれ
たり、近づいたりすると、手や着衣

（特にネクタイ・スカーフ・マフラー
など）が巻き込まれたりして、重⼤
な傷害を受けるおそれがあり危険で
す。

 可燃物や危険物を車両の近くに置か
ないでください。

 給電を開始する前に、接続した電気
製品の電源が “OFF” になっている
ことを確認してください。
電源が ON になっていると、電気製
品が突然作動するおそれがありま
す。

 ボディカバーなどをかけた状態で使
用しないでください。

 お子さまなど、不慣れな方だけで作
業を⾏わないでください。

 外部給電コネクターと急速充電イン
レットは、必ず直接接続してくださ
い。
外部給電コネクターと急速充電イン
レットとのあいだに、変換アダプ
ターや延長コードなどを接続しない
でください。

 落雷の可能性がある天候のときは
DC 外部給電システムを使用しない
でください。
使用中、雷に気づいたときには DC
外部給電システムを中止してくださ
い。

 急速充電インレットに急速充電コネ
クターまたは外部給電コネクター以
外のものを挿し込まないでくださ
い。

 外部給電コネクターおよび急速充電
インレットに異物がないか、または、
雪や氷が付着していないか確認して
ください。

付着している場合は、外部給電コネ
クターを接続する前にしっかりと取
り除いてください。

 急速充電インレットの端子部がぬれ
ないようにしてください。

 外部給電コネクター、急速充電イン
 レットの端子に⾦属製の鋭利なもの
（ピンや針⾦など）を挿し込まないで

ください。
車両に給電ケーブルが接続されて
いるとき
ダイヤルシフトを操作しないでくださ
い。万一、給電ケーブルが故障してい
た場合、シフトポジションが “P” から
ほかのシフトポジションに切りかわる
ことがあり、車両が動いて思わぬ事故
につながり、重⼤な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
DC 外部給電システムがおよぼす
影響について
ペースメーカー（植込み型心臓ペース
メーカー∕植込み型両心室ペーシング
パルスジェネレータ）装着のお客様は、
給電の操作はご⾃身ではなさらず、ほ
かの方にお願いしてください。
 給電時は、外部充電器、給電ケーブ

ル に近づかないでください。給電に
より、ペースメーカーの動作に影響
を与えるおそれがあります。

 給電中は車内にとどまらないでくだ
さい。給電により、ペースメーカー
の動作に影響を与えるおそれがあり
ます。

 ものを取るときなどに、荷室など含
めた車内に入り込まないでくださ
い。給電により、ペースメーカーの
動作に影響を与えるおそれがありま
す。

接続する電気製品について
給電を⾏うときは、必ず本書および接
続する外部給電器や使用する電気製品
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に付属の取扱説明書に記載されている
注意事項をお守りください。
記載されている禁止事項を守らずに給
電すると思わぬ事故につながり、重⼤
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
接続する外部給電器について
必ず電動⾃動車用充放電システムガイ
ドライン V2L DC 版に準拠した外部給
電 器 を 接 続 し て く だ さ い。(>>>
P.139)
ガイドラインに準拠していない外部給
電器を使用すると火災や感電事故が発
⽣し、重⼤な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。

 

DC 外部給電に関する情報の表
⽰

メーターのマルチインフォメーション
ディスプレイに外部給電中画面が表示さ
れ、外部給電可能時間 ※ などの情報を
確認することができます。

※ 表示される時間は 400W（急速充
電インレットにおける電力）消
費時の目安であり、電気製品の
使⽤状況や、使⽤環境などによ
り実際の給電時間と異なる場合
があります。

 DC 外部給電システムを開始した時点
で、いったんエアコンが “OFF” になり
ます。DC 外部給電中にエアコンを使⽤
したい場合は、エアコンの操作スイッ
チを操作してエアコンを作動させてく
ださい。※

※ DC 外部給電システムの使⽤中す
る と、メ ー タ ー の マ ル チ イ ン
フォメーションディスプレイに
表示される外部給電可能時間と
実際の給電時間が異なる場合が
あります。

 外部給電器に車両に異常があるような
メッセージ（例えば、“ 車両に異常が⾒
つかりました ”、“ 車両故障発⽣ ” など）
が表示されても、車両の異常ではなく、
外部給電器と車両間の通信異常である
可能性があります。
この場合、外部給電コネクターの端子
故障（接点不良）などが考えられます。
外部給電器に付属の取扱説明書をご確
認ください。

DC 外部給電を停止するときは

1)使 ⽤ し て い る 電 気 製 品 の 電 源 を
“OFF” にします。

2)外部給電器を停⽌させます。
 外部給電器に付属の取り扱い説明

書に従い、操作してください。
 パワースイッチを “LOCK （OFF）”

にしても給電を停⽌できます。
3)外部給電コネクターを取りはずしま

す。
 外部給電コネクターの形状や取り

扱い方法などは、外部給電器により
異なります。外部給電器に付属の取
扱説明書に従って、作業を⾏ってく
ださい。

4)急速充電リッドを閉めます。
 キャップはカチッと⾳がするまで

確実に閉め、ロックされたことを確
認してください。

book.book  143 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



充電

144

2 アドバイス
 

DC 外部給電後、マルチインフォ
メーションディスプレイに “ 充電
システム確認のため充電リッドを
閉めてください取扱書を確認 ” が
表示されたとき
次の参照先の手順に従い、処置してく
ださい。 (>>> P.115)
外部給電コネクターをアンロック
できないとき
次の参照先の手順に従い、処置してく
ださい。 (>>> P.117)

 

注意
 

DC 外部給電システムの故障を防
ぐために
 ケーブルを損傷するおそれがあるの

で、使用中は急速充電リッドでケー
ブルを挟まないでください。

 外部給電コネクターを急速充電イン
レットに抜き挿しするときは、過度
の負荷をかけないでください。
挿し込み不足の原因になります。

 給電中に外部給電コネクターやケー
ブルに物をのせたり、引っかけたり
しないでください。

 給電中に外部給電コネクターやケー
ブルを引っ張ったり、過度の負荷を
かけたりしないでください。

 給電中に外部給電コネクター・ケー
ブルに異常な発熱を感じたらすぐに
使用を中止してください

 給電を停止するときは、使用してい
る電気製品の電源を切ってから停止
してください。

DC 外部給電システムを使用した
あとは
急速充電インレットから外部給電コネ
クターを取りはずしたあとは、急速充
電リッドを閉めてください。
急速充電リッドを開けたままにする
と、急速充電インレットに水や異物が
入り、故障につながるおそれがありま
す。
車から離れるとき
盗難を防止するため、ドアが確実に施
錠されたことを確認してください。
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DC 外部給電システムが正常に作動しないときは
正しい手順に従って作業しても給電が開
始されない場合や、給電作業後にエラー

を伝えるメッセージが表示された場合
は、次の事項をご確認ください。

DC 外部給電システムが正常に作動しないとき

次の内容を参照して、それぞれ必要な処置を⾏なってください。

給電が開始されない

考えられる原因 対処方法
外部給電コネクターがしっかりと接続さ
れていない

外部給電コネクターが急速充電インレッ
トに確実に接続されているか確認してく
ださい。

ブレーキペダルを踏みながらパワース
イッチを操作している

ブレーキペダルから足を離してパワース
イッチを操作してください。

“READY” 表示灯が点灯している パワースイッチが “LOCK （OFF）” の状
態で、ブレーキを踏まずにパワースイッチ
を押し、メーターのマルチインフォメー
ションディスプレイに “ 電源状態 ON” と
表示されていることを確認してください。

シフトポジションが “P” 以外にある メーターでシフトポジションが “P” に
な っ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ
い。(>>> P.151)

駆動⽤バッテリーの残量が不足している 駆動⽤バッテリーの残量を確認し、残量が
少なくなっているときは、駆動⽤バッテ
リ ー を 充 電 し て く だ さ い。(>>>
P.149) (>>> P.100)

開始操作が適切でない 外部給電器によっては、開始操作が通常の
手順と異なるものがあります。外部給電器
の製造業者または販売業者にご確認くだ
さい

外部給電器に異常が発⽣している 外部給電器の取扱説明書に従って、適切に
処置してください。外部給電器の電源が OFF になっている

前回使⽤時に正常終了していない 「急速充電後・V2H 充電∕ V2H 給電後、
メーターのマルチインフォメーション
ディスプレイに “ 充電システム確認のた
め 充電リッドを閉めてください取扱書を
確認 ” が表示されたとき」の手順に従い、
処置してください。(>>> P.115)
その後、再度開始操作を⾏ってください。
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給電が途中で停止する

使用後、EV システムが始動しない

使用後、EV システムが始動しない

普通充電または急速充電を使⽤している 普通充電または急速充電を終了してから
DC 外部給電システムの開始操作を⾏って
ください。

繰り返し DC 外部給電を⾏った EV システムを始動させた状態でしばらく
待ってから、EV システムを停⽌して、再
度給電してください。

その他 「DC 外部給電作業前の重要確認事項」を
確 認 し、再 度 開始 操作 を ⾏っ てく ださ
い。(>>> P.139)

考えられる原因 対処方法
外部給電器の電源が何らかの理由で OFF
になっている

外部給電器の取扱説明書に従って、適切に
処置してください。

車両の出力を超過する電気製品を使⽤し
ている

使⽤する電気製品を減らして、再度開始操
作を⾏ってください。

外部給電器に異常が発⽣している 外部給電器の取扱説明書に従って、適切に
処置してください。

考えられる原因 対処方法
車両に外部給電器が接続されている 外部給電器の取扱説明書に従って、外部給

電コネクターを取りはずしてください。
使⽤終了時に正常終了していない 「急速充電後・V2H 充電∕ V2H 給電後、

メーターのマルチインフォメーション
ディスプレイに “ 充電システム確認のた
め 充電リッドを閉めてください取扱書を
確認 ” が表示されたとき」の手順に従い、
処置してください。(>>> P.115)

考えられる原因 対処方法
外部給電コネクターが何らかの理由で
ロックされている

外部給電器の取扱説明書に従って、適切に
処置してください。

考えられる原因 対処方法
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⾛⾏に関する情報表示

3. ⾛⾏に関する情報表⽰
メーターディスプレイ ............. 148

計器の⾒かた ............................... 148
マルチインフォメーションディ
スプレイ....................................... 153

センターディスプレイ ............. 156
センターディスプレイ ................. 156

警告と表⽰............................. 159
警告灯と表示灯............................ 159
マルチインフォメーションディ
スプレイのメッセージ ................. 182

book.book  147 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



メーターディスプレイ

148

3

⾛⾏に関する情報表示
メーターディスプレイ

計器の⾒かた
パワースイッチが “ON” のとき、スピードメーターやパワーメーターなどがメーター
ディスプレイに表示されます。メーターディスプレイの表示レイアウトは、センター
ディスプレイの “ 設定 ” から変更できます。(>>> P.503)

Standard

Wide

Classic

(1) スピードメーター（速度計）

(9)(9) (1) (2)

(9)(5) (6) (7) (8)(4)(3)

(1)(9) (2)

(9)(5) (6) (7) (8)(4)(3)

(9)(9) (2)(1)

(9)(5) (6) (7) (8)(4)(3)
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(2) パワーメーター
(3) シフトポジション
(4) ドライブモード（ECO、NORMAL、SPORT）
(5) トリップメーター（区間距離計）∕オドメーター（積算距離計）
(6) 外気温計
(7) 駆動⽤バッテリー残量計
(8) 航続可能距離
(9) マルチインフォメーションディスプレイ

スピードメーター（速度計）

⾛⾏速度が示されます。

パワーメーター

⾛⾏中の EV システムの出力や、回⽣の状
態を表示します。

(1) パワーエリア
(2) 回⽣エリア
(3) 出力制限表示
(4) 回⽣制限表示

 加速時には、現在の出力（加速力）が
パワーエリア内に表示され、出力制限
表示 ※ が上限となります。

 回⽣時には、現在の回⽣エネルギー（回
収している電力量）が回⽣エリア内に
表示され、回⽣制限表示 ※ が上限と
なります。

※ 以下の状況では、出力（加速力）
が制限され、インジケーターが
パ ワ ー エ リ ア 内 に 表 示 さ れ ま
す。インジケーターは状況に応
じて変化します。

駆動⽤バッテリーの充電量が低
く、これ以上の出力が供給でき
ない場合、および / または駆動⽤
バッテリーの温度が非常に高い
または非常に低い場合。

※ 以 下 の 状 況 で は、回 ⽣ エ ネ ル
ギー（回収している電力量）が
制限され、インジケーターが回
⽣エリア内に表示されます。イ
ンジケーターは状況に応じて変
化します。
駆動⽤バッテリーの充電レベル
が高く、これ以上の回⽣が⾏な
えない場合、および / または駆動
⽤バッテリーの温度が非常に高
いまたは非常に低い場合。

駆動用バッテリー残量計

駆動⽤バッテリー残量計は、駆動⽤バッ
テリーの残量の目安が示されます。
駆動⽤バッテリー残量警告灯が⻩色で点
灯した場合は、できるだけ早く駆動⽤
バッテリーを充電してください。
充電中は、充電マークが点灯します。

(1) 駆動⽤バッテリー残量警告灯
(2) 駆動⽤バッテリー残量計

(1)

(2) (4)

(3)

644
240

(3)(4)(1)

(2)
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(3) 駆動⽤バッテリー残量（%）
(4) 充電マーク

アドバイス
 

駆動⽤バッテリーの温度が低くなる
と、駆動⽤バッテリーの使⽤可能容量
が減少するため、駆動⽤バッテリー残
量が十分な充電残量を示していても、
駆動⽤バッテリー残量警告灯が点灯す
ることがあります。

 

航続可能距離

現在の駆動⽤バッテリーの充電状態で⾛
⾏できるおよその距離が表示されます。
エアコンを使⽤しているときは、エアコ
ンの作動状況が表示され、エアコンによ
る消費電力を考慮した航続距離が表示さ
れます。

(1) 航続可能距離
(2) エアコンの作動状況

アドバイス
 

外気温が低くなると、駆動⽤バッテ
リー残量が十分な充電残量を示してい
ても、⾛⾏距離が短くなることがあり
ます。駆動⽤バッテリーを早めに充電
してください。

 

オドメーター（積算距離計）
∕トリップメーター（区間距
離計）

トリップメーター（区間距離計）または、
オドメーター（積算距離計）が表示され
ます。
ハンドルの “TRIP” スイッチを押すと、表
示が切り替わります。

(1) “TRIP” スイッチ

(1) オドメーター
(2) トリップメーター A
(3) トリップメーター B

警告
 

⾛⾏中に表⽰の切替えをすると、操作
に気を取られて、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

644
240

(2)(1)

“TRIP” スイッチ短押し

(1)

(1)

(2)

(3)
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⾛⾏中は表⽰の切替え操作をしないで
ください。

 

オドメーター（積算距離計）

新車時（またはメーター交換時）からの
⾛⾏距離の累計が表示されます。（リセッ
トはできません）

トリップメーター（区間距離計）

リセットしてからの⾛⾏距離が表示され
ます。
A および B の 2 種類の⾛⾏距離を計測で
きます。
リセットするときは、表示が「0.0」にな
るまで “TRIP” スイッチを長押しします。

アドバイス
 

トリップメーターの最大値は 9999.9
で、そのあと 0.0 にもどります。

 

シフトポジション

現在のシフトポジションが表示されま
す。

(1) シフトポジション

アドバイス
 

パワースイッチを “ON” にする、また
はシフトポジションを変更したとき
に、表示がすぐに切り替わらないこと
がありますが、異常ではありません。

 

ドライブモード∕トレイル
モード∕スノーモード

選択した⾛⾏モードが表示されます。

ドライブモード表⽰

選択したドライブモードが表示されま
す。 (>>> P.258)

トレイルモード表⽰（4WD 車）

トレイルモードを選択すると表示されま
す。 (>>> P.259)

スノーモード表⽰（2WD 車）

スノーモードを選択すると表示されま
す。 (>>> P.259)

照度コントロール

メーター照明の明るさは、センターディ
スプレイで調整できます。
センターディスプレイの操作について
は、ナビゲーションマニュアルをお読み
ください。
 センターディスプレイの“設定”から調

整します。
1)メインメニューの “ 設定 ” を選択しま

す。
2)“ 画面 ” を選択します。
3)“ メーターディスプレイ ” を選択しま

す。
4)次の画面で “ 輝度 ” を調整します。

 センターディスプレイのステータス
バーから調整します。

1)ステータスバーからクイックアクセ
スメニューを開きます。

(1)
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2)次の画面で “ 輝度 ” を調整します。

警告
 

⾛⾏中に明るさの調節をすると、操作
に気を取られて思わぬ事故につながる
おそれがあります。
⾛⾏中は、明るさの調節をしないでく
ださい。

 

アドバイス
 

メーター照明の明るさは、車外が明る
いときと暗いときそれぞれ調整するこ
とができます。

 

外気温計

外気温が℃単位で表示されます。外気温
が氷点下近くになると、フリーズマーク
が表示されます。路面が凍結しているお
それがありますので、とくに慎重に運転
してください。

(1) フリーズマーク

アドバイス
 

低速⾛⾏しているときや停⽌している
ときは、表示と実際の外気温が異なる
場合があります。

 

(1)
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マルチインフォメーション
ディスプレイ

パワースイッチが “ACC” または “ON” の
とき、マルチインフォメーションディス
プレイに消費電費や運転に関する情報が
表示されます。マルチインフォメーショ
ンディスプレイは、センターディスプレ
イと連動してさまざまな情報を表示しま
す。
メーターディスプレイの表示レイアウト
は、センターディスプレイの設定から変
更することができます。

Standard

Wide

Classic

(1) 運転⽀援機能表示エリア
(2) コンテンツ表示エリア

運転支援機能表⽰エリア

運転⽀援機能に関する次の情報が表示さ
れます。
 デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
（DSBS Ⅱ） (>>> P.292)
 車線逸脱抑制 (>>> P.307)
 車線維持⽀援 (>>> P.312)
 標識認識機能 (>>> P.326)
 アダプティブクルーズコントロール

(>>> P.317)

コンテンツ表⽰エリア

次のいずれかが表示されます。
表示内容を切替えるときは、ハンドルの
“INFO” スイッチを押してください。
 ナビゲーション情報 ※
 メディア情報 ※
 車両情報（瞬間電費、平均電費、エネ

ルギーフロー、充電情報）
 ユーザーカスタマイズ ※
 警告やアドバイスなどのメッセージ

※ 詳 し く は、ナ ビ ゲ ー シ ョ ン マ
ニュアルをお読みください。

(2)(2)

(1)

(2)

(1)

(2)(2)

(1)
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(1) “INFO ” スイッチ

ナビゲーション情報表⽰

センターディスプレイと連動して、ナビ
ゲーションの画面がメーターディスプレ
イに表示されます。

メディア情報表⽰

Bluetooth® 機器、USB 機器、Apple
CarPlay、Android Auto ™などの情報が
メーターディスプレイに表示されます。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルを
お読みください。

瞬間電費表⽰

⾛⾏中の瞬間電費がグラフで表示されま
す。

(1) 瞬間電費

アドバイス
 

 停車中はグラフが表示されません。

 最大表示値は15.0 km/ｋWhです。実
際の電費がこれを超えても、それ以
上の値は表示されません。

 電費が大きく変化する⾛⾏をする
と、表示に遅れが発⽣します。

 表示される数値は目安です。実際の
数値と異なる場合があります。

 

平均電費表⽰

平均電費が数字と瞬間電費のグラフ上
に、マークで目安が示されます。
電費のリセットは、センターディスプレ
イの “ 設定 ” から⾏なってください。

(>>> P.503)

(1) 平均電費
(2) 平均電費マーク

アドバイス
 

センターディスプレイからの電費のリ
セットは、通算の電費のみ可能です。

 

充電情報表⽰

駆動⽤バッテリーが充電されていると
き、充電に関する情報が表示されます。

(>>> P.100)

エネルギーフロー表⽰

EV システムの作動状態が表示されます。
(>>> P.88)

(1)

(1)

(1)

(2)
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ユーザーカスタマイズ表⽰

ユーザーカスタマイズはセンターディス
プレイの “ 設定 ” から有効にすることが
でき、センターディスプレイの特定のコ
ンテンツ（壁紙や時計など）をメーター
ディスプレイに表示させることができま
す。 (>>> P.503)

警告やアドバイスなどのメッセー
ジ表⽰

警告やアドバイスなどのメッセージは、
優先度の高い順に表示されます。 (>>>
P.182)
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センターディスプレイ

センターディスプレイ
パワースイッチが “ACC” または “ON” のとき、センターディスプレイに車両情報や
オーディオの情報などが表示され、メインメニューのアイコンからさまざまな設定が
できます。
センターディスプレイの操作方法や情報の詳細は、ナビゲーションマニュアルをお読
みください。

アイコン 項目 内容

車両

次の車両情報と設定が表示されます。
 エネルギーフロー
 履歴（⾛⾏距離∕平均電費）
 EV 設定
 タイマー充電設定

エアコン
エアコンの操作ができます。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルをお読みく
ださい。

設定
車両設定を変更できます。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルをお読みく
ださい。

アプリ

Android Auto ™や Apple CarPlay を使⽤して、さ
まざまなアプリケーションが表示されます。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルをお読みく
ださい。

メディア
オーディオシステムの操作画面が表示されます。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルをお読みく
ださい。

電話
電話画面が表示されます。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルをお読みく
ださい。

ナビ
ナビゲーションの画面が表示されます。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルをお読みく
ださい。

ホーム
ホーム画面に戻ります。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルをお読みく
ださい。
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(1) タブエリア
(2) ステータスバー

アドバイス
 

タブエリアのアイコンの位置は、車両の仕様やお客様の操作により変更されること
があります。

 

車両情報

メインメニューで“車両”を選択すると、“
エネルギーフロー ”、“ 履歴 ”（⾛⾏距離
∕電費）、“EV 設定 ”、“ タイマー充電設
定 ” にアクセスできます。

エネルギーフロー

“ エネルギーフロー ” を選択すると、EV
システムの作動状態が画面に表示されま
す。 (>>> P.88)

履歴（⾛⾏距離∕平均電費）

“ 履歴 ” を選択すると、⾛⾏距離と平均電
費が画面に表示されます。

1)メインメニューから “ 車両 ” を選択し
ます。

2)“ 履歴 ” を選択します。

通算

表示モード選択の “ 通算 ” を選択すると、
表示をリセットしてからの⾛⾏距離と電
費が表示されます。現在の数値と過去 3

回のリセットからの数値が表示されま
す。
電費のリセットは、センターディスプレ
イの “ 設定 ” から⾏なってください。

(>>> P.503)

(1) 表示モード選択
(2) ⾛⾏距離
(3) 平均電費

TRIP A

“TRIP A” を選択すると、トリップメー
ター A のリセットごとの⾛⾏距離と平均
電費が表示されます。現在の数値と過去
3 回のリセットからの数値が表示されま
す。

(1)

(2)

(1)

0 0 0 0

--.- --.- --.- --.-

(1)

(2) (3)
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ワンドライブ

“ ワンドライブ ” を選択すると、運転 1 回
ごとの⾛⾏距離と平均電費が表示されま
す。過去 4 回の数値が表示されます。

EV 設定

“EV 設定 ” を選択すると、EV 設定画面が
表示されます。 (>>> P.503)

タイマー充電設定

“ タイマー充電設定 ” を選択すると、タイ
マ ー 充 電 設 定 画 面 が 表 示 さ れ ま す。

(>>> P.118)

時刻の設定

時刻の設定は、センターディスプレイの
“ 設定 ” から⾏なうことができます。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルを
お読みください。

お気に入りスイッチ

ハンドルのお気に入りスイッチを押す
と、お好みの機能が作動します。お好み

の機能は、センターディスプレイの “ 設
定 ” から設定できます。
詳しくは、ナビゲーションマニュアルを
お読みください。

(1) お気に入りスイッチ

306 344 389 339

7.0 7.9 7.1 6.8

11 12 9 4

7.0 6.9 6.8 6.9

(1)
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警告と表示

警告灯と表⽰灯
次のイラストは、すべての警告灯および表示灯を表示しています。
お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

Standard

Wide
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Classic

警告灯一覧

警告灯が点灯または点滅している場合は、落ち着いて次のように対処してください。
詳細は、次の参照先を確認してください。 (>>> P.163)
警告灯・表示灯が点灯または点滅すると、メーター内のマルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示される場合があります。(>>> P.182)
 次の警告灯が点灯または点滅し続けた場合は、ただちに安全な場所に停車し、スズ

キ販売店またはスズキ代理店でご連絡ください。

 次の警告灯が点灯または点滅し続けた場合は、ただちに安全な場所に停車してくだ
さい。詳細は、次の参照先を確認してください。(>>> P.163)

( 赤色 )
※ ブレーキ警告灯（赤色）

※ エアバッグ警告灯

※ 充電警告灯

※ ABS 警告灯

※ LED ヘッドライト警告灯

※ オートレベリング警告灯
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 次の警告灯が点灯または点滅し続けた場合は、できるだけ早くスズキ販売店または
スズキ代理店で点検を受けてください。

（⻩色）
※ アダプティブハイビームシステム警告灯

（点灯）

※ デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS) Ⅱ OFF 表示灯

（⻩色∕点灯）

※ 車線維持⽀援表示灯

（⻩色∕点灯）
※ 車線逸脱抑制作動表示灯

（点灯）

※ 標識認識 OFF 表示灯

（点滅）

※ ブラインドスポットモニタ OFF 表示灯

（点滅）
※ リヤクロストラフィックアラート OFF 表示灯

（⻩色）
※ ブレーキシステム警告灯（⻩色）

（点滅）
※ 電動パーキングブレーキ作動表示灯

※ EV システム警告灯

※ パワーステアリング警告灯
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 ドアを完全に閉めてください。

 ベルトを着⽤してください。

 駆動⽤バッテリーを充電してください。

 進⾏方向の交通状況、道路状況を確認の上、⾛⾏してください。

 運転に集中し、眠気を感じる場合は、道路状況を確認の上できるだけ早く休憩をと
ることをお勧めします。

※ イモビライザー警告灯

（点灯）

※ ESP® 作動表示灯

※ セキュリティアラームインジケーター

（⻩色）

アダプティブクルーズコントロール表示灯

（点灯）
※ パーキングセンサー作動表示灯

（点灯または点
滅）

※ DMS 警報 OFF 表示灯

半ドア警告灯

シートベルト警告灯

（⻩色）

駆動⽤バッテリー残量警告灯

脇⾒警告灯

居眠り警告灯
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 メーター内のマルチインフォメーションディスプレイに表示されたメッセージを確
認してください。

※ パワースイッチを “ON” にしたときに初期点灯するのが正常です。システムが
正常な場合は、EV システムが始動すると数秒間点灯したあと消灯します。
点灯しないまたは点灯し続ける場合は、スズキ販売店またはスズキ代理店で点
検を受けてください。

※ システムの状態により、点滅パターンは変化します。
詳細は、次の参照先を確認してください。 (>>> P.163)

警告灯

ブレーキ警告灯（赤色）

次のような状況になると、パワースイッチが “ON” のときに点灯します。
 ブレーキ液が不足している
 ブレーキシステムに異常がある
⾛⾏中に一時的に点灯しても、そのあと消灯し再点灯しなければ正常です。

警告
 

次のようなときはただちに安全な場所に停車し、スズキ販売店またはスズキ代理店
にご連絡ください。
 ブレーキ警告灯と ABS 警告灯が同時に点灯したままのとき。ブレーキペダルを強

く踏むと車両が不安定になるおそれがあります。ハンドルをしっかり握り、ブレー
キペダルを慎重に踏んで徐々にスピードを落とし、停車してください。

 

SRS エアバッグ警告灯

次のような場合、パワースイッチを “ON” にしたときに点灯します。
 SRS エアバッグ、シートベルトプリテンショナーが作動
 SRS エアバッグ、シートベルトプリテンショナーの電子制御システムに異常がある

※ マスターウォーニング

( 赤色 )
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警告
 

次のような場合、万一、衝突したとき SRS エアバッグまたはシートベルトプリテン
ショナーが正常に作動せず、重⼤な傷害を受けるおそれがあります。
ただちに使用を止め、スズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡ください。
 パワースイッチを “ON” にしても点灯しない
 パワースイッチを “ON” にしたあと、数秒間たっても消灯しない
 運転中に点灯

 

充電警告灯

鉛バッテリーの充電系統に異常があると、“READY” 表示灯点灯中に点灯します。
 “READY” 表示灯点灯中に点灯したときは、ただちに安全な場所に停車し、鉛バッテ

リー保護のためパワースイッチを “LOCK （OFF）” にしたあと、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。

ABS 警告灯

ABS（アンチロックブレーキシステム）の電子制御システムに異常があると、パワース
イッチが “ON” のときに点灯します。点灯中は ABS が作動しません。スズキ販売店ま
たはスズキ代理店で点検を受けてください。
 ⾛⾏中に点灯した場合は、安全な場所に停車し、パワースイッチを “LOCK （OFF）”

にしてください。再びパワースイッチを “ON” にしたときに、数秒間点灯したあと消
灯すれば、システムは正常です。
消灯せず再び点灯する場合、ABS（アンチロックブレーキシステム）の電子制御シス
テムに異常が考えられます。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。

警告
 

ABS 警告灯とブレーキ警告灯（赤色）が同時に点灯したままのときは、ただちに安
全な場所に停車し、スズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡ください。ブレーキ
ペダルを強く踏むと車両が不安定になるおそれがあります。ハンドルをしっかり握
り、ブレーキペダルを慎重に踏んで徐々にスピードを落とし、停車してください。
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アドバイス
 

点灯中は ABS は作動しませんが、通常のブレーキとして使⽤することができます。
 

LED ヘッドライト警告灯

LED ヘッドライトに異常があると、パワースイッチが “ON” のときに点灯します。
 “READY” 表示灯点灯中に点灯した場合は、安全な場所に停車し、スズキ販売店または

スズキ代理店にご連絡ください。

オートレベリング警告灯

オートレベリング（⾃動光軸調整）システムに異常があると、パワースイッチが “ON”
のときに点灯します。
 ⾛⾏中に点灯した場合は、安全な場所に停車し、パワースイッチを “LOCK （OFF）”

にしてください。再びパワースイッチを “ON” にしたときに、数秒間点灯したあと消
灯すれば、そのまま使⽤できます。
消灯せず再び点灯する場合は、システムの異常が考えられます。スズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受けてください。

アダプティブハイビームシステム警告灯

 アダプティブハイビームシステムのシステムに異常があると、パワースイッチが
“ON” のときに点灯します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてくださ
い。

 スズキ セーフティ サポートのシステムが一時停⽌のときにその他警告灯と同時に点
灯します。同時にマスターウォーニングが点滅します。(>>> P.286)

（⻩色）
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デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ）OFF 表⽰灯

 次のような電子制御システムに異常があると、パワースイッチが “ON” のときに点灯
します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
• デュアルセンサーブレーキサポー トⅡ（DSBS Ⅱ）(>>> P.292)
• 誤発進抑制機能 (>>> P.299)
• 低速前進時ブレーキサポート (>>> P.341)
• 後退時ブレーキサポート (>>> P.341)
• 後方誤発進抑制機能 (>>> P.346)

 スズキ セーフティ サポートのシステムが一時停⽌のときに点灯します。同時にマス
ターウォーニングが点滅します。(>>> P.286)

車線維持支援警告灯

 車線維持⽀援に異常があると、パワースイッチが “ON” のときに点灯します。スズキ
販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

 スズキ セーフティ サポートのシステムが一時停⽌のときに点灯します。同時にマス
ターウォーニングが点滅します。(>>> P.286)

 システムが正常な場合は、パワースイッチを “ON” にしたときに数秒間⻩色に点灯し
たあと、白色に点灯もしくは消灯します。パワースイッチを “ON” にしたときに点灯
しない場合、車線維持⽀援の作動を確認できません。車線維持⽀援 ON/OFF スイッ
チを操作して車線維持⽀援を停⽌させ、スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を
受けてください。(>>> P.314)

車線逸脱警報作動表⽰灯

 次のような電子制御システムに異常があると、パワースイッチが “ON” のときに点灯
します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
• 車線逸脱警報 (>>> P.307)

（点灯）

（⻩色∕点灯）

（⻩色∕点灯）
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• 車線逸脱抑制 (>>> P.307)
• ふらつき警報 (>>> P.307)

 スズキ セーフティ サポートのシステムが一時停⽌のときに点灯します。同時にマス
ターウォーニングが点滅します。(>>> P.286)

標識認識 OFF 表⽰灯

 標識認識機能のシステムに異常があると、パワースイッチが “ON” のときに点灯しま
す。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

 スズキ セーフティ サポートのシステムが一時停⽌のときに点灯します。同時にマス
ターウォーニングが点滅します。(>>> P.286)

ブラインドスポットモニタ OFF 表⽰灯

 ブラインドスポットモニタのシステムに異常があると、パワースイッチが “ON” のと
きに点滅します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。(>>>
P.332)

 ブラインドスポットモニタのシステムが一時停⽌のときに点滅します。同時にマス
ターウォーニングが点滅します。(>>> P.332)

リヤクロストラフィックアラート OFF 表⽰灯

 リヤクロストラフィックアラートのシステムに異常があると、パワースイッチが
“ON” のときに点滅します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてくださ
い。(>>> P.332)

 リヤクロストラフィックアラートのシステムが一時停⽌のときに点滅します。同時
にマスターウォーニングが点滅します。(>>> P.332)

（点灯）

（点滅）

（点滅）
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ブレーキシステム警告灯（⻩色）

 電動パーキングブレーキシステムおよび回⽣ブレーキシステムに異常があるときに
⻩色で点灯します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

 ⾛⾏中に一時的に点灯しても、そのあと消灯し再点灯しなければ正常です。

電動パーキングブレーキ作動表⽰灯

電動パーキングブレーキシステムに異常があるときに点滅します。スズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受けてください。

EV システム警告灯

EV システムや高電圧システムに異常があると点灯します。点灯した場合はとくに慎重
に運転し、すみやかにお近くのスズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡ください。
 EV システム警告灯が点灯すると、一部の電装品の電源が停⽌することがあります。

電源が停⽌すると思わぬ事故につながるおそれがあるため、次のことにご注意くだ
さい。
• この電源につながった ETC 車載器あるいは DSRC 車載器が停⽌して機能しなくな

ります。
• 有料道路料⾦所の ETC レーン通過の際にゲートが開かないため、ETC レーンは使

⽤しないでください。
• ナビゲーションやオーディオなどが停⽌して機能しなくなります。
• ドライブレコーダー、バックアイカメラを装着している場合、電源が停⽌して機能

しなくなります。

パワーステアリング警告灯

（⻩色）

（点滅）
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電動パワーステアリングシステムに異常があると、“READY” 表示灯点灯中に点灯しま
す。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

注意
 

電動パワーステアリングシステムに異常があると、電動パワーステアリングシステ
ムの機能が停止し、ハンドル操作が重くなります。通常より⼤きな力で操作するこ
とは可能ですが、すみやかにスズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。

 

アドバイス
 

 駐車するときや停車中に次の操作を⾏なうと、ハンドル操作が徐々に重くなるこ
とがあります。これは異常ではなく、システムの過熱防⽌のための保護機能です。
• ハンドル操作を繰り返したとき
• ハンドルをいっぱいにまわした状態で長く保持したとき

しばらくハンドル操作を控えると、システムの温度が下がり操作力はもとにも
どります。

 すばやいハンドル操作を⾏なうと、ハンドル付近から擦れるような⾳が聞こえる
ことがありますが、異常ではありません。

 マイルームモード使⽤中に点灯することがありますが、異常ではありません。
 

イモビライザー警告灯

イモビライザー∕キーレスプッシュスタートシステムに異常があると、パワースイッ
チが “ON” のときに点滅または点灯することがあります。スズキ販売店またはスズキ代
理店で点検を受けてください。
 鉛バッテリー電圧が正常な状況で EV システムを始動しても点滅または点灯するとき

は、スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

ESP® 作動表⽰灯

ESP® のシステムに異常があると、パワースイッチが “ON” のときに点灯します。スズ
キ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

（点灯）
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セキュリティアラームインジケーター

システムに異常があると、パワースイッチが “ON” のときに約 15 秒間、1 秒間隔で点
滅します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

アダプティブクルーズコントロール警告灯

 アダプティブクルーズコントロールのシステムに異常があると、パワースイッチが
“ON” のときに点灯します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてくださ
い。

 スズキ セーフティ サポートのシステムが一時停⽌のときに点灯します。同時にマス
ターウォーニングが点滅します。(>>> P.286)

パーキングセンサー作動表⽰灯

 パーキングセンサーのシステムに異常があると、パワースイッチが “ON” のときに点
灯します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

 パーキングセンサーのシステムが一時停⽌のときに点灯します。 (>>> P.286)

DMS 警報 OFF 表⽰灯

 ドライバーモニタリングシステムに異常があると、パワースイッチが “ON” のときに
点滅します。同時にマスターウォーニングが点滅します。スズキ販売店またはスズ
キ代理店で点検を受けてください。

 ドライバーモニタリングシステムが一時停⽌のときに点灯します。 (>>> P.365)

（⻩色）

（⻩色）

（点灯または点滅）
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脇⾒運転警告灯

パワースイッチが“ON”のとき、DMSが脇⾒をしていると判断すると点灯します。 (>>>
P.366)

居眠り警告灯

パワースイッチが “ON” のとき、DMS が運転者の眠気を検知したり、居眠り運転をし
ていると判断すると点灯します。(>>> P.365) (>>> P.366)

半ドア警告灯

 いずれかのドア（バックドアを含む）が完全に閉まっていないときに点灯します。
 点灯したままにしていると、⾛⾏するごとに警告ブザーおよび⾳声案内が鳴ります。

• 警告灯が点灯すると、メーター内のマルチインフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

警告
 

ドアが完全に閉まっていない半ドア状態のときは、⾛⾏中にドアが開き思わぬ事故
につながるおそれがあります。
半ドア警告灯が点灯したまま⾛⾏しないでください。

 

アドバイス
 

鉛バッテリー保護のため、次の条件をすべてみたすと、⾃動的に消灯します。（バッ
テリーセーバー機能）
 パワースイッチが “LOCK （OFF）” の位置
 点灯したまま 15 分が経過

 

シートベルト警告灯
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 運転者またはいずれかの乗員がシートベルトを着⽤していないと、点滅または点灯
します。
• 警告灯が点滅または点灯すると、メーター内のマルチインフォメーションディスプ

レイにメッセージが表示されます。
 シートベルトを着⽤しても、点滅または点灯したままのときは、システムの異常が

考えられます。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

駆動用バッテリー残量警告灯

 パワースイッチが “ON” のとき、駆動⽤バッテリーの充電量が低いと点灯します。で
きるだけ早く駆動⽤バッテリーを充電してください。(>>> P.100)

 警告灯が点灯すると、警告ブザー（チャイム）および⾳声案内が鳴ります。駆動⽤
バッテリーを充電しないと、パワースイッチを “ON” にするたびに警告ブザー（チャ
イム）が鳴ります。

マスターウォーニング

メーター内のマルチインフォメーションディスプレイにメッセージがあるとき、同時
に点滅する場合があります。

表⽰灯一覧

（⻩色）

方向指示器表示灯

フロントフォグランプ点灯表示灯

ライト点灯表示灯

ヘッドライト上向き（ハイビーム）表示灯

（緑色）
アダプティブハイビームシステム作動表示灯
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（点灯）
※ 電動パーキングブレーキ作動表示灯

（緑色∕白色）

※ ブレーキホールド作動表示灯

（点滅）

※ ESP® 作動表示灯

※ ESP® OFF 表示灯

（点滅）

デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBSⅡ) 作動表示灯

（点灯）

※ デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBSⅡ) OFF表示灯

（点滅）

後退時ブレーキサポート作動表示灯

（緑色∕白色）

※ アダプティブクルーズコントロール表示灯

（緑色∕⻩色）

※
※

車線逸脱抑制作動表示灯

車線逸脱抑制 OFF 表示灯

（緑色∕白色
∕⻩色）

※
※

車線維持⽀援表示灯
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※ パワースイッチを “ON” にしたときに初期点灯するのが正常です。システムが
正常な場合は、EV システムが始動すると数秒間点灯したあと消灯します。
点灯しないまたは点灯し続ける場合は、スズキ販売店またはスズキ代理店で点
検を受けてください。

※ システムの状態により、点滅パターンは変化します。

（緑色∕白色）

※
※

⾃動操舵作動灯

（点灯）

※ ブラインドスポットモニタ OFF 表示灯

（点灯）
※ リヤクロストラフィックアラート OFF 表示灯

（点灯）

※ 標識認識 OFF 表示灯

（点灯）

※ DMS 警報 OFF 表示灯

（点滅）
※ パーキングセンサー作動表示灯

（緑色∕白色）

※
※

ヒルディセントコントロール表示灯（4WD 車）

セキュリティアラームインジケーター

“READY” 表示灯

充電コネクター接続表示灯

イージードライブペダル表示灯
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詳細は、次の参照先を確認してください。 (>>> P.163)

表⽰灯

方向指⽰器表⽰灯

 方向指示器∕非常点滅表示灯を作動させると点滅します。
 点滅が異常に速くなったときは、方向指示器∕非常点滅表示灯の電球切れが考えら

れます。

フロントフォグランプ点灯表⽰灯

フロントフォグランプが点灯している間、点灯します。

ライト点灯表⽰灯

ヘッドライトや車幅灯が点灯している間、点灯します。

ヘッドライト上向き（ハイビーム）表⽰灯

ヘッドライトが上向きのときに点灯します。

アダプティブハイビームシステム表⽰灯

アダプティブハイビームシステムが作動している間、点灯します。
（緑色）
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電動パーキングブレーキ作動表⽰灯

 電動パーキングブレーキがかかったときに点灯します。
 電動パーキングブレーキの状態によって、振る舞いが変わります。

• 電動パーキングブレーキがかかっているとき、点灯を継続します。
• 電動パーキングブレーキが解除しているとき、消灯します。

ブレーキホールド作動表⽰灯

ブレーキホールドの状態によって、点灯色が変わります。
 ブレーキホールドが作動しているときは、緑色に点灯します。
 ブレーキホールドが作動する条件 （スタンバイ条件）を満たしているときは、白色

に点灯します。

ESP® 作動表⽰灯

トラクションコントロールまたはスタビリティコントロールが作動すると、小刻みに
点滅します。

警告
 

常に周囲の状況を確認して、安全運転に努めてください。ESP® による制御には限界
があります。

 

アドバイス
 

点滅しているときは、トラクションコントロールまたはスタビリティコントロール
のいずれかが作動しています。とくに慎重に運転してください。

 

（点灯）

（緑色∕白色）

（点滅）
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ESP® OFF 表⽰灯

センターディスプレイの “ 設定 ” から、ESP® を作動停⽌（OFF）にすると点灯しま
す。(>>> P.503)

デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ ) 作動表⽰灯

デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ） 、誤発進抑制機能または低速前進時
ブレーキサポートが作動中に点滅します。

アドバイス
 

鉛バッテリーの性能が弱っている場合、パワースイッチを “ON” にしたときの初期
点灯が、一度消灯した後に再度数秒間点灯することがあります。

 

デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ ) OFF 表⽰灯

センターディスプレイの “ 設定 ” から、デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBS
Ⅱ）を作動停⽌（OFF）にすると点灯します。(>>> P.292) (>>> P.503)
 センターディスプレイの “ 設定 ” から、ESP® を作動停⽌（OFF）にすると点灯しま

す。(>>> P.503)

後退時ブレーキサポート作動表⽰灯

後退時ブレーキサポートまたは後方誤発進抑制機能が作動中に点滅します。

（点滅）

（点灯）

（点滅）
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アダプティブクルーズコントロール表⽰灯

 アダプティブクルーズコントロールがスタンバイ状態のとき、白色に点灯します。
(>>> P.324)

 アダプティブクルーズコントロールが作動しているとき、緑色に点灯します。 (>>>
P.324)

車線逸脱抑制作動表⽰灯

 車線逸脱抑制が作動すると、緑色に点灯します。 (>>> P.310)
 車線逸脱警報が作動すると、⻩色に点滅します。 (>>> P.310)

車線逸脱抑制 OFF 表⽰灯

 センターディスプレイの “ 設定 ” から、車線維持⽀援を作動停⽌（OFF）にすると点灯
します。(>>> P.310) (>>> P.503)

 センターディスプレイの “ 設定 ” から、ESP® システムまたはトラクションコントロー
ルを作動停⽌（OFF）にすると点灯します。(>>> P.503)

車線維持支援表⽰灯

 車線維持⽀援がスタンバイ状態のとき、白色に点灯します。 (>>> P.315)
 車線維持⽀援が作動しているとき、緑色に点灯します。 (>>> P.315)
 車線維持⽀援が作動しているとき、車線または⾛路から逸脱すると、⻩色に点滅し

ます。 (>>> P.315)

（緑色∕白色）

（緑色∕⻩色）

（緑色∕白色∕⻩色）
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⾃動操舵作動灯

 車線維持⽀援がスタンバイ状態のとき、白色に点灯します。 (>>> P.315)
 車線逸脱抑制機能の車線逸脱抑制または車線維持⽀援が作動すると、緑色に点灯し

ます。 (>>> P.310) (>>> P.315)

ブラインドスポットモニタ OFF 表⽰灯

センターディスプレイの “ 設定 ” から、ブラインドスポットモニタを作動停⽌（OFF）
にすると点灯します。(>>> P.503)

リヤクロストラフィックアラート OFF 表⽰灯

センターディスプレイの “ 設定 ” から、リヤクロストラフィックアラートを作動停⽌
（OFF）にすると点灯します。(>>> P.503)
 ブラインドスポットモニタを停⽌すると、リヤクロストラフィックアラートOFF表示

灯も点灯します。

標識認識 OFF 表⽰灯

センターディスプレイの “ 設定 ” から、標識認識機能を作動停⽌（OFF）にすると点灯
します。(>>> P.503)

（緑色∕白色）

（点灯）

（点灯）

（点灯）
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DMS 警報 OFF 表⽰灯

センターディスプレイの “ 設定 ” から、ドライバー モニタリング システムの “ 眠気・
脇⾒警報 ” を作動停⽌（OFF）にすると点灯します。(>>> P.503)

パーキングセンサー作動表⽰灯

パーキングセンサーが作動中に障害物を検知すると点滅します。 (>>> P.336)

ヒルディセントコントロール表⽰灯（4WD 車）

パワースイッチが “ON” のときにに、ヒルディセントコントロールスイッチを押し、ヒ
ルディセントコントロールが作動可能な状態になると緑色に点灯します。白色で点灯
した場合は、ヒルディセントコントロールが作動しません。
ヒルディセントコントロールスイッチを押しても緑色に点灯しない場合は、システム
の異常が考えられます。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてくださ
い。(>>> P.261)

セキュリティアラームインジケーター

 ドアをキーレスエントリーまたはリクエストスイッチで施錠すると、セキュリティ
アラームインジケーターが小刻みに点滅し、アラームがセットされると、セキュリ
ティアラームインジケーターが 2 秒間隔で点滅します。(>>> P.76)

 駐車時に警報が作動していると、パワースイッチを “ON” にしたときに小刻みに点滅
し、ブザーが鳴ります。(>>> P.76)

（点灯）

（点滅）

（緑色∕白色）

book.book  180 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



警告と表⽰

181

3

“READY” 表⽰灯

パワースイッチを押して EV システムが始動し、⾛⾏可能な状態になると点灯します。

警告
 

⾛⾏中に “READY” 表⽰灯が消灯すると次の状態になります。安全な場所に停車し、
パワースイッチの操作をやり直してください。
 ABS が作動しない（ABS 警告灯が同時に点灯したとき）
 回⽣ブレーキが作動しない
パワースイッチの操作をやり直しても “READY” 表⽰灯が再点灯しない場合は、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡ください。

 

充電コネクター接続表⽰灯

普通充電または急速充電コネクターが接続された状態で、ドアを開けるかパワース
イッチを “ON” にすると点灯します。

イージードライブペダル表⽰灯

パワースイッチが “ON” のときにイージードライブペダルスイッチを押し、イージード
ライブペダルが作動すると点灯します。
イージードライブペダルの減速度は、センターディスプレイの設定から変更すること
ができ、表示灯右側の目盛りが選択した減速度の強さに応じて変わります。
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マルチインフォメーションディスプレイのメッセージ
各システムの異常など、お知らせしたい情報があると、メッセージが表示されます。ま
た、メッセージの種類によっては、同時にブザーまたは⾳声案内が鳴る場合がありま
す。
 メッセージが表示されたときは、その指示にしたがってください。
 表示されるメッセージの種類によっては、メーター内のマスターウォーニングが同

時に点滅する場合があります。

アドバイス
 

 メッセージの要因が解消されると、表示が消えます。
 メッセージの表示中に、別のメッセージが追加されると、割り込み表示されます。

そのあとは、定期的に表示が切り替わります。
 センターディスプレイの “ 設定 ” から、お知らせ⾳声および運転サポート⾳声の設

定を変更することができます。(>>> P.503)
 

表⽰ メッセージ 原因と対処方法

－

い ず れ か の ド ア が 完 全 に 閉
まっていません。
安全な場所に停車して、ドアを
完全に閉めてください。

－

運転者、助手席または後席の乗
員がシートベルトを着⽤して
いません。シートベルトを着⽤
してください。(>>> P.36)

“ 電源状態 ACC” 電源の状態が “ACC” のときに
表示されます。 (>>> P.250)

“ 電源状態 ON” 電源の状態が“ON”のときに表
示されます。 (>>> P.250)
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“ ブレーキを踏んで
シフトを P に入れてください ”

シフトポジションが “P” 以外
の位置、またはブレーキペダル
を踏まずにパワースイッチを
押しています。メッセージの指
示 に し た が っ て く だ さ
い。(>>> P.248)
ダイヤルシフトを操作しても、
シフトポジションが変わらな
い場合があります。そのとき
は、ブレーキペダルを踏みなが
らシフトポジションを “P” に
し、再度ダイヤルシフトを操作
してください。

“ スタートスイッチを
押してください ”

ブレーキペダルを踏んでいま
す。EV システムを始動すると
きは、パワースイッチを押して
ください。(>>> P.248)

“ リモコンを検知できません ”

携帯リモコンが検知できない、
またはリモコンの電池が切れ
ている状態で、パワースイッチ
操作をしています。リモコンを
車内の検知できる位置にする
か、リモコンをパワースイッチ
に 当 て て く だ さ い。(>>>
P.217) (>>> P.248)
パワースイッチを “ACC” また
は“ON”にしたときは携帯リモ
コンを検知していたが、始動時
に検知できなくなりました。リ
モコンを車内の検知できる位
置で、パワースイッチを操作し
てください。(>>> P.217)

“ リモコンを
スタートスイッチに

当ててください ”

“ リモコンを検知できません ”

EV システムを始動した状態、
ま た は パ ワ ー ス イ ッ チ が
“ACC” または “ON” のときに、
ドアのいずれかを開閉して、携
帯リモコンが検知外（車外な
ど）になりました。リモコンを
車内の検知できる位置に戻し
てください。(>>> P.217)

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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“ リモコンの電池を
交換してください ”

携帯リモコンの電池切れが近
いです。電池を交換してくださ
い。 (>>> P.449)

“ スタートシステム異常
取扱説明書を確認してください ”

イ モ ビ ラ イ ザ ー ∕ キ ー レ ス
プッシュスタートシステムの
異常または鉛バッテリーの電
圧が低いことが考えられます。
鉛バッテリーの電圧が正常な
状態でもこのメッセージが表
示されたときはスズキ販売店
またはスズキ代理店で点検を
受けてください。

－
“N レンジです

発進するにはブレーキを踏み
シフト操作してください ”

シフトポジションが “N” の状
態でアクセルペダルが踏まれ
ています。EV システムを始動
する場合は、アクセルペダルか
ら足を離し、ブレーキペダルを
踏みながらシフトポジション
を 変 更 し て く だ さ い。(>>>
P.240)

“ ライトが点灯しています ”

パワースイッチが “LOCK
（OFF）” のときに、ヘッドラ

イトまたは車幅灯を点灯した
状態で運転席ドアを開けてい
ます。ヘッドライトまたは車幅
灯 を 消 し て く だ さ い。(>>>
P.272)

－
“ 後席への置き忘れに

注意してください ”

リヤシートリマインダーが作
動しました。後席に荷物の置き
忘れがないか確認ください。

“ ブレーキ液不足
安全な場所に停車して

販売店へ連絡してください ”

ブレーキ液が不足しているか
ブレーキシステムに異常があ
ります。ただちに安全な場所に
停車し、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご連絡ください。

“ ブレーキ力低下
安全な場所に停車して

販売店へ連絡してください ”

ブレーキの制動力が低下して
います。ただちに安全な場所に
停車し、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご連絡ください。

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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“ ブレーキ力低下
販売店で点検を受けてください ”

ブレーキの制動力が低下して
います。できるだけ早くスズキ
販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。

“ パーキングブレーキ異常
点検を受けてください ”

パーキングブレーキのシステ
ムに異常がある可能性があり
ます。パーキングブレーキス
イッチを数回操作してもメッ
セージが消えない場合は、でき
るだけ早くスズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受け
てください。(>>> P.264)

“ パーキングブレーキを
作動できません ”

パーキングブレーキのシステ
ムに異常がある可能性があり
ます。パーキングブレーキス
イッチを数回操作してもメッ
セージが消えない場合は、でき
るだけ早くスズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受け
てください。(>>> P.264)

“ 車両が動く可能性があります
急勾配を避けて駐車してください ”

車両が動く可能性があるため、
すみやかにブレーキを踏んで、
急勾配を避けて駐車してくだ
さい。(>>> P.264)

“ パーキングブレーキが
連続で操作されました

お待ちください ”

パーキングブレーキを短時間
に繰り返し操作したため、一時
的に電動パーキングブレーキ
が作動できない状態です。しば
らく待ってから操作してくだ
さい。(>>> P.264)

“ パーキングブレーキが
かかっています ”

電動パーキングブレーキが解
除されていません。 電動パー
キングブレーキを解除してく
ださい。(>>> P.264)

“ パーキングブレーキが
⾃動的に作動しました ”

他の機能（システム）の要求に
応じて、電動パーキングブレー
キ が ⾃ 動 で 作 動 し ま し た。

(>>> P.264)

“ パーキングブレーキ
シフト連動機能 ON”

電 動 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ の
オートモードがONになりまし
た。 (>>> P.264)

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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“ パーキングブレーキ
シフト連動機能 OFF”

電 動 パ ー キ ン グ ブ レ ー キ の
オートモードが OFF になりま
した。 (>>> P.264)

“ ブレーキを踏みながら
スイッチを押してください ”

ブレーキを踏まずにパーキン
グブレーキスイッチを押して
いるため、電動パーキングブ
レーキを解除できません。
ブレーキを踏みながらパーキ
ングブレーキスイッチを操作
してください。 (>>> P.264)

“ パーキングブレーキを解除
できません

（シートベルト / ドア開）”

シートベルトを着⽤していな
い、または運転席ドアが開いて
いるため、電動パーキングブ
レーキを⾃動解除できません。
シートベルトの着⽤と運転席
ドアが閉まっていることを確
認してください (>>> P.264)

“ ドライブスタート
コントロール故障

点検を受けてください ”

ドライブ スタートコントロー
ル（シフト操作時急発進抑制、
後退時速度制限）に異常が考え
られます。ただちに安全な場所
に停車し、スズキ販売店または
スズキ代理店にご連絡くださ
い。(>>> P.246)

“ アクセルを戻してください ”

ドライブ スタートコントロー
ル（シフト操作時急発進抑制、
後退時速度制限）が作動してい
ます。アクセルペダルから足を
離し、ブレーキペダルを踏んで
ください。(>>> P.246)

－ “ 速度抑制中 ”

ドライブ スタートコントロー
ル（シフト操作時急発進抑制、
後退時速度制限）が作動してい
ます (>>> P.246)

－
“ 回⽣ブーストが使⽤できません

減速時は
ブレーキを踏んでください ”

イージードライブペダルが使
⽤できません。減速する場合
は、ブレーキペダルをしっかり
と 踏 ん で く だ さ い。(>>>
P.258)

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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－
“ 回⽣ブーストが使⽤できません
取扱説明書を確認してください ”

イージードライブペダルが使
⽤できません。減速する場合
は、ブレーキペダルをしっかり
と 踏 ん で く だ さ い。(>>>
P.258)

－
“ 回⽣ブレーキ制限中

減速時は
ブレーキを踏んでください ”

回⽣ブレーキ力が低下してい
る可能性があります。減速する
場合は、ブレーキペダルをしっ
かりと踏んでください。

－
“ 回⽣ブースト中のため

SNOW モードへ
遷移できません ”

イージードライブペダル作動
中のため、スノーモードへ切り
替えることができません。イー
ジードライブペダルを解除し
てからスノーモードに切り替
えてください。(>>> P.258)

－
“TRAIL モード中のため

ドライブモードへ
遷移できません ”

トレイルモード作動中のため、
ドライブモードへ切り替える
ことができません。トレイル
モードを解除してからドライ
ブモードに切り替えてくださ
い。(>>> P.258)

－
“TRAIL モード中のため

回⽣ブーストへ
遷移できません ”

トレイルモード作動中のため、
イージードライブペダルへ切
り替えることができません。ト
レイルモードを解除してから
イージードライブペダルに切
り 替 え て く だ さ い。(>>>
P.258)

－
“ 回⽣ブースト中のため

TRAIL モードへ
遷移できません ”

イージードライブペダル作動
中のため、トレイルモードへ切
り替えることができません。
イージードライブペダルを解
除してからトレイルモードに
切 り 替 え て く だ さ い。(>>>
P.259)

“ エアバッグシステム異常
点検を受けてください ”

SRS エアバッグのシステムに
異常がある可能性があります。
ただちに安全な場所に停車し、
スズキ販売店またはスズキ代
理店にご連絡ください。(>>>
P.163)

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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“ 運転席シートベルトが
外れています ”

運転者がシートベルトを着⽤
していません。安全な場所に停
車して、ベルトを着⽤してくだ
さい。(>>> P.36)

“ 助手席シートベルトが
外れています ”

助手席の乗員がシートベルト
を着⽤していません。ベルトを
着⽤してください。 (>>>
P.36)

“ 居眠り注意 ” 居眠り警報が作動しています。
(>>> P.366)

“ 眠そうです
休憩してください ”

眠気警報が作動しています。
(>>> P.365)

“ ドライバーモニタリング
システム異常

点検を受けてください ”

ドライバーモニタリングシス
テムに異常がある可能性があ
ります。スズキ販売店またはス
ズキ代理店で点検を受けてく
ださい。(>>> P.365)

“ ドライバーモニタリング
システム一時停⽌中 ”

ドライバーモニタリングシス
テムが一時停⽌しています。状
況が改善されれば、一時停⽌は
解除されます。(>>> P.365)

－ “ 脇⾒注意 ” 脇⾒警報が作動しています。
(>>> P.365)

“ デュアルセンサー
ブレーキサポート ”

前方衝突警報が作動していま
す。 (>>> P.293)
前方衝突被害軽減ブレーキア
シ ス ト が 作 動 し て い ま す。

(>>> P.293)
衝突被害軽減ブレーキが作動
しています。 (>>> P.293)
低速前進時ブレーキサポート
が 作 動 し て い ま す。(>>>
P.341)

“ 後退時
ブレーキサポート ”

後退時ブレーキサポートが作
動しています。(>>> P.341)

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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“ アクセルが
踏まれています ”

衝突被害軽減ブレーキ作動中
に、アクセルペダルが踏まれて
います。
アクセルペダルから足を離し
てください。 (>>> P.293)

“ アクセルが
踏まれています ”

衝突被害軽減ブレーキ作動後
の車両停⽌状態を保持中です。

（アクセルペダルが踏まれてい
る場合）
アクセルペダルから足を離し、
ブレーキペダルを踏んでくだ
さい。 (>>> P.293)

“ ブレーキを踏んでください ”

“ ブレーキを踏んでください ”

衝突被害軽減ブレーキ作動後
の車両停⽌状態を保持中です。

（アクセルペダルが踏まれてい
ない場合）
ブレーキペダルを踏んでくだ
さい。 (>>> P.293)

“ アクセルが
踏まれています ”

誤発進抑制機能が作動してい
ます。
アクセルペダルから足を離し
てください。 (>>> P.299)

“ アクセルが
踏まれています ”

低速前進時ブレーキサポート
作動後の車両停⽌状態を保持
中です。（アクセルペダルが踏
まれている場合）
アクセルペダルから足を離し、
ブレーキペダルを踏んでくだ
さい。 (>>> P.341)

“ ブレーキを踏んでください ”

“ ブレーキを踏んでください ”

低速前進時ブレーキサポート
作動後の車両停⽌状態を保持
中です。（アクセルペダルが踏
まれていない場合）
ブレーキペダルを踏んでくだ
さい。 (>>> P.341)

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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“ アクセルが
踏まれています ”

後方誤発進抑制機能が作動し
ています。
アクセルペダルから足を離し
てください。 (>>> P.346)

“ アクセルが
踏まれています ”

後退時ブレーキサポート作動
後の車両停⽌状態を保持中で
す。（アクセルペダルが踏まれ
ている場合）
アクセルペダルから足を離し、
ブレーキペダルを踏んでくだ
さい。 (>>> P.341)

“ ブレーキを踏んでください ”

“ ブレーキを踏んでください ”

後退時ブレーキサポート作動
後の車両停⽌状態を保持中で
す。（アクセルペダルが踏まれ
ていない場合）
ブレーキペダルを踏んでくだ
さい。 (>>> P.341)

－
“ デュアルセンサー
ブレーキサポートが
OFF になりました ”

デュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡ（DSBS Ⅱ）、誤発進
抑制機能、低速時ブレーキサ
ポート（前進・後退）および後
方誤発進抑制機能は停⽌中で
す。(>>> P.292)

－
“ESP® が OFF のため

デュアルセンサー
ブレーキサポートも停⽌ ”

ESP® が停⽌しているため、
デュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡ（DSBS Ⅱ）は停⽌中
です。 (>>> P.292)

－
“DSBS Ⅱシステム異常

点検を受けてください ”

デュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡの異常が考えられま
す。スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてくださ
い。(>>> P.286)

－
“DSBS Ⅱシステム

一時停⽌中 ”

前方レーダーと前方カメラの
機能が一時停⽌しています。

(>>> P.289)

－
“ 前方カメラ
一時停⽌中

( 視界不良 )”

前方カメラが視界不良により、
前方カメラの機能が一時停⽌
しています。 (>>> P.289)

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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－
“ 前方カメラ
一時停⽌中

( 温度範囲外 )”

カメラ本体が極端に低温・高温
のため、前方カメラの機能が一
時停⽌しています。 (>>>
P.289)

－
“ 前方レーダー

一時停⽌中
( 汚れ )”

前方レーダーのよごれにより、
前方レーダーの機能が一時停
⽌しています。 (>>> P.289)

－
“ 前方レーダー

一時停⽌中
( 温度範囲外 )”

前方レーダー本体が極端に低
温・高温のため、前方レーダー
の機能が一時停⽌しています。

(>>> P.289)

－
“ 前方レーダー

一時停⽌中
( 向き調整中 )”

前方レーダーと車両の向きが
ずれていることにより、前方
レーダーの機能が一時停⽌し
ています。(>>> P.289)

“ ブレーキ踏んでください
ACC システム故障

点検を受けてください ”

アダプティブクルーズコント
ロールのシステムに異常が考
えられます。スズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受け
てください。(>>> P.323)

“ ブレーキを踏んで
ACC システムを

解除してください ”

アダプティブクルーズコント
ロールが⾃動解除されました。
原因を改善して復帰してくだ
さい。(>>> P.323)

“ACC システム使⽤不可
シフトが D レンジに

入っていません ”

シフトポジションが “D” にな
いため設定できません。シフト
ポジションを “D” にして設定
してください。(>>> P.323)

“ACC システム使⽤不可
ESP® システムが

OFF になっています ”

ESP® が停⽌しているため設定
できません。
ESP® を作動させててくださ
い。 (>>> P.323)

“ACC システムが使⽤できません
道路が急勾配です ”

急勾配を⾛⾏しているため設
定できません。平坦な道で設定
してください。 (>>> P.323)

“ACC システムが使⽤できません ”

アダプティブクルーズコント
ロールが設定できません。説明
に従い車速設定を再度⾏って
ください。(>>> P.323)
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“ ふらつき注意 ” ふらつき警報が作動していま
す。 (>>> P.307)

“ ハンドルを正しく
操作してください

車線逸脱を繰り返しています ”
ハンドルを持っていない、また
はハンドル操作がありません。
ハンドルを持って操作してく
ださい。(>>> P.307)

“ ハンドルを操作してください ”

“LDP システムが使⽤できません
現在の車速では作動しません ”

車速が車線逸脱抑制機能の作
動上限車速範囲外のため、車線
逸脱抑制機能が作動しません。

(>>> P.307)

“LKA システムが使⽤できません
現在の車速では作動しません ”

車速が車線維持⽀援の作動上
限車速範囲外のため、車線維持
⽀援が作動しません。 (>>>
P.312)

“ ハンドルを操作してください
LKA システムが

まもなく停⽌します ”
ハンドルを持っていない、また
はハンドル操作がありません。
ハンドルを持って操作してく
ださい。(>>> P.312)

“ ハンドルを操作してください ”

“ ハンドルを操作してください
LKA システムが

まもなく停⽌します ”
ハンドルを持っていない、また
はハンドル操作がありません。
ハンドルを持って操作してく
ださい。(>>> P.312)“ ハンドルを操作してください ”

（手は赤色）
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“ ハンドルを操作してください
LKA システムが停⽌しました ” ハンドルを持っていない、また

はハンドル操作がありません。
ハンドルを持って操作してく
ださい。(>>> P.312)“ ハンドルを操作してください ”

（手は赤色）

“ 先⾏車が発進しました ”

発進お知らせ機能が作動して
います。 (>>> P.302)

“ 信号が切り替わりました ”

“BSM システム異常
取扱説明書を確認してください ”

BSM と RCTA のシステムに異
常が考えられます。スズキ販売
店またはスズキ代理店で点検
を 受 け て く だ さ い。(>>>
P.332)

“BSM システム
一時停⽌中 ”

BSM と RCTA の機能が一時停
⽌状態です。EV システムを再
始動してもメッセージが表示
される場合、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡くだ
さい。(>>> P.332)
BSM と RCTA はセンサーまた
はセンサー周辺の汚れを検知
しています。汚れを取り除き、
EV システムを再始動しても
メッセージが表示される場合、
スズキ販売店またはスズキ代
理店にご連絡ください。(>>>
P.332)

“ パーキングセンサー異常
取扱説明書を確認してください ”

超⾳波センサーの異常が考え
られます。EV システムを再始
動してもメッセージが表示さ
れる場合、スズキ販売店または
スズキ代理店にご連絡くださ
い。(>>> P.288)
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“ パーキングセンサー
一時停⽌中

センサー部を掃除してください ”

パーキングセンサーが汚れ等
により正常に検知できない状
態です。 (>>> P.288)

－ “ ソナーシステム一時機能停⽌中 ” 超⾳波センサーの機能が一時
停⽌しています。(>>> P.288)

－
“ ソナーシステム異常

取扱説明書を確認してください ”

超⾳波センサーの異常が考え
られます。EV システムを再始
動してもメッセージが表示さ
れる場合、スズキ販売店または
スズキ代理店にご連絡くださ
い。(>>> P.288)

“ESP® システム異常
点検を受けてください ”

ESP® のシステムに異常が考え
られます。スズキ販売店または
スズキ代理店で点検を受けて
ください。(>>> P.372)

“ ヒルホールド
機能停⽌中 ”

ヒルホールドコントロールの
システムに異常が考えられま
す。スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてくださ
い。(>>> P.374)

“ ブレーキホールド異常
点検を受けてください ”

ブレーキホールドの異常が考
えられます。スズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受け
てください。 (>>> P.266)

“ ブレーキを離さないでください
ブレーキホールド使⽤不可

( 急勾配 )”

急勾配に駐車しているなどに
より、ブレーキホールドを設定
できません。
ブレーキを離さないでくださ
い。 (>>> P.266)

“ ブレーキホールドが
機能しません

( シートベルト / ドア開 )”

シートベルトを着⽤していな
い、または運転席ドアが開いて
いるため、ブレーキホールドを
⾃動解除できません。
シートベルトを着⽤と運転席
ドアが閉まっていることを確
認してから、再度操作くださ
い。
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“ ブレーキを踏みながら
スイッチを押してください ”

ブレーキを踏まずにブレーキ
ホールドスイッチを押してい
ます。ブレーキを踏みながら操
作してください。(>>> P.266)

－
“ 方向指示器スイッチ異常

点検を受けてください ”

方向指示器のシステムに異常
がある可能性があります。でき
るだけ早くスズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受け
てください。

－
“ ワイパー機能異常

点検を受けてください ”

ワイパーのシステムに異常が
ある可能性があります。スズキ
販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。(>>>
P.274)

－
“ トラクションコントロール

OFF しました ”

トラクションコントロールが、
センターディスプレイの“設定
”で作動しない状態となってい
ます。(>>> P.503)

“ 車両接近通報システム異常
販売店で点検を受けてください ”

車両接近通報装置に異常があ
る可能性があります。できるだ
け早くスズキ販売店またはス
ズキ代理店で点検を受けてく
ださい。(>>> P.82)

－

“ シフトシステム故障
取扱説明書を確認してください ”

シフト制御システムに異常が
あり、シフトポジションが切替
わらなくなる可能性がありま
す。スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてくださ
い。

－

シフト制御システムに異常が
ある可能性があります。スズキ
販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。

－
“ シフトシステム故障
安全な場所に停車して

取扱説明書を確認 ”

シフト制御システムに異常が
ある可能性があります。ただち
に安全な場所に停車し、スズキ
販売店またはスズキ代理店に
ご連絡ください。
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－
“ シフトシステム異常

シフト切替不可
安全な場所に停車してください ”

シフト制御システムに異常が
ある可能性があります。ただち
に安全な場所に停車し、スズキ
販売店またはスズキ代理店に
ご連絡ください。

－
“ シフトシステム異常

⾛⾏を継続できません ”

シフト制御システムに異常が
ある可能性があります。ただち
にスズキ販売店またはスズキ
代理店にご連絡ください。

－
“P スイッチ異常

パーキングブレーキをかけ
取扱説明書を確認 ”

P ポジションスイッチに異常
がある可能性があります。ただ
ちに安全な場所に停車し、パー
キングブレーキをかけ、スズキ
販売店またはスズキ代理店に
ご連絡ください。

－
“ シフトシステム異常

パーキングブレーキをかけ
取扱説明書を確認 ”

シフト制御システムに異常が
ある可能性があります。ただち
に安全な場所に停車し、パーキ
ングブレーキをかけ、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご
連絡ください。

－
“ シフトシステム不作動

パーキングブレーキをかけ
取扱説明書を確認 ”

シフト制御システムに異常が
ある可能性があります。ただち
に安全な場所に停車し、パーキ
ングブレーキをかけ、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご
連絡ください。

－
“ 安全な場所に停車して

P スイッチを押してください ”

⾃動 P ポジション切替え機能
が作動していません。安全な場
所に停車し、P ポジションス
イ ッ チ を 押 し て く だ さ
い。(>>> P.253)

－
“ 補機⽤バッテリー充電不足

シフト切替不可
取扱説明書を確認 ”

鉛バッテリーの電圧が低下し
ているため、シフトポジション
を変更できません。 (>>>
P.253)

－
“ シフト切り替えできません

しばらくしてから
再度操作してください ”

シフトポジションの切替えを
短時間に繰り返し操作したた
め、一時的に変更ができない状
態です。しばらく待ってから操
作してください。

表⽰ メッセージ 原因と対処方法

book.book  196 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



警告と表⽰

197

3

－
“ ブレーキを踏んでから

シフトを切り替えてください ”

ブレーキを踏まずに、シフトポ
ジションを “P” 以外へ切替え
ようとしています。ブレーキを
踏 み な が ら 切 替 え て く だ さ
い。(>>> P.253)

－
“ アクセルペダルを戻してから
シフトを切り替えてください ”

アクセルを踏んだまま、シフト
ポジションを “P” 以外へ切替
えようとしています。アクセル
ペダルから足を離し、ブレーキ
ペダルを踏んでから切替えて
ください。(>>> P.253)

－
“EV システム始動後に

シフト操作してください ”

EV システムが始動していない
状態で、シフトポジションを切
替えようとしています。EV シ
ステムを始動してからシフト
ポジションを切替えてくださ
い。(>>> P.253)

－
“N に切替えました
D に切替えるには

停車してから操作してください ”

後退中にシフトポジションを
“D” へ切替えようとしていま
す。完全に停⽌させてから切替
えてください。(>>> P.253)

－
“N に切替えました
R に切替えるには

停車してから操作してください ”

前進中にシフトポジションを
“R” へ切替えようとしていま
す。完全に停⽌させてから切替
えてください。(>>> P.253)

－
“N に切替えました
P に切替えるには

停車してから操作してください ”

⾛⾏中に P ポジションスイッ
チが押されたため、シフトポジ
ションが “N” に切替わりまし
た。シフトポジションを “P” に
するには、完全に停⽌させてか
ら 切 替 え て く だ さ い。(>>>
P.253)

－
“N に切り替えました
⾛⾏を続ける場合は

シフト操作してください ”

⾛⾏中にシフトポジションが
“N” に変更されました。⾛⾏を
続けるときは、シフトポジショ
ンを変更してください。(>>>
P.253)

－
“N に切り替える場合は

N 操作を保持してください ”

シフトポジションを “N” にす
るときは、ダイヤルシフトを押
したまま、しばらく保持してく
ださい。(>>> P.253)
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－
“N ポジションを保持したい場合は

電源をオフしてください ”

⾃動 P ポジション切替え機能
を作動させずに、シフトポジ
ションを “N” で保持したいと
きは、メッセージが表示されて
い る 間 に パ ワ ー ス イ ッ チ を
“LOCK （OFF）” にしてくださ
い。(>>> P.253)

－
“P に切り替えました

発進するにはブレーキを踏み
シフト操作をしてください ”

⾃動 P ポジション切替え機能
が作動しています。発進すると
きは、ブレーキペダルを踏んで
からシフトポジションを切替
えてください。(>>> P.253)

－
“EV システムが高温になるため

停車時はブレーキを
踏んでください ”

上り坂などでアクセル操作で
車を停⽌させようとすると、
EV システムがオーバーヒート
する可能性があります。アクセ
ルペダルから足を離し、ブレー
キ ペ ダ ル を 踏 ん で く だ さ
い。(>>> P.241)

“EV システム高温
出力制限中です ”

けん引や長い上り坂などの負
荷がかかる⾛⾏は、EV システ
ムがオーバーヒートする可能
性があります。ただちに安全な
場所に停車し、オーバーヒート
し た と き の 対 処 方 法 に し た
がってください。(>>> P.497)
この表示は、次の条件で表示さ
れます。
けん引や長い上り坂などの負
荷がかかる⾛⾏
高速道路や⾃動車専⽤道路な
どで長距離を⾛⾏しながら、急
速充電を繰り返す

“ 駆動⽤バッテリー低温
出力制限中です ”

駆動⽤バッテリーの温度が低
いため、EV システムの出力が
低下しています。加速性能、最
高速度、登坂性能が低下してい
るため注意してください。
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“ 出力制限中です ” EV システムの出力が低下して
います。

－
“EV システム異常

この車をけん引しないでください ”

EV システムに異常がある可能
性があります。けん引しないで
ください。 (>>> P.470)

－
“ 駆動⽤バッテリーを

効率よく使うには 100％までの
充電を推奨します ”

駆動⽤バッテリーを満充電に
せず繰り返し使⽤しています。
駆動⽤バッテリーの性能を維
持するため、週に一度は満充電
に す る こ と を お す す め し ま
す。(>>> P.81)

“ 駆動⽤バッテリー残量低下
充電してください ”

駆動⽤バッテリーの充電量が
低下しています。できるだけ早
く充電してください。 (>>>
P.89)

“ 駆動⽤バッテリー残量低下
出力制限中

すみやかに充電してください ”

駆動⽤バッテリーの残量が少
なくなっています。すみやかに
充電してください。 (>>>
P.89)

－
“ 充電が停⽌しました
（システムの要因）”

充電システムに異常がある可
能性があります。スズキ販売店
またはスズキ代理店で点検を
受けてください。(>>> P.137)

－
“ 充電が停⽌しました

（駆動⽤電池温度による制限）”

駆動⽤バッテリーが高温の状
態が続いたため、充電が停⽌し
ました。駆動⽤バッテリーが冷
えてから再度、充電を⾏なって
ください。(>>> P.133)

－
“ 充電が停⽌しました

（電装品の電力消費大）”

電装品の使⽤により電力が消
費されているため、充電が停⽌
しました。次の参照先の指示に
従ってください。次の参照先の
指 示 に し た が っ て く だ さ
い。(>>> P.136)

－
“ 充電が停⽌しました

（停電または電源プラグ抜け）”

外部電源または充電器の電源
供給に問題が発⽣したため、充
電が停⽌しました。次の参照先
の 指 示 に し た が っ て く だ さ
い。(>>> P.134)
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－
“ 充電が停⽌しました

（AC 供給電源の要因）”

外部電源または普通充電器の
電源供給に問題が発⽣したた
め、充電が停⽌しました。次の
参照先の指示にしたがってく
ださい。(>>> P.136)

－
“ 充電が停⽌しました
（充電設備の要因）”

普通充電器（スタンド）が車両
に適合していない、または充電
器が充電を停⽌したため、充電
が停⽌しました。次の参照先の
指 示 に し た が っ て く だ さ
い。(>>> P.135)

－
“ 充電が停⽌しました

（充電設備または車両の要因）”

コネクターのロックシステム
に異常がある可能性がありま
す。スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてくださ
い。(>>> P.138)

－
“ 充電コネクターが

操作されたため
充電が停⽌しました ”

普通充電中に普通充電コネク
ターを取りはずした、または普
通充電コネクターが確実に接
続されていないため、充電が停
⽌しました。次の参照先の指示
にしたがってください。(>>>
P.132)

－
“ 充電システム確認のため

充電リッドを閉めてください
取扱説明書を確認 ”

急速充電時・V2H 充電∕ V2H
給電時のシステムチェックが
正常に終了しませんでした。次
の参照先の指示にしたがって
ください。(>>> P.137)

－
“ 充電完了

駆動⽤バッテリー保護のため
充電を優先しました ”

駆動⽤バッテリーヒーターが
作動すると、タイマー充電を一
時的にキャンセルして充電を
開始しますが、駆動⽤バッテ
リーの保護機能のため故障で
はありません。(>>> P.137)

“ コネクテッドシステム異常
点検を受けてください ”

スズキ緊急通報のシステムに
異常が考えられます。スズキ販
売店またはスズキ代理店で点
検 を 受 け て く だ さ い。(>>>
P.480)

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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“ 緊急通報中 ”
緊急通報中です。通話終了まで
の間は、緊急通報の通話が優先
されます。 (>>> P.480)

－
“P レンジに入れて

取扱説明書を確認してください ”

このメッセージが表示される
と、EV システム警告灯も点灯
します。スズキ販売店またはス
ズキ代理店で点検を受けてく
ださい。(>>> P.168)

表⽰ メッセージ 原因と対処方法
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運転する前に
キー

キー
キーを紛失したり、車内に閉じ込めたり
しないように注意してください。

警告
 

携帯リモコン (※) を航空機内へ持ち
込む場合は、機内で操作ボタンを押さ
ないでください。また、バッグなどに
入れるときは、簡単に操作ボタンが押
されないように収納してください。操
作ボタンが押されると、電波が発信さ
れ、航空機の運航に支障をきたすおそ
れがあります。

※ 携帯リモコンは、航空機内での
使用が制限される電子機器に該
当します。

 

携帯リモコンに格納されているキーはド
アの施錠・解錠に使えますが、EV システ
ムの始動・停⽌には使えません。EV シス
テムの始動・停⽌には携帯リモコンをご
使⽤ください。(>>> P.248)
お車には携帯リモコンが 2 個、リモコン
に格納可能なメカニカルキーが 2 本つい
ています。

(1) 携帯リモコン
(2) メカニカルキー

携帯リモコンからメカニカルキーを取り
出すには、ロック解除レバーを矢印の方
向に引きながら取り出します。

(1) ロック解除レバー

携帯リモコンへメカニカルキーを格納す
るには、カチッと⾳がするまでメカニカ
ルキーを差し込んでください。

アドバイス
 

 携帯リモコンには、メカニカルキー
を格納してください。リモコンの電
池が消耗しているときや故障したと
きなどに、ドアの施錠・解錠ができ
なくなるおそれがあります。

 盗難などを防ぐため、メカニカル
キーを紛失したときは、すみやかに
スズキ販売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。

 キーのご購入については、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

 

(1)

(2)

(1)
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キーナンバープレート

キーナンバープレートには、キー作成時
に必要なキーナンバーが打刻されていま
す。
キーナンバープレートは安全な場所に保
管してください。キーを紛失したとき、鍵
を作るためにこの番号が必要になりま
す。

(1) キーナンバープレート
(2) キーナンバー

アドバイス
 

 お客様以外の方にキーナンバーを知
られないよう、キーナンバープレー
トは車両以外の場所に、大切に保管
してください。万一、キーを紛失し
たときは、スズキ販売店またはスズ
キ代理店にキーナンバーを伝えてご
相談ください。

 お車をおゆずりになるときは、次に
所有される方のために、キーナン
バープレートをお車のキーとともに
お渡しください。

 

イモビライザーシステム

イモビライザーシステムの説明をご参照
ください。 (>>> P.74)

(2)

(1)
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ドアの開閉

ドア

警告
 

 シートベルトや荷物などをはさむ
と、半ドア状態になって⾛⾏中にド
アが開き、思わぬ事故につながるお
それがあります。
ドアを閉めるときは、シートベルト
や荷物などをはさまないようにして
ください。

 火災や盗難などの事故防止のため、
車から離れるときは、EV システムを
止めドアを施錠してください。

 ドアを開けるときは、周囲に注意し
てください。後ろからの車や歩⾏者
にぶつかるなど、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
とくに風が強い日は注意してくださ
い。

 

注意
 

 お子さまがドアの開閉を⾏なうと、
手、足、頭などをはさんでけがをす
るおそれがあります。
ドアの開閉はお子さまではなく、⼤
人が⾏なうようにしてください。

 バックドアの開けかたが不十分な場
合、思わぬときに閉まって、けがの
おそれがあります。
バックドアを開けるときは、完全に
開けてください。

 

アドバイス
 

 少しの間でも車から離れるときは、
現⾦や貴重品を車内に放置しないで
ください。盗難のおそれがあります。

 セキュリティアラームのセット状態
およびドアの開けかたによっては、

警 報 が 作 動 す る 場 合 が あ り ま
す。(>>> P.75)

 

車外からの施錠・解錠

メカニカルキー

全てのドアを施錠するには、メカニカル
キーを差し込んで車の前方向にまわしま
す。
解錠するには、メカニカルキーを差し込
んで車の後ろ方向にまわすと解錠できま
す。

(a) 施錠
(b) 解錠

キーレスエントリー

キーレスエントリーシステムにより、携
帯リモコンで次の操作ができます。
 施錠するときは、ロックスイッチを押

してください。
 解錠するときは、アンロックスイッチ

を押してください。
施錠されると、方向指示器が 1 回点滅し、
ブザーが 1 回鳴ります。

(a)

(b)
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(1) 操作部（ロックスイッチ）
(2) 操作部（アンロックスイッチ）

アドバイス
 

 次のようなときは、キーレスエント
リーが作動しません。
• いずれかのドアが開いていると、

施錠できません。（解錠はできま
す）車外ブザーが “ ピー ” と約 2
秒間鳴ります。

• パワースイッチが “ACC” または
“ON” のとき。

 1 台の車両で、4 個の携帯リモコンま
で登録できます。

 

リクエストスイッチ

すべてのドアが閉まっているときに、所
持している携帯リモコンが「リクエスト
スイッチの作動範囲」 に入っていると、リ
クエストスイッチを押すごとに、すべて
のドアを施錠・解錠できます。
 施錠したときは、ドアハンドルを引い

て施錠されているか確認してくださ
い。

(1) 前席ドアのリクエストスイッチ
(2) バックドアのリクエストスイッチ

アドバイス
 

 次のようなときは、リクエストス
イッチが作動しません。
• いずれかのドアが開いている
• パワースイッチが “ACC” または

“ON” のとき
 リクエストスイッチでドアの施錠・

解錠をすると、アンサーバック機能
やタイマーロック機能が作動しま
す。(>>> P.212) (>>> P.213)

 少しの間でも車から離れるときは、
現⾦や貴重品を車内に放置しないで
ください。盗難などのおそれがあり
ます。

 

キーを使わない施錠

アドバイス
 

「キーを使わない施錠」をするとき
は、キーが手元にあるか確認してく
ださい。キーを閉じ込めてしまうお
それがあります。

 次のような状況では、「キーを使わな
い施錠」ができない場合があります。
• 携帯リモコンが車内にある

(1)

(2)

(1)(2)
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• パワースイッチが “ACC” または
“ON” のとき (>>> P.248)

 

前席ドア

ロックレバーを施錠側（車の前方向）に
して、ドアハンドルを引いたまま閉める
と施錠できます。

(1) ロックレバー
(2) ドアハンドル

アドバイス
 

前席ドアを閉めるときは、必ずドアハ
ンドルを持ってください。ドアが施錠
されません。

 

後席ドア

ロックレバーを施錠側（車の前方向）に
して、ドアを閉めると施錠できます。
ドアを閉めるとき、ドアハンドルを引い
たままにする必要はありません。

(1) ロックレバー

車内からの施錠・解錠

ロックレバー

ドアを閉めてロックレバーを施錠側（車
の前方向）にすると施錠、解錠側（車の
後ろ方向）にすると解錠できます。

(a) 解錠
(b) 施錠

パワードアロックスイッチ

運転席のパワードアロックスイッチを操
作して施錠・解錠すると、助手席∕後席
∕バックドアも同時に施錠・解錠します。

(a) 施錠
(b) 解錠

(2) (1)

(1)

(b) (a)

(b)
(a)
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チャイルドプルーフ

後席ドアには、車内からドアが開かなく
なるチャイルドプルーフが装備されてい
ます。
後席ドアにあるレバーを LOCK （開かな
い）の位置にすると、車外からのみドア
を開けることができます。
レバーを UNLOCK （開く）の位置にする
と、車内・車外のどちらからも開けるこ
とができます。

(a) LOCK（開かない）
(b) UNLOCK（開く）

警告
 

お子さまを後席に乗せるときは、必ず
チャイルドプルーフを LOCK（開かな
い）位置にしてください。

 

アドバイス
 

万一、車内から開ける場合は、窓から
手を出して外側のドアハンドルをご使
⽤ください。

 

バックドア

警告
 

 荷物をはさむと、半ドア状態になっ
て⾛⾏中にバックドアが開き、思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。
バックドアを閉めるときは、荷物を
はさまないようにしてください。

 火災や盗難などの事故防止のため、
車から離れるときは、EV システムを
止めバックドアを施錠してくださ
い。

 バックドアを開けるときは、周囲に
注意してください。後ろからの車や
歩⾏者にぶつかるなど、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
とくに風が強い日は注意してくださ
い。

 

車外からの施錠・解錠

メカニカルキー

運転席ドアにメカニカルキーを差し込ん
で車の前方向にまわすと施錠、後ろ方向
にまわすと解錠できます。 (>>> P.206)

携帯リモコン

携帯リモコンを使⽤して、バックドアの
施錠・解錠ができます。 (>>> P.206)

リクエストスイッチ

リクエストスイッチを使⽤して、バック
ドアの施錠・解錠ができます。 (>>>
P.207)

(a)

(b)
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車内からの施錠・解錠

パワードアロックスイッチ

パワードアロックスイッチを操作して、
バ ッ ク ド ア の 施 錠・解 錠 が で き ま す。

(>>> P.208)

バックドアが開かないときは

故障や鉛バッテリーあがりなどでバック
ドアが解錠できないときは、スズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。
緊急を要するときは、次の手順で解錠で
きます。

1)後席の背もたれを倒すなどして、作業
スペースを確保します。 (>>> P.223)

2)バックドアのトリムを先端に布をか
ぶせたマイナスドライバー（市販品）
でこじって外します。

(1) バックドアトリム

3)ロック機構部のカバーを開けます。

(1) カバー

4)レバーを矢印の方向へスライドさせ、
ロックを解除します。

(1) レバー

5)レバーをスライドさせたまま内側か
らバックドアを押し上げてください。
バックドアを閉めると、再び施錠され
ます。

注意
 

バックドアを内側から押し開くとき
は、車の後ろに人がいないことやもの
がないことを確認してください。バッ
クドアが勢いよく開き、人やものに当
たるおそれがあります。

 

バックドアの開閉

バックドアを開けるときは、解錠後、バッ
クドアオープナースイッチを押しバック
ドアを持ち上げます。

(1)

(1)

(1)
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(1) バックドアオープナースイッチ

バックドアを閉めるときは、ドア下面右
側の手かけ部を持って引き下げます。
ドアを持って引き下げ、最後は外側から
手で、少し勢いをつけて押し付けます。

(1) 手かけ部

注記
 

ダンパーステーの損傷や作動不良を防
ぐため、次のことをお守りください。
お守りいただかないと、バックドアを
ささえているダンパーステーが円滑に
動かなくなったり、バックドアを開け
たときに、保持できなくなったりする
おそれがあります。
 ステーのロッド部（ドア開閉時に摺

動する棒部分）に傷をつけたり、泥
やビニール片、テープなどの異物を
付着させたりしないでください。

 ステーに手をかけたり、ものをかけ
たりしないでください。

(1) ダンパーステー

 

アドバイス
 

バックドアが完全に閉まっていない場
合は、次の手順を⾏なってください。
 バックドアオープナースイッチを押

してバックドアを開けます。
 バックドアをもう一度閉めます。
 バックドアが完全に閉まっているこ

とを確認してください。
 

(1)

(1)

(1)
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キーレスエントリー
車から約 2 m 以内の範囲で、携帯リモコ
ンの操作部を押すと、すべてのドアを施
錠・解錠できます。
 施錠したときは、ドアハンドルを引い

て施錠されているか確認してくださ
い。

警告
 

火災や盗難などの事故防止のため、車
から離れるときは、EV システムを止め
てドアを施錠してください。

 

注記
 

携帯リモコンには、精密な電子部品が
組み込まれています。電子部品の故障
を防ぐため、次のことをお守りくださ
い。
 インストルメントパネルの上などの

高温になるような場所に置かない
 落下させるなどして、強い衝撃をあ

たえない
 水洗いをしたり、水中に入れたりし

ない
 

アドバイス
 

 キーレスエントリーの作動距離は、
周囲の影響で変わることがありま
す。また、強い電波などが発⽣して
いる場所では、キーレスエントリー
が作動しないことがあります。

 少しの間でも車から離れるときは、
現⾦や貴重品を車内に放置しないで
ください。盗難のおそれがあります。

 携帯リモコンでドアの施錠・解錠が
できないときは、メカニカルキーを
使って施錠・解錠をしてください。

 キーレスエントリーが正しい距離で
作動しないときは、電池の消耗が考
えられます。

 携帯リモコンを必要以上に操作する
と、電池の消耗が早まります。

 携帯リモコンのご購入、暗証コード
の登録については、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご相談くださ
い。

 

アンサーバック機能

キーレスエントリーまたはリクエストス
イッチによるドアの施錠・解錠を知らせ
る機能です。
 アンサーバック機能の設定切替え（カ

スタマイズ）については、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

設定切替え（カスタマイズ）でき
ない機能

設定切替え（カスタマイズ）でき
る機能

次の機能の設定切替え（カスタマイズ）が
できます。

アンサーバック機能
ロック

（施錠）
アンロック

（解錠）
車幅灯、

尾灯、
番号灯

― 約 15 秒間点
灯

インスト
ルメント
パネルの
スイッチ

照明

― 約 15 秒間点
灯
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初期設定（工場出荷時）

 キーレスエントリーの作動と同時に室
内灯を点灯させたい場合は、室内灯ス
イッチを DOOR 位置にします。

 室内灯が約 15 秒間点灯したあとは、
徐々に減光しながら消灯します。

設定切替え時

 キーレスエントリーの作動と同時に室
内灯を点灯または点滅させたい場合
は、室内灯スイッチを DOOR 位置にし
ます。

 室内灯が約 15 秒間点灯したあとは、
徐々に減光しながら消灯します。

アドバイス
 

 フォグランプスイッチが “ON” の位
置にあると、同時にフォグランプも
点灯します。

 センターディスプレイのセッティン
グモードにて、アンサーバック機能

の車外ブザーによる合図を停⽌する
ことができます。 (>>> P.503)

 

タイマーロック機能

盗難防⽌のため、⾃動的にドアを施錠す
る機能です。
 キーレスエントリーで解錠したあと、

約 30 秒以内にいずれのドアも開けな
かったときに⾃動的にドアを施錠しま
す。

 タイマーロック機能が作動すると、セ
キュリティアラームが⾃動的にセット
されます。

 タイマーロック機能が作動した場合
も、ボンネットが開いている場合はセ
キュリティアラームがセットされませ
ん。
ただし、ボンネットが開いている状態
で、タイマーロック機能が作動した場
合は、ボンネットを閉めてから約 20 秒
後にセキュリティアラームがセットさ
れます。

アドバイス
 

リクエストスイッチで解錠したときに
も、タイマーロック機能が作動します。

 

アンサーバック機能
ロック

（施錠）
アンロック

（解錠）
非常点滅

表示灯 1 回点滅 2 回点滅

室内灯 ― 約 15 秒間点
灯

車外
ブザー

1 回吹鳴 2 回吹鳴

アンサーバック機能
ロック

（施錠）
アンロック

（解錠）
非常点滅

表示灯 ― ―

室内灯 2 回点滅 約 15 秒間点
灯

車外
ブザー

― ―
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キーレスプッシュスタート
システム

携帯リモコン

警告
 

 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）を使用し
ている方は、電波が植込み型心臓
ペースメーカーおよび植込み型除細
動器（ICD）の作動に影響をあたえ
るおそれがあります。
キーレスプッシュスタートシステム
の各発信機（下図参照）から約 22
cm以内の範囲に、植込み型心臓ペー
スメーカーおよび植込み型除細動器

（ICD）が近づかないようにしてくだ
さい。

(1) 前席ドア車外発信機
(2) 車室内発信機
(3) バックドア車外発信機
(4) 荷室発信機

 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）以外の医
療用電気機器を使用している方は、
キーレスプッシュスタートシステム
の電波が医療用電気機器の作動に影
響をあたえる場合があるため、医療
用電気機器製造業者などへ影響を確
認してください。

 詳しくは、スズキ販売店またはスズ
キ代理店にお問い合わせください。

 

注意
 

携帯リモコンが発信する電波が、携帯
電話やほかのリモコンなどの無線通信
機器に影響をあたえることがありま
す。必要以上に携帯リモコンやリクエ
ストスイッチ、パワースイッチの操作
をしないでください。

 

アドバイス
 

 携帯リモコンは運転者が所持し、管
理してください。車内にリモコンを
置き忘れないでください。

 盗難などを防ぐため、携帯リモコン
を紛失したときは、すみやかにスズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。

 携帯リモコンは車両と通信すると
き、外的影響を受けやすい微弱な電
波を使⽤しています。次のような使
⽤環境では、正常に作動しないこと
があります。
• 近くにテレビ塔や発電所、放送局

など強い電波やノイズを発⽣する
設備がある

• 携帯電話、無線機などの無線通信
機器やノートパソコンなどと一緒
に所持している

• 携帯リモコンが⾦属製のものと接
していたり、覆われたりしている

• 近くで他車のキーレスエントリー
が使⽤されている

• コインパーキングに駐車している
（車両検出⽤の電波の影響がある

ため）
 

お車には携帯リモコンが 2 個、リモコン
に格納可能なキーが 2 本ついています。

(2) (1)

(1)

(4)

(3)

book.book  214 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



ドアの開閉

215

4

(1) 携帯リモコン
(2) キー

注意
 

携帯リモコンの分解、修理、改造をす
ると、発火や感電、けがのおそれがあ
ります。また、法律により処罰される
ことがあります。
携帯リモコンの分解（電池交換時を除
く）や修理、改造をしないでください。

 

注記
 

携帯リモコンには、精密な電子部品が
組み込まれています。電子部品の故障
を防ぐため、次のことをお守りくださ
い。
 インストルメントパネルの上などの

高温になるような場所に置かない
 落下させるなどして、強い衝撃をあ

たえない
 水洗いをしたり、水中に入れたりし

ない
 磁気を帯びたキーホルダーなどを付

けない
 テレビやオーディオなど磁気を帯び

た機器の近くに置かない
 電気医療機器（マイクロ波治療器や

低周波治療器など）の近くに置いた
り、身につけたまま治療を受けたり
しない所に置かない

 

アドバイス
 

 携帯リモコンは、日本国内でのみご
使⽤ください。

 携帯リモコンの内部に適合証明マー
クが貼り付けてあります。適合証明
マークの消去、改ざんをしないでく
ださい。法律により処罰されること
があります。

 携帯リモコンには、キーを格納して
ください。リモコンの電池が消耗し
ているときや故障したときなどに、
ドアの施錠・解錠ができなくなるお
それがあります。

 1 台の車両で、4 個の携帯リモコンま
で登録できます。

 電池の寿命は使⽤状況によりますが
約 2 年です。

 携帯リモコンは、車両と通信するた
めに常時受信動作をしています。強
い電波を受信し続けたとき、電池を
著しく消耗することがあります。（テ
レビやパソコンなどの強い電波を発
信する電化製品の近くに置いたとき
など）

 携帯リモコンのご購入、暗証コード
の登録については、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご相談ください

 

携帯リモコン電池消耗警告

携帯リモコンの電池切れが近いと、パ
ワースイッチを “ON” にしたときに、メー
ター内のマルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。
電池交換のうえ、警告をリセットしてく
ださい。

(1)

(2)
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リクエストスイッチの作動範
囲

前席のドアハンドルまたはバックドアの
リクエストスイッチ付近から、携帯リモ
コンが約 80 cm 以内にあるときにリクエ
ストスイッチを押すと、施錠・解錠がで
きます。

アドバイス
 

「リクエストスイッチの作動範囲」で
携帯リモコンを所持していても、次
のような状況にあるとリモコンが検
知されず、リクエストスイッチが作
動しない場合があります。
• 携帯リモコンの電池が消耗してい

る
• 携帯リモコンが強い電波やノイズ

の影響を受けている
• 携帯リモコンが⾦属製のものと接

していたり、覆われたりしている
• 携帯リモコンがドアに近づきすぎ

ている
• 携帯リモコンが地面の近くや高い

位置にあったり、お尻のポケット
の中などにあったりして、リクエ
ストスイッチから離れている

 車内の次のような場所に携帯リモコ
ンがあると、電波の状況によっては
リモコンが検知されて、リクエスト
スイッチが作動可能になる場合があ
り、携帯リモコンが車内に閉じ込め
られるおそれがあります。
• インストルメントパネルの上

• 床
• 荷室
• 奥まったところ（収納スペースな

ど）
 リクエストスイッチの作動は、携帯

リモコンが作動範囲にあるドアのみ
となります。例えば、運転席ドアの
作動範囲にリモコンがあると、運転
席ドアにあるリクエストスイッチは
作動しますが、助手席ドアおよび
バックドアにあるリクエストスイッ
チは作動しません。

 車内に予備の携帯リモコンがある
と、そのリモコンが検知され、リク
エストスイッチが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

 

リクエストスイッチ未作動警
告ブザー

車外に持ち出した携帯リモコンがリクエ
ストスイッチの近くにあるとき、以下の
条件で車外ブザーが鳴り、 リクエストス
イッチが未作動であることを警告しま
す。
 パワースイッチが“ACC”または“ON”の

状態で、すべてのドアを閉め、リクエ
ストスイッチを押したとき

 パワースイッチを “LOCK （OFF）” にし
たあと、次のような状況でリクエスト
スイッチを押したとき
• 携帯リモコンを車内に置き忘れ、 別

の携帯リモコンが車外のリクエスト
スイッチの近くにある ※
※ こ の 状 態 で の ブ ザ ー ⾳ は セ ン

ターディスプレイの“ 設定” から
変更できます

• いずれかのドアが開いている
パワースイッチを “LOCK （OFF）” にし
て携帯リモコンを車外に持ち出し、すべ
てのドアを完全に閉めたことを確認して

80 cm

80 cm

80 cm
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から、再度リクエストスイッチを押して
ください。

携帯リモコン閉じ込み防止機
能

携帯リモコンを車内に置き忘れた状態
で、次のような施錠操作をすると⾃動的
にすべてのドアが解錠されます。
 運転席ドアを開けて、運転席ドアの

ロックレバーで施錠操作をしたとき

アドバイス
 

「キーを使わない施錠」をするとき
は、携帯リモコンが手元にあるか確
認してください。リモコンを閉じ込
めてしまうおそれがあります。

 パワースイッチが “ACC” または
“ON” のときは、携帯リモコンの位
置に関係なく、携帯リモコン閉じ込
み防⽌機能が作動します。

 鉛バッテリーが完全にあがっている
ときや接続されていないときは、携
帯リモコン閉じ込み防⽌機能は作動
しません。

 

リクエストスイッチ未作動警
告ブザー∕携帯リモコン閉じ
込み防止機能の検知範囲（車
内）

「車内の検知範囲」は、インストルメント
パネルの上を除く車室内です。

(1) 車内の検知範囲

アドバイス
 

「車内の検知範囲」に携帯リモコンが
あっても、次のような状況にあると
リモコンが検知されず、リクエスト
スイッチ未作動警告ブザーや携帯リ
モコン閉じ込み防⽌機能が作動しな
い場合があります。
• 携帯リモコンの電池が消耗してい

る
• 携帯リモコンが強い電波やノイズ

の影響を受けている
• 携帯リモコンが⾦属製のものと接

していたり、覆われたりしている
• 携帯リモコンが奥まったところや

収納スペースなどにある
• 携帯リモコンがメーターパネルの

手前やサンバイザー、床や荷室に
ある

「車内の検知範囲」に携帯リモコンが
なくても、次のような状況にあると
リモコンが検知され、リクエストス
イッチ未作動警告ブザーや携帯リモ
コン閉じ込み防⽌機能が作動する場
合があります。
• 車外に携帯リモコンがあっても、

ドアに近づきすぎている
• 携帯リモコンがインストルメント

パネルの上や荷室にある
 

(1)
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シートの調節

前席シート

前席シートの調節

警告
 

 運転中にシートを調節しようとする
と、シートが不意に動き思わぬ事故
につながるおそれがあります。
シートの調節は⾛⾏前に⾏なってく
ださい。

 シートベルトを正しく着用しない
と、急ブレーキ時や衝突時などに身
体が拘束されず、重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。
シートベルトの機能を最⼤限に発揮
するために、シートベルトを着用す
る前にシートを調節してください。

 シートバックが起きているときに、
シートベルトは最⼤の効果を発揮す
るように設計されています。
運転中は常にシートバックを起こし
ておいてください。

 必要以上に背もたれを倒すと、万一
のときにシートベルトや SRS エア
バッグシステムが本来の効果を発揮
できず、重⼤な傷害につながるおそ
れがあります。
運転するときは、背もたれを必要以
上に倒さないでください。

 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れると、正しい運転姿勢がと
れないばかりか、シートベルトや
ヘッドレストの効果が十分に発揮で
きず、万一の事故で重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。
背もたれと背中の間にクッションな
どを入れないでください。

 シートの下にものを置かないでくだ
さい。ものがはさまり、次のような
ことが起きて思わぬ事故や故障につ
ながるおそれがあります。

• シートが固定されない
• シート下の部品を損傷する
• 床下にライターやスプレー缶があ

ると、ガスが噴出して火災につな
がるおそれがある

 

注意
 

シートを調節するときは、次のことに
注意してください。
 手や足をはさまれてけがをするおそ

れがあります。
シートの下や可動部に手や足を近づ
けないでください。

 動いたシートにぶつかって、けがを
することがあります。
周囲の状況を確認し、同乗者がシー
トにあたらないように注意してくだ
さい。

 

マニュアルシート（タイプ別装
備）

警告
 

シートが確実に固定されていないと、
⾛⾏中にシートが不意に動き、思わぬ
事故につながるおそれがあります。
シートを調節したあとは、シートを前
後にゆするなどして、確実に固定され
ているか確認してください。

 

注意
 

背もたれから離れてリクライニングレ
バーを操作すると、背もたれが急に起
きあがって、けがをするおそれがあり
ます。
背もたれから離れてリクライニングレ
バーを操作しないでください。
操作するときは、手などを添えて操作
してください。
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マニュアルシートの調節

(a) 前後位置の調節（運転席∕助手席）
スライドレバーを引き上げたまま、
シートを前後に動かします。

(b) 背もたれの角度調節（運転席∕助手
席）
リクライニングレバーを引き上げ
たまま、背もたれを動かします。

(c) 運転席シートの高さ調節（運転席 ）
レバーを引き上げると、シート全体
が高くなるとともに前方に動きま
す。
レバーを押し下げると、シート全体
が低くなるとともに後方に動きま
す。

パワーシート（タイプ別装備）

注記
 

EV システム停止中にパワーシートを
操作すると、鉛バッテリー上がりの原
因となります。

鉛バッテリー保護のため、EV システム
が作動しているときにシート調節を⾏
なってください。

 

パワーシートの調節

(a) 前後位置の調整（運転席）
スイッチを操作して、シートを前後
に動かします。

(b) シートの高さ調節（運転席）
スイッチを操作して、シート全体の
高さを調節します。

(c) 座面前端の高さ調整（運転席）
スイッチを操作して、座面前端の高
さを調節します。

(d) 背もたれの角度調節（運転席）
スイッチを操作して、背もたれをの
角度を調整します。

(e) 腰部の⽀持強さ調節（ランバーサ
ポート）（運転席）
スイッチの前側を押すと、腰部の張
り出し量が多くなります。

(b)

(c)

(a)

(b)
(c)

(a)

(d) (a)

(c)
(e) (b)

(c)

(a)

(b)

(d)

(e)
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スイッチの後ろ側を押すと、腰部の
張り出し量が少なくなります。

前席ヘッドレスト

警告
 

 ヘッドレストを外したまま⾛⾏する
と、後方からの衝突時に乗員の頭部
の後傾を抑えることができないだけ
でなく、急ブレーキ時や衝突時など
に乗員の頭部への衝撃を緩和するこ
とができず、重⼤な傷害につながる
おそれがあります。
ヘッドレストを外したまま、⾛⾏し
ないでください。

 ヘッドレストを前後逆に取り付けた
り、固定が不十分だったりすると、
万一のときにヘッドレストが本来の
効果を発揮できず、重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。
ヘッドレストが前後逆の場合、高さ
調節も固定もできません。
ヘッドレストは、正しい向きで、しっ
かりと固定してください。

 

高さの調節

1)高くするときは、ヘッドレストを手で
持ち上げます。

2)低くするときは、ロックボタンを押し
たままヘッドレストを押し下げます。

3)ロックボタンを押さずにヘッドレス
トを押し下げるなどして、確実に固定
されているか確認してください。

(1) ロックボタン

取り外しかた

ヘッドレストを取り外す必要があるとき
( チャイルドシートの取り付け、清掃、交
換など ) は、ロックボタンを押したまま
引き抜きます。

アドバイス
 

ヘッドレストを取り外すときに十分な
余裕を確保するため、背もたれの角度
調節が必要な場合があります。

 

取り付けかた

ヘッドレストの前後の向きを間違えない
ように、固定される位置まで差し込み、高
さの調節をします。

(1)
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後席シート

後席シートの調節

(1) ラゲッジフロアボード

(a) 後席右側背もたれの角度調節
ロックレバーを引き上げて、背もた
れを動かします。

(b) 後席左側背もたれの角度調節
ロックレバーを引き上げて、背もた
れを動かします。

後席中央は、後席左側と連動して動
きます。

(c) 後席右側前後位置の調節
スライドレバーを引き上げたまま、
シートを前後に動かします。

(d) 後席左側前後位置の調節
スライドレバーを引き上げたまま、
シートを前後に動かします。
後席中央は、後席左側と連動して動
きます。

警告
 

 シートが確実に固定されていない
と、⾛⾏中にシートが不意に動き、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
シートを調節したあとは、シートを
前後にゆするなどして、確実に固定
されているか確認してください。

 シートベルトを正しく着用しない
と、急ブレーキ時や衝突時などに身
体が拘束されず、重⼤な傷害につな
がるおそれがあります。
シートベルトの機能を最⼤限に発揮
するために、シートベルトを着用す
る前にシートを調節してください。

 シートの下にものを置かないでくだ
さい。ものがはさまり、次のような
ことが起きて思わぬ事故や故障につ
ながるおそれがあります。
• シートが固定されない
• シート下の部品を損傷する
• 床下にライターやスプレー缶があ

ると、ガスが噴出して火災につな
がるおそれがある

 

注意
 

シートを動かすときは、次のことに注
意してください。
 ラゲッジフロアボードに指や手がは

さまれてけがをする。

(a) (b)

(c) (d)

(a) (b)

(d)
(c)

(1)
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 荷物が倒れたときに身体がはさまれ
てけがをする。

 

注記
 

ラゲッジフロアボードも連動して前後
に動きますので、ボードの上に荷物が
ある場合はいったん降ろしてからシー
トを動かしてください。

 

後席ヘッドレスト

ヘッドレストは、事故の際に首のけがの
リスクを軽減するように設計されていま
す。

警告
 

 ヘッドレストを外したまま⾛⾏する
と、後方からの衝突時に乗員の頭部
の後傾を抑えることができないだけ
でなく、急ブレーキ時や衝突時など
に乗員の頭部への衝撃を緩和するこ
とができず、重⼤な傷害につながる
おそれがあります。
⾛⾏する際は正しくヘッドレストを
取り付けてください。

 ヘッドレストを前後逆に取り付けた
り、固定が不十分だったりすると、
万一のときにヘッドレストが本来の
効果を発揮できず、重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。
ヘッドレストが前後逆の場合、高さ
調節も固定もできません。
ヘッドレストは、正しい向きで、しっ
かりと固定してください。

 

注意
 

取り外したヘッドレストを、客室内に
放置すると、急ブレーキをかけたとき
などに飛び出し、乗員やものなどに当
たって、思わぬけがや破損のおそれが
あります。

取り外したヘッドレストは、ラゲッジ
アンダーボックスなどに格納して、客
室内に放置しないでください。

 

アドバイス
 

ヘッドレストを取り外すときに十分な
余裕を確保するため、背もたれを前方
に倒すことが必要な場合があります。

 

後席外側シート

後席外側シートのヘッドレストを使⽤す
るときは、収納位置から引き上げ、しっ
かりと固定します。

高さの調節

1)高くするときは、ヘッドレストを手で
持ち上げます。

2)低くするときは、ロックボタンを押し
たままヘッドレストを押し下げます。

3)ロックボタンを押さずにヘッドレス
トを押し下げるなどして、確実に固定
されているか確認してください。

(1) ロックボタン

取り外しかた

ヘッドレストを取り外す必要があるとき
( チャイルドシートの取り付け、清掃、交
換など ) は、ロックボタンを押したまま
引き抜きます。

(1)
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アドバイス
 

ヘッドレストを取り外すときに十分な
余裕を確保するため、背もたれの角度
調節が必要な場合があります。

 

取り付けかた

ヘッドレストの前後の向きを間違えない
ように、固定される位置まで差し込み高
さの調節をします。

後席中央シート

後席中央シートのヘッドレストを使⽤す
るときは、収納位置から引き上げ、しっ
かりと固定します。

警告
 

ヘッドレストを外した状態または収納
時の位置で、後席中央シートに人を乗
せないでください。

 

収納時の位置

収納するときは、ロックボタンを押した
ままヘッドレストを一番下まで押し下げ
ます。

(1) ロックボタン

取り外しかた

ヘッドレストを取り外す必要があるとき
( チャイルドシートの取り付け、清掃、交
換など ) は、ロックボタンを押したまま
引き抜きます。

取り付けかた

ヘッドレストの前後の向きを間違えない
ように、固定される位置まで差し込みま
す。

背もたれの倒しかた∕起こし
かた

背もたれを前方へ倒すと、荷室が広く使
えます。

警告
 

 背もたれを倒すときは、シートベル
トを外し、ねじれがないように収納
してください。シートベルトの損傷
を防ぐことができます。

 背もたれが倒れるとき、乗員に当
たって思わぬけがをする恐れがあり
ます。
背もたれを倒すときは、乗員の安全
を確保してください。

 倒した背もたれの上や荷室に人を乗
せると、急ブレーキ時や衝突時など
に、人が投げ出されて重⼤な傷害に
つながるおそれがあります。

(1)
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倒した背もたれの上や荷室に人を乗
せないでください。

 背もたれを倒したときは、荷物が確
実に固定されていることを確認して
ください。加速やブレーキ、衝突の
ときなどに荷物が飛び出し、思わぬ
事故やけがをするおそれがありま
す。

 シートが確実に固定されていない
と、⾛⾏中にシートが不意に動き、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
シートを調節したあとは、シートを
前後にゆするなどして、確実に固定
されているか確認してください。

 

注意
 

シートを動かすとき、手足をはさんだ
り、身体に当たったりするとけがのお
それがあります。
シートを動かすときは、手足をはさん
だり、身体に当てたりしないように気
をつけてください。

 

注記
 

 背もたれを倒す前に、後席シートか
ら荷物を移動させてください。背も
たれを倒したときに、シートが損傷
したり、シートベルト警告ブザーが
作動するおそれがあります。

 後席中央の背もたれを倒して使用す
るときは、荷物などで強い力をかけ
たり、ドリンクホルダーを損傷しな
いよう注意してください。

 背もたれを元に戻すときは、ロック
部品が損傷しないように慎重に⾏
なってください。手を使わないで戻
したり、無理な力をかけたりしない
でください。

 

後席外側背もたれの倒しかた

1)後席中央の背もたれが倒れている場
合は、元にもどしてください。

2)ヘッドレストは一番低い位置へ調節
します。 (>>> P.222)

3)シートベルトを外して格納します。格
納するときは、シートベルトにねじれ
がないことを確認してください。

4)シートベルトのバックルを格納しま
す。

5)背もたれ肩部のロックレバーを引い
たまま、背もたれを前方へ倒します。
後席中央は、後席左側と連動して動き
ます。
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(1) ロックレバー

アドバイス
 

背もたれを倒す時に、ヘッドレストが
前席に当たる場合は、前席の前後位置
や背もたれの角度を調節してくださ
い。

 

後席外側背もたれの起こしかた

1)シートベルトが格納位置にあること
を確認します。

2)背もたれを起こし、固定される位置ま
で背もたれを車の後ろ方向へ押し付
けます。後席中央は、後席左側と連動
して動きます。

3)背もたれを前後にゆすって、確実に固
定されているか確認してください。

警告
 

背もたれを起こすときにシートベルト
がはさまれて損傷すると、事故などの
ときに正常に機能せず、重⼤な傷害に
つながるおそれがあります。
シートベルトが格納位置にあることを
確認してください。

 

後席中央背もたれの倒しかた

後席中央の背もたれは独⽴して倒すこと
ができ、長い荷物を積むことができます。
また、アームレストとしても使⽤できま
す。 (>>> P.413)

1)背もたれを倒す前に、ヘッドレストは
一番低い位置へ調節します。 (>>>
P.222)

2)シートベルトを外して格納します。格
納するときは、シートベルトにねじれ
がないことを確認してください。

3)シートベルトのバックルを格納しま
す。

(1) (1)
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4)ストラップを引いたまま、後席中央の
背もたれを前方へ倒します。

(1) ストラップ

注意
 

荷物の固定などに、ロック部品やスト
ライカーを使用しないでください。ま
た、ロック部品やストライカーに砂な
どの異物を付着させないでください。
ロック部品が損傷したりストライカー
が曲がったりして、背もたれが固定で
きなくなるおそれがあります。

(1) ロック部品
(2) ストライカー

 

後席中央背もたれの起こしかた

1)後席中央のシートベルトが格納位置
にあることを確認します。

2)背もたれを起こし、固定される位置ま
で背もたれを車の後ろ方向へ押し付
けます。

3)背もたれを前後にゆすって、確実に固
定されているか確認してください。

警告
 

背もたれを起こすときにシートベルト
がはさまれて損傷すると、事故などの
ときに正常に機能せず、重⼤な傷害に
つながるおそれがあります。
シートベルトが格納位置にあることを
確認してください。

 

注意
 

シートを起こすとき、ロック部品やス
トライカーに手をはさまないように気
をつけてください。

 

(1)

(1)

(2)
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注記
 

ストライカー周辺に異物があると背も
たれが固定されない原因となります。
背もたれを起こすときは、ストライ
カー周辺に異物がないことを確認して
ください。
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ハンドル∕ミラー

ハンドル

テレスコピック＆チルトステ
アリング

警告
 

 ⾛⾏中にハンドル位置を調節する
と、運転を誤って思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
ハンドル位置は必ず⾛⾏前に調節し
てください。

 ハンドルが確実に固定されていない
と、ハンドルの位置が不意に動き、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
調節後はハンドルを上下にゆすっ
て、確実に固定されているか確認し
てください。

 

調節のしかた

調整⽤のレバーはハンドル下にありま
す。

1)ハンドルの固定を解除します。
2)ハンドルを前後・上下に動かし、適切

な位置に調節します。
調節後は、ハンドルを固定します。

3)調節後はハンドルを上下にゆすって、
確実に固定されているか確認してく
ださい。

(a) 固定
(b) 解除

ホーンスイッチ

パワースイッチの位置に関係なく使⽤で
きます。ハンドルのホーンマークがつい
ている部分を押すと、ホーンが鳴ります。

(a)

(b)
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ミラー

ルームミラー

警告
 

 センサーに触れたり、センサーを
覆ったりしないでください。システ
ムが正常に作動しなくなる可能性が
あります。日よけ、ステッカー、ア
クセサリー、荷物などでセンサーを
さえぎると、周囲の明るさを正確に
感知できなくなります。

 ⾛⾏中にルームミラーの調節をする
とハンドル操作を誤ったり、前方不
注意となったりして、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。
ルームミラの調節は⾛⾏前に⾏なっ
てください。

(1) センサー

 

注意
 

ミラーに力をかけないでください。重
いものを取り付けたり、手のささえに
したりすると、ミラーが破損するおそ
れがあります。

 

ルームミラーの角度調節

ミラー全体を動かして角度を調節しま
す。
⾃動防眩機能は、パワースイッチが “ON”
のときに使⽤でき、後続車のライトの反
射を⾃動的に減少させます。
 ⾃動防眩機能は常に作動します。
 シフトポジションを “R” にしていると

きは、⾃動防眩機能が作動しません

ドアミラー

警告
 

⾛⾏中にドアミラーを調節すると、前
方不注意で思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
ドアミラーは必ず⾛⾏前に調節してく
ださい。

 

ドアミラーの角度調節

ドアミラーは、お車の側面が⾒えるよう
に調節します。
調節するスイッチは、運転席ドアにあり
ます。調節は、パワースイッチが “ACC”
または “ON” の位置にあるときにできま
す。

1)左右切替えスイッチを、調節したいミ
ラーの側に押します。

2)角度調節スイッチを押して、上下左右
にミラーを動かします。

(1)

(1)
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3)調節後は、左右切替えスイッチを中⽴
位置へもどします。

(1) 左右切り替えスイッチ（左）
(2) 左右切り替えスイッチ（右）

ドアミラーの格納

警告
 

ドアミラーを格納したまま⾛⾏する
と、後方の確認ができず、事故を起こ
すおそれがあります。
ドアミラーは、格納したまま⾛⾏しな
いでください。

 

注意
 

 ドアミラーを動かすときは、次のこ
とに注意してください。けがをした
り、ミラーが破損したりする原因と
なります。
• ドアミラーの周囲に人やものがな

いか確認する
• 動いているドアミラーに触れない

 手でドアミラーを通常の位置にもど
すとドアミラーの固定が不完全にな
るため、⾛⾏中の振動や⾛⾏風など
でドアミラーが動くおそれがありま
す。
格納スイッチでドアミラーを格納し
たときは、手でドアミラーを通常の
位置にもどさないでください。その
場合は、スイッチを通常の位置に押

して、確実にドアミラーを固定して
ください。

 

ドアミラー格納スイッチ

狭い場所で駐車するときは、ドアミラー
を格納してください。ドアミラー格納ス
イッチを操作して、格納・通常の位置に
動かします。運転前に、ドアミラーが通
常の位置にあることを確認してくださ
い。

(a) 格納
(b) AUTO
(c) 通常

リモート格納ミラー

ドアミラー格納スイッチが “AUTO” の位
置にあるときは、ドアの施錠やパワース
イッチの操作と連動して、ドアミラーが
⾃動的に格納と通常の位置に切り替わり
ます。

RL

(1) (2)

(a)

(c)

(a)

(b)

(c)
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 キーレスエントリーまたはリクエスト
スイッチでドアを施錠すると、⾃動的
にドアミラーが格納されます。

 通常の位置にもどすときは、パワース
イッチを “ACC” または “ON” にします。

注記
 

ドアミラーが凍結したまま動作を繰り
返すと、故障の原因となります。
ドアミラーが凍結するような寒冷時
は、リモート格納ミラーの機能を停止
してください

 

アドバイス
 

 ドアをキーまたはロックレバーで施
錠すると、ドアミラーが⾃動的に格
納されません。

 ドアミラー格納スイッチが格納の位
置にあるときは、パワースイッチを
“ACC” または “ON” にしたときに、
ドアミラーが⾃動的に通常の位置に
もどりません。

 タイマーロック機能が作動すると、
ドアミラーが⾃動的に格納されま
す。 (>>> P.213)

 

ドアミラーヒータースイッチ

ドアミラーヒーターは、リヤデフォッ
ガーと連動します。 (>>> P.392)

サイドアンダーミラー

助手席側ドアミラー下部にあります。
停車時およびごく低速時に、車両左側下
部を確認するときに使⽤します。

(1) 主鏡
(2) サイドアンダーミラー 1
(3) サイドアンダーミラー 2

サイドアンダーミラーから⾒える
範囲

ミラーから⾒える範囲は姿勢によって異
なります。

(a) サイドアンダーミラー1 で⾒える範
囲

(b) サイドアンダーミラー2 で⾒える範
囲

(3) (2)

(1)

(b)(a)

(a)

(b)
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注意
 

ミラーだけにたよらず車から降りて⾃
分の目で直接確かめるなど、周囲の安
全をよく確認してから車を発進させて
ください。

 

アドバイス
 

サイドアンダーミラーの鏡面は固定式
です。鏡面の角度調節はできません。
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ウインドーの開閉

ウインドー

パワーウインドー

パワースイッチが “ON” のときに、パワー
ウインドースイッチを操作すると、ウイ
ンドーの開閉ができます。

警告
 

 ウインドーの開閉操作をするとき、
誤って手足や首などが挟み込まれ、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
ウインドーを操作するときは、次の
ことに注意してください。
• 運転者は⾃身だけでなく他の乗員

にもウインドー開閉操作に注意を
払わせてください。

• お子さまにはウインドースイッチ
を操作させないでください。

• お子さまを乗せているときは常に
ウインドーロックスイッチをロッ
ク 位 置 に し て く だ さ い。(>>>
P.234)

• 車から離れるときは必ずパワース
イッチを “LOCK （OFF）” にし、
キーを携帯してお子さまと一緒に
離れてください。

• 運転席で他席のウインドーを開閉
するときは、開閉操作の前に、他
の乗員やお子さまが、手や顔を出
していないかを必ず確認し、声か
けをしてから操作してください。

 窓から手を入れてパワーウインドー
スイッチを操作すると、手や首をは
さむおそれがあり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。
窓から手を入れてパワーウインドー
スイッチを操作しないでください。

 

注意
 

ウインドーガラスを開閉するとき、ガ
ラスに触れると、巻き込まれてけがを
するおそれがあります。
ウインドーガラスを開閉するときは、
ガラスに触れないでください。

 

注記
 

EV システム停止中にウインドーを開
閉すると、鉛バッテリーあがりの原因
となります。
鉛バッテリー保護のため、EV システム
が作動しているときにウインドーの開
閉を⾏なってください。

 

アドバイス
 

 ⾛⾏中に後席ウインドーだけを開け
ていると、耳を圧迫するような⾳が
発⽣する場合があります。これは開
いているウインドー周辺の気圧変動
にともなう現象で、異常ではありま
せん。空のビンなどの口に、横から
息を吹きかけたときに⾳が鳴る現象
と同じです。
後席ウインドーを開けたままでこの
⾳を軽減したい場合は、次のような
方法があります。
• 前席ウインドーも開ける。
• 後席ウインドーの開き具合を変え

る。例えばウインドーが全開なら
半開にする。

 ⾛⾏中に前席ウインドーだけを開け
ていると、後席ウインドーだけを開
けている場合と同様に耳を圧迫する
ような⾳が発⽣する場合がありま
す。
前席ウインドーを開けたままでこの
⾳を軽減したい場合は、次のような
方法があります。
• 後席ウインドーも開ける。
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• 前席ウインドーの開き具合を変え
る。例えばウインドーが全開なら
半開にする。

 

ウインドーロックスイッチ

運転席ドアにあるウインドーロックス
イッチを押すと、表示灯が点灯し助手席
∕後席ウインドーの開閉ができなくなり
ます。
ロックを解除するときは、スイッチをも
う一度押し、表示灯を消灯させます。

(1) 表示灯

アドバイス
 

ウインドーロックスイッチがロック位
置のときでも、運転席ウインドーは開
閉できます。

 

運転席での開閉

運転席で各席のウインドーの開閉ができ
ます。
 ウインドースイッチを操作している間

だけ開閉します。スイッチから手を離
すと、ウインドーはその位置で⽌まり
ます。（運転席ウインドーのオート機構
を除く）

 すべてのウインドーにはオート機構が
装備されていて、運転席から操作でき
ます。

(1) 運転席ウインドースイッチ
(2) 助手席ウインドースイッチ
(3) 右後席ウインドースイッチ
(4) 左後席ウインドースイッチ

(a) 閉まる
(b) 開く

助手席、後席での開閉

⾃席のウインドーを開閉できます。
 ウインドースイッチを操作している間

だけ開閉します。スイッチから手を離
すと、ウインドーはその位置で⽌まり
ます。

 すべてのウインドーにはオート機構が
装備されています。

 お子さまを乗せているときは、運転席
ドアのウインドーロックスイッチを
ロ ッ ク 位 置 に し て く だ さ い｡ (>>>
P.234)

(1) ウインドースイッチ

(a) 閉まる

(1)

(1)
(3)

(4)
(2)

(a)

(b)

(a) (1)

(b)

book.book  234 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



ウインドーの開閉

235

4

(b) 開く

アドバイス
 

ウインドーロックスイッチがロック位
置のときは、助手席∕後席ウインドー
の開閉ができません。

 

ウインドーのオート機構

ウインドースイッチを強く操作すると、
オート機構が作動してスイッチから手を
離しても⾃動で全開または全閉します。
途中で⽌めたいときは、操作した方向と
逆の方向に軽く操作します。

ウインドーのオフディレイタ
イマー機能

パワースイッチを“ON”の位置から“ACC”
または “LOCK （OFF）” にしたあとでも、
30 秒以内は開閉が可能です。

アドバイス
 

30 秒以内でも、運転席または助手席の
ドアを開けると、運転席ウインドーの
開閉ができません。

 

はさみ込み防止機構

安全装置として、はさみ込み防⽌機構が
あります。
 オート機構を作動させて⾃動で閉めて

いるときに、異物をはさみ込むなどし
てウインドーに一定以上の負荷がかか
ると、ウインドーの動く方向が反転し、
少し開いて停⽌します。（過負荷検知方
式）

警告
 

はさまれる異物の形状や硬さ、はさま
れかたによっては過負荷検知されず、

はさみ込み防止機構が作動せず、重⼤
な傷害を受けるおそれがあります。
ウインドーの開閉操作は、十分に注意
して⾏なってください。

 

注意
 

はさみ込み防止機構は、ウインドーが
閉まりきる直前に、はさみ込みを検知
できない領域があり、指などをはさみ
けがをするおそれがあります。
ウインドーが閉まりきる直前は、とく
に指などをはさまないように気をつけ
てください。

 

アドバイス
 

 はさみ込み防⽌機構は、スイッチを
引き上げ続けた状態では作動しませ
ん。

 ウインドーの故障で、はさみ込み防
⽌機構が作動し、⾃動で閉めること
ができない場合があります。この場
合、運転席ウインドースイッチを引
き上げ続けると、完全に閉めること
ができます。

 悪路などを⾛⾏中にウインドーを⾃
動で閉めると、衝撃や荷重がウイン
ドーに加わって、はさみ込み防⽌機
構が作動することがあります。

 

はさみ込み防止機構の初期設定が
必要なとき

次のような場合は、ウインドーが⾃動で
開かなくなるとともに⾃動で閉めたとき
に、はさみ込み防⽌機構が作動しなく
なってしまいます。

「初期設定のしかた」をお読みになり、初
期設定を⾏なってください。 (>>>
P.236)
 鉛バッテリーの端子を外したとき
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 ヒューズを点検・交換したとき
 鉛バッテリーあがりがおきたとき

警告
 

はさみ込み防止機構は、初期設定が完
了するまで作動しないため、思わぬ事
故につながるおそれがあります。
はさみ込み防止機構は、必ず初期設定
してください。

 

アドバイス
 

ウインドーが⾃動で開くことも閉める
こともできなくなった場合も、初期設
定を⾏なってください。

 

初期設定のしかた

はさみ込み防⽌機構の初期設定は次の手
順で⾏なってください。

1)EV システムを始動します。 (>>>
P.248)

2)ウインドースイッチを押し続け、ウイ
ンドーを完全に開けます。

3)ウインドーが停⽌したら、スイッチか
ら手を離します。

4)もう一度ウインドースイッチを 10 秒
以上押し続けてください。

5)ウインドースイッチを引き上げ続け、
ウインドーを完全に閉めます。

6)ウインドーが停⽌したら、スイッチか
ら手を離します。

7)もう一度ウインドースイッチを 10 秒
以上引き上げ続けてください。

8)ウインドーが⾃動開閉できるように
なったか確認します。

 手順 1 〜 7 を何度繰り返してもウイン
ドーが⾃動開閉できない場合、システ
ムの異常が考えられます。スズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受けて
ください。

リモートパワーウインドー

パワースイッチが “LOCK （OFF）” の位
置にあるときに、車外から携帯リモコン
を使⽤して、ウインドー開閉することが
できます。
 開けるときは、操作部（アンロックス

イッチ）を押し続けてください。
安全のため、ウインドーは完全に開き
ません。

 閉めるときは、操作部（ロックスイッ
チ）を押し続けてください。

(1) 操作部（ロックスイッチ）
(2) 操作部（アンロックスイッチ）

警告
 

リモートパワーウインドーを操作する
ときは、開閉操作の前に、他の乗員や
お子さまが、手や顔を出していないか
を必ず確認し、声かけをしてから操作
してください。
また、お子さまにはリモートパワーウ
インドーを操作させないでください。
誤って手足や首などが挟み込まれ、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

 

キー連動パワーウインドー

パワースイッチが “LOCK （OFF）” の位
置にあるときに、車外からメカニカル

(1)

(2)
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キーを使⽤して、ウインドー開閉するこ
とができます。
 開けるときは、メカニカルキーを差し

込んで、車の後ろ方向にまわして保持
します。

 閉めるときは、メカニカルキーを差し
込んで、車の前方向にまわして保持し
ます。

(a) 閉まる
(b) 開く

警告
 

キー連動パワーウインドーを操作する
ときは、開閉操作の前に、他の乗員や
お子さまが、手や顔を出していないか
を必ず確認し、声かけをしてから操作
してください。
また、お子さまにはキー連動パワーウ
インドーを操作させないでください。
誤って手足や首などが挟み込まれ、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

 

アドバイス
 

この機能を有効にするには、あらかじ
め設定が必要です。スズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談ください。

 

(a)

(b)
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運転するときは
出発の前に

運転するとき

発進

通常の発進

1)EVシステムを始動する前に、充電ケー
ブルが外れていることを確認してく
ださい。

2)EV システムを始動します。 (>>>
P.248)

3)ブレーキペダルを右足でしっかり踏
み込みます。

4)前進時は “D”、後退時は “R” にダイヤ
ルシフトを回し、ダイヤルシフトの位
置を目で確かめます。

5)パーキングブレーキを解除し、メー
ター内の電動パーキングブレーキ作
動表示灯の消灯を確認します。

6)ブレーキペダルからゆっくりと足を
離し、アクセルペダルをゆっくり慎重
に踏んで発進します。

注意
 

パワースイッチを確実に押せていない
場合、EV システムが始動していないこ
とがあります。EV システムが始動して
いない状態でダイヤルシフトを“R”ま
たは “D” に入れても車は動きません。
この状態で発進しようとすると、坂道
などで意図しない方向に車が動き、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。EV システムを始動するときは、パ
ワースイッチを確実に押し、表⽰灯や
警告灯などで、EV システムが始動して
いることを確認してください。

 

急な上り坂での発進

1)EVシステムを始動する前に、充電ケー
ブルが外れていることを確認してく
ださい。

2)EV システムを始動します。 (>>>
P.248)

3)ブレーキペダルを右足でしっかり踏
み込みます。

4)前進時は “D”、後退時は “R” にダイヤ
ルシフトを回し、ダイヤルシフトの位
置を目で確かめます。

5)パーキングブレーキスイッチを引き、
パーキングブレーキをかけます。

6)車が動き出す感触を確認しながら、
パーキングブレーキを解除して、アク
セルペダルをゆっくり慎重に踏んで
発進します。

アドバイス
 

上り坂ではヒルホールドコントロール
が作動し、急な上り坂での発進時に車
が 後 退 す る こ と を 一 定 時 間 防 ぎ ま
す。(>>> P.374)

 

⾛⾏

警告
 

⾛⾏中にダイヤルシフトを“N”に入れ
ると、回⽣ブレーキがまったく効かな
いため、思いがけない事故の原因とな
ります。
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緊急時以外は、⾛⾏中にダイヤルシフ
トを “N” に入れないでください。

 

一時停止

1)ダイヤルシフトは⾛⾏位置のままで
停車し、ブレーキペダルをしっかり踏
み込みます。
 急な坂道で一時停⽌するときは、必

要に応じてパーキングブレーキを
かけます。

 停車時間が長くなりそうなときは、
ダイヤルシフトを “N” に入れます。

2)再発進するときに間違えないよう、
メーター内の表示でダイヤルシフト
の位置と、パーキングブレーキが解除
されていることを確かめます。

警告
 

ダイヤルシフトが “P” または “N” 以
外に入っていると急発進して思わぬ事
故につながるおそれがあります。
不必要にアクセルペダルを踏み込まな
いでください。

 

注記
 

上り坂などで、アクセル操作で車を停
止させようとすると、EV システムや
eAxle オイルが過熱し、故障の原因と
なります。
上り坂などで、アクセル操作でバラン
スをとるなどして車を停止させようと
しないでください。

 

駐車

1)車を完全に⽌めます。
2)ブレーキペダルを踏んだまま、パーキ

ングブレーキをしっかりとかけます。
(>>> P.264)

3)ブレーキペダルを踏んだまま、P ポジ
ションスイッチを押します。

(1) P ポジションスイッチ

4)パワースイッチを押して “LOCK
（OFF）” に戻し、EV システムを停⽌

します。
5)ブレーキペダルからゆっくりと足を

離します。

警告
 

P ポジションスイッチを押さないとシ
フトロックが作動せず、誤操作などで
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。
駐車するときは、P ポジションスイッ
チを押してから EV システムを止めて
ください。

 

クリープ現象に注意して

車両が停車しているとき、シフトポジ
ションが “P” または “N” 以外になってい
ると、アクセルペダルを踏まなくても車
がゆっくり動きます。これをクリープ現
象といいます。

アドバイス
 

シフトポジションが “P” または “N” 以
外のときは、ブレーキペダルをしっか
り踏んでください。

 

(1)
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ペダルの踏み間違いに注意

ペダルの踏み間違いを防ぐため、EV シス
テムを始動する前にアクセルペダルとブ
レーキペダルを実際に足で踏んで、位置
を確認してください。

警告
 

アクセルペダルとブレーキペダルを踏
み間違えると、思わぬ事故につながる
おそれがあります。
ペダルの踏み間違いには注意してくだ
さい。

 

後退

正しい運転姿勢

車を後退させるときは身体をひねった運
転姿勢になり、ペダルが踏みにくくなり
ます。ブレーキペダルやアクセルペダル
が確実に踏める姿勢で運転操作をしてく
ださい。

前進や後退を繰り返すとき

車庫入れなどで前進や後退を繰り返すと
きは、完全に停車させてから、次の前進
あるいは後退の操作を⾏なってくださ
い。

アドバイス
 

前進と後退を繰り返すときなどは、ダ
イヤルシフトを “R” に入れていたこと
を忘れることがあります。車を後退さ
せたあとは、すぐに “R” から “N” に入
れる習慣をつけてください。

 

ブレーキペダルは右足で踏む

左足では適切なブレーキ操作ができませ
ん。ブレーキペダルは右足で踏む習慣を
つけてください。

(1) ブレーキペダル
(2) アクセルペダル

ブレーキペダルに足を乗せた
まま⾛⾏しない

注意
 

ブレーキ部品が早く摩耗したり、ブ
レーキ性能が急激に低下して、効きが
悪くなるおそれがあります。
ブレーキペダルに足を乗せたまま⾛⾏
しないでください。

 

長い下り坂では回⽣ブレーキ
を使用する

下り坂でブレーキペダルを連続して踏み
続けると、ブレーキが過熱して効かなく
なるおそれがあります。長い下り坂を⾛
⾏するときは、通常のブレーキと併せて
回⽣ブレーキを使⽤してください。

警告
 

駆動用バッテリーの充電レベルが高く
なると、回⽣エネルギー（回収してい
る電力量）が制限されるため、回⽣ブ
レーキが働かずブレーキ部品が過熱し

(1)

(2)
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て、ブレーキが効かなくなるおそれが
あります。

 

注記
 

下り坂ではパワースイッチを “LOCK
（OFF）” にしないでください。EV シ

ステムが損傷するおそれがあります。
緊急時以外は、⾛⾏中に EV システム
を停止しないでください。

 

アドバイス
 

回⽣ブレーキは、急な下り坂で一定の
車速を保ち、運転者を補助します。

 

⾛⾏中はニュートラルにしな
い

注意
 

⾛⾏中にダイヤルシフトを “N”
（ニュートラル）に入れると、回⽣ブ

レーキがまったく効かないため、思わ
ぬ事故の原因となります。
緊急時以外は、⾛⾏中にダイヤルシフ
トを “N”（ニュートラル）に入れない
でください。

 

ライターやメガネなどを放置
しない

警告
 

 炎天下で駐車すると、車内が高温に
なるため、ライターやスプレー缶の
⾃然発火や爆発による火災、メガネ
やカード、CD ケースなどの変形や
ひび割れ、炭酸飲料缶の破裂を起こ
すおそれがあります。
炎天下で駐車するときは、車内にラ
イターやスプレー缶、プラスチック
製品（メガネやカード、CD ケース
など）や炭酸飲料缶を放置しないで
ください。

 荷物を押し込んだときやシートを動
かしたときに、ガスが噴出して火災
につながるおそれがあります。
操作部が露出しているライターやス
プレー缶をグローブボックスや小物
入れなどに入れたり、床やシートの
すきまに落としたままにしたりしな
いでください。

 

車から離れるときは

警告
 

EV システムを始動したまま車から離
れないでください。万一、シフトポジ
ションが “P” 以外に入っていると、車
がひとりでに動き出すおそれがありま

book.book  243 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



出発の前に

244

5

す。また、車に乗り込むときに誤って
ダイヤルシフトを動かしたりアクセル
ペダルを踏み込んだりして、思わぬ急
発進のおそれがあります。

 

車から離れるときは EV システ
ムを止めてドアを施錠

少しの間でも車から離れるときは、現⾦
や貴重品を車内に放置しないでくださ
い。盗難のおそれがあります。

警告
 

“READY” 表⽰灯が点灯した状態で車
から離れると、火災や盗難など思わぬ
事故につながるおそれがあります。
車から離れるときは、“READY” 表⽰
灯が点灯したまま離れないでくださ
い。

 

EV システムを始動したまま仮
眠しない

警告
 

EV システムを始動したまま仮眠しな
いでください。無意識にダイヤルシフ
トを動かしたり、アクセルペダルを踏
み込んだりして、事故につながったり、
最悪の場合には死亡につながるおそれ
があります。

 

アクセルペダルとブレーキペ
ダルの両方が踏み込まれたと
き

アドバイス
 

⾛⾏中にアクセルペダルとブレーキペ
ダルの両方が踏み込まれたときに、ブ
レーキ効果を優先させるため、ブレー
キオーバーライドシステムにより EV
システムの出力が抑制される場合があ
ります。

 

ブレーキについて

車両を停⽌させるのに必要な距離（制動
距離）は、車両の速度が速くなるにつれ
て長くなります。
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停⽌する際は、停⽌地点との間に十分な
距離があるときにブレーキペダルを踏み
始め、徐々に減速してください。

警告
 

ブレーキ装置が濡れると、ブレーキ性
能が低下し、思いがけない動きをする
ことがあります。
水たまり⾛⾏後や洗車後は、効きが回
復するまで低速で繰り返しブレーキを
軽く踏み、ブレーキ装置のしめりを乾
かしてください。

 

パワーアシストブレーキ

お車にはパワーアシストブレーキが装備
されています。EV システムの停⽌やその
他の故障によりブレーキアシストが失わ
れた場合でも、システムは予備の電力で
作動し、ブレーキペダルを踏み込み続け
ることで車両を停⽌させることができま
す。
ブレーキペダルを踏み込むと予備の電力
の一部が消費され、踏むたびに減少する
ため、ブレーキペダルは均一な力で踏み、
ポンピングブレーキはしないでくださ
い。

警告
 

ブレーキシステムに予備の電力がなく
なった場合でも、通常より強くブレー
キペダルを踏み込むことで車両を停止

することはできます。ただし、停止距
離が長くなる場合があります。

 

4WD 車を運転するときは

4WD 車には特有の操作上の注意がありま
す。正しい取扱いをしてください。

路面の状況に注意して⾛⾏する

注意
 

4WD 車は、雪道、急坂路、砂地、ぬか
るみなどのタイヤがスリップしやすい
路面で優れた⾛⾏性能を発揮します
が、万能ではありません。また、オフ
ロード（不整地）、ラリー専用車ではあ
りません。駆動系部品に悪影響をあた
えるおそれがありますので、次のこと
をお守りください。
 砂地やぬかるみなど、タイヤが空転

しやすいところでは連続⾛⾏しない
でください。

 ブレーキ性能は 2WD 車と比べてほ
とんど差がありません。滑りやすい
路面での⾛⾏には十分車間距離を
とってください。アクセル、ハンド
ル、ブレーキの操作も、2WD 車と同
様に慎重に⾏なってください。

 渡河⾛⾏や冠水した道路（場所）を
⾛⾏しないでください。
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急発進および後退速度の抑制
（ドライブスタートコントロー

ル（シフト操作時急発進抑制、
後退時速度制限））

急発進の抑制制御

アクセルペダルを踏み込んだまま、次の
ようにシフトポジションを切りかえたと
き、EV システム出力を抑制することがあ
ります。
 “R” に切りかえたとき ※
 “P” または “R” から、“D” などの前進シ

フトポジションに切りかえたとき ※
※ 状況によっては操作できない場

合があります。
このとき、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。表示された画面の指示に従ってくだ
さい。

後退速度の抑制制御

後退時の速度が所定以下となるように
EV システム出力を抑制 ※ します。
後退速度の抑制制御が作動しているとき
は、マルチインフォメーションディスプ
レイに “ 速度抑制中 ” が表示されます。

※ 状況によっては所定の速度以下
に 抑 制 で き な い 場 合 が あ り ま
す。

アドバイス
 

ドライブスタートコントロールに
ついて
 ESP® の作動を停⽌すると、急発進の

抑制制御も停⽌します。 (>>>
P.374)
急発進の抑制制御により、ぬかるみ
や新雪などからの脱出が困難な場合

は、ESP® の作動を停⽌してくださ
い。(>>> P.374)
また、次のときは急発進の抑制制御
は作動しません。
• ⾛ ⾏ モ ー ド の ト レ イ ル モ ー ド
（4WD 車）を使⽤しているとき

 タイヤがスリップ（空転）している
と、後退速度の抑制制御が作動する
ことがあります。

 後退速度の抑制制御の ON（作動：約
 km/h）∕ OFF（非作動：約 30 km/
h）を 切 り か え る こ と が で き ま
す。(>>> P.503)
• パワースイッチを “ON” にしたと

きは、後退速度の抑制制御は常に
ON（作動）になっています。

• 後退速度の抑制制御を OFF（非作
動）にしても、急発進の抑制制御
は作動します。
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荷物を積むときの注意

荷物を積むときは

荷物の積みすぎは、車体や⾛⾏に悪影響
をおよぼします。

警告
 

 燃料、薬品が入った容器、スプレー
缶などは、引火や爆発のおそれがあ
ります。
燃料や薬品が入った容器、スプレー
缶などを車内に持ち込まないでくだ
さい。

 インストルメントパネルの上にもの
を置くと運転視界をさまたげたり、
発進時や⾛⾏中に動いたりして、安
全運転のさまたげになるおそれがあ
ります。また、万一の事故で助手席
SRS エアバッグが正常に作動しな
かったり、助手席 SRS エアバッグが
ふくらんだときに飛ばされたりし
て、けがのおそれがあります。
インストルメントパネルの上には、
ものを置かないでください。

 

注意
 

 荷物を積み重ねると、視界のさまた
げになるばかりでなく、急ブレーキ
で荷物が飛び出し、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。
車内に荷物を積み重ねないでくださ
い。

 動物が車内で動きまわると運転のさ
またげになったり、急ブレーキのと
きなどに思わぬ事故につながったり
するおそれがあります。
動物を乗せるときは、動きまわらな
いように注意してください。

 

book.book  247 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転手順

248

5

運転手順

パワースイッチ

注記
 

 鉛バッテリー保護のため、EV システ
ムが始動しないときは、一度 “LOCK

（OFF）” にもどし、30 秒以上待っ
てから再び⾏なってください。数回
繰り返しても EV システムが始動し
ない場合は、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご連絡ください。

 この車は押しがけによる始動はでき
ません。押しがけをすると EV シス
テムを損傷するおそれがあります。

 “READY” 表⽰灯が点灯していない
状態で、パワースイッチを “ACC” ま
たは “ON” にしたまま長時間ナビ
ゲーション、またはオーディオなど
を使用すると、鉛バッテリーあがり
の原因となります。
パワースイッチを “ACC” または
“ON” にしたままにしないでくださ
い。

 

EV システムの始動のしかた

1)充電ケーブルが車両に接続されてい
ないことを確認します。

2)パーキングブレーキスイッチを引い
て、電動パーキングブレーキ作動表示
灯が点灯していることを確認します。

(1) パーキングブレーキスイッチ

(2) 電動パーキングブレーキ作動表示
灯

3)EVシステムを始動しやすくするため、
ヘ ッ ド ラ イ ト や エ ア コ ン な ど の ス
イッチを切ってください。

4)シフトポジションが“P”に入っていな
いときは、P ポジションスイッチを押
します。
 シフトポジションが “N” のときは

EV システムは始動しません。

(1) P ポジションスイッチ

5)右足でブレーキペダルをしっかり踏
み続けます。

6)マルチインフォメーションディスプ
レイに“スタートスイッチを押してく
ださい”が表示されたらパワースイッ
チを押します。

(1) パワースイッチ

7)“READY” 表示灯が点灯することを確
認してください。

(1)

(2)

(1)

(1)
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 “READY” 表示灯が点灯するまで、ブ
レーキペダルを踏み続けてくださ
い。

 “READY” 表示灯が消灯していると
きは⾛⾏できません。

(1) “READY” 表示灯

アドバイス
 

 EV システムを始動するために、パ
ワースイッチを押し続ける必要はあ
りません。

 “READY” 表示灯が点灯すれば、EV シ
ステムは正常に始動しています。

 EV システムは、パワースイッチのど
のモードからでも始動できます。

 始動方法に関するメッセージがマル
チインフォメーションディスプレイ
に表示される場合は、画面の指示に
従ってください。

 携帯リモコンの電池切れによりメカ
ニカルキーでドアを解錠した場合、
EV システムを始動するには携帯リ
モコンをパワースイッチに近づけて
ください。

 外気温が低い場合は、EV システムの
始動に時間がかかることがありま
す。

 EV システムを停⽌した直後に再始
動しようとすると、始動できない場
合があります。

 

パワースイッチを押しても EV シ
ステムが始動しないとき

システムに問題がある場合、パワース
イッチを押してもEVシステムは⾃動的に
始動しません。
次の手順でEVシステムを始動してくださ
い。

1)「EV システムの始動のしかた」の手順
1 〜 5 を⾏ないます。 (>>> P.248)

2)パワースイッチを “ON” にします。
EV システムが始動するまでスイッチ
を押し続けます。
EV システムが始動したら、パワース
イッチから指を離します。

パワースイッチ照明

パワースイッチの照明は、次の条件で点
灯します。
 EV システムが停⽌しているとき、運転

席ドアを開けると点灯します。運転席
ドアを閉めると約 15 秒間点灯し、徐々
に減光しながら消灯します。

 EV システムが停⽌しているとき、ヘッ
ドライトや車幅灯が点灯している間、
点灯します。ライトを消すと消灯しま
す。

 “READY” 表示灯が点灯し、尾灯が点灯
している間点灯します。

アドバイス
 

鉛バッテリー保護のため、次の条件を
すべてみたすと、⾃動的に消灯します。

（バッテリーセーバー機能 )

(1)
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 ヘッドライトや車幅灯が消灯してい
る

 運転席ドアを開けたまま約 15 分が
経過

 

電源モードの切替えのしかた

EV システムを始動せずに電装品の使⽤や
メーターの確認をしたいときは、次のよ
うにしてパワースイッチの電源モードを
切替えます。

1)携帯リモコンを所持して運転席にす
わります。

2)ブレーキペダルを踏まずにパワース
イッチを押します。

(1) パワースイッチ
押 す ご と に 次 の よ う に パ ワ ー ス
イッチの電源モードが切り替わり
ます。

アドバイス
 

 シフトポジションが “P” 以外に入っ
ていると、“LOCK（OFF）” には戻
せません。

 パワースイッチの電源モードに応じ
て、マルチインフォメーションディ

スプレイに特定のメッセージが表示
されます。

 パワースイッチが“ON”の位置で、シ
フトポジションが “P” 以外のとき、
車両が停⽌している状態でパワース
イッチを押すと、シフトポジション
が⾃動的に “P” になります。

 

マスターウォーニングが点滅して
EV システムが始動しないときは

携帯リモコンが検知されていないことが
考えられます。運転者は携帯リモコンを
身につけ、操作をやり直してください。そ
れでも切り替らないときは、携帯リモコ
ンの電池切れのおそれがあります。次の
手順で切替えてください。

1)ブレーキペダルを踏まずにパワース
イッチを押します。

2) （マスターウォーニング）が点滅し
ている約 10 秒以内に、携帯リモコン
の先端（ロックスイッチ側）をパワー
スイッチに約 2 秒間当てます。

(1) パワースイッチ
(2) 携帯リモコン

アドバイス
 

 電源モードが切替わらないときは、
鉛バッテリーあがりなどの別の原
因、またはキーレスプッシュスター
トシステムの異常が考えられます。

(1)

P

P

ONACCLOCK

(1)

(2)
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スズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。

 （マスターウォーニング）の点滅
中に、イモビライザー警告灯が約 5
秒間点灯します。このとき、マルチ
インフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

 携帯リモコンの電池切れが近いと、
パワースイッチを “ON” にしたとき
に、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されま
す。

 

携帯リモコン車外持ち出し警
告

EV システム始動中やパワースイッチを操
作するときに携帯リモコンが検知されな
いと次のもので警告します。
 イモビライザー警告灯
 マスターウォーニング
 室内∕車外ブザー
 マルチインフォメーションディスプレ

イのメッセージ
警告が作動したときは、すみやかに携帯
リモコンを車内にもどしてください。
 警告の作動中は、EV システムの再始動

ができません。また、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。

 イモビライザー警告灯およびマスター
ウォーニングの点滅は、通常、携帯リ
モコンが車内に戻ってきてから少しす
ると消灯します。消灯しない場合は、一
度パワースイッチを “LOCK（OFF）” に
戻してから再操作してください。

(1) イモビライザー警告灯
(2) マスターワーニング

アドバイス
 

携帯リモコンは運転者が所持し、管理
してください。

 

EV システムを止めるときは

警告
 

緊急時以外は、⾛⾏中に EV システム
を止めないでください。
 次の機能が作動しません。

• エマージェンシーストップシグナ
ル（ESS）

• ESP®
• スズキセーフティ サポート

 

注記
 

⾛⾏中に EV システムを止めると、イ
ンバーターが損傷するおそれがありま
す。
緊急時以外は、⾛⾏中に EV システム
を止めないでください。

 

(1) (2)

book.book  251 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転手順

252

5

停車中にEVシステムを停⽌できないとき
は、パワースイッチを 3 連打以上、また
は 2 秒以上長押ししてください。この場
合、システムの異常が考えられますので、
スズキ販売店またはスズキ代理店で点検
を受けてください。

パワースイッチをもどすとき
は

1)Pポジションスイッチを押してシフト
ポジションを “P” にします。

2)パワースイッチを押して “LOCK
（OFF）” にもどします。

安全のため、シフトポジションが “P”
のときのみ、パワースイッチを “LOCK

（OFF）” にすることができます。
 誤操作防⽌のため、次のようなときは、

パワースイッチを “LOCK（OFF）” に
戻せません。
• シフトポジションが “P” 以外

 ダイヤルシフトの故障などで、パワー
スイッチを “LOCK（OFF）” に戻せな
いことがあります。スズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受けてくださ
い。なお、点検前には次の作業をして
ください。
• パーキングブレーキをかけて、車両

が動かない状態になっていることを
確認してください。

• 盗難を防ぐため、メカニカルキーで
ドアを施錠してください。（リクエス
トスイッチやキーレスエントリーで
は施錠できません）

• 鉛 バ ッ テ リ ー あ が り を 防 ぐ た め、
バッテリーのマイナス端子を外して
ください。（10 mm スパナなどの市
販工具が必要です）

アドバイス
 

パワースイッチをもどすときに、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示される場合がありま
す。

 

パワースイッチもどし忘れ警告ブ
ザー

パワースイッチのもどし忘れを防⽌する
ためのブザーです。
 パワースイッチを “ON”（EV システムは

停⽌）または “ACC” にしたまま運転席
ドアを開けると、室内ブザーが鳴りま
す。
• パワースイッチが “ON”（EV システ

ムは停⽌）でシフトポジションが “P”
のとき、パワースイッチを 1 回押し
て “LOCK（OFF）” にもどすと、室内
ブザーが⽌まります。

• パワースイッチが “ACC” でシフトポ
ジションが “P” のとき、パワースイッ
チを 2 回押して “LOCK（OFF）” に
もどすと、室内ブザーが⽌まります。

 “LOCK（OFF）” にもどさないと、リク
エストスイッチや携帯リモコンでドア
が施錠できません。

リヤシートリマインダー

後席への荷物の置き忘れなどをお知らせ
する機能です。
次の操作を⾏ってから、パワースイッチ
を “LOCK（OFF）” にすると、マルチイ
ンフォメーションディスプレイにメッ
セージを表示します。

車両の状態 EV システム停止方法
停車中 パワースイッチを押す
⾛⾏中

（緊急時）
パワースイッチを 3 連打以上、または 2 秒以上長押しする
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 後席ドアを開閉した後、約 10 分以内に
パワースイッチを “ON” にする

 パワースイッチが “ON” のときに、後席
ドアを開閉

メッセージはエンディングモードと一緒
に表示されます。
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示された後、後席ドア
を開閉せずにドアを施錠すると、ブザー
と非常点滅表示灯にて再度お知らせしま
す。（ブザー 6 回∕非常点滅 3 回）

ダイヤルシフトの操作

警告
 

ダイヤルシフトについて
 ダイヤルシフトを取りはずしたり、

スズキ純正品以外のダイヤルシフト
を取り付けたりしないでください。
また、ものをかけたりしないでくだ
さい。ダイヤルシフトが定位置にも
どらなくなって、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

 意図しないシフトポジションの切り
替わりを防止するため、操作時以外
はダイヤルシフトに触れないでくだ
さい。

P ポジションスイッチについて
 車が動いているときは、P ポジショ

ンスイッチに触れないでください。
停車の直前など、極端な低速⾛⾏を
しているときに P ポジションスイッ
チを押すと、シフトポジションが
“P” に切り替わることがあるため、
車が急停止して思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

 意図しないシフトポジションの切り
替わりを防止するため、操作時以外
は P ポジションスイッチに触れない
でください。

 

注意
 

車から降りるとき（運転席のみ）
シフトポジション表⽰が “P” である
ことと、電動パーキングブレーキ作動
表⽰灯が点灯していることを確認して
から、ドアを開け、車から降りてくだ
さい。
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注記
 

車が動いているとき、シフトポジショ
ンを “R” にすると、EV システムが故
障する原因となります。
完全に停車させてから、シフトポジ
ションを “R” にしてください。なお、
トランスアクスル保護のため、前進車
速が約 5 km/h 以上のときは、シフト
ポジションは切替わりません。

 

ダイヤルシフト各位置のはた
らき

ダイヤルシフトの誤操作やシステムの状
況等により、シフトポジションが切替わ
らない、またはダイヤルシフトの操作が
無効にされたときには、シフトポジショ
ンが切り替わらない原因や、正しい操作
方法などに関するメッセージが、マルチ
インフォメーションディスプレイに表示
されます。その場合は、メッセージに従っ
て操作し直してください。

シフトポジションの表⽰と切
替えかた

(1) ダイヤルシフト
(2) ダイヤルシフト表示
(3) P ポジションスイッチ
(4) メーター表示

ダイヤルシフト

ダイヤルシフトは、ゆっくり確実に操作
してください。
“N” に切替えるときは、ダイヤルシフト
を押したまま、しばらく保持します。
“R” または “D” に切替えるときは、ダイ
ヤルシフトを押したまま、ダイヤルシフ
ト表示の矢印に従って左または右に回し
てください。
ダイヤルシフトを操作したあとは、ダイ
ヤルシフトから手を離してください。ダ
イヤルシフトが元の位置にもどります。
“P” から “N”・“D”・“R”、および
“N”・“D”・“R” から “P” へ、または “D”
から “R”、および “R” から “D” へ切替え
るときは、ブレーキペダルを踏み、車両

シフトポジ
ション 目的および状態

“P” 駐車するときまたは EV シ
ステムを始動するとき

“R” 車を後退させるとき
“N” 動力が伝わらない状態
“D” 通常⾛⾏するとき

(3)

(1)

(2)

(4)
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が完全に停⽌している状態で⾏なってく
ださい。

シフトポジション表⽰

ダイヤルシフト表⽰

現在のシフトポジションが点灯します。
ダイヤルシフトを操作したあとは、メー
ター内のシフトポジション表示を確認し
て、目的のシフトポジションに切替わっ
ていることを確認してください。

メーター表⽰

現在のシフトポジションが表示されま
す。

P ポジションスイッチ

P ポジションに切替えるときは、車両を
完全に停⽌させ、パーキングブレーキを
かけてから P ポジションスイッチを押し
てください。
シフトポジションを “P” にすると、ス
イッチが点灯します。
シフトポジション表示が “P” であること
を必ず確認してください。

アドバイス
 

パワースイッチの各モードにおけ
るシフトポジションの切替え
 パワースイッチが “LOCK （OFF）” ま

たは ACC のときはシフトポジション
の切りかえはできません。

 パワースイッチが“ON”で、“READY”
表示灯が消灯しているときは、シフ
トポジションはＮにのみ切替え可能
です。

 “READY” 表示灯点灯中は、シフトポ
ジションを “P” から、“D”・“N”・“R”
へ切替えることができます。

“P” から他のシフトポジションに
切替える
 ブレーキペダルをしっかり踏みなが

ら、操作します。
ブレーキペダルを踏まずにダイヤル
シフトを操作すると、ブザーが鳴り
シフトポジションの切替えができま
せん。

 ダイヤルシフトを操作したあとは、
メーター内のシフトポジション表示
を確認して、目的のシフトポジショ
ンに切替わっていることを確認して
ください。

シフトポジションを切替えられな
かったとき
次の操作を⾏なうとブザーが鳴り、シ
フトポジションが切替えられなかった
ことをお知らせします。適切な操作で、
再度シフトポジションを切替えてくだ
さい。
 ブレーキペダルを踏まずに、ダイヤ

ルシフトを “P” から操作したとき
 アクセルペダルを踏んだまま、ダイ

ヤルシフトを “P” から操作したとき
 ブレーキペダルを踏まずに、停車中

または極端な低速⾛⾏中にダイヤル
シフトを “N” から操作したとき

 アクセルペダルを踏んだまま、停車
中または極端な低速⾛⾏中にダイヤ
ルシフトを “N” から操作したとき

 ⾛⾏中に、P ポジションスイッチを
押したとき
極端な低速⾛⾏時は、“P” に切りか
わることがあります

シフトポジションが⾃動的に “N”
に切替わったとき
次の操作を⾏なうとブザーが鳴り、シ
フトポジションが “N” に切替わったこ
とをお知らせします。適切な操作で、
再度シフトポジションを切りかえてく
ださい。
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 車両が前進しているときに “R” へ切
替えた
低速⾛⾏時は “R” に切替わることが
あります。

 車両が後退しているときに “D” へ切
替えた
低速⾛⾏時は “D” に切替わることが
あります。

⾛⾏中に “N” へ切替えるとき
一定以上の速度で⾛⾏中に “N” へ切替
えるときは、ダイヤルシフトを “N” の
位置で保持してください。
⾃動 P ポジション切替え機能につ
いて
次のときは、⾃動的にシフトポジショ
ンが “P” に切替わります。
 パワースイッチが “ON”、かつシフ

トポジションが “P” 以外の状態で、
車両を停⽌させパワースイッチを押
したとき
シフトポジションが “P” に切替わっ
たあと、パワースイッチが “LOCK

（OFF）” になります ※
 シフトポジションが “P” 以外の状態

で、万が一、運転席ドアを開け、次
の条件をすべて満たしているとき
• パワースイッチが “ON”
• 運転席シートベルトを着⽤してい

ない
• ブレーキペダルを踏んでいない

シフトポジションが “P” に切替
わったあと、車両を発進させると
きは、ダイヤルシフトを操作して
ください。

 ⾛⾏中に EV システムを緊急停⽌し
たあと、停車したとき

 シフトポジションが “P” 以外の状態
で、鉛バッテリーの電圧が低下した
とき
※ 停車直前など、極端な低速⾛⾏

時にパワースイッチを押すと、
⾃ 動 的 に シ フ ト ポ ジ シ ョ ン が

“P” に切替わる場合があります。
必ず車両が完全に停⽌している
状態でパワースイッチを押して
ください。

シフトポジションが “P” から切替
わらないときは
鉛バッテリーあがりの可能性がありま
す。鉛バッテリーがあがってしまった
場合の対処法は、次の参照先を確認し
てください。(>>> P.493)

 

⾃動 P ポジション切替え機能
を作動させずに、シフトポジ
ションを “N” で保持したいと
きは

 次の操作を⾏うと、シフトポジション
が “P” に切替わるまでの間、⾃動 P ポ
ジション切替え機能を作動させずに、
シフトポジションを “N” に保持するこ
とができます。

1)EV システムが始動しているときにダ
イヤルシフトを操作し、シフトポジ
ションを “N” に切替えます。

2)ダイヤルシフトを定位置にもどしま
す。

3)ダイヤルシフトを“N”の位置に操作し
ブザーが鳴るまで保持します。

4)ブザーが鳴ったあと、5 秒以内にパ
ワースイッチを押します。

シフトポジションが “N” のまま EV シス
テムが停⽌します。※
ブザーが鳴り、メータ ― 内のマルチイン
フォメーションディスプレイに “ N ポジ
ションを保持したい場合は電源をオフし
てください ” が表示されたことを必ず確
認してください。
 シフトポジションを “N” 以外に切替え

るには、P ポジションスイッチを押し
て、一旦シフトポジションを “P” に切
替えてください。
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 必ずEVシステムが始動している状態で
操作してください。
EV システム停⽌状態では、シフトポジ
ションを “N” に保持できない場合があ
ります。

※ この状態を維持したい場合は、
パワースイッチを操作しないで
ください。パワースイッチを繰
り返し操作すると、⾃動的にシ
フトポジションが “P” に切替
わったあと、パワースイッチが
“LOCK （OFF）” になります。

ダイヤルシフトを操作すると
きは

 前進と後退を繰り返すときなどは、シ
フトポジションを “R” に切替えたこと
を忘れることがあります。車を後退さ
せたあとは、すぐに “R” から “N” に入
れる習慣をつけてください。

 切り返しなどで前進と後退を繰り返す
ときは、完全に停車してからダイヤル
シフトを操作してください。

警告
 

アクセルペダルを踏んだままダイヤル
シフトを操作すると、急発進して事故
を起こすおそれがあります。
アクセルペダルを踏んだままダイヤル
シフトを操作しないでください。

 

ダイヤルシフトの位置は目視
で確認

ダイヤルシフトの位置は、目視で確認し
てください。
 始動時や降車時は “P” に入っているこ

とを確認する
 前進時は “D” に入っていることを確認

する

 後退時は “R” に入っていることを確認
する

こんなことにも気をつけて

車を少し移動させるとき

少しだけ移動するときでも、ブレーキペ
ダルやアクセルペダルが確実に踏める正
しい運転姿勢をとってください。

注意
 

ダイヤルシフトが前進位置（“D” ）で
惰性で後退したり、後退位置（“R” ）
で惰性で前進したりすると、思わぬ事
故につながるおそれがあります。また、
故障の原因にもなります。
坂道などで、シフトポジションを前進
の位置にしたまま惰性で後退したり、
後退の位置にしたまま惰性で前進した
りしないでください。

 

停車するとき

注記
 

車が少しでも動いているときにシフト
ポジションを “P” にすると、EV シス
テムが故障する原因となります。車が
少しでも動いているときは、シフトポ
ジションを “P” にしないでください。
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⾛⾏モード
⾛⾏モードを切替えることで、環境に応
じた運転が可能です。

ドライブモード

ドライブモードは、“DRIVE MODE”スイッ
チを押すと切替ります。
 現在のドライブモードが、メーターの

マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

(1) “DRIVE MODE” スイッチ

イージードライブペダル

アクセルペダルの操作のみで加速・減速
コントロールを⾏ない、ブレーキペダル
へ踏み替える頻度を大幅に減らすことが
できます。アクセルペダルを離したとき

の減速度が通常より強いため、アクセル
ペダルを完全に離さずゆっくり緩めるこ
とで、なめらかに減速することができま
す。

(1) イージードライブペダルスイッチ

アドバイス
 

イージードライブペダルが使⽤で
きないとき
次のようなときは、システムが作動し
ません。
 ブレーキシステムまたは EV システ

ムに不具合があるとき
 回⽣ブレーキが制限されているとき
 次のような状況では、回⽣ブレーキ

が制限されることがあります。
• 駆動⽤バッテリーの充電量が高い

とき
• 駆動⽤バッテリーの温度が低いま

たは非常に高いとき
• 電動モーターまたはパワーコント

ロールユニットの温度が非常に高
いとき

• 回⽣ブレーキを長時間連続して使
⽤しているとき

回⽣ブレーキについて
 アクセルペダルを離しても車両を停

⽌させることはできません。停車時
はブレーキペダルを踏んでくださ
い。

 一度パワースイッチを “LOCK
（OFF）” にしてから EV システムを

ドライブ
モード 特徴

“NORMAL” 通常使⽤するモード

“SPORT”

アクセルペダルの操作に
素早く反応する駆動力を
発⽣させ、機敏で力強い⾛
⾏が可能になります。

“ECO”

アクセルペダルを踏んだ
際に緩やかに加速。エアコ
ンの消費電力を抑えるこ
とで、航続距離を伸ばす
モード

(1)

(1)
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再始動すると、イージードライブペ
ダルは OFF になります。

 高速⾛⾏時には、回⽣ブレーキによ
る減速感が通常時よりも小さくなり
ます。

 最大減速度は、車速によって変わり
ます。

 マルチインフォメーションディスプ
レイに次のいずれかのメッセージが
表示されているときは、イージード
ライブペダルは使⽤できません。
減速するときは、ブレーキペダルを
しっかり踏んで減速してください。

(1) “ 回⽣ブーストが使⽤できません
減速時はブレーキを踏んでくださ
い ”

(2) “ 回⽣ブーストが使⽤できません
取扱説明書を確認してください ”

制動灯の点灯
 回⽣ブレーキ力が一定以上のとき、

制動灯が点灯します。
設定の変更
 セ ン タ ー デ ィ ス プ レ イ の 設 定 で、

イージードライブペダルの減速度を
変 更 す る こ と が で き ま す。(>>>
P.503)

 

トレイルモード（4WD 車）

“TRAIL” モードスイッチを押すことで、運
転モードを変更することができます。

※ ブレーキ LSD トラクションコン
トロールとは、滑りやすい路面
で 駆 動 輪 の 片 側 が 空 転 し た 場
合、その空転している駆動輪に
ブレーキをかけることにより、
反対側の駆動輪の駆動力を確保
しようとする補助機能です。

(1) “TRAIL” モードスイッチ

スノーモード（2WD 車）

スノーモードは、雪道などの滑りやすい
路面でタイヤのスリップを抑えるモード
です。
スノーモードは、“SNOW” モードスイッ
チを押すと、スノーモードに切替ります。

(1) (2)

4WD
モード

特徴

“AUTO”

路面の状況に応じて制御
を最適化し、⾛⾏安定性と
悪 路 ⾛ 破 性 を 両 ⽴ す る
モードです

“TRAIL”

凸凹や段差のある悪路で
も、ブレーキ LSD トラク
ションコントロール ※ で
悪路からスムーズに脱出
できるモードです

(1)
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もう一度スイッチを押すと、スノーモー
ドが解除されます。
 イージードライブペダルモードが ON

のときは、スノーモードに切替えるこ
とができません。

(1) “SNOW” モードスイッチ

警告
 

スノーモードが作動した状態でも車両
の安定性の確保には限界があり、無理
な運転は思わぬ事故につながるおそれ
があります。
スノーモードを過信せず、常に安全運
転を心がけてください。

 

アドバイス
 

 雪道を⾛⾏するときは冬⽤タイヤを
装着してください。

 スノーモードになっている状態でパ
ワースイッチを “LOCK（O F F）” に
する、またはイージードライブペダ
ルモードをONにすると、スノーモー
ドは解除されます。

 

ヒルディセントコントロー
ル（4WD 車）

ヒルディセントコントロールは、回⽣ブ
レーキだけでは十分減速できないような
急な坂道を下るときに、ESP ® の制御によ
り一定の低車速を保ち、⾛⾏を補助する
システムです。
ヒルディセントコントロールは、雪道な
どの滑りやすい坂道において、ブレーキ
やアクセル操作に気をつかうことなく、
ハンドル操作に集中することができま
す。
⾃動ブレーキが作動しているとき、 ESP ®
作動表示灯が小刻みに点滅し、同時に制
動灯も点灯します。
ヒルディセントコントロールが作動して
いるときにアクセルまたはブレーキペダ
ルを踏むと、システムは一時的に解除さ
れます。
アクセルまたはブレーキペダルを離した
とき、作動条件が満たされていれば
システムは再び作動します。ただし、車
速が 25 km/h 以上になると、システムは
⾃動的に解除されます。

ヒルディセントコントロール
スイッチ

ヒルディセントコントロールを作動させ
るには、次の手順で⾏なってください。

1)“TRAIL” モードスイッチを押して、ト
レイルモードを作動させます。

2)ダイヤルシフトを操作して“D”または
“R” に切替えます。

3)車速が約 25 km/h 以下のときにヒル
ディセントコントロールスイッチを
押します。メーター内のヒルディセン
トコントロール表示灯が緑色に点灯
し、ヒルディセントコントロールが作
動可能な状態になります。

(1)
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(1) ヒ ル デ ィ セ ン ト コ ン ト ロ ー ル ス
イッチ

アドバイス
 

システムを解除するときは、もう一度
ヒルディセントコントロールスイッチ
を押してください。

 

ヒルディセントコントロール
表⽰灯

 システムが正常で、パワースイッチを
“ON” にすると約 2 秒間点灯したあと消
灯します。

 パワースイッチが “ON” のときに、ヒル
ディセントコントロールスイッチを押
し、ヒルディセントコントロールが作
動可能な状態になると緑色に点灯しま
す。白色で点灯した場合は、ヒルディ
セントコントロールが作動しません。

 次のような場合はシステムの異常が考
えられます。スズキ販売店またはスズ
キ代理店で点検を受けてください。
• パワースイッチを “ON” にしても点

灯しない
• パワースイッチを “ON” にし、約 2 秒

間たっても消灯しない

(1) ヒルディセントコントロール表示
灯

アドバイス
 

ヒルディセントコントロールスイッチ
を押したときに、ヒルディセントコン
トロール表示灯が白色で点灯した場合
は、ヒルディセントコントロールが作
動しません。次の作動条件がみたされ
ているか確認してください。
 シフトポジションが “D” または “R”
 車速が 25 km/h 以下
 ブレーキ装置が過熱していない

 

ヒルディセントコントロール
警告メッセージ

次の警告メッセージが表示されたとき
は、ヒルホールドコントロールまたはヒ
ルディセントコントロールのシステムに
異常が考えられます。スズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受けてくださ
い。

(1)
(1)
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(1) “ ヒルホールド機能停⽌中 ”

警告
 

 極端に急な坂道、凍結路、泥道を下
るときや、積載重量によっては、下
り坂⾛⾏で一定の低車速を維持でき
ず、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
ヒルディセントコントロールを過信
せず、必要に応じてブレーキペダル
を踏み、安全運転を心がけてくださ
い。

 シフトポジションが “N” でも、ヒル
ディセントコントロールが作動する
場合がありますが、回⽣ブレーキが
効きません。シフトポジションを
“D” または “R” にしてください

 

注意
 

ヒルディセントコントロール作動中
は、アクセルの操作量によってデュア
ル セ ン サ ー ブ レ ー キ サ ポ ー ト Ⅱ

（DSBS Ⅱ）が作動しない場合がありま
す。(>>> P.292)

 

アドバイス
 

 警告メッセージが表示されていると
きは、システムを作動することがで
きません。

 次のような場合は、ヒルディセント
コントロールまたは ESP® の異常が
考えられます。スズキ販売店または

スズキ代理店で点検を受けてくださ
い。
• ヒルディセントコントロールス

イッチを押しても点灯または点滅
しない

• ヒルディセントコントロールス
イッチを押していないのに、⾛⾏
中にヒルディセントコントロール
表示灯が点灯し続ける

 

(1)
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方向指⽰器レバー
パワースイッチが “ON” のときに使⽤で
きます。

警告
 

ハンドルの中に手を入れてスイッチな
どを操作すると、ハンドル操作のさま
たげになり、思わぬ事故の原因となり
ます。
スイッチなどを操作するときは、ハン
ドルの中に手を入れて操作しないでく
ださい。

 

右折・左折をするとき

 レバーを次のように動かしてくださ
い。
• 左折時：レバーを押し上げます。
• 右折時：レバーを押し下げます。

 同時に方向指示器とメーター内の方向
指示器表示灯が点滅します。

 ハンドルをもとに戻すと、レバーが⾃
動的に戻り、方向指示器と表示灯が消
灯します。

(1) 方向指示器レバー

(a) 左折
(b) 右折

アドバイス
 

ハンドルを切る角度が小さいと、レ
バーが⾃動的に戻らないことがありま
す。レバーを手で戻してください。

 

車線変更をするとき

レバーを車線変更しようとする方向に軽
く押さえます。
 押さえている間だけ、方向指示器と表

示灯が点滅します。

(1) 方向指示器レバー

(a) 左折
(b) 右折
(c) 左側へ車線変更
(d) 右側へ車線変更

(1) (a)

(b)

(1) (a)

(b)

(c)

(d)
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電動パーキングブレーキ
⾃動または手動でパーキングブレーキを
かける・解除することができます。
オートモードのときは、ダイヤルシフト
の操作に応じてパーキングブレーキが⾃
動でかかります。また、オートモードの
ときでも手動でパーキングブレーキをか
ける・解除することができます。

警告
 

パーキングブレーキスイッチにつ
いて
パーキングブレーキスイッチの周辺に
ものを置かないでください。また、お
子さまが操作しないよう注意してくだ
さい。
不意にブレーキが解除される、あるい
は作動することで思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
急坂路では
急坂路に駐車するときは注意してくだ
さい。ブレーキが保持できず車両が動
き出す場合があります。
すべりやすい路面では
タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい
路面での使用は控えてください。

 

注意
 

鉛バッテリーがあがったとき
パーキングブレーキシステムを作動さ
せることはできません。
故障などでパーキングブレーキが
かかったままになったとき
パーキングブレーキがかかったまま⾛
⾏すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。ただ

ちにスズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。

 

注記
 

駐車するとき
車から離れるときは、ダイヤルシフト
を “P” にし、パーキングブレーキをか
けてください。
車が動かないことを確認してくださ
い。
システムに異常が発⽣したら
安全な場所に車を停め、警告メッセー
ジを確認してください。

 

操作のしかた

マニュアルモード

手動でパーキングブレーキをかける・解
除することができます。

1)パーキングブレーキスイッチを引き、
パーキングブレーキをかけます。
 電動パーキングブレーキ作動表示

灯が点灯します。緊急時、⾛⾏中に
パーキングブレーキをかける必要
があるときは、パーキングブレーキ
スイッチを引き続けてください。

2)パーキングブレーキスイッチを押し、
パーキングブレーキを解除します。
 ブレーキペダルを踏みながら操作

してください。
 解除後、電動パーキングブレーキ作動

表示灯が消灯します。
 電動パーキングブレーキ作動表示灯が

点滅した場合は、再度パーキングブ
レーキスイッチを操作してください。

book.book  264 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転手順

265

5

(1) 電動パーキングブレーキ作動表示
灯

(2) パーキングブレーキスイッチ

オートモードを ON にする

停車中にブレーキペダルを踏んで、ブ
ザーが鳴り、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが出るまで
パーキングブレーキスイッチを引き続け
ると、オートモードが ON になります。
オートモードを ON にすると、パーキン
グブレーキが次のように作動します。
 ダイヤルシフトを “ P” 以外から “ P” に

すると、パーキングブレーキがかかり、
電動パーキングブレーキ作動表示灯が
点灯します。
ダイヤルシフトは、停車した状態でブ
レーキペダルを踏みながら操作してく
ださい。

 パーキングブレーキスイッチを押す
と、パーキングブレーキが解除されま
す。
• パーキングブレーキスイッチはブ

レーキペダルを踏みながら操作して
ください。

オートモードを OFF にする

停車中にブレーキペダルを踏んで、ブ
ザーが鳴り、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが出るまで

パーキングブレーキスイッチを押し続け
ると、オートモードが OFF になります。

アドバイス
 

パーキングブレーキの作動
 パワースイッチが “ON” 以外では、

パーキングブレーキスイッチによる
解除はできません。

 パワースイッチが “ON” 以外では、
オートモードは作動しません。

 パーキングブレーキが作動する（か
ける・解除する）とき、ブレーキペ
ダルが動くことがありますが、パー
キングブレーキの作動によるもの
で、異常ではありません。

パーキングブレーキ⾃動解除機能
について
次の条件をすべて満たしたとき、アク
セルペダルを踏むことによりパーキン
グブレーキを解除することができま
す。
 運転席ドアが閉まっている
 運転席シートベルトを着⽤している
 ダイヤルシフトが前進もしくは後退

の位置にある
 ブレーキ警告灯やブレーキシステム

警告灯が消灯している
アクセルペダルを踏むときはゆっくり
踏んでください。
アクセルペダルを踏んでもパーキング
ブレーキが解除しない場合、手動で解
除してください。
マルチインフォメーションディス
プレイに “ パーキングブレーキが
連続で操作されました
お待ちください ” と表示されたと
きは
短時間に作動をくり返すと、システム
の過熱防⽌のために作動制限すること
があります。その場合は、操作を控え

1 2

(1)

(2)
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てください。しばらくすると、もとの
状態にもどります。
マルチインフォメーションディス
プレイに “ パーキングブレーキ異
常 点検を受けてください ” または
“ パーキングブレーキを作動でき
ません ” と表示されたときは
パーキングブレーキスイッチを操作し
てください。何度か操作してもメッ
セージが消えない場合は、システムに
異常があるおそれがあります。
ただちにスズキ販売店またはスズキ代
理店で点検を受けてください。
パーキングブレーキの作動⾳
パーキングブレーキが作動する（かけ
る・解除 す る）と き、モ ータ ー の ⾳

（「ウィーン」という⾳）が聞こえるこ
とがありますが、異常ではありません。
電動パーキングブレーキ作動表示
灯について
 パーキングブレーキをかけたとき、

パワースイッチのモードによって、
次のように電動パーキングブレーキ
作動表示灯が点灯します。
ON：パーキングブレーキを解除する
まで点灯します。
ON 以外：約 15 秒間点灯します。

 パーキングブレーキをかけた状態で
パワースイッチを “LOCK（OFF）”
にしたとき、電動パーキングブレー
キ作動表示灯が約 15 秒間点灯した
ままになりますが、異常ではありま
せん。

パーキングブレーキスイッチが故
障したとき
⾃動的にオートモードが ON になりま
す。
システムに異常が発⽣したら
安全な場所に車を停め、警告メッセー
ジを確認してください。

パーキングブレーキ未解除⾛⾏時
警告ブザー
パーキングブレーキをかけたまま⾛⾏
すると、警告ブザーおよび⾳声案内が
鳴り、メーター内のマルチインフォ
メーションディスプレイに “ パーキン
グブレーキ未解除 ” が表示されます。

（車速が 3 km/h をこえたとき）
ブレーキシステム警告灯が点灯し
たときは
次 の 参 照 先 を 確 認 し て く だ さ
い。 (>>> P.168)
冬季のパーキングブレーキの使⽤
について
次 の 参 照 先 を 確 認 し て く だ さ
い。 (>>> P.379)

 

ブレーキホールド

シフトポジションが “D” または “N” のと
き、ブレーキホールドシステムを ON に
して、ブレーキペダルを踏んで停車する
とブレーキがかかったまま保持されま
す。シフトポジションが “D” のとき、ア
クセルペダルを踏むと同時に解除され、
スムーズに発進できます。

警告
 

急坂路では
急坂路でブレーキホールドシステムを
使用するときは注意してください。急
坂路ではブレーキホールドシステムで
ブレーキが保持できず車両が動き出す
場合があります。
すべりやすい路面では
タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい
路面での使用は控えてください。
駐車するとき
ブレーキホールドは長時間駐車するた
めの機能ではありません。ブレーキ保
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持中にパワースイッチを “LOCK
（OFF）” にすると、保持が解除されて

車が動き出す場合があります。
駐車時に パワー スイッチ “LOCK

（OFF）” にするときは、ブレーキペダ
ルを踏み、シフトポジションを “Ｐ”
にして、パーキングブレーキをかけて
ください。

 

システムを作動させるには

ブレーキホールドスイッチを押して、ブ
レーキホールドシステムを ON にする
と、ブレーキホールド作動表示灯が白色
に点灯します。ブレーキ保持中はブレー
キホールド作動表示灯が緑色に点灯しま
す。
ブレーキホールドスイッチを押していな
いときは、ブレーキホールド作動表示灯
は消灯します。

(1) ブレーキホールド作動表示灯
(2) ブレーキホールドスイッチ

アドバイス
 

システムの作動条件
次のときはブレーキホールドシステム
を ON にできません。
 運転席ドアが閉まっていない
 運転席シートベルトを着⽤していな

い

 マルチインフォメーションディスプ
レイに、“ パーキングブレーキ異常
点検を受けてください ” や “ ブレー
キホールド異常 点検を受けてくだ
さい ” が、表示されている

ブレーキホールドシステムが ON のと
きに上記いずれかを検出したときは、
システムが OFF になり、ブレーキホー
ルド作動表示灯が消灯します。ブレー
キ保持中に検出した場合は、さらに警
告⾳と共にマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示さ
れ、⾃動的にパーキングブレーキがか
かります。
ブレーキ保持について
 ブレーキ保持中にブレーキペダルが

踏まれていない状態が約 3 分継続す
ると、⾃動的にパーキングブレーキ
がかかります。このときはブザーが
鳴り、メーター内のマルチインフォ
メーションディスプレイにメッセー
ジが表示されます。

 坂路ではブレーキ保持できないこと
があり、その場合運転者が、ブレー
キをかける必要があります。このと
きブザーが鳴り、メーター内のマル
チインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。表示
された画面の指示に従ってくださ
い。

 ブレーキ保持中にシステムをOFF に
するときは、ブレーキペダルをしっ
かり踏み、もう一度スイッチを押し
てください。

ブレーキ保持中にパーキングブ
レーキが⾃動的にかかったとき
発進時は次のいずれかの操作でパーキ
ングブレーキを解除してください。
 運転席シートベルトを着⽤した状態

でダイヤルシフトを前進もしくは後
退の位置にしてアクセルペダルを踏
む

(1)

(2)
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 ブレーキペダルを踏みながら、パー
キングブレーキスイッチを操作して
手動で解除する

操作したあと電動パーキングブレーキ
作動表示灯が消灯したことを確認して
ください。
スズキ販売店またはスズキ代理店
で点検が必要なとき
ブレーキホールドシステムの作動条件
を満たしているときに、ブレーキホー
ルドスイッチを押してもブレーキホー
ルド作動表示灯が点灯しないときはシ
ステムの異常が考えられます。ただち
にスズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。
マルチインフォメーションディス
プレイに “ ブレーキホールド異常
点検を受けてください ” と表示さ
れたときは
システムに異常があるおそれがありま
す。ただちにスズキ販売店またはスズ
キ代理店で点検を受けてください。
ブレーキホールドの作動について
ブレーキ保持中にブレーキペダルを踏
むと重く感じることがありますが、異
常ではありません。
警告メッセージ・警告ブザーにつ
いて
操作に関して注意が必要な場合や、シ
ステムに異常が発⽣したときには、警
告メッセージ・警告ブザーで注意をう
ながします。メータ ― 内のマルチイン
フォメーションディスプレイに警告
メッセージが表示されたときは、表示
された画面の指示に従ってください。
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ライト・ワイパーの使いかた

ライトスイッチ

警告
 

ハンドルの中に手を入れてスイッチな
どを操作すると、ハンドル操作のさま
たげになり、思わぬ事故の原因となり
ます。
スイッチなどを操作するときは、ハン
ドルの中に手を入れて操作しないでく
ださい。

 

ライトスイッチの使いかた

注記
 

 EV システム停止中に長時間点灯さ
せると、鉛バッテリーあがりの原因
となります。
EV システム停止中は、ライトを長時
間点灯させないでください。

 “AUTO” 位置のままパワースイッチ
を “ON” にしていると、EV システ
ムが始動していなくても、車外が暗
くなるとともにライトや車幅灯が点
灯するため、そのまま長時間点灯さ
せると、鉛バッテリーあがりの原因
となります。

 

ライトの点灯・消灯

ヘッドライトなどを⾃動で点灯・消灯で
きます。⾃動で点灯または消灯している
とき手動で消灯または点灯できます。

(1) ライトスイッチ

アドバイス
 

ヘッドライトや車幅灯が点灯している
間は、メーター内のライト点灯表示灯
が点灯します。

 

(1)
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ライトスイッチの位置

アドバイス
 

 フロントガラスのオートライトセンサー部分が泥や氷などで覆われていると、車
外が明るくてもヘッドライト、車幅灯、尾灯、番号灯が点灯することがあります。

位置 説明
ライトスイッチのツマミを にするとヘッドライト、車幅灯、尾灯、
番号灯が点灯します。
 パワースイッチが “ON” から “ACC” または “LOCK（OFF）” にしても点

灯したままです。
 パワースイッチが “ACC” または “LOCK（OFF）” でも点灯します。
ライトスイッチのツマミを にすると車幅灯、尾灯、番号灯が点灯し
ます。
 パワースイッチが “ON” で、車外がヘッドライトなどを⾃動で点灯す

る明るさのとき、シフトポジションが “P” 以外にあると、ヘッドライ
トも⾃動的に点灯します。

 パワースイッチを “ON” から “ACC” または “LOCK（OFF）” にしても点
灯を継続します。

 パワースイッチが “ACC” または “LOCK（OFF）” でも点灯します。

“AUTO”

オートライトシステムにより車外の明るさに応じて⾃動的に点灯・消灯
します。
 ライトスイ ッチの ツマミが “AUTO” の位置でパワースイッチが “ON”

のときに機能します。
 ヘッドライト、車幅灯、尾灯、番号灯が同時に点灯・消灯します。
 薄暗くなったときやトンネルなど急に暗くなったときに⾃動で点灯

します。
 ⾃動で点灯しているとき

• パワースイッチを“ACC”または“LOCK（OFF）”にすると消灯します。

“OFF”

ライトスイッチのツマミを “OFF” までまわすと点灯・消灯を切り替え
ることができます。
 パワースイッチを “ACC” または “LOCK（OFF）” にすると消灯します。
 パワースイッチが“ON” で車外がヘッドライトなどを⾃動で点灯する

明るさの場合
• シフトポジションが “P” 以外では消灯できません。
• 消灯後、シフトポジションを “P” 以外にすると、ライトが再び点灯

します。
• 消灯後、シフトポジションが “P” のまま、ライトスイッチのツマミ

を再度 OFF までまわすと消灯させた全てのライトが再び点灯しま
す。
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 オートライトセンサーの上や周囲にものを置いたり、ガラスクリーナーなどを吹
きかけたままにしたりしないでください。センサーの感度が低下し、正常に点灯・
消灯しなくなります。

(1) オートライトセンサー

 

ライト⾃動消灯システム

鉛バッテリあがりを防ぐため、次の場合
点灯しているライトは⾃動で消灯しま
す。
 パワースイッチを “ACC” または “LOCK
（OFF）” にしたときに、ヘッドライト

または車幅灯、尾灯、番号灯が点灯し
ている場合、運転席ドアを開けるまた
は約 10 分経過すると、ライトは⾃動で
消灯します。

 パワースイッチが “ACC” または “LOCK
（OFF）” のときにヘッドライトまたは

車幅灯、尾灯、番号灯を点灯した場合、
約 10 分経過すると、ライトは⾃動で消
灯します。

⾃動で消灯したあと再びライトを点灯さ
せる場合は、ライトスイッチのツマミを
“AUTO” の位置にしてから、 の位置
にする、または  と を切替えてく
ださい。
ライト⾃動消灯システムは、パワース
イッチを “ON” にすると停⽌し、⾃動ま
たは手動で点灯・消灯します。

ライトの上向き、下向きの切
替え

ヘッドライトを上向き（ハイビーム）に
切替えると、遠くまで照らすことができ
ます。
 上向き（ハイビーム）は、EV システム

が “ON” のときのみ点灯することがで
きます。

 ライトが下向きで点灯しているとき
に、ライトコントロールレバーを車の
前方向に押すと上向きになります。も
との位置にもどすと、下向きになりま
す。

(1)
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(1) ライトコントロールレバー

 ライトスイッチの位置に関係なく、レ
バーを手前に引くと、引いている間、上
向きにライトが点灯します。

 ライトを上向きにすると、メーター内
のヘッドライト上向き（ハイビーム）表
示灯が点灯します。 (>>> P.175)

(1) ライトコントロールレバー

アドバイス
 

 対向車や先⾏車があるときは、ライ
トを下向きにしてください。

 アダプティブハイビームシステムに
よりヘッドライトの上向き（ハイ
ビーム）と下向き（ロービーム）を
⾃ 動 的 に 切 替 え る こ と が で き ま
す。(>>> P.303)

 

ライト消し忘れ警告ブザー

ヘッドライトや車幅灯の消し忘れを防⽌
するため、パワースイッチを “LOCK

（OFF）” にしたあとに、ヘッドライトや
車幅灯を点灯させた場合、運転席ドアを
開けると、室内ブザーが連続して鳴りま
す。
ヘッドライトおよび車幅灯を消すと、室
内ブザーは⽌まります。

アドバイス
 

室内ブザーが鳴っているときは、メー
ター内のマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され
ます。

 

DRL（デイタイムランニング
ランプ）システム

DRL は次の条件をすべてみたすと点灯し
ます。 DRL が点灯すると、尾灯も同時に
点灯します。
 EV システムが始動中（“READY” 表示灯

が点灯）
 ヘッドライトが消灯
 フロントフォグランプが消灯

アドバイス
 

 DRL は車幅灯に比べて明るく点灯し
ますが、故障ではありません。

 方向指示器を使⽤すると、点滅して
いる側の DRL は消灯します。

 

(1)

(1)

(1)
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フォグランプスイッチ
雨や霧などで視界が悪いときに使⽤しま
す。
 フロントフォグランプはヘッドライト

や車幅灯が点灯しているときに使⽤で
きます。フォグランプスイッチを 位
置に まわすとフロントフォグランプが
点灯し、メーター内のフロントフォグ
ランプ点灯表示灯が点灯します。もと
の位置にもどすと消灯します。(>>>
P.175)

(1) フォグランプスイッチ

注記
 

鉛バッテリー保護のため、視界が良く
なったらすみやかにスイッチを切って
ください。

 

ワイパー∕ウォッシャー
（フロント）
パワースイッチが “ON” のときに使⽤で
きます。

警告
 

ハンドルの中に手を入れてスイッチな
どを操作すると、ハンドル操作のさま
たげになり、思わぬ事故の原因となり
ます。
スイッチなどを操作するときは、ハン
ドルの中に手を入れて操作しないでく
ださい。

 

注意
 

寒冷時は、ウインドーに吹きつけた
ウォッシャー液が凍結して、視界が悪
くなることがあります。ガラス面をデ
フ ロ ス タ ー で 暖 め て か ら、ウ ォ ッ
シャー液を噴射してください。

 

注記
 

 空ぶきするとガラス面やワイパーブ
レード（ゴム部）に傷がつくおそれ
があります。
ウインドーが乾いているときは、ウ
インドーをウォッシャー液で濡らし
てからワイパーを動かしてくださ
い。

(1)
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 ワイパーブレードがガラスにはりつ
いているときにワイパーを作動させ
ると、ブレード部（ゴムの部分）が
傷ついたり、ワイパーが故障したり
するおそれがあります。
ワイパーブレードがガラスにはりつ
いているときは、ワイパーを作動さ
せないでください。

 ウォッシャー液が十分に出ないとき
に ウ ォ ッ シ ャ ー を 使 用 す る と、
ウォッシャーポンプが故障する原因
となります。
ウォッシャー液が十分に出ないとき
は、ウォッシャースイッチを切って
ください。

 

ワイパーが作動中に停止した
ときは

積雪などでワイパーに大きな負荷がかか
る状態が続きワイパーモーターの温度が
上がると、ワイパーモーターを保護する
ためにブレーカーが作動してワイパーが
一時的に停⽌します。次の手順で対処し
てください。

1)安全な場所に停車し、パワースイッチ
を “ACC” または “LOCK（OFF）” にし
ます。

2)ワイパースイッチを OFF にします。
3)ワイパーの作動をさまたげる積雪な

どの障害物を取り除きます。
4)しばらくしてワイパーモーターの温

度が下がると、ブレーカーが⾃動復帰
してワイパーの使⽤が可能となりま
す。
 しばらく待ってもワイパーが使⽤

できない場合は、別の原因が考えら
れます。スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてください。

フロントワイパースイッチ

レバーを上下に操作すると、フロントワ
イパーが次表のように作動します。

(1) レバー

アドバイス
 

レバーを “OFF” から “AUTO” に操作
したときは、ワイパーが 1 回作動した
あと、⾃動作動になります。

 

オートワイパーシステム

ワイパースイッチを “AUTO” 位置にして
いると、次の状況に応じてワイパーが⾃
動で作動します。
 フロントガラスの上部にあるレインラ

イトセンサーが感知した雨の程度（雪
やそのほかの液体、ほこりなどを含む）

 車速

MIST レバーを押し上げ
ている間作動

OFF 停⽌
AUTO ⾃動作動

LO 低速作動
HI 高速作動

(1)
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(1) レインライトセンサー

注意
 

 ワイパースイッチが “AUTO” 位置で
パワースイッチを “ON” にしている
ときは、次のことをお守りください。
守らないと、不意にワイパーが作動
することがあり、けがのおそれがあ
ります。また、ワイパーが故障する
原因となります。
• フロントガラスのセンサー部に触

れたり、布などでふいたりしない
• フロントガラスやセンサーに衝撃

をあたえない
 ⾃動洗車機を使うときや、フロント

ガラスのお手入れをするときは、ワ
イパースイッチを “OFF” にしてく
ださい。

 

注記
 

次のような状況では、レインライトセ
ンサーが雨や雪を正確に感知できず、
正常に作動しない場合があります。
 フロントガラスのセンサー部に、雨

や雪が当たらないとき、もしくは当
たっても感知しにくい種類の雪のと
き

 センサー部に、泥や氷などの異物が
付着しているとき

 ワイパーを作動させる前からフロン
トガラスに雨滴が付着しているとき

 センサーの温度が炎天下で 80 ℃以
上のとき、または寒冷時で－ 10 ℃
以下のとき

 フロントガラスに撥水加工をしてい
るとき（雨滴が流れやすいため雨量
が多いと判断し、作動回数が多くな
る場合があります）

 フロントガラスにステッカーやラベ
ルなどを貼って、センサーを覆って
いるとき

 ワイパーブレードのゴム部が傷つい
ているとき

 

オートワイパーの作動の目安

次のような場合は故障が考えられます。
スズキ販売店またはスズキ代理店で点検
を受けてください
 雨の程度が変化しても、オートワイ

パーの作動が変化しないとき
 雨や雪が降っていても、オートワイ

パーが作動しないとき

レインライトセンサーの感度調整

リングをまわします

(1)

雨の程度 作動状態
なし 停⽌
小雨 間欠作動

普通の雨 低速作動
大雨 高速作動

(a) (1)

(b)
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(1) リング

(a) ＋側
(b) －側

オートワイパーシステムの設定切
替え

設定の切替え（カスタマイズ）をすると、
AUTO 位置での作動を次のように変更で
きます。設定の切替えについては、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

セミオートモード
間欠作動、低速作動、高速作動のいずれ
かの作動をします。（停⽌しません）

間欠ワイパーモード
間欠作動だけします。作動間隔は、リン
グで調節できます。

フルオートモード（工場出荷時）
停⽌、間欠作動、低速作動、高速作動の
いずれかの作動をします。

フロントウォッシャースイッ
チ

レバーを手前に引くと、ウォッシャー液
が噴射されワイパーが数回動きます。

(1) レバー

リング位置 感度
(a) ＋側 敏感（雨に反応しやすい）
(b) －側 鈍感（雨に反応しにくい）

(1)
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ワイパー∕ウォッシャー
（リヤ）
パワースイッチが “ON” のときに使⽤で
きます。

警告
 

思わぬ事故につながるおそれがあるた
め、ハンドルに手を通してスイッチの
操作はしないでください。

 

注意
 

寒冷時は、ウインドーに吹きつけた
ウォッシャー液が凍結して、視界が悪
くなることがあります。ガラス面をデ
フ ロ ス タ ー で 暖 め て か ら、ウ ォ ッ
シャー液を噴射してください。

 

注記
 

 空ぶきするとガラス面やワイパーブ
レード（ゴム部）に傷がつくおそれ
があります。
ウインドーが乾いているときは、ウ
インドーをウォッシャー液で濡らし
てからワイパーを動かしてくださ
い。

 ワイパーブレードがガラスにはりつ
いているときにワイパーを作動させ
ると、ブレード部（ゴムの部分）が

傷ついたり、ワイパーが故障したり
するおそれがあります。
ワイパーブレードがガラスにはりつ
いているときは、ワイパーを作動さ
せないでください。

 ウォッシャー液が十分に出ないとき
に ウ ォ ッ シ ャ ー を 使 用 す る と、
ウォッシャーポンプが故障する原因
となります。
ウォッシャー液が十分に出ないとき
は、ウォッシャースイッチを切って
ください。

 

ワイパーが作動中に停止した
ときは

積雪などでワイパーに大きな負荷がかか
る状態が続きワイパーモーターの温度が
上がると、ワイパーモーターを保護する
ためにブレーカーが作動してワイパーが
一時的に停⽌します。次の手順で対処し
てください。

1)安全な場所に停車し、パワースイッチ
を “ACC” または “LOCK（OFF）” にし
ます。

2)ワイパースイッチを OFF にします。
3)ワイパーの作動をさまたげる積雪な

どの障害物を取り除きます。
4)しばらくしてワイパーモーターの温

度が下がると、ブレーカーが⾃動復帰
してワイパーの使⽤が可能となりま
す。
 しばらく待ってもワイパーが使⽤

できない場合は、別の原因が考えら
れます。スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてください。

リヤワイパースイッチ

ツマミをまわすと、リヤワイパーが次表
のように作動します。
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(1) ツマミ

リヤウォッシャースイッチ

 図の  方向にツマミをまわし、“ON” の
上にある （ウォッシャー）にあわせる
とウォッシャー液が噴射し、同時にリ
ヤワイパーも連動して動きます。ツマ
ミから手を離すと ON に戻ります。

(1) ツマミ

 図の  方向にツマミをまわし、“OFF”
の下にある （ウォッシャー）にあわせ
るとウォッシャー液が噴射し、同時に
リヤワイパーも連動して動きます。
ツマミから手を離すと “OFF” に戻りま
す。

(1) ツマミ

リヤワイパー（リバース連動）

フロントワイパーが作動しているとき
に、ダイヤルシフトを “R” に入れると、
リヤワイパーが⾃動で作動します。

アドバイス
 

センターディスプレイの設定で、R（リ
バース）ポジション連動ワイパーの設
定を変更することができます。(>>>
P.503)

 

ON 連続作動
INT 間欠作動
OFF 停⽌

ON

OFF
INT

(1)

(1)

連 続 作 動
モード

シフトポジションが “R” に
ある間、ワイパーが作動し
ます

単 一 作 動
モード

シフトポジションが “R” に
なると、一度だけワイパー
が作動します

OFF ワイパーは作動しません。

(1)
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運転⽀援装置について

スズキ セーフティサポート
スズキ セーフティ サポートは、運転⽀援
装置によって運転者を補助し、安全で快
適なドライブを⽀援します。

警告
 

スズキ セーフティ サポートにつ
いて
スズキ セーフティ サポートは運転者
の安全運転を前提としたシステムであ
り、事故被害や運転負荷の軽減に寄与
することを目的としています。
本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に⾃らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。
安全にお使いいただくために
 システムを過信しないでください。

運転者は常に⾃らの責任で周囲の状
況を把握し、安全運転を心がけてく
ださい。本システムはあらゆる状況
で動作するものではなく、支援には
限界があります。システムに頼った
り、安全を委ねる運転をしたりする
と思わぬ事故につながり、重⼤な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

 お客様ご⾃身で作動テストを⾏わな
いでください。対象や状況によって
はシステムが正常に作動せず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります

 ⾛⾏操作に関して注意が必要な場合
や、システムに異常が発⽣したとき
には、警告メッセージ・警告ブザー
で注意をうながします。ディスプレ
イに警告メッセージが表⽰されたと
きは、表⽰された画面の指⽰に従っ
てください。

 外部の騒音やオーディオの音などに
より、警報ブザーが聞きとりにくい

場合があります。また、路面状況な
どにより、システムの作動を感じに
くい場合があります。

システムを OFF にする必要があ
るとき
次のときは、システムを OFF にしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重⼤な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながる恐れがあり
ます。
 過積載やパンクで車両が傾いている

とき
 けん引するとき
 トラック∕船舶∕列車などに積載す

るとき
 車両をリフトで上げ、タイヤを空転

させるとき
 点検でシャシーダイナモやフリー

ローラーなどを使用するとき
 オフロード⾛⾏やスポーツ⾛⾏をす

るとき
 洗車機を使用するとき
 センサーやセンサー周辺への衝撃な

どによりセンサーの向きがずれてい
るとき、変形しているとき

 センサーやライトをさえぎるような
装備品を装着しているとき

 応急用タイヤ・タイヤパンク応急修
理キット・タイヤチェーンなどを装
着しているとき

 タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

 メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

 事故や故障などにより⾛⾏不安定な
とき
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アドバイス
 

システムによる前方車両や障害物、区
画線、道路標識の検知は視野範囲内に
限られています。また、視野範囲に対
象物が入ってから制御、警報の対象と
なるまでには数秒間かかります。

 

運転支援装置

スズキ セーフティ サポートの各機能
 デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
（DSBS Ⅱ） (>>> P.292)
 誤発進抑制機能 (>>> P.299)
 発進お知らせ機能 (>>> P.302)
 ア ダ プ テ ィ ブ ハ イ ビ ー ム シ ス テ ム

(>>> P.303)
 車線逸脱抑制機能 (>>> P.307)
 車線維持⽀援 (>>> P.312)
 標識認識機能 (>>> P.326)
 二次衝突軽減ブレーキ (>>> P.317)
 アダプティブクルーズコントロール

(>>> P.317)
 ブラインドスポットモニター (>>>

P.329)
 リ ヤ ク ロ ス ト ラ フ ィ ッ ク ア ラ ー ト

(>>> P.334)
 パーキングセンサ (>>> P.336)
 低速時ブレーキサポート ( 前進・後退 )

(>>> P.341)
 後方誤発進抑制機能 (>>> P.346)
 全方位モニター (>>> P.349)
 ド ラ イ バ ー モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム
（DMS） (>>> P.365)

次の項目もあわせてお読みください。
 けん引してもらうときは (>>>

P.470) (>>> P.471)
 前方カメラ（DSBS Ⅱ）∕前方レーダー
（DSBS Ⅱ）∕超⾳波センサー (>>>

P.281)

 デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
（DSBS Ⅱ） の設定を変更する (>>>

P.298)
 車線逸脱抑制の設定を変更する (>>>

P.309)
 車線維持⽀援の ON/OFF を変更する

(>>> P.314)

警告
 

正確なタイヤ回転速度が検出でき
ない場合
タイヤの空気圧が指定空気圧になって
いない等、正確なタイヤ回転速度が検
出できないと、下記機能が正常に作動
しないことがあり、思わぬ事故につな
がったり、故障の原因となったりする
おそれがあります。
タイヤの空気圧を指定空気圧に調整で
きない等、正確なタイヤ回転速度が検
出できないときは、デュアルセンサー
ブレーキサポートⅡ （DSBS Ⅱ）を
OFF にしてください。(>>> P.240)
 デュアルセンサーブレーキサポート

Ⅱ（DSBS Ⅱ）
 誤発進抑制機能
 車線逸脱抑制機能

• 車線逸脱警報
• 車線逸脱抑制
• ふらつき警報

 車線維持支援
 アダプティブクルーズコントロール
 低速時ブレーキサポート(前進・後退

)
 後方誤発進抑制機能
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前方カメラ（DSBS Ⅱ）∕前方
レーダー（DSBS Ⅱ）∕レー
ダーセンサー∕超音波セン
サー

複数のセンサーにより、システムの作動
に必要な情報を認識します。

周囲の状況を検出するセンサー

フロント

(1) 前方カメラ（DSBS Ⅱ）
(2) 前方レーダー（DSBS Ⅱ）
(3) 超⾳波センサー

リヤ

(1) レーダーセンサー
(2) 超⾳波センサー

警告
 

前方カメラ（DSBS Ⅱ）の故障や
誤作動を防ぐために
次のことをお守りください。 お守りい
ただかないと、前方カメラ（DSBS Ⅱ）
が正常に作動せず、思わぬ事故につな
がり、重⼤な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがありま
す。
 前方カメラ（DSBS Ⅱ）の視界を遮っ

たりする可能性のあるものを置かな
いでください

 フロントガラスは常にきれいにして
おく
• フロントガラス外側に汚れ∕油膜

∕水滴∕雪などが付着した場合
は、取り除いてください。

• フロントガラスにガラスコーティ
ング剤を使用していても、前方カ
メラ（DSBS Ⅱ）前部に水滴など
が付着した場合は、ワイパーでふ
き取ってください。

• フロントガラス内側の前方カメラ
（DSBS Ⅱ）取り付け部が汚れた場

合は、スズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください

 フ ロ ン ト ガ ラ ス の 前 方 カ メ ラ
（DSBS Ⅱ）前部（図に⽰す範囲内）

にステッカー（透明なものを含む）
などを貼り付けない

(1) 約 15 cm
(2) 約 25 cm

(1)

(2)

(3)

(2)

(1)

(1)

(2)
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 前方カメラ（DSBS Ⅱ）前部のフロ
ントガラスの水滴をワイパーが正し
くふき取れないときは、ワイパーゴ
ムまたはワイパーブレードを交換す
る

 フロントワイパー本体やブレードを
交換するときは、指定のものを使用
する（詳しくは、スズキ販売店また
はスズキ代理店にお問い合わせくだ
さい）

 フロントガラスに傷・ひびなどが⽣
じた場合は、そのまま放置せずに交
換する
フロントガラスの交換後は、前方カ
メラ（DSBS Ⅱ）の再調整が必要で
す。詳しくはスズキ販売店またはス
ズキ代理店にご相談ください。

 前方カメラ（DSBS Ⅱ）に液体をか
けない

 前方カメラに強い光を照射しない
 前方カメラ（DSBS Ⅱ）のレンズを

汚したり、傷を付けたりしない
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご
相談ください。

 前方カメラに強い衝撃を加えない
 前方カメラ（DSBS Ⅱ）の取り付け

位置や向きを変更したり、取りはず
したりしない

 前方カメラ（DSBS Ⅱ）を分解しない
 インナーミラーなどの前方カメラ
（DSBS Ⅱ）周辺部品や天井を改造し

ない
 ボンネット・フロントグリル・フロ

ントバンパーに、前方カメラ（DSBS
Ⅱ）の視界をさえぎる可能性のある
アクセサリーを取り付けない
詳しくはスズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。

 ルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラ（DSBS Ⅱ）の視界をさえぎら
ないようにする

 ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない

フ ロ ン ト ガ ラ ス の 前 方 カ メ ラ
（DSBS Ⅱ）取り付け部について

フロントガラスが曇る可能性があると
システムが判断した場合、ヒーターに
より前方カメラ（DSBS Ⅱ）周辺のフ
ロントガラスの曇り取りが⾃動的に作
動します。お手入れなどで前方カメラ

（DSBS Ⅱ）周辺にふれるときは、十分
にフロントガラスが冷めてからにして
ください。やけどをするおそれがあり
ます。
前方レーダー（DSBS Ⅱ）の故障
や誤作動を防ぐために
次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、前方レーダー（DSBS
Ⅱ）が正常に作動せず、思わぬ事故に
つながり、重⼤な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。
 前方レーダー（DSBS Ⅱ）とレーダー

専用カバーは常にきれいにしておく
前方レーダー（DSBS Ⅱ）前面やレー
ダー専用カバー前後面に汚れ・水滴・
雪・ビニール袋（透明、半透明、有
色、⾦属コーティング品）などが付
着した場合は、取り除いてください。
お手入れをする際は、前方レーダー

（DSBS Ⅱ）やレーダー専用カバーを
傷付けないよう、やわらかい布を
使ってください。
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(1) レーダー専用カバー
(2) 前方レーダー（DSBS Ⅱ）

 前方レーダー（DSBS Ⅱ）やレーダー
専用カバー周辺にアクセサリーを付
けたり、ステッカー（透明なものを
含む）などを貼ったりしない。

 前方レーダー（DSBS Ⅱ）周辺への
衝撃を避ける
前方レーダー（DSBS Ⅱ）∕フロン
トグリル∕フロントバンパーに衝撃
を受けた際は、必ずスズキ販売店ま
たはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。

 前方レーダー（DSBS Ⅱ）を分解し
ない

 前方レーダー（DSBS Ⅱ）やレーダー
専用カバーを改造、塗装したりしな
い。純正部品以外に交換しない。

 次のようなときは、前方レーダー
（DSBS Ⅱ）の再調整が必要です。詳

しくはスズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。
• 前方レーダー（DSBS Ⅱ）を交換

したとき
• フロントバンパー∕フロントグリ

ルを交換したとき
超音波センサーの故障や誤作動を
防ぐために
次のことをお守りください。お守りい
ただかないと超音波センサーが正常に
作動せず、思わぬ事故につながり、重
⼤な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

 超音波センサーの表面は常にきれい
にしておく

 超音波センサー表面に汚れ∕水滴∕
雪∕ビニール袋などが付着した場合
は、取り除いてください。お手入れ
をする際は、超音波センサーを傷付
けないよう、やわらかい布を使って
ください。

 超音波センサー周辺にアクセサリー
を付けたり、ステッカー（透明なも
のを含む）などを貼ったりしない。
前方の超音波センサーには純正フィ
ルムが貼り付けています。剥がした
り、貼り直したりしないでください。

 超音波センサー周辺への衝撃を避け
る
超音波センサー∕フロントグリル∕
フロントバンパー∕リヤバンパーに
衝撃を受けた際は、必ずスズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受け
てください。

 超音波センサーの取り付け位置や向
きを変更したり、取り外したりしな
い

 超音波センサーを分解しない
 超音波センサーや超音波センサー専

用カバーを改造、塗装したりしない。
純正部品以外に交換しない

 高圧洗浄機を使うときは、超音波セ
ンサーに直接ノズルを向けないでく
ださい。

 スチームを使用した洗浄機を使うと
きは、超音波センサーにスチームを
近づけすぎないようにする。

 次のようなときは、超音波センサー
の取り付け角度測定∕初期化が必要
です。詳しくはスズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。
• 超音波センサーを脱着や交換した

とき

(2)
(1)
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• フロントバンパー∕フロントグリ
ル∕リヤバンパーを交換したとき

 

アドバイス
 

前方カメラ（DSBS Ⅱ）および前方
レーダー（DSBS Ⅱ）が正しく作動
しないおそれがあるとき
 車両の高さや傾きが変わるような改

造をしているとき
 フロントガラスが汚れているとき

や、曇っているとき、ひび割れや破
損があるとき

 前方カメラ（DSBS Ⅱ）および前方
レーダー（DSBS Ⅱ）が極端に低温
または高温になっているとき

 センサー前面に泥、雨滴、雪、虫、
ゴミなどが付着したとき

 霧∕雪∕砂嵐∕激しい雨などの悪天
候のとき

 前方に⽔∕雪∕⼟ぼこりなどの巻き
上げや⽔蒸気・煙があるとき

 夜間やトンネル内など暗い場所で
ヘッドランプを点灯していないとき

 ヘッドランプのレンズが汚れて照射
が弱いとき

 ヘッドランプの光軸がずれていると
き

 ヘッドランプが故障しているとき
 対向車のヘッドランプ光∕太陽光∕

反射光などが前方カメラ（DSBS Ⅱ）
に入射しているとき

 急激な明るさの変化があるとき
 テレビ塔∕放送局∕発電所∕レー

ダー搭載車両など、強い電波やノイ
ズが発⽣する場所の近くを⾛⾏する
とき

 ワイパーブレードがセンサーの視界
をさえぎっているとき

 周囲に次のようなレーダーの電波を
反射するものがあるとき

• トンネル
• トラス橋
• 砂利道
• 轍のある雪道
• 壁
• 大型トラック
• マンホール
• ガードレール
• 鉄板

 周囲に段差や突起物があるとき
 超小型モビリティなどのように対象

車両の全幅が狭いとき
 空荷のトラックなど対象車両の前

端・後端面積が小さいとき
 低床トレーラーなど対象車両の前

端・後端が低い位置にあるとき

 対象車両の最低地上高が極端に高い
とき

 対象車両の荷台から荷物がはみ出し
ているとき

 対象車両の一部が布で覆われている
など⾦属の露出が少ない車両のとき

 トラクター・サイドカーなど対象車
両が特殊な形状のとき

 対象車両との車間距離が極端に短く
なったとき

 対象車両の位置がずれている場合
 対象車両に雪や泥などが大量に付着

している場合
 次のような道路を⾛⾏しているとき

• 急なカーブや曲がりくねった道
• 急な上り坂や下り坂など、路面勾

配が変化する道
• 左右に傾きのある道
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• 路面に深いわだちがある道
• 整備されていない荒れた道
• 起伏や段差が多い道路

 ハンドル操作が不安定な場合
 車線内での⾃車の位置が一定でない

場合
 本システム部品もしくはブレーキ等

の関連部品が極度に冷えている・過
熱している・ぬれているなど

 ホイールアライメントがずれている
とき

 凍結路・積雪路・砂利道などのすべ
りやすい路面を⾛⾏するとき

 カーブの形状とは異なる経路で⾛⾏
するとき

 カーブに対して進入速度が過度に高
いとき

 駐車場や車庫、カーエレベータなど
に出入りするとき

 駐車場内を⾛⾏するとき
 ⽣い茂った草・垂れ下がった枝・垂

れ幕など⾃車に覆い被さるような障
害物がある場所を⾛⾏するとき

 風が強いとき
車線を検知できないおそれがある
とき
 車線の幅が極端に狭い、または広い

とき
 車線変更をした直後、または交差点

を通過した直後
 工事によって規制された車線、また

は仮設の車線を⾛⾏しているとき
 周囲に車線もしくは類似の構造物、

模様、影があるとき
 車線が明瞭でないとき、濡れた路面

を⾛⾏しているとき
 車線が縁⽯等の上に引かれていると

き
 コンクリート路のような照り返しな

どで明るい路面を⾛⾏しているとき

 同一車線上に複数の白線があるとき
システムの一部もしくは全てが作
動しないとき
 本システムもしくはブレーキ、ステ

アリング等関連システムの異常検出
時

 ESP® 等の安全システムが作動時
 ESP® 等の安全システムが OFF の時
ブレーキの作動⾳や踏み応えの変
化について
 ブレーキが作動したときにブレーキ

の作動⾳が聞こえたり、ブレーキペ
ダルの踏み応えがかわったりするこ
とがありますが異常ではありませ
ん。

 システムの制御によるブレーキ作動
中はブレーキペダルがお客様の想定
よりも固く感じられたり、ブレーキ
ペダルが沈みこんだりすることがあ
ります。 どちらの場合もブレーキの
踏み増しは可能です。必要に応じて
ブレーキを踏み増ししてください。

超⾳波センサーが正しく作動しな
いおそれがあるとき
 超⾳波センサーに⽔滴・氷・雪・泥

などが付着したとき
 超⾳波センサーの一部が凍結したと

き
 炎天下や寒冷時
 周辺の気温が急激に変化したとき
 凹凸路・坂道・砂利道・草むら⾛⾏時
 他車のホーン、オートバイのエンジ

ン⾳、大型車のエアブレーキ⾳、ブ
レーキ⾳、車両感知器、他車の超⾳
波センサーなどの超⾳波を発⽣する
ものがあるとき

 洗車場、⾃動車整備場、工事現場な
どの超⾳波が発⽣ する環境が周囲
にあるとき

 大雨や⽔しぶきがかかったとき

book.book  285 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

286

5

 超⾳波センサーに障害物が近づきす
ぎたとき

 超⾳波を反射しにくい歩⾏者
 人、スポンジ状のもの、雪壁などの

⾳波を吸収しやすいもの
 歩⾏者、⾃転車、動物などの動いて

いるもの
 地面に対して垂直でないもの、車両

進⾏方向に対して直角ではないも
の、凹凸なもの、波打っているもの
が検知範囲にあるとき

 風が強いとき
 霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき
 作動対象物と車両のあいだに検知で

きない対象物があるとき
 作動対象が車両の横から割り込んだ

り、飛び出してきたとき
 衝突などで、超⾳波センサーの方向

がずれたとき
 超⾳波センサー付近にけん引フッ

ク・バンパープロテクター・バンパー
トリム・サイクルキャリア、除雪装
置（スノーブラウ ) などを取り付け
たとき

 事故や故障で⾃車の⾛⾏が不安定な
とき

 タイヤチェーン・応急⽤タイヤ・タ
イヤパンク応急修理キットを使⽤し
ているとき

 狭い道路を⾛⾏するとき
 垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった

枝、遮断機に向かって⾛⾏するとき
 地面にわだちや⽳がある場合
 排⽔溝などの⾦属のフタ ( グレーチ

ング ) ⾛⾏時
 急な登坂路や降坂路を⾛⾏するとき
 冠⽔している道路で超⾳波センサー

に⽔がかぶったとき
 背の高い縁⽯や直角の縁⽯に向かっ

て進んだとき
 ⽴体駐車場や工事現場などで柱 (H

形鋼など ) の付近を⾛⾏するとき
サスペンションの取り扱いについ
て
車高や車の傾きが変化すると、セン
サーが作動対象物を正しく検知できな
くなり、システムが正しく作動しなく
なるおそれがあり危険です。サスペン
ションの改造はしないでください。

 

前方カメラ（DSBS Ⅱ）∕前方レーダー（DSBS Ⅱ）∕超音波セン
サーの一時停止・故障

次の表のようになったとき、システムが一時停⽌または故障しています。システムの
故障・不調の原因によっては、点灯パターンが異なる場合があります。
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前方カメラ（DSBS Ⅱ）∕前方レーダー（DSBS Ⅱ）

以下のような場合にも表示することがあります。
 街灯のない暗い道路を⾛⾏しているとき
 勾配の変化がきつい坂を⾛⾏しているとき
 ガレージの中で停車しようとしているとき
 単色の壁に前向きにゆっくり接近しているとき
 シャッターや横縞の壁に前向きにゆっくり接近しているとき

前方カメラ（DSBS Ⅱ）∕前方レーダー（DSBS Ⅱ）
システム一時停止 故障

デュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡ（DSBS Ⅱ）OFF 表示灯

車線逸脱抑制作動表示灯

車線維持⽀援表示灯

アダプティブクルーズコント
ロール警告灯

アダブティブハイビームシス
テム警告灯

( ⻩色 ) ( ⻩色 )

標識認識 OFF 表示灯

マスターウォーニング

デュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡ（DSBS Ⅱ）システム
一時停⽌中表示

“DSBS Ⅱシステム
一時停⽌中 ”

－

デュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡ（DSBS Ⅱ）システム
要点検表示

－
“DSBS Ⅱシステム異常

点検を受けてください ”
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超音波センサー機能

アドバイス
 

 DSBS Ⅱシステム一時停⽌または故障のときは次の機能が停⽌します。
• デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ）
• 誤発進抑制機能
• 車線逸脱抑制機能
• 車線維持⽀援
• 発進お知らせ機能
• アダプティブハイビームシステム
• アダプティブクルーズコントロール
• 標識認識機能

 超⾳波センサーシステム一時停⽌または故障のときは下記の機能が停⽌します。
• 低速時ブレーキサポート ( 前進・後退 )
• 後方誤発進抑制機能

超音波センサー
システム一時停止 故障

デュアルセンサーブレーキ
サポートⅡ（DSBS Ⅱ）OFF
表示灯
パーキングセンサー作動表
示灯

マスターウォーニング 消灯

ソナーシステム一時機能 停
⽌表示

“ ソナーシステム一時機能 
停⽌中 ” 非表示

ソナーシステム要点検表示 非表示 “ ソナーシステム要点検 ”

パーキングセンサー掃除表
示 “ パーキングセンサー一時

停⽌中センサー部を掃除し
てください ”

非表示

パーキングセンサーシステ
ム要点検表示 非表示 “ パーキングセンサー異常

取扱説明書を確認してくだ
さい ”
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• パーキングセンサー
 

超音波センサーの一時停止

次のようなとき超⾳波センサーが一時停
⽌します。
状況が改善されれば、センサーの一時停
⽌は解除されます。
 超⾳波センサー部に泥、雪、氷などの

異物が付着しているとき
 鉛バッテリーの電圧が一時的に異常に

なったとき

超音波センサーの故障

故 障 し た と き は、パ ワ ー ス イ ッ チ を
“LOCK（OFF）” にするまでシステムが停
⽌します。
安全な場所に停車して、パワースイッチ
を “LOCK（OFF）” にし、EV システムを
⽌めてください。再度、EV システムを始
動したとき、パーキングセンサー作動表
示灯が消灯していることを確認します。
 EV システムを再始動しても表示灯が点

灯している場合、超⾳波センサーの故
障が考えられます。スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。

アドバイス
 

パーキングセンサー作動表示灯が点灯
し、故障が考えられる場合、システム

が停⽌しますが、通常の⾛⾏には⽀障
ありません。

 

超音波センサーが異物を検知した
とき

超⾳波センサーが泥、雪、氷などのセン
サーに付着した異物を検知すると以下の
表のようにマルチインフォメーション
ディスプレイに表示されます。付着した
異物を取り除けば正常に復帰します。異
物を検知している間は超⾳波センサーは
一時停⽌しています。
異物が付着していないのに表示される場
合は、センサーの異常の可能性がありま
す。スズキ販売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。

(1) “ パーキングセンサー一時停⽌中
センサー部を掃除してください ”

※ 異物を検知しているセンサー側
が表示されます

システム一時停止

次のようなときスズキ セーフティ サポートのシステムが一時停⽌します。
状況が改善されれば、システムの一時停⽌は解除されます。

(1)
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表⽰される内容 原因 対処方法

“DSBS Ⅱシステム一
時停⽌中 ”

次の状態のため、システムの
機能が一時停⽌しています。
 スズキ セーフティ サポー

トに関連するシステムが一
時停⽌した

 鉛バッテリーの電圧が一時
的に異常になった

原因が解消するまで、周囲に十
分注意して⾛⾏してください。
表示がしばらく経過しても消
えない場合は、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご相談く
ださい。

“ 前方カメラ一時停⽌
中（温度範囲外）”

システム本体が低温または高
温になったことで、システム
の 機 能 が 一 時 停 ⽌ し て い ま
す。

 原因が解消するまで、周囲に
十分注意して⾛⾏してくだ
さい。

 表示がしばらく経過しても
消えない場合は、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご
相談ください。

 炎天下での駐車時など、前方
カメラが高温のときは、エア
コンでカメラ周辺の温度を
下げてください。

 極寒での駐車時など、前方カ
メラが低温のときは、エアコ
ンでカメラ周辺の温度を上
げてください。

“ 前方カメラ一時停⽌
中（視界不良）”

前 方 カ メ ラ の 視 界 不 良 に よ
り、システムの機能が一時停
⽌しています。以下の原因が
考えられます。
 大雨、吹雪、霧などの悪天候
 前方カメラの前部のフロン

トガラスに汚れ、付着物が
ある

 前方カメラの前部のフロン
トガラスにくもりが発⽣し
ている

次の対処法に従ってください。
ワイパーを使⽤してもシステ
ムの一時停⽌が解除されない
場合は、天候の回復を待つ。
 ワイパー機能を使って、フロ

ントガラスの汚れや付着物
を取り除く。(>>> P.273)

 エアコン機能を使って、フロ
ントガラスの曇りを取り除
く (>>> P.391)

 ボンネットを閉じる、または
ステッカーを剥がすなど、カ
メラの視界を遮らないよう
にする。
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“ 前方レーダー一時停
⽌中（汚れ）”

前方レーダーの不良により、
システムの機能が一時停⽌し
ています。以下の原因が考え
られます。
 前方レーダー（DSBS Ⅱ）周

辺の汚れ、油膜、雨滴など
が付着している

やわらかい布などで前方レー
ダー周辺の汚れ、油膜、雨滴な
どをふき取ってください。

“ 前方レーダー一時停
⽌中（温度範囲外）”

前方レーダーが低温または高
温になったことで、システム
の 機 能 が 一 時 停 ⽌ し て い ま
す。

原因が解消するまで、周囲に十
分注意して⾛⾏してください。
 表示がしばらく経過しても

消えない場合は、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご
相談ください。

“ 前方レーダー一時停
⽌中（向き調整中）”

前方レーダーの角度不良によ
り、システムの機能が一時停
⽌しています。

 表示がしばらく経過しても
消えない場合は、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご
相談ください。

 前 方 レ ー ダ ー お よ び レ ー
ダー専⽤カバーに付着物が
ないか確認し、あった場合に
は取り除いてください。

“ ソナーシステム一時
機能停⽌中 ”

次の状態のため、システムの
機能が一時停⽌しています。
 低速時ブレーキサポート (

前進・後退 )、誤発進抑制機
能、後方誤発進抑制機能に
関連するシステムが一時停
⽌した

 鉛バッテリーの電圧が一時
的に異常になった

原因が解消するまで、周囲に十
分注意して⾛⾏してください。
表示がしばらく経過しても消
えない場合は、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご相談く
ださい。

“ パーキングセン
サーを掃除してくだ

さい ”

次の状態のため、システムの
機能が一時停⽌しています。
 パーキングセンサーに関連

するシステムが一時停⽌し
た

 鉛バッテリーの電圧が一時
的に異常になった

 超⾳波センサーに泥、雪、氷
などが付着した

柔らかい布などで超⾳波セン
サーの泥、雪、氷などをふき
取ってください。
原因が解消するまで、周囲に十
分注意して⾛⾏してください。
表示がしばらく経過しても消
えない場合は、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご相談く
ださい。

表⽰される内容 原因 対処方法
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デュアルセンサーブレーキ
サポートⅡ（DSBS Ⅱ）

進路上の作動対象をセンサーで検出し、
衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たときに、警報により運転者に回避操作
をうながします。また、衝突の可能性が
さらに高まったと判断したときは、⾃動
的にブレーキを作動させることで、衝突
回避を⽀援、あるいは衝突被害の軽減に
寄与します。
必要に応じて、デュアルセンサーブレー
キサポートⅡ （DSBS Ⅱ）の ON/OFF や、
警報タイミングを切りかえることができ
ます。(>>> P.503)
 システムを停⽌（OFF）すると、デュ

ア ル セ ン サ ー ブ レ ー キ サ ポ ー ト Ⅱ
（DSBS Ⅱ） OFF 表示灯が点灯し、マル

チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

(1) デュアルセンサーブレーキサポー
トⅡ （DSBS Ⅱ） OFF 表示灯

 EV システムを停⽌するたびに、デュア
ルセンサーブレーキサポートⅡ （DSBS
Ⅱ）の停⽌は解除されます。

警告
 

安全にお使いいただくために
 安全運転を⾏う責任は運転者にあり

ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。デュアル
センサーブレーキサポート Ⅱ を日
常のブレーキ操作のかわりには絶対

に使用しないでください。本システ
ムはあらゆる状況で衝突を回避また
は衝突の被害を軽減するものではあ
りません。システムに頼ったり、安
全を委ねる運転をしたりすると思わ
ぬ事故につながり、重⼤な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

 デュアルセンサーブレーキサポート
Ⅱ は衝突回避を支援、あるいは衝突
被害の軽減に寄与することを目的と
していますが、その効果はさまざま
な条件によりかわります。そのため、
常に同じ性能を発揮できるものでは
ありません。次の項目をお読みいた
だき、システムを過信せず安全運転
に努めてください。(>>> P.279)

デュアルセンサーブレーキサポー
トⅡ（DSBS Ⅱ） を OFF にするとき
次のときは、システムを OFF にしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重⼤な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながる恐れがあり
ます。
 過積載やパンクで車両が傾いている

とき
 けん引するとき
 トラック∕船舶∕列車などに積載す

るとき
 車両をリフトで上げ、タイヤを空転

させるとき
 点検でシャシーダイナモやフリー

ローラーなどを使用するとき
 オフロード⾛⾏やスポーツ⾛⾏をす

るとき
 洗車機を使用するとき
 センサーやセンサー周辺への衝撃な

どによりセンサーの向きがずれてい
るとき、変形しているとき

(1)
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 センサーやライトをさえぎるような
装備品を装着しているとき

 応急用タイヤ・タイヤパンク応急修
理キット・タイヤチェーンなどを装
着しているとき

 タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

 メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

 事故や故障などにより⾛⾏不安定な
とき

 

システムの作動対象

システムは次のものを作動対象として検
出しています。（機能によって、作動対象
が異なります）
 車両
 ⾃転車 ※
 歩⾏者
 ⾃動二輪車 ※

※ 人が乗車している場合のみを作
動対象としています。

機能一覧

前方衝突警報

衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たと き、ブザー⾳が断続的に鳴り、マル
チインフォメーションディスプレイにア
イコ ンとメッセージを表示し、回避操作
をうながします。

(1) “ デュアルセンサーブレーキサポー
ト ”

アクセルが強く踏み込まれているとシス
テム が判断した場合は、図で示すアイコ
ンとメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレ イに表示されます。

(1) “ アクセルが踏まれています ”

前方衝突被害軽減ブレーキアシス
ト

衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たとき、運転者のブレーキ操作で不足し
ているブレーキ力を増強します。

衝突被害軽減ブレーキ

衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たときは、ブレーキが⾃動でかかり、衝
突回避を⽀援、あるいは衝突被害の低減
に寄与します。

(1)

(1)
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交差点衝突回避支援（右左折）

次のような状況において衝突の可能性が
高いとシステムが判断したとき、前方衝
突警報および衝突被害軽減ブレーキによ
る⽀援を⾏います。
交差点の形状によっては正しく⽀援でき
ない場合があります。
 交差点で右折して対向車の進路を横切

るとき

 右左折中に、対向方向からの横断歩⾏
者や、⾃転車を検出したとき

交差点衝突回避支援（出合頭車
両）

交差点など、側方から接近する車両との
衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たとき、前方衝突警報および衝突被害軽
減ブレーキによる⽀援を⾏います。
交差点の形状によっては正しく⽀援でき
ない場合があります。

警告
 

衝突被害軽減ブレーキについて
 衝突被害軽減ブレーキが作動したと

きは、強いブレーキがかかります。
 衝突被害軽減ブレーキの作動により

車両が停止したときは、停止状態を
維持するためなど必要に応じて、運
転者⾃らブレーキをかけてくださ
い。

 衝突被害軽減ブレーキ作動後のブ
レーキ 保持は、次のような状況では
作動しません。状況に応じて速やか
に運転者⾃らブレーキをかけてくだ
さい。
• アクセルが踏まれている（システ

ムが発進の意図があると判断して
ブレーキ保持を解除します）

• 交差点衝突回避支援機能で停止し
ている（交差点衝突回避支援機能
では停止後のブレーキ保持は⾏わ
ないため）

• 急な坂道で停止している（システ
ムがブレーキ保持を維持できない
と判断した場合）

 衝突被害軽減ブレーキは運転者の操
作状態によっては作動しません。運
転者が アクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、運転者の回避操作とシス
テムが判断し、衝突被害軽減ブレー
キが作動しない、または作動が解除
される場合があります。

 ブレーキペダルを踏んでいるとき
は、運転者の回避操作とシステムが
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判断し、衝突被害軽減ブレーキの作
動開始タイミングが遅れる場合があ
ります。

 

アドバイス
 

デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ） 各機能の作動条件
デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ） が ON で、前方の作動対象と衝突
の可能性が高いとシステムが判断したときに作動します。
ただし、次のときシステムは作動しません。
 シフトポジションが “R” のとき
 ESP® OFF 表示灯が点灯しているとき（前方衝突警報機能は作動します）
各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。
 前方衝突警報

衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突警報
が解除される場合があります。
 前方衝突被害軽減ブレーキアシスト

 衝突被害軽減ブレーキ

 衝突被害軽減ブレーキ作動中に次の操作をすると、衝突被害軽減ブレーキの作動
が解除される場合があります。
• アクセルペダルを強く踏み込む
• ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

作動対象 ⾃車速度 相対速度
先⾏車両、静⽌車両 約 5 〜 180 km/h 約 5 〜 180 km/h
対向車両 約 30 〜 180 km/h 約 80 〜 220 km/h
⾃転車 約 5 〜 80 km/h 約 5 〜 80 km/h
歩⾏者 約 5 〜 80 km/h 約 5 〜 80 km/h
先⾏⾃動二輪車、静⽌⾃動二輪車 約 5 〜 180 km/h 約 5 〜 80 km/h

作動対象 ⾃車速度 相対速度
先⾏車両、静⽌車両 約 30 〜 180 km/h 約 10 〜 180 km/h
⾃転車 約 30 〜 80 km/h 約 30 〜 80 km/h
歩⾏者 約 30 〜 80 km/h 約 30 〜 80 km/h
先⾏⾃動二輪車、静⽌⾃動二輪車 約 30 〜 180 km/h 約 10 〜 80 km/h

作動対象 ⾃車速度  相対速度
先⾏車両、静⽌車両 約 5 〜 180 km/h 約 5 〜 180 km/h
対向車両 約 30 〜 180 km/h 約 80 〜 220 km/h
⾃転車 約 5 〜 80 km/h 約 5 〜 80 km/h
歩⾏者 約 5 〜 80 km/h 約 5 〜 80 km/h
先⾏⾃動二輪車、静⽌⾃動二輪車 約 5 〜 180 km/h 約 5 〜 80 km/h
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 交差点衝突回避⽀援（右左折）
方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折⽀援が作動しま
せん。

 交差点衝突回避⽀援 ( 出合頭車両 )

 

アドバイス
 

作動対象の検出
大きさ・輪郭・動きなどから検出しま
す。周囲の明るさや、作動対象の動き・
姿勢・角度などによっては、作動対象
を検出できず、システムが正常に作動
しないおそれがあります。図は作動対
象として検出する対象のイメージで
す。

衝突の可能性が高くなくてもシス
テムが作動するおそれがあるとき
 例えば次のような状況では、システ

ムが衝突の可能性が高いと判断し、
作動するおそれがあります。
• 作動対象などのすぐそばを通過す

るとき
• 車線を変更して作動対象などを追

いこすとき

• 作動対象などに急接近したとき
• 道路脇の作動対象や物体（ガード

レール・電柱・⽊・壁など）など
に近づいたとき

• カーブ入り口の道路脇に作動対象
や物体などが存在するとき

 ⾃車の前方に作動対象との区別がつ
きにくい模様・ペイントがあるとき

 車線変更や右左折している作動対象
などを追い抜くとき

 右左折待ちの作動対象などとすれ違
うとき

作動対象 ⾃車速度 対向車速度 相対速度
先⾏車両、静⽌車両 約 5 〜 40 km/h 約 5 〜 75 km/h 約 10 〜 115km/h
⾃転車 約 5 〜 30 km/h － 約 5 〜 40 km/h
歩⾏者 約 5 〜 30 km/h － 約 5 〜 50 km/h
対向⾃動二輪車 約 5 〜 40 km/h 約 5 〜 75 km/h 約 10 〜 115km/h

作動対象 ⾃車速度 相手車速度 相対速度

車両（側面） 約 5 〜 60 km/h
 ⾃車速度以下
 約 40 km/h 以下

約 5 〜 60 km/h
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 作動対象などが⾃車進路内に入る手
前で停⽌したとき

 道路上方に物体（道路標識や看板な
ど）がある場所を⾛⾏するとき

 ETC ゲートや駐車場のゲートなどの
開閉バーに接近したとき

 右左折中に、対向車 / 対向二輪車 / 横
断歩⾏者 / 横断⾃転車が⾃車の前方
を通過したとき

 右左折中に、対向車 / 対向二輪車 / 横
断歩⾏者 / 横断⾃転車の手前を通過
しようとしたとき

 右左折中に、対向車 / 対向二輪車 / 横
断歩⾏者 / 横断⾃転車が⾃車進路に
入る手前で停⽌したとき

 交差点内で右折中、対向車が右折し
ているとき、または左折していると
き

 対向車の進路に接近するようにハン
ドルを操作したとき

 道路上方 / 下方を移動する物がある
とき

システムが正常に作動しないおそ
れがあるとき
 例えば次のような状況では、前方セ

ンサーが作動対象を検出できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれが
あります。
• ⾃車に向かって作動対象が近づい

てくるとき
• ⾃車や作動対象がふらついている

とき
• 作動対象が急な動きをしたとき (

急ハンドル・急加速・急減速など）
• 作動対象に急接近したとき
• 作動対象が壁やフェンス・ガード

レール・マンホール・路面の鉄板、
他の車両などのそばにいるとき

• 上方に構造物がある場所の下に作
動対象がいるとき

• 作動対象の一部が他のもので隠れ
ているとき（大きな荷物や傘、ま
たはガードレールなど）

• 作動対象が複数重なっているとき
• 作動対象が太陽光などの強い光を

反射しているとき
• 作動対象の色合いが白系統で、極

端に明るく⾒えるとき
• 作動対象の色合いや明るさが背景

に溶け込んでいるとき
• 作動対象が割り込んできたり、飛

び出してきたりしたとき
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• 斜めを向いている前方車両に近づ
いたとき

• 子供⽤⾃転車、大きい荷物を載せ
た⾃転車、2 人以上乗車している
⾃転車、または特殊な形状の⾃転
車（チャイルドシート装着車・タ
ンデム⾃転車など）

• 歩⾏者・⾃転車の大きさが約 1m
以下、または約 2m 以上のとき

• 歩⾏者・⾃転車の全身の輪郭があ
いまいなとき（レインコート・ロ
ングスカートを着⽤している場合
など）

• 歩⾏者が前かがみになっている、
またはしゃがんでいるとき

• 歩⾏者・⾃転車の移動速度が速い
とき

• 歩⾏者がベビーカー・車いす・⾃
転車などを押しているとき

• 周囲が薄暗い（朝方・⼣方など）、
または周囲が暗い（夜間やトンネ
ル内など） など、作動対象が背景
に溶け込んでいるとき

• EV システムを始動したあと、⾛⾏
を開始してしばらくのあいだ

• 右左折中および右左折後の数秒間
• カーブ⾛⾏中およびカーブを曲が

りきってからの数秒間
• 右折中に、対向車が⾃車の⾛⾏す

る車線よりも 3 つ以上離れた車線
を⾛⾏しているとき

• 右折中に、⾃車の向きが対向車線
に対する正対方向から大きく外れ
ているとき

 右左折中に、横断歩⾏者が⾃車と同
じ方向から直進して近づいてくると
き

 交差点で出会い頭に大型トラック /
けん引トレーラーなど全長の長い車
両が接近してくるとき

 

デュアルセンサーブレーキサポー
トⅡ（DSBS Ⅱ） の設定を変更す
る

 デュアルセンサーブレーキサポート Ⅱ
の設定は、センターディスプレイの “
設定 ” から切りかえることができま
す。※ (>>> P.503)

 アダプティブクルーズコントロール制
御中はユーザー設定に関わらず、衝突
警報が [ 早い ] のタイミングで作動しま
す。(※）

※ 切りかえることのできる項目は
車の仕様によって異なります。
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誤発進抑制機能
低速⾛⾏時にアクセルペダルが強く踏み
込まれ、衝突の可能性があるとシステム
が判断したときや、停車または低速⾛⾏
時に、車体端から前方約 3 m 以内に壁な
どの障害物を検知しアクセルペダルが強
く踏み込まれた場合に、EV システムの出
力を抑制することで加速を抑制します。
抑制されていた EV システムの出力は、機
能が解除されると徐々に戻ります。
作動時には、ブザー⾳が断続的に鳴り、次
の方法で運転者にお知らせします。
 マルチインフォメーションディスプレ

イにメッセージを表示 (>>> P.182)
必要に応じて、デュアルセンサーブレー
キサポートⅡ（DSBS Ⅱ）を ON/OFF す
ることで、誤発進抑制機能の機能を ON/
OFF することができます。(>>> P.503)

警告
 

誤発進抑制機能は、運転者による安全
運転をサポートし、衝突時の被害を軽

減することを目的としていますが、そ
の検知・制御性能には限界があります
ので、周囲の状況によっては作動しな
い可能性があります。誤発進抑制機能
にたよった運転はせず、常に安全運転
に努めてください。
 お客様⾃身で誤発進抑制機能の作動

確認を⾏なわないでください。周囲
の状況によっては誤発進抑制機能が
作動せず、思わぬ事故につながるお
それがあります。

 誤発進抑制機能は停車状態を保つも
のではありません。急な上り坂など
を上がっている場合に機能が作動す
ると、⾃重により坂道を下り、思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。

 運転者がハンドルを操作している
と、回避操作とシステムが判断し、
誤発進抑制機能が作動しない、また
は作動が解除される場合がありま
す。

 

誤発進抑制機能の作動条件

誤発進抑制機能が ON で、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステムが判断した
ときに作動します。
 前方カメラ（DSBS Ⅱ）・前方レーダー（DSBS Ⅱ）による作動速度、作動解除は次の

とおりです。

 超⾳波センサーによる作動速度、作動解除は次のとおりです。

機能の作動中に次の動作をすると、作動が解除されます。
 アクセルペダルを離す
 ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する ( 前方カメラ（DSBS Ⅱ）・前方

レーダー（DSBS Ⅱ）)

作動対象 ⾃車速度 相対速度
先⾏車両、静⽌車両 約 0 〜 15 km/h 約 0 〜 15 km/h
⾃転車 約 0 〜 15 km/h 約 0 〜 15 km/h
歩⾏者 約 0 〜 15 km/h 約 0 〜 15 km/h

⾃車速 約 0 〜 10 km/h 以下
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前方カメラ（DSBS Ⅱ）・前方レーダー（DSBS Ⅱ）、または超⾳波センサーのどちらか
が機能を一時停⽌、もしくは故障した場合には、正常なセンサーの作動条件で誤発進
抑制機能が作動します。

アドバイス
 

こんな場合は作動しません
次のようなとき、誤発進抑制機能は作動しません。
 EV システム停⽌中のとき
 パワースイッチを “ON” にした直後の数秒間
 ダイヤルシフトの位置が以下のとき

• 前方カメラ（DSBS Ⅱ）・前方レーダー（DSBS Ⅱ）：ダイヤルシフトの位置が
“R” のとき

• 超⾳波センサー：ダイヤルシフトの位置が “P”、“R”、“N” のとき
 デュアルセンサーブレーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ） を停⽌させているとき
 方向指示器が作動しているとき
 非常点滅表示灯が作動しているとき ( 超⾳波センサー )
 急な坂道のとき
 障害物を検知できないとき
 異常検出時には、前方カメラ（DSBS Ⅱ）・前方レーダー（DSBS Ⅱ）、または超⾳

波センサーのどちらか、もしくは両方が作動しません
 

こんな場合は正常に作動しな
いことがあります

次のようなとき、誤発進抑制機能が正常
に作動しない場合があります。
 前方カメラおよび前方レーダー、また

は超⾳波センサーが正常に作動しない
とき (>>> P.281)

 ハンドル操作をしているとき
 標識などの背が高く上部が張り出して

いる障害物
 縁⽯などの背が低い障害物
 地面が傾斜している場所を⾛⾏中のと

き
 他車のホーン、オートバイのエンジン

⾳、大型車のエアブレーキ⾳、ブレー
キ⾳、車両感知器、他車の超⾳波セン
サーなどの超⾳波を発⽣するものがあ
るとき

 壁などの障害物の一部しか前方カメラ
および前方レーダー、または超⾳波セ
ンサーの検知範囲内に入っていないと
き

こんな場合にも作動すること
があります

次のようなとき、前方カメラおよび前方
レーダー、または超⾳波センサーが衝突
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の可能性のある障害物と判断して誤発進
抑制機能が作動する場合があります。
 路面の勾配が急に変化するような場所

を⾛⾏するとき

 進⾏方向に駐車場のバーや遮断機、看
板などがあるとき

 垂れ幕、コンビニエンスストアなどに
設置してあるのぼりや街路樹などがあ
るとき

 縁⽯などの背が低い障害物
 ⽣い茂った草むらなどの悪路を⾛⾏す

るとき

 サスペンションの改造などで車両姿勢
やバンパーの高さを変更したとき

 幅の狭い場所に進入するとき
 前方障害物のすぐ近くに停車するとき
 シャシダイナモメーターやフリーロー

ラーなどを使⽤するとき
 重い荷物を積んで、車両前方が著しく

傾いているとき

 船舶またはキャリアカーなどへ積載す
る際に、車両前方が著しく傾いている
とき

 前方カメラおよび前方レーダー、また
は超⾳波センサー部に泥、雪、氷など
の異物が付着しているとき（異物を取
り除いてください）

 他車のホーン、オートバイのエンジン
⾳、大型車のエアブレーキ⾳、ブレー
キ⾳、車両感知器、他車の超⾳波セン
サーなどの超⾳波を発⽣するものがあ
るとき

 車両前方に障害物がある状態で、起伏
や段差などを乗り越えるとき

 路面に段差、縁⽯、突起物などがある
とき

 側溝のグレーチングなどの⾦属製のフ
タの上や砂利道を⾛⾏するとき

踏切内などで作動した場合は

誤発進抑制機能が遮断機を障害物と判断
して、踏切内に閉じ込められた場合は、次
のいずれかの操作を⾏ない、機能を解除
または停⽌させて、踏切内からすみやか
に脱出してください。
 いったんアクセルペダルを離し、再度

アクセルペダルを踏み込む

警告
 

遮断機が下がる直前に無理に踏切内に
侵入しないでください。踏切内で誤発
進抑制機能や後方誤発進抑制機能、
デュアルセンサーブレーキサポート
Ⅱ、低速時ブレーキサポート ( 前進・
後退 ) が作動して、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。(>>> P.341)
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発進お知らせ機能
発進お知らせ機能は、先⾏車の発進また
は信号が⻘にかわった後、⾃車が停⽌し
続けた場合、室内ブザー⾳とマルチイン
フォメーションディスプレイの表示でお
知らせする機能です。

先⾏車発進お知らせ機能

先⾏車に続いて停⽌中、先⾏車が発進し
ても停⽌し続けた場合にお知らせしま
す。

(1) 先⾏車
(2) ⾃車

信号切替りお知らせ機能

信号機の前で停車中、信号が⻘（方向指
示器と同一方向の⻘矢印信号も含む）に
かわっても停⽌し続けた場合にお知らせ
します。

(1) ⻘信号
(2) ⾃車

アドバイス
 

作動条件
次のいずれかの条件を満たしたときに
作動します
 ダイヤルシフトが “P”、“R” 以外でブ

レーキペダルを踏んで停⽌してい
る、またはダイヤルシフトが “N” で
停⽌しているとき

 ブレーキホールドが作動中のとき
 アダプティブクルーズコントロール

が作動していて、停車制御中のとき
発進お知らせ機能が作動しない恐
れがある状況
例えば次のような状況では、前方カメ
ラ（DSBS Ⅱ）と前方レーダー（DSBS
Ⅱ）が対象を検出できず、システムが
正常に作動しない場合があります
 先⾏車がオートバイ・⾃転車などの

とき
 車両や樹⽊、看板などにより信号を

正しく認識できないとき
 右左折や車線変更などのために、ハ

ンドルを大きくまわしたとき
 複数の異なる信号機を認識した場合
 先⾏車の付近に歩⾏者がいるとき
 その他の状況 (>>> P.281)

• 前方カメラ（DSBS Ⅱ）および前
方レーダー（DSBS Ⅱ）が正しく
作動しないおそれがあるとき

• システムの一部もしくは全てが作
動しないと

先⾏車が発進していなくても告知
する場合があるとき
例えば次のような状況では、先⾏車が
発進したと判断し、システムが作動す
る場合があります。
 先⾏車がいない状態での停⽌時に、

交差点の先にいる車両や⾃車の正面
を横切る車両などを先⾏車として認
識したとき

(2)

(1)

(2) (1)
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 ⾃車と先⾏車とのあいだに、ほかの
車両が割り込んだり通過したりした
とき

 その他の状況 (>>> P.281)
• 前方カメラ（DSBS Ⅱ）および前

方レーダー（DSBS Ⅱ）が正しく
作動しないおそれがあるとき

• システムの一部もしくは全てが作
動しないと

信号機が⻘にかわっていなくても
告知する場合があるとき
例えば次のような状況では、信号が⻘
にかわったと判断し、システムが作動
する場合があります。
 道路標識や、看板などの信号機では

ないものを信号機と認識した場合
 歩⾏者⽤ / ⾃転車⽤の信号機の形状

が⾃動車⽤の信号機と似ている場合
 その他の状況 (>>> P.281)

• 前方カメラ（DSBS Ⅱ）および前
方レーダー（DSBS Ⅱ）が正しく
作動しないおそれがあるとき

 

発進お知らせ機能の設定を変
更する

発進お知らせ機能の設定は、センター
ディスプレイの “ 設定 ” から切りかえる
ことができます。 (>>> P.503)

アダプティブハイビームシ
ステム

アダプティブハイビームシステムは、フ
ロントガラス上部に設置された前方カメ
ラ（DSBS Ⅱ）により前方車両のライト
や街路灯などの明るさを判定し、ヘッド
ライトの配光を制御します。

警告
 

安全にお使いいただくために
アダプティブハイビームシステムを過
信しないでください。運転者は常に⾃
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけ、必要に応じて手動でハ
イビームとロービームを切りかえてく
ださい。
アダプティブハイビームシステム
の誤作動を防ぐために
次のような状況では、システムを OFF
にしてください。システムが正常に作
動せず、重⼤な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。
 過積載やパンクで車両が傾いている

とき
 けん引するとき
 車両をリフトで上げ、タイヤを空転

させるとき
 点検でシャシーダイナモやフリー

ローラーなどを使用するとき
 センサーやセンサー周辺への衝撃な

どによりセンサーの向きがずれてい
るとき、変形しているとき

 センサーやライトをさえぎるような
装備品を装着しているとき

 事故や故障などにより⾛⾏不安定な
とき
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システムの制御

 車速に応じて、ハイビームの明るさと
照らす範囲を調整します。

 前方車両の周辺を遮光したハイビーム
を点灯します。（遮光ハイビーム）前方
車両へのまぶしさを緩和しつつ、前方
視界の確保を補助します。

(a) ハイビームで照らす範囲
(b) ロービームで照らす範囲

アダプティブハイビームシス
テムを使うには

 EV システムが “ON” のときにライトス
イッチのツマミを “AUTO” の位置に回
し、ヘッドライトが点灯した状態でレ
バーをヘッドライト下向きの位置（中
間位置：手前に引いて⾃動で戻った位
置）のときに、アダプティブハイビー
ムシステムが作動して、メーター内の
アダプティブハイビームシステム作動
表 示 灯（緑 色）が 点 灯 し ま す。(>>>
P.269)

(1) アダプティブハイビームシステム
作動表示灯（緑色）

(2) ヘッドライト下向きの位置（中間位
置）

 レバーを手前に引いて離す、またはラ
イトスイッチおよびレバーを上記の位
置以外にすると、システムが OFF にな
り、メーター内のアダプティブハイ
ビームシステム作動表示灯（緑色）が
消灯します。

アドバイス
 

システムの作動条件
 次の条件をすべて満たすと、ハイ

ビームが点灯し、システムが作動し
ます。
• 車速が約 15km/h 以上
• 車両前方が暗い
• 前方にランプを点灯した車両がい

ない
• 前方の道路沿いの街路灯などの光

が少ない
 次の条件をすべて満たすと、前方車

両の位置に応じて遮光ハイビームに
切りかわります。
• 車速が約 15km/h 以上
• 車両前方が暗い
• 前方にランプを点灯した車両がい

る
• 前方の道路沿いの街路灯などの光

が少ない
 次の条件のいずれかのとき、ロー

ビームに切りかわります。

(b)

(a)

(1)

(2)
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• 車速が約 10km/h 以下
• 車両前方が明るい
• 前方車両の台数が多い
• 前方の道路沿いの街路灯などの光

が多い
前方カメラ（DSBS Ⅱ）の検知につ
いて
 次のような状況では、ハイビームが

⾃動で遮光ハイビームに切りかわら
ない場合があります。
• 車両が割り込んできたとき
• 他車が前方を横切ったとき
• 連続するカーブや中央分離帯、街

路樹などで前方車両が⾒え隠れす
るとき

• 前方車両が離れた車線から接近し
てきたとき

• 前方車両が遠方を⾛⾏していると
き

• 前方車両が無灯火のとき
• 前方車両のランプ類の照度が低い

とき
• 前方車両が⾃車のヘッドランプな

どの強い光を反射しているとき
• センサーが正しく作動しないおそ

れがあるとき (>>> P.281)
 街路灯や信号・広告などの照明、ま

たは標識・看板・反射板（リフレク
ター）などの反射物によりハイビー
ムが遮光ハイビームに切りかわる場
合や切りかわらない場合、または遮
光範囲が変化する場合があります。

 次の原因により、遮光範囲の追従速
度や遮光ハイビームへの切りかえタ
イミングが変化する場合がありま
す。
• 前方車両のランプの明るさ
• 前方車両の動きや向き
• 前方車両との車間距離
• 前方車両のランプが片側のみ点灯

しているとき
• 前方車両が二輪車のとき

• 道路の状態（勾配やカーブ、路面
状況など）

• 乗車人数や荷物の量
 ヘッドランプの配光制御が運転者の

感覚に合わない場合があります。
 ⾃転車などの軽車両は検知しない場

合があります
 次のような状況では、周囲の明るさ

が正確に検知されず、ハイビームが
歩⾏者や前方車両などの迷惑になる
場合や、ロービームが継続する場合
があります。このような場合は、手
動でハイビームとロービームを切り
かえてください。
• 周囲にヘッドランプや尾灯などに

似た光があるとき
• 前方車両のランプが無灯火のとき

や、ランプに汚れや変色があった
り光軸がずれているとき

• ハイビームとロービームを頻繁に
切りかえているとき

• ハイビームの点灯が不適切と思わ
れるとき、またはほかの運転者・
付近の歩⾏者の迷惑になると思わ
れるとき

• システムを OFF にする必要があ
るとき (>>> P.279)

• センサーが正しく作動しないおそ
れがあるとき (>>> P.281)

システムが一時的に作動しないお
それのある状況
 車両をけん引したり、積載車で輸送

などした後、アダプティブハイビー
ムシステムが一時的に作動しないこ
とがあります。アダプティブハイ
ビームシステムに違和感を感じた場
合は、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。

カスタマイズ機能
アダプティブハイビームシステムの設
定は、センターディスプレイの “ 設定

book.book  305 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

306

5

” から切りかえることができま
す。(>>> P.503)

 

手動制御に切替えるには

ハイビームへの切替え

レバーをヘッドライト上向きの位置にし
ます。メーター内のヘッドライト上向き

（ハイビーム）表示灯が点灯します。

(1) ヘッドライト上向き（ハイビーム）
表示灯（緑色）

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度レバーをもとの位置にもど
します。

ロービームへの切替え

レバーを手前に引いて離す、またはライ
トスイッチのツマミを “AUTO” の位置以
外に操作するとアダプティブハイビーム
システムが OFF になり、メーター内のア
ダプティブハイビームアシスト作動表示
灯（緑色）が消灯します。

(1) 消灯

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度レバーを手前に引いて離す、
ま た は ラ イ ト ス イ ッ チ の ツ マ ミ を
“AUTO” の位置に回します。(1)

(1)
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車線逸脱抑制機能

基本機能

車線または⾛路 ※ からの逸脱の可能性
を警告するとともに、車線または⾛路 ※
からの逸脱を避けるためのハンドル操作
の一部を⽀援します。
車線または⾛路 ※ を前方カメラ（DSBS
Ⅱ）や前方レーダー（DSBS Ⅱ）で認識
します。

※ アスファルトと草・⼟などの境
界や、縁⽯、ガードレールなど
の構造体

車線逸脱警報

車両が車線または⾛路 ※ から逸脱する
可能性がある場合にディスプレイの表示
および、警報ブザーまたはハンドルの振
動により注意をうながします。

道路状況を確認の上、ハンドルを慎重に
操作して、車線または⾛路 ※ 内の中央
付近にもどってください。

※ アスファルトと草・⼟などの境
界や、縁⽯、ガードレールなど
の構造体

車線逸脱抑制

車両が車線または⾛路 ※ から逸脱する
可能性がある場合に、逸脱を避けるため
に必要なハンドル操作の一部を⽀援しま
す。

ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態での運転が
続いたりし たときは、一定時間ディスプ
レイの表示と警報ブザーで注意喚起が⾏
われます。

※ アスファルトと草・⼟などの境
界や、縁⽯、ガードレールなど
の構造体

ふらつき警報

車両がふらついて⾛⾏しているときに、
ディスプレイの表示および警報ブザーに
より休憩をうながします。

(1) “ ふらつき注意 ”

警告
 

車線逸脱抑制機能をお使いになる
前に
 車線逸脱抑制機能を過信しないでく

ださい。
車線逸脱抑制機能は⾃動で運転する
装置でも前方への注意を軽減する装
置でもないため、運転者は常に⾃ら
の責任で周囲の状況を把握し、ハン

(1)
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ドル操作で進路を修正し、安全運転
を心がけてください。また、長時間
の運転などによる疲労時は適切に休
憩をとってください。

 適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

 

アドバイス
 

各機能の作動条件
 車線逸脱警報∕抑制

次の条件をすべて満たしたときに作
動します。
• 車速が約 50km/h 以上のとき車線

の周囲に車両、⾃動二輪車、⾃転
車、歩⾏者を検知した場合は約
40km/h 以上のときに作動するこ
とがあります。

• 対象が縁⽯、ガードレールなどの
構造体の場合は約 35km/h 以上の
ときに作動します。( カスタマイズ
メニューで低速⽀援を作動にした
時）

• システムが車線または⾛路 ※ を
認識しているとき（車線または⾛
路 ※ が片側しかないとき、認識
している方向のみ作動します）

• 線の幅が約 3m 以上のとき
• 方向指示レバーを操作していない

とき
• 急カーブを⾛⾏していないとき
• 一定以上の加減速がないとき
• 車線変更に相当する程度の操舵力

でハンドルを操作していないとき
※ アスファルトと草・⼟などの境

界や、縁⽯、ガードレールなど
の構造体

 ふらつき警報
次の条件をすべて満たしたとき作動
します。
• 車速が約 50km/h 以上のとき
• 車線の幅が約 3m 以上のとき

機能の一時解除
作動条件が満たされなくなった場合、
一時的に機能が解除されますが、ふた
たび作動条件が満たされると、⾃動的
に復帰します。
車線逸脱警報∕抑制の作動につい
て
 車速や路面の状況、逸脱の程度など

により、車線逸脱抑制機能の作動を
感じなかったり、車線逸脱抑制機能
が作動しなかったりすることがあり
ます。

 カスタマイズで振動を選択していて
も状況によって警報ブザーが吹鳴す
る場合があります。

 ⾛路※がはっきり⾒えない場合、ま
たは直線的でない場合は⾛路逸脱に
対する警報、抑制が作動しない場合
があります。

 意図的に歩⾏者や駐車車両を避けた
と判断した場合に警報、抑制が作動
しない場合があります。

 車線逸脱抑制機能によるハンドル操
舵⽀援は、運転者のハンドル操作に
よって修正することができます。
※ アスファルトと草・⼟などの境

界や、縁⽯、ガードレールなど
の構造体

手放し運転に対する注意喚起につ
いて
次の状況では、ハンドル操作をうなが
すメッセージとアイコンのディスプレ
イの表示、および警報ブザーにより注
意喚起を⾏います。システムを使⽤す
る際は注意喚起にかかわらず、常にハ
ンドルをしっかりと握ってください。
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(1) “ ハンドルを正しく
操作してください
車線逸脱を繰り返しています ”

 車線逸脱抑制機能によるハンドル操
舵⽀援中にハンドル操作をしなかっ
たり、ハンドルをしっかり握ってい
ない状態だとシステムが判断したと
き
ハンドル操舵⽀援の回数が増えるご
とに、警報ブザーの継続時間が長く
なります。ハンドルを操作したとシ
ステムが判断しても一定時間警報ブ
ザーが鳴り続けます。

ふらつき警報について
車両がふらついて⾛⾏しているとき、
ディスプレイの表示と警報ブザーで休
憩をうながします。

(1) “ ふらつき注意 ”

車両の状態や路面状況によってはふら
つき警報が⾏われない場合がありま
す。

 

車線逸脱抑制機能の設定を変
更する

車線逸脱抑制機能の設定は、センター
ディスプレイの “ 設定 ” から切りかえる
ことができます。(>>> P.503)

警告
 

車線逸脱抑制機能を使用してはい
けない状況
次のような状況では、システムを OFF
にしてください。システムが正常に作
動せず、重⼤な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。
 過積載やパンクで車両が傾いている

とき
 けん引するとき
 車両をリフトで上げ、タイヤを空転

させるとき
 点検でシャシーダイナモやフリー

ローラーなどを使用するとき
 オフロード⾛⾏やスポーツ⾛⾏をす

るとき
 センサーやセンサー周辺への衝撃な

どによりセンサーの向きがずれてい
るとき、変形しているとき

 センサーやライトをさえぎるような
装備品を装着しているとき

 応急用タイヤ・タイヤパンク応急修
理キット・タイヤチェーンなどを装
着しているとき

 タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

 メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

(1)

(1)

book.book  309 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

310

5

 事故や故障などにより⾛⾏不安定な
とき

機能が正常に作動しないおそれの
ある状況
次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に⾃らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。
 アスファルトと草・土などの境界や、

縁石、ガードレールなどの構造体が
不明瞭または直線的でないとき

 横風を受けているときなど、周辺車
両の⾛⾏によって発⽣する風の影響
を受けているとき

 車線を検知できないおそれがあると
き (>>> P.281)

 超音波センサーが正しく作動しない
おそれがあるとき (>>> P.281)

 システムの一部もしくは全てが作動
しないとき (>>> P.281)

 

ディスプレイ表⽰とシステムの作動状況

車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵⽀援、または車線逸脱警報の作動状態をディス
プレイ表示で示します。

警告灯∕表⽰灯
マルチインフォメーション

ディスプレイ 状態
車線表⽰ ⾃動操舵作動灯

⻩色（点灯）

消灯 消灯 システムが非作動

消灯

白色（中抜き）

消灯 システムが車線を認識して
いない

消灯

白色

消灯 システムが車線を認識して
いる

⻩色（点滅） ⻩色（点滅）

消灯 点滅している側の車線に対
して車線逸脱警報が作動中
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緑色 緑色 緑色

点灯している側の車線に対
して車線逸脱抑制機能が作
動中

⻩色（点滅） ⻩色（点滅） 緑色

点滅している側の車線に対
して車線逸脱警報∕抑制機
能が作動中

⻩色（点灯）

消灯 消灯 システムが一時停⽌または
異常を検知している

警告灯∕表⽰灯
マルチインフォメーション

ディスプレイ 状態
車線表⽰ ⾃動操舵作動灯
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車線維持支援

基本機能

 車線が整備された道路を⾛⾏中かつ、
アダプティブクルーズコントロールの
作動中に、車線や先⾏車∕周辺車を前
方カメラ（DSBS Ⅱ）や前方レーダー

（DSBS Ⅱ）で認識し、車線維持に必要
なハンドルの操作を⽀援します。

高速道路や⾃動車専⽤道路で使⽤してく
ださい。
アダプティブクルーズコントロールが作
動していないとき、車線維持⽀援は作動
しません。 (>>> P.317)
渋滞のときなど車線が⾒えにくい、また
は⾒えない場合、先⾏車∕周辺車の軌跡
を利⽤して⽀援を⾏います。ハンドル操
作をしなかったり、ハンドルをしっかり
握っていない状態での運転が続いたりし
たときは、ディスプレイの表示により注
意喚起が⾏われ、機能が一時的に解除さ
れます。
機能が解除されたときは車線維持⽀援
ON/OFF スイッチを使⽤してシステムを
ON にしてください。
 車両が車線から逸脱した場合、ディス

プレイの表示および、ブザーにより注
意をうながします。

ブザー吹鳴時は、道路状況を確認の上、ハ
ンドルを慎重に操作して、車線内の中央
付近にもどってください。

警告
 

車線維持支援をお使いになる前に
 車線維持支援を過信しないでくださ

い。車線維持支援は⾃動で運転する
装置でも前方への注意を軽減する装
置でもないため、運転者は常に⾃ら
の責任で周囲の状況を把握し、ハン
ドル操作で進路を修正し、安全運転
を心がけてください。また、長時間
の運転などによる疲労時は適切に休
憩をとってください。

 適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

 車線維持支援を使用しないときは、
車線維持支援 ON/OFF スイッチでシ
ステムを OFF にしてください。

 

アドバイス
 

機能の作動条件
 次の条件をすべて満たしたとき作動

します。
• システムが車線を認識していると

き、または先⾏車 / 周辺車の軌跡
を認識しているとき（先⾏車が二
輪車の場合を除く）

• アダプティブクルーズコントロー
ルが作動しているとき

• 車線の幅が約 3 〜 4m のとき
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• 方向指示レバーを操作していない
とき

• 急カーブを⾛⾏していないとき
• 一定以上の加減速がないとき
• 大きな操舵力でハンドルを操作し

ていないとき
• 手放し運転に対する注意喚起が⾏

われていないとき
• 車線中央付近を⾛⾏しているとき

機能の一時解除
 機能の作動条件が満たされなくなっ

た場合、一時的に機能が解除されま
すが、ふたたび作動条件が満たされ
ると、⾃動的に復帰します。

 機能作動中に、作動条件が満たされ
なくなった場合、ブザー⾳で、一 時
的に機能が解除されたことをお知ら
せする場合があります。

 機能によるステアリング制御は、運
転者のハンドル操作によって修正す
ることができます。

車線維持⽀援中の車線逸脱警報に
ついて
 車線逸脱警報の警報手段を振動に変

更していても、車線維持⽀援作動中
は車線逸脱時にブザーによる警報を
実施します。

 車線変更に相当するハンドル操作を
検知した場合、システムは車線逸脱
とは判断せず、警報も作動しません。

手放し運転に対する注意喚起につ
いて
次の状況では、ハンドル保持をうなが
すメッセージと図で示すシンボルがマ
ルチインフォメーションディスプレイ
に表示され注意喚起を⾏います。ハン
ドルを握ったとシステムが判断する
と、注意喚起を停⽌します。システム
を使⽤する際は注意喚起にかかわら
ず、常にハンドルをしっかりと握って
ください。

 手放し運転をしているとシステムが
判断したとき
さらに操作しない状態が続くとブ
ザーが鳴り、注意喚起とともに、機
能が解除されます。運転者のハンド
ル操作が小さい状態が続いたときも
同様に注意喚起が⾏われます。

 車両の状態やハンドル操作状態、路
面状況によっては注意喚起が⾏われ
ない場合があります。

 

メッセージ ブザー音

“ ハンドルを
操作してください

LKA システムが
まもなく停⽌します ”

なし

“ ハンドルを
操作してください ”

“ ハンドルを
操作してください

LKA システムが
まもなく停⽌します ”

短 い 間 隔
の断続⾳

“ ハンドルを
操作してください ”※
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※ 表示される手のアイコンは赤色

システムの ON/OFF を変更する

車線維持⽀援の作動∕非作動を切り替え
るには 車線維持⽀援 ON/OFF スイッチ
を押してください。
車線維持⽀援が作動状態のときは 車線維
持⽀援表示灯が点灯します。

(1) 車線維持⽀援表示灯
(2) 車線維持⽀援 ON/OFF スイッチ

警告
 

機能が正常に作動しないおそれの
ある状況
次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に⾃らの責任で周

囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。
 先⾏車∕周辺車が車線変更したとき
（先⾏車∕周辺車の動きに合わせて

⾃車も車線変更するおそれがありま
す）

 先⾏車∕周辺車がふらついたとき
（先⾏車∕周辺車の動きに合わせて

⾃車もふらついて⾛⾏しレーンをは
み出すおそれがあります）

 先⾏車∕周辺車が車線から逸脱した
とき（先⾏車∕周辺車の動きに合わ
せて⾃車も車線から逸脱するおそれ
があります）

 先⾏車∕周辺車がレーン内を右、ま
たは左に片寄って⾛⾏したとき（先
⾏車∕周辺車 の動きに合わせて⾃
車も片寄って⾛⾏しレーンをはみ出
すおそれがあります）

 周囲に移動物、構造物があるとき（移
動物、構造物と⾃車の位置によって
は⾃車がふらついて⾛⾏するおそれ
があります）

 横風を受けているときなど、周辺車
両の⾛⾏によって発⽣する風の影響
を受けているとき

 センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき (>>> P.281)

 車線を検知できないおそれがあると
き (>>> P.281)

 次のような状況では、システムを
OFF にしてください。システムが正
常に作動せず、重⼤な傷害におよぶ

“ ハンドルを
操作してください

LKA システムが
停⽌しました ”

連続⾳

“ ハンドルを
操作してください ”※

メッセージ ブザー音

(1)

(2)
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か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
• 過積載やパンクで車両が傾いてい

るとき
• けん引するとき
• 車両をリフトで上げ、タイヤを空

転させるとき
• 点検でシャシーダイナモやフリー

ローラーなどを使用するとき
• オフロード⾛⾏やスポーツ⾛⾏を

するとき
• センサーやセンサー周辺への衝撃

などによりセンサーの向きがずれ
ているとき、変形しているとき

• センサーやライトをさえぎるよう
な装備品を装着しているとき

• 応急用タイヤ・タイヤパンク応急
修理キット・タイヤチェーンなど
を装着しているとき

• タイヤの残り溝が十分にないと
き、または空気圧が不足している
とき

• メーカー指定のサイズ以外のタイ
ヤを装着しているとき

• 事故や故障などにより⾛⾏不安定
なとき

 

ディスプレイ表⽰とシステムの作動状況

車線維持⽀援の作動状態を示しています。

警告灯∕表⽰灯
マルチインフォメーション

ディスプレイ 状態
車線表⽰ ⾃動操舵作動灯

白色（点灯）
白色（中抜き） 緑色（点灯）

車線維持⽀援がスタンバイ
中

緑色（点灯）
緑色（点灯） 緑色（点灯）

車線維持⽀援が作動中
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⻩色（点滅） ⻩色（点滅） 緑色（点灯）

車両が点滅している側の車
線から逸脱している

⻩色（点灯）

消灯 消灯 システムが一時停⽌または
異常を検知している
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二次衝突軽減ブレーキ
⾛⾏中にシステムが衝突を検出した場
合、⾃動的にブレーキかけ、制動灯を点
灯させて車両を減速させ、二次衝突によ
る被害を軽減します。

警告
 

二次衝突軽減ブレーキを過信しないで
ください。二次衝突軽減ブレーキは二
次衝突による被害を軽減することを目
的としていますが、その効果はさまざ
まな条件により異なります。また、事
故の状態､構成部品の損傷状態､対象物
の状態､天候状況､道路状況などの条件
によっては､二次衝突軽減ブレーキが
正常に作動しないことがあります。シ
ステムに頼りすぎると思わぬ事故につ
ながり、重⼤な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

 

アドバイス
 

二次衝突軽減ブレーキの作動条件
車両が⾛⾏中にシステムが衝突を検出
した場合。ただし、構成部品が損傷い
ていると、システムは作動しません。
二次衝突軽減ブレーキの⾃動解除
次のとき、二次衝突軽減ブレーキが解
除されます。
 車両速度が 0 km/h になったとき
 システム作動後、一定時間が経過し

たとき
 アクセルペダルが深く踏み込まれた

とき
 

アダプティブクルーズコン
トロール

前方レーダー（DSBS Ⅱ）と前方カメラ
（DSBS Ⅱ）により車両前方の先⾏車の有

無・先⾏車との車間距離を判定して、先
⾏車との適切な車間距離を確保する制御
をします。また、車間距離設定スイッチ
を操作して、希望の車間距離に設定する
こともできます。
高速道路や⾃動車専⽤道路で使⽤してく
ださい。

警告
 

安全にお使いいただくために
 安全運転を⾏う責任は運転者にあり

ます。システムを過信せず、運転者
は常に⾃らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

 アダプティブクルーズコントロール
は運転者の操作の一部を支援し、操
作負担を軽減するためのシステム
で、支援の範囲には限りがあります。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。
• システムが正しく作動しないおそ

れのある状況 (>>> P.281)
 設定速度は、制限速度・交通の流れ・

路面環境・天候などを考慮して適切
に設定してください。設定速度の確
認は、運転者が⾏う必要があります。

 システムが正常に機能していても、
運転者が認識している先⾏車の状況
とシステムが検知している状況が異
なる場合があります。従って注意義
務・危険性の判断・安全の確保は運
転者が⾏う必要があります。システ
ムに頼ったり、安全を委ねる運転を
したりすると思わぬ事故につなが
り、重⼤な傷害におよぶか、最悪の
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場合死亡につながるおそれがありま
す。

システムの支援内容に関する注意
点
システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。システム
を過信すると思わぬ事故につながり、
重⼤な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
 運転者が⾒る過程での支援内容

アダプティブクルーズコントロール
は、⾃車と設定された先⾏車との車
間距離を検知するのみであり、わき
⾒やぼんやり運転を許容するシスム
でも、視界不良を補助するシステム
でもありません。

 運転者が判断する過程での支援内容
アダプティブクルーズコントロール
は、⾃車と設定された先⾏車との車
間距離が適正かどうかを判断してお
り、それ以外の判断はしません。こ
のため、危険性があるかどうかなど
運転者は⾃ら安全の判断をする必要
があります。

 運転者が操作する過程での支援内容
アダプティブクルーズコントロール
は、先⾏車への追突を防止する機能
はありません。このため、危険性が
あれば運転者⾃らが安全を確保する
必要があります。

アダプティブクルーズコントロー
ルを使用してはいけない状況
次の状況では、アダプティブクルーズ
コントロールを使用しないでくださ
い。適切な制御が⾏われず、思わぬ事
故につながり、重⼤な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
 歩⾏者や⾃転車等が混在している道

を⾛⾏するとき
 高速道路や⾃動車専用道路の出入り

⼝を⾛⾏するとき

 接近警報がひんぱんに鳴るとき
 交通量の多い道や頻繁に加減速を繰

り返すような道を⾛⾏するとき。交
通状況にあった速度で⾛⾏できない
おそれがあります。

 凍結や積雪などで滑りやすい道を⾛
⾏するとき。タイヤが空転し、コン
トロールを失うおそれがあります。

 けん引されているとき、またはけん
引するとき

 事故や故障によって、まっすぐ⾛⾏
できないとき

 急な下り坂。設定した車速を超える
おそれがあります。また、追従制御
時は十分に減速できず、先⾏車に接
近するおそれがあります。

 急な上り坂、下り坂が繰り返される
道。前方カメラ（DSBS Ⅱ）や前方
レーダー（DSBS Ⅱ）が先⾏車を検
知できず、先⾏車に接近するおそれ
があります。

 センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき
• 車線を検知できないおそれがある

とき： (>>> P.281)
 システムを OFF にする必要がある

とき：
次のときは、システムを OFF にして
ください。
システムが正常に作動せず、思わぬ
事故につながり、重⼤な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながる恐
れがあります。
• 過積載やパンクで車両が傾いてい

るとき
• けん引するとき
• トラック∕船舶∕列車などに積載

するとき
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• 車両をリフトで上げ、タイヤを空
転させるとき

• 点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

• オフロード⾛⾏やスポーツ⾛⾏を
するとき

• 洗車機を使用するとき
• センサーやセンサー周辺への衝撃

などによりセンサーの向きがずれ
ているとき、変形しているとき

• センサーやライトをさえぎるよう
な装備品を装着しているとき

• 応急用タイヤ・タイヤパンク応急
修理キット・タイヤチェーンなど
を装着しているとき

• タイヤの残り溝が十分にないと
き、または空気圧が不足している
とき

• メーカー指定のサイズ以外のタイ
ヤを装着しているとき

• 事故や故障などにより⾛⾏不安定
なと

 

アドバイス
 

アダプティブクルーズコントロール作
動中にブレーキ作動による⾳がするこ
とがありますが、異常ではありません。

 

基本機能

(1) 定速⾛⾏：
先⾏車がいないとき
運転者が設定した速度で定速⾛⾏します。
下り坂⾛⾏で設定車速を超えた時、設定車速が点滅し、ブザーが鳴ります。

(2) 減速⾛⾏ー追従⾛⾏：
設定した速度より、遅い先⾏車が現れたとき
先⾏車を検知すると⾃動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがか

かります（このとき制動灯が点灯します）。先⾏車の車速変化に合わせて、運転
者の設定した車間距離になるように追従⾛⾏します。十分に減速できない状態で
先⾏車に接近した場合は、接近警報を鳴らします。

(3) 加速⾛⾏：
設定した速度より、遅い先⾏車がいなくなったとき

(1) (2) (3) (4)

book.book  319 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

320

5

設定速度まで加速し、定速⾛⾏にもどります。
(4) 追従停⽌ー発進：

先⾏車が停⽌したときは、続いて停⽌します（停車制御）。先⾏車の発進後、 RES+
/ −ノブを RES + 位置に動かすか、アクセルペダルを踏むと追従⾛⾏にもどります

（発進操作）。⾃車が発進操作を⾏わなかった場合は、停車制御を続けます。

システムの構成部品

マルチインフォメーションディス
プレイ

(1) マルチインフォメーションディス
プレイ

(2) アダプティブクルーズコントロー
ル表示灯

(3) 設定車速

操作スイッチ

(1) 運転⽀援スイッチ
(2) RES ＋ / － ノブ
(3) 車間距離設定スイッチ
(4) キャンセルスイッチ

速度を設定する

1)希望の車速（約 30km/h 以上）までア
クセルペダル操作で加速∕減速しま
す。

2)運転⽀援スイッチを押して速度を設
定します。
マルチインフォメーションディスプ
レイに設定した速度が表示されます。
スイッチを離したときの車速で定速
⾛⾏できます。

車速が約 30km/h 以下で運転⽀援スイッ
チを押した場合、設定速度が 30km/h に
設定されます。ただし、停車している場
合、発進するには、RES ＋ / － ノブを RES
＋ 位置に動かすか、アクセルペダルを踏
む必要があります。

設定速度をかえる

スイッチで設定速度をかえる

 設定速度をかえるには、希望の速度が
表示されるまで RES ＋ / － ノブを RES
＋ 位置または、－ 位置に動かします。

(1) (2) (3)

(2)(1)

(3)

(4)
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(1) 速度を上げる
(2) 速度を下げる

設定速度は、次のとおりに増減されます
 短押し：スイッチの操作をするごとに 1

km/h
 長押し：スイッチを押し続けているあ

いだ、5km/h ずつ
センターディスプレイの “ 設定 ” から設
定速度の変化量を変更することができま
す。 (>>> P.503)

アクセルペダルで設定速度を上げ
る

1)設定したい車速になるまで、アクセル
ペダルを踏んで加速します。

2)RES ＋ / － ノブを RES ＋ 位置に動か
します。

制御を解除する・復帰させる

1)制御を解除するには、キャンセルス
イッチまたは運転⽀援スイッチを押
します。
ブレーキペダルを踏んだときも解除
されます。

（停車制御中は、ブレーキペダルを踏
んでも解除されません）

2)制御を復帰させるには、運転⽀援ス
イッチを押すか、RES ＋ / － ノブを
RES ＋ 位置に動かします。

車間距離を変更する

 スイッチを押すごとに次のように車間
距離を切りかえます。

車速に応じて実際の車間距離は増減しま
す。また、停車制御時は設定にかかわら
ず状況に応じた車間距離で停車します。
先⾏車を検出すると、先⾏車マークも表
示されます。

(1) 先⾏車マーク

(1)

(2)

車間距離
（イラスト番号）

距離の目安（車速
100km/h の場合）

長（1） 約 70m
中（2） 約 60m
短（3） 約 45 m
最短（4） 約 30m

(1)

(2)

(4)

(3)

(1)
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アドバイス
 

設定条件について
 シフトポジションが “D” のとき設定

できます。
 車速が約 30 km/h 以上のとき、希望

の設定速度に設定できます。
（ただし車速が約 30 km/h 未満で設

定したときは、設定速度が約 30 km/
h に設定されます）

車速設定後の加速について
通常⾛⾏と同様にアクセルペダル操作
で加速できます。加速後、車速が設定
速度にもどります。ただし、追従⾛⾏
時は先⾏車との距離を保持するため車
速が設定速度以下になることもありま
す。
追従⾛⾏中の停車制御について
 停車制御中に RES + / － ノブを RES

+ 位置に動かした場合、約 3 秒以内
に先⾏車が発進すれば追従⾛⾏にも
どります。

 先⾏車に続いて停車したあと約 3 秒
以内に先⾏車が発進した場合、追従
⾛⾏にもどります。

 先⾏車に続いて停車したあと約 3 分
後にシステムは解除されます。ただ
し停車は継続されます。

アダプティブクルーズコントロー
ルの⾃動解除
次のとき、⾃動的にアダプティブク
ルーズコントロールが解除されます。
 スズキ セーフティ サポートによる

ブレーキ制御、出力抑制が作動した
とき（例：デュアルセンサーブレー
キサポートⅡ（DSBS Ⅱ））

 パーキングブレーキが作動したとき
 急坂路で停車制御したとき
 停車制御中に次を検出したとき

• 運転席シートベルトを着⽤してい
ない

• 運転席ドアが開いた
• 車両が停⽌したあと約 3 分経過し

た
 システムの一部もしくは全てが作動

しないとき (>>> P.281)
アダプティブクルーズコントロー
ルの警告メッセージ・警告ブザー
次の参照先を確認してください (>>>
P.279)
センサーが正しく検知しないおそ
れのある先⾏車
次のような場合にシステムによる減速
が不十分な場合はブレーキペダルを、
加速が必要な場合はアクセルペダル
を、状況に応じて操作してください。
センサーが正しく車両を検知できず、
接近警報も作動しないおそれがありま
す。(>>> P.322)
 割込み車両、離脱車両の車線変更が

極端に速い、または遅いとき
 ⾃車が車線変更しているとき
 先⾏車が低速で⾛⾏中のとき
 同じ車線に停車中の車がいるとき
 同じ車線を二輪車が⾛⾏中のとき
システムが正しく作動しないおそ
れのある状況
次の状況では、必要に応じてブレーキ
ペダルで減速（場合によってアクセル
ペダルを操作）してください。
センサーが正常に車両を検知できず、
システムが正常に作動しないおそれが
あります。
 先⾏車が急ブレーキをかけた場合
 渋滞時等、低速で車線変更したとき

 

接近警報

追従⾛⾏中の他車の割り込みなど、十分
な減速ができない状態で先⾏車に接近し
たときは、表示の点滅とブザーで運転者

book.book  322 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

323

5

に注意をうながします。その場合は、ブ
レーキペダルを踏むなど適切な車間距離
を確保してください。

警報されないとき

車間距離が短くても、次のような場合は
警報されないことがあります。
 先⾏車と⾃車の車速が同じか先⾏車の

方が速いとき
 先⾏車が極端な低速⾛⾏をしていると

き
 速度を設定した直後
 アクセルペダルを踏んだとき

カーブ速度抑制機能

カーブを認識すると車速の抑制を開始し
ます。カーブが終了すると車速の抑制が
終了します。
状況に応じて設定速度まで復帰します。
先⾏車に割り込まれる等で、追従⾛⾏が
優先された場合も車速抑制は終了しま
す。

アドバイス
 

カーブ速度抑制機能が作動しない
おそれがある状況
次のような状況では、カーブ速度抑制
機能が作動しない場合があります。
 緩やかなカーブを⾛⾏しているとき
 アクセルペダルを操作しているとき
 極端に短いカーブを⾛⾏していると

き
カーブ速度抑制機能の設定を変更する

：

セッティングモードからカーブ速度抑
制機能 の各種設定を変 更できます。

(>>> P.503)
 

車線変更時の補助機能

約 80km/h 以上で⾛⾏中に追い越し車線
側へ車線変更する場合、方向指示レバー
の操作と連動して設定速度まで加速する
ことで、追い越しを⽀援します。
約 80 km/h 以上で⾛⾏中に⾃車より遅い
車両の後方へ車線変更する場合、方向指
示レバーの操作と連動して緩減速するこ
とで、車線変更を補助します。

アダプティブクルーズコント
ロールの設定を変更する

アダプティブクルーズコントロールの設
定はセッティングモードから変更するこ
とができます。 (>>> P.503)

アダプティブクルーズコント
ロールのメッセージ

システムの異常など、お知らせしたい情
報があると、メーター内またはマルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告灯
もしくはメッセージが表示されます。
 メッセージの種類によっては、同時に

メーター内のマスターウォーニングが
点滅したり、室内ブザーが鳴ったりす
る場合があります。

 メッセージが表示されたときは、その
指示にしたがってください。
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アダプティブクルーズコントロールが設定できないとき

アダプティブクルーズコントロールが⾃動解除したとき

ディスプレイ表⽰とシステムの作動状況

アダプティブクルーズコントロールの作動状態を示しています

警告灯 メッセージ
マスター
ウォーニ

ング
ブザー音 原因と対処方法

“ACC システム使⽤不可
シフトが D レンジに

入っていません ”
消灯 短い間隔

の断続⾳

シフトポジションが “D”
にないため設定できま
せん。シフトポジション
を“D”にして設定してく
ださい。

“ACC システムが使⽤
できません

道路が急勾配です ”
消灯 短い間隔

の断続⾳

急勾配を⾛⾏している
ため設定できません。平
坦な道で設定してくだ
さい。

“ACC システム使⽤不可
ESP® システムが

OFF になっています ”
消灯 短い間隔

の断続⾳

ESP® が OFF のため設定
できません。ESP® を ON
に設定してください。

“ACC システムが
使⽤できません ”

消灯 短い間隔
の断続⾳

上記以外で設定できな
いとき。説明に従い車速
設定を再度⾏ってくだ
さい。

警告灯 メッセージ
マスター
ウォーニ

ング
ブザー音 原因と対処方法

“ ブレーキ踏んでください
ACC システム故障

点検を受けてください ”
点滅 連続⾳

アダプティブクルーズ
コントロールのシステ
ムに異常が考えられま
す。スズキ販売店または
スズキ代理店で点検を
受けてください

“ ブレーキを踏んで
ACC システムを

解除してください ”
消灯 連続⾳

上記以外で⾃動解除し
たとき。原因を改善して
復 帰 し て く だ さ い。

(>>> P.321)
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表⽰灯 設定車速
設定

車間距離
先⾏車 状態

白色（点灯）
白色

（消灯∕点灯）
白色（点灯）

消灯 スタンバイ中

緑色（点灯） 緑色（点灯） 緑色（点灯）

消灯
定速⾛⾏中∕
加速⾛⾏中

緑色（点灯） 緑色（点灯） 緑色（点灯） 点灯

減速⾛⾏中∕
追従⾛⾏中

緑色（点灯） 白色（点灯） 白色（点灯） 灰色（点灯）

停車制御中∕アクセル
ペダルによる加速中

緑色（点灯） 緑色（点灯） ⻩色（点滅） ⻩色（点滅）

接近警報作動中

⻩色（点灯）
白色

（消灯∕点灯）

消灯 消灯 システム一時停⽌

⻩色（点灯）

消灯 消灯 消灯 システム異常

80

80

80

80

80

80
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標識認識機能
前方カメラ（DSBS Ⅱ）が⾛⾏中に認識
した特定の標識や信号を、メーターディ
スプレイやブザーで運転者にお知らせす
る機能です。

警告
 

安全にお使いいただくために
 安全運転を⾏う責任は運転者にあり

ます。システムを過信せず、運転者
は常に⾃らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

 標識認識機能は、道路標識などの情
報を知らせることで運転者を支援し
ますが、支援の範囲には限りがあり
ます。運転者は常に道路標識などに
従い、ご⾃身で適切な運転操作をし
てください。

標識認識機能を使用してはいけな
い状況
 次のときは、システムを OFF にして

ください。
システムが正常に作動せず、思わぬ
事故につながり、重⼤な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
• 過積載やパンクで車両が傾いてい

るとき
• センサーやセンサー周辺への衝撃

などによりセンサーの向きがずれ
ているとき、変形しているとき

• センサーやライトをさえぎるよう
な装備品を装着しているとき

• 事故や故障などにより⾛⾏不安定
なとき

システムを OFF にする必要があ
るとき
次の参照先を確認してください (>>>
P.281)

 

表⽰機能

前方カメラ（DSBS Ⅱ）が⾛⾏中に認識
した道路標識を、マルチインフォメー
ションディスプレイに表示します。
 複数の道路標識を表示できます。

マルチインフォメーションディスプレ
イの表示状態によっては、標識の表示
数が制限される場合があります。

アドバイス
 

表示機能の作動条件
 次の条件を満たしたとき、マルチイ

ンフォメーションディスプレイに道
路標識を表示します。
• システムが道路標識を認識してい

るとき
 周囲の状況や車両の状態などによ

り、道路標識の表示が遅れる場合が
あります。

 最大 3 つまでマルチインフォメー
ションディスプレイに道路標識を表
示します。

 次の状況になると、道路標識の表示
は消えます。
• 最高速度標識またははみ出し通⾏

禁⽌標識または転回禁⽌標識が表
示されたあと、一定の距離を⾛⾏
したとき

• 方向指示器を点滅させて、右折ま
たは左折したとき

• シフトポジションが “R” のとき
• 規制区間の終わりを示す補助標識

を認識したとき
 最高速度標識が表示された状態でパ

ワースイッチを “LOCK （OFF）” に
したとき、再度 EV システムを始動
させると、前回と同じ標識が表示さ
れます。
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表示機能が正常に作動しないおそ
れのある状況
次のような状況では、システムが正常
に標識を認識できず、正しい標識の表
示がされない場合があります。
 標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がり

があるとき
 電光標識のコントラストが低いとき
 標識の全体または一部が、⽊・電柱

などで隠れているとき
 前方カメラ（DSBS Ⅱ）が標識を認識

する時間が短いとき
 運転の状況（曲がる・車線変更等）

が誤って判断されたとき
 標識が高速道路の分岐した直後、ま

たは合流直前の隣の車線にあるとき
 先⾏車の後部分にステッカーが貼っ

てあるとき
 システムが対応している標識と類似

した標識が認識されたとき
 側道の速度標識が前方カメラ（DSBS

Ⅱ）の認識範囲内に入ったとき
 ロータリー（環状交差路）を⾛⾏し

ているとき
 トラックなどの車両を対象にした標

識を認識したとき
 その他の状況

• 前方カメラ（DSBS Ⅱ）および前
方レーダー（DSBS Ⅱ）が正しく
表示されないおそれがあるとき

• システムの一部もしくは全てが作
動しないとき

 

注意喚起機能

次の状況では、マルチインフォメーショ
ンディスプレイ内に道路標識が強調表示
されたり、ブザーが吹鳴します。

 速度超過注意喚起：⾃車の車速がディ
スプレイに表示されている最高速度よ
り一定の速度を超過したとき

 車両進入禁⽌注意喚起：進入禁⽌の標
識を認識し、⾃車が進入禁⽌区域に進
入したとシステムが判定したとき

 赤信号注意喚起：赤信号を認識してい
る場合に、信号を⾒落として交差点に
進入する可能性があるとシステムが判
定したとき

アドバイス
 

注意喚起機能の作動条件
 速度超過注意喚起に対する作動条件

次の条件をすべて満たしたとき作動
します。
• 最高速度標識を表示しているとき
• ディスプレイに表示されている最

高速度より一定の速度を超過した
とき

 車両進入禁⽌注意喚起に対する作動
条件
次の条件をすべて満たしたとき作動
します。
• 進入禁⽌標識を 2 つ以上認識して

いるとき
• 進入禁⽌標識の間を通過するとき

 赤信号注意喚起に対する作動条件
次の条件をすべて満たしたとき作動
します。
• システムが信号機や路面ペイント

を認識しているとき
• 車速が約 20 〜 70 km/h のとき
• 一定以上の減速がないとき
• 方向指示レバーを操作していない

とき
• 一定以上のハンドル操作をしてい

ないとき
• 先⾏車がいないとき
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注意喚起機能が正常に作動しない
おそれのある状況
 表示機能の項目に加えて、次のよう

な状況では注意喚起対象があっても
システムが作動しないおそれがあり
ます。
• 信号機が点滅信号のとき
• 信号機の庇（ひさし）で発光部の

一部が隠れているとき
• ルーバー信号機で発光部が⾒えづ

らいとき
• 停⽌線などの路面ペイントが先⾏

車などで隠れているとき
• 停⽌線などの路面ペイントがかす

れているとき
• 信号機が矢印信号のとき
• 停⽌線に対し信号機が遠くにある

とき
• 交差点間の距離が近いとき

 表示機能の項目に加えて、次のよう
な状況では注意喚起対象がないのに
システムが作動するおそれがありま
す。
• 標識や信号機が多数あるとき
• 標識が通常とは異なる大きさのと

き
• ⾃車が⾛⾏するレーンではない側

道や分岐地点などの標識や信号機
を認識したとき

• 作動対象の標識、信号機や路面ペ
イントとは区別がつきにくい模
様・光源・ペイントがあるとき

• 信号機の灯色が⻩色のとき
• 信号機が矢印信号のとき
• 予告信号があるとき

 

ディスプレイ表⽰および告知され
る道路標識などの種類

標識認識機能の設定を変更する

センターディスプレイの設定で、標識認
識機能の設定を変更することができま
す。 (>>> P.503)

マルチインフォ
メーションディス

プレイの表⽰
表⽰内容

最高速度

はみ出し通⾏禁⽌

車両進入禁⽌

転回禁⽌

一時停⽌

赤信号
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ブラインドスポットモニ
ター（BSM）（車線変更サ
ポート付）

ブラインドスポットモニタ（BSM）（車線
変更サポート付）は、⾃車の後方から接
近する車両の存在を知らせることによ
り、車線変更時の後方確認をサポートす
るシステムです。
BSM は、車速が約 15 km/h 以上で前進し
ているときに後方からの接近車両を検知
して、その接近状態に応じてドアミラー
に設置したインジケーターを点灯させま
す。インジケーターが点灯した状態で、そ
の点灯した側に方向指示器のレバーを操
作すると、インジケーターが点滅し、室
内ブザーにより運転者に危険を知らせま
す。

警告
 

 BSM は、車線変更時の後方確認をサ
ポートするシステムです。実際の車
線変更時には、必ず目視やドアミ
ラーで周辺状況を確認してくださ
い。

 周辺の状況によっては、システムが
作動しないことがあります。システ
ムを過信せず、常に安全運転に努め
てください。システムを過信すると、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

 

BSM は、レーダーセンサーにより隣の車
線を⾛⾏する車両を検知し、ドアミラー
のインジケーターを点灯させることに
よってその車両の存在を運転者に知らせ
ます。
 ドアミラーのインジケーターが点灯す

る

(1) ドアミラーに映らない範囲（死角）
を併⾛する車両

(2) 後方からドアミラーに映らない範
囲（死角）に急速に接近してくる車
両

(3) インジケーター

ドアミラーのインジケーターが点灯して
いるとき、その点灯した側に方向指示器
のレバーを操作すると、インジケーター
が点滅し、室内ブザーにより運転者に危
険を知らせます。

BSM で検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

(2)
(3)(3)

(1)

book.book  329 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

330

5

(1) 車両両側の側面から約 0.5 〜 4.0 m
(2) リヤバンパーと運転席付近
(3) リヤバンパーの後方約 4 m
(4) リヤバンパーの後方約 4 〜 50 m

注意
 

⾃車と検知された他車の速度の差が⼤
きいほど、ドアミラーインジケーター
は他車がより遠くにいる状況で点灯、
点滅します。

 

BSM の作動条件

BSM は、次の条件をすべて満たしている
ときに作動します。
 BSM の機能を停⽌していないとき
 シフトポジションが “R” 以外のとき
 車速が約 15 km/h 以上のとき
 “READY” 表示灯が点灯しているとき

アドバイス
 

センターディスプレイの設定で、BSM
の機 能を停⽌する ことができま す。

(>>> P.503)
 

こんな場合は作動しません

BSM は、次のような車両や車両以外のも
のを検知できないため作動しません。

 小 型 の 二 輪 車、⾃ 転 車、歩 ⾏ 者 な ど
（※）
 対向車
 同じ車線を⾛⾏する後続車（※）
 2 つ隣の車線を⾛⾏する他車（※）
 ガードレール、壁、標識、駐車車両な

どの静⽌物（※）
※ 状況によっては検知することが

あります

こんな場合は正しく作動しな
いことがあります

BSM は、次のような状況では車両を正確
に検知できないため、正しく作動しない
場合があります。
 レーダーセンサーやレーダーセンサー

周辺のリヤバンパーに汚れ、雪、氷な
どが付着しているとき

 センサーまたはリヤバンパーに強い衝
撃が加えられたときなど、センサーの
角度がずれたとき

 タイヤが滑っているか空転していると
き

 ガードレールや壁などとの距離が近い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

 サスペンションを変更したとき
 荷室に重いものが置かれているとき
 バッテリーに電圧異常があるとき
 センサー周辺の温度が高すぎる、また

は低すぎるとき
 トンネルの入り口、または出口付近を

⾛⾏しているとき
 排気ガス、⽔滴、雪、飛沫、砂、煙な

どのために後方の視界が悪いとき
 2 台以上の車両が連続して接近してい

るとき
 ⾃車と後続車の車間距離が短いとき

(1)

(2) (3) (4)
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 検知範囲に入る他車と⾃車の速度差が
大きすぎるとき

 検知範囲に入る他車と⾃車の速度がほ
とんど同じとき

 停⽌状態から発進した際に、検知範囲
に他車が存在し続けたとき

 急勾配の上り、下りが連続した坂道や、
舗装の継ぎ目等を⾛⾏しているとき

 凹凸がある道路や砂利道を⾛⾏してい
るとき

 ⾃車と他車の速度差に変化があったと
き

 車線の幅が広い、もしくは車線の端を
⾛⾏するなど、隣の車線の他車が⾃車
から離れすぎているとき

 車両後部にキャリアなどのアクセサ
リーを装着しているとき

 検知範囲に入る他車と⾃車の高さに差
がありすぎるとき（車高が低い車両な
ど）

レーダーセンサーの取扱い

レーダーセンサーは、リヤバンパー内側
の左右にそれぞれ１つずつ配置されてい
ます。

(1) レーダーセンサー

警告
 

レーダーセンサーを正しく作動させる
ために、次のことをお守りください。

取扱いを誤ると、レーダーセンサーが
車両を正しく検知できなくなり、ブラ
インドスポットモニタが正常に作動せ
ず、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。
 レーダーセンサー周辺のリヤバン

パーは常にきれいな状態を保ってく
ださい。汚れや着雪によりレーダー
センサーが正常に作動しない場合が
あります。

 レーダーセンサー、リヤバンパーま
たはレーダーセンサー周辺部に強い
衝撃を与えないでください。接触事
故などでレーダーセンサーやリヤバ
ンパーなどのレーダーセンサー周辺
部が変形・損傷した場合は、ブライ
ンドスポットモニタを使用せず、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店で点
検を受けてください。

 レーダーセンサーやレーダーセン
サー周辺のリヤバンパーにステッ
カーなどを貼ったり、ものを取り付
けたりしないでください。透明のも
のでも貼らないでください。

 レーダーセンサーやリヤバンパーな
どのレーダーセンサー周辺部の改造
や塗装、純正部品以外への交換はし
ないでください。修理や交換の際は、
スズキ販売店またはスズキ代理店に
ご連絡ください。

 レーダーセンサーや周辺部品を取り
外したり、分解したりしないでくだ
さい。

次の場合、システムは BSM OFF 表⽰
灯および RCTA OFF 表⽰灯を点滅さ
せ、シ ス テ ム の 動 作 を 停 止 し ま す。
BSM OFF および RCTA OFF 表⽰灯が
点滅し続ける場合は、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。
 センサーやセンサー周辺のバンパー

に、雪、氷、泥が⼤量に付着してい
るとき。

(1)
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 センサーが非常に低温もしくは非常
に高温になったとき

 センサーの搭載位置、角度に⼤きな
ズレが⽣じたとき・バッテリー電圧
が低下しているとき

 

ブラインドスポットモニタ
（BSM）（車線変更サポート付）

∕リヤクロストラフィックア
ラート（RCTA）の停止

センターディスプレイの設定で、BSM の
機能を停⽌することができます。 (>>>
P.503)
BSM の機能を停⽌すると、ブラインドス
ポットモニタ OFF 表示灯とリヤクロスト
ラフィックアラート OFF 表示灯が点灯し
ます。

(1) リヤクロストラフィックアラート
OFF 表示灯

(2) ブラインドスポットモニタ OFF 表
示灯

アドバイス
 

BSM の機能を停⽌しているときは、リ
ヤクロストラフィックアラートも同時
に停⽌します。
BSM 機能が ON のとき、リヤクロスト
ラフィックアラートを個別に停⽌する
ことができます。

 

ブラインドスポットモニタ（BSM）（車線変更サポート付）∕リヤ
クロストラフィックアラート（RCTA）のメッセージ

システムの異常など、お知らせしたい情報があると、メーター内またはマルチインフォ
メーションディスプレイに警告灯もしくはメッセージが表示されます。
 メッセージの種類によっては、同時にメーター内のマスターウォーニングが点滅し

たり、室内ブザーが鳴ったりする場合があります。
 メッセージが表示されたときは、その指示にしたがってください。

(1) (2)
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メッセージ 表⽰灯
マスター
ウォーニ

ング
ブザー音 原因と対処方法

“BSM システム
一時停⽌中 ”

点滅 点滅
単⾳

BSM とRCTA の機能が一
時停⽌状態です。EV シス
テ ム を 再 始 動 し て も
メッセージが表示され
る場合、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご
連絡ください。
BSM とRCTA はセンサー
またはセンサー周辺の
汚れを検知しています。
汚れを取り除き、EV シス
テ ム を 再 始 動 し て も
メッセージが表示され
る場合、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご
連絡ください。

“BSM システム異
常

取扱説明書を確認
してください ”

点滅 点滅
単⾳

BSM とRCTA のシステム
に異常が考えられます。
スズキ販売店またはス
ズキ代理店で点検を受
けてください。
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リヤクロストラフィックア
ラート（RCTA）

リ ヤ ク ロ ス ト ラ フ ィ ッ ク ア ラ ー ト
（RCTA）は、⾃車が低速で後退時、レー

ダーセンサーにより⾃車の右後方または
左後方から接近している車両を検知し、
衝突の可能性が高いときは室内ブザーお
よびマルチインフォメーションディスプ
レイの画面表示によって、その車両の存
在を運転者に知らせます。

警告
 

 リヤクロストラフィックアラート
（RCTA）は、後退時に⾃車の右後方

または左後方から接近してくる車両
の存在を運転者に知らせる補助的な
システムです。状況によっては本シ
ステムが有効に作動しないことがあ
るため、運転者は直接目視で安全確
認を⾏う必要があります。

 周辺の状況によっては、システムが
作動しないことがあります。システ
ムを過信せず、常に安全運転に努め
てください。システムを過信すると、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

 

(1) 接近車両

 室内ブザーが断続的に鳴る
 マルチインフォメーションディスプレ

イにメッセージが表示される
 ドアミラーのインジケーターが点滅す

る

アドバイス
 

リ ヤ ク ロ ス ト ラ フ ィ ッ ク ア ラ ー ト
（RCTA）の検知情報は全方位モニター

にも表示されます。 (>>> P.349)
 

RCTA で検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

(1) 約 20 m
(2) 約 8 m

RCTA の作動条件

RCTA は、次の条件をすべて満たしている
ときに作動します。
 ブラインドスポットモニタ（車線変更

サポート付）の機能を停⽌していない
とき

 RCTA の機能を停⽌していないとき
 シフトポジションが “R” のとき
 ⾃車の後退時の車速が約 8 km/h 以下

のとき

(1)

(1)

(2)
(1)
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 接近する他車の車速が約 3.6 〜 90 km/
h のとき

アドバイス
 

 センターディスプレイの設定で、リ
ヤ ク ロ ス ト ラ フ ィ ッ ク ア ラ ー ト

（RCTA）を停⽌することができます。
(>>> P.503)

 ブラインドスポットモニタ（車線変
更サポート付）の機能を停⽌すると、
RCTA も同時に停⽌します。

 

こんな場合は作動しません

リヤクロストラフィックアラートは、次
のような車両や車両以外のものを検知で
きないため、作動しません。
 真後ろから接近する車両
 ⾃車の隣の駐車スペースで後退する車

両
 障害物のためにセンサーが感知できな

い車両

 駐車車両および同様の静⽌物（※）
 小型の二輪車、⾃転車、歩⾏者（※）
 ⾃車から遠ざかる車両

※ 状況によっては検知することが
あります。

こんな場合は正しく作動しな
いことがあります

リヤクロストラフィックアラートは、次
のような状況では車両を正確に検知でき

ないため、正しく作動しない場合があり
ます。
 リヤバンパーのセンサーやセンサー周

辺に汚れ、雪、氷などが付着している
とき

 センサーまたはリヤバンパーに強い衝
撃が加えられたときなど、センサーの
角度がずれたとき

 バッテリーに電圧異常があるとき
 センサー周辺の温度が高すぎる、また

は低すぎるとき
 大雨、濃い霧、吹雪などの悪天候のとき
 排気ガス、⽔滴、雪、飛沫、砂、煙な

どのために後方の視界が悪いとき
 2 台以上の車両が連続して接近してい

るとき
 高速で接近してくる車両がいるとき
 グレーチングや側溝がある環境のとき
 車高が極端に変化しているとき ( ノー

ズアップ、ノーズダウンなど )
 センサーに向けてスプリンクラーなど

による⽔の飛散があったとき
 ガードレールや壁などとの距離が短い

状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

 浅い角度で駐車している車両がいると
き

レーダーセンサーの取扱い

次の参照先を確認してください。 (>>>
P.331)
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リヤクロストラフィックア
ラート（RCTA）の停止

次の参照先を確認してください。 (>>>
P.332)

リヤクロストラフィックア
ラート（RCTA）のメッセージ

次の参照先を確認してください。 (>>>
P.332)

パーキングセンサー
バンパーに装着された超⾳波センサーに
より、車両前方および後方の障害物を検
知します。

(1) 中央センサー
(2) コーナーセンサー

(1) 中央センサー
(2) コーナーセンサー

メ ー タ ー の シ フ ト ポ ジ シ ョ ン 表 示 が
“R” 、“N” または “D” のときで、停車中
や徐⾏中に壁などの障害物を検知する
と、室内前方のブザーが障害物までの距
離に応じて鳴ります。
全方位モニターには、センサーの検知情
報が画面に表示されます。

(1)

(2)

(2)

(1)
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検知した障害物までの距離により、マル
チインフォメーションディスプレイ表示
が以下のように切替わり、パーキングセ
ンサー作動表示灯も点滅します。

(1) 前方中央センサー障害物検出時
(2) 前方コーナーセンサー障害物検出

時
(3) 後方中央センサー障害物検出時

(4) 後方コーナーセンサー障害物検出
時

警告
 

 パーキングセンサーは運転者の注意
義務を軽減するものではありませ
ん。運転の補助としてご使用くださ
い。

 センサーの検知範囲、作動速度には
限界があります。周囲の安全は必ず
直接目視やミラーで確認しながら、
ゆっくりと運転してください。パー
キングセンサーだけを頼りに運転す
ると、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

 

注意
 

 表内のブザー音以外が鳴ったとき
は、センサーの故障が考えられます。

表⽰色 距離（目安） ブザー音

緑
（点滅）

前方：
60 〜 100 cm
（中央のみ）

後方：
60 〜 150 cm
（中央のみ）

長い間隔の
断続⾳

緑
（点滅）

45 〜 60 cm 断続⾳

⻩
（点滅）

35 〜 45 cm 短い間隔の
断続⾳

赤
（点灯）

35 cm 以内 連続⾳

(1) (2)(2)

(3) (4)(4)

( ) ( )( )

(3) ( )( )

距離（目安）
マルチインフォ

メーションディス
プレイ表⽰

前方：
60 〜 100 cm
（中央のみ）

後方：
60 〜 150 cm
（中央のみ）
45 〜 60 cm

35 〜 45 cm

35 cm 以内
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スズキ販売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。

 前方の超音波センサーには純正フィ
ルムを貼り付けています。剥がした
り、貼りなおしたりしないでくださ
い。

 

アドバイス
 

 障害物を検知してから表示されるま
でには、多少時間がかかります。

 いくつかの障害物を同時に検知した
場合は、距離の近い障害物を優先し
て室内ブザーが鳴ります。

 いつも障害物を検知してブザーが
鳴っている場所でも、状況によりブ
ザーが鳴らない場合があります。

 パーキングセンサーが作動している
ときに障害物を検知すると、パーキ
ングセンサー作動表示灯が点滅しま
す。(>>> P.170)

 

検知範囲の目安

 センサーの直近や真下は検知できませ
ん。

 超⾳波センサー（コーナー）の検知距
離は、約 60 cm 以内です。

 超⾳波センサー（中央）の検知距離は、
前方が約 60 〜  cm、後方が約 60 〜
150 cm 以内です。

アドバイス
 

 細いポール状の障害物やセンサーよ
り低い障害物は、遠くから検知され
ていても、車両が近づくと検知され
なくなることがあります。

 システムが道路標識や類似の障害物
までの距離を、実際の距離よりも短
く計算することがあります。

 

こんな場合は作動しません

次のようなとき、パーキングセンサーは
作動しません。
 パワースイッチを “ON” にした直後の

数秒間
 シフトポジションが “P” のとき
 障害物を検知できないとき
 シフトポジションと、メーターのシフ

トポジション表示が一致していないと
き、または “ － ” 表示のとき

 パーキングセンサーが一時停⽌または
故障しているとき (>>> P.289) (>>>
P.289)

こんな場合は正常に作動しないこ
とがあります

次のようなとき、パーキングセンサーが
正常に作動しない場合があります。
 超⾳波センサーが正常に作動しないと

き (>>> P.281)
 地面が傾斜している場所に駐車してい

るとき
 センサー部に泥、雪、氷などの異物が

付着しているとき（異物を取り除いて
ください）

 大雨、濃霧、吹雪などの悪天候時
 センサーをステッカー、アクセサリー

などで覆ったとき
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 超⾳波センサー付近にバンパープロテ
クター・バンパートリム・サイクルキャ
リア、除雪装置（スノーブラウ ) など
を取り付けたとき

 けん引フック、字光式ナンバープレー
ト、フォグランプ、コーナーポール、ま
たは無線機アンテナなどの市販の電装
品を装着したとき

 サスペンションの改造などで車両姿勢
やバンパーの高さを変更したとき

 炎天下や寒冷時にセンサー付近が熱い
ときや冷たいとき

 凸凹道、坂道、じゃり道、草むらを⾛
⾏中のとき

 車が大きく傾いたとき
 他車のホーン、オートバイのエンジン

⾳、大型車のエアブレーキ⾳、ブレー
キ⾳、車両感知器、他車の超⾳波セン
サーなどの超⾳波を発⽣するものがあ
るとき

 超⾳波センサーに障害物が近づきすぎ
たとき

 障害物に対して斜めに向かったとき
（反射波がもどってこない）

正しく検知できない可能性がある
障害物

 針⾦、フェンス、ロープなどの細い障
害物

 鋭角的な形のもの
 標識などの背が高く上部が張り出して

いる障害物
 縁⽯などの背が低い障害物
 スポンジ状のものや雪壁などの⾳波を

吸収しやすいもの

こんな場合にも作動することがあ
ります

次のようなとき、パーキングセンサーが
作動する場合があります。

 路面の勾配が急に変化するような場所
を⾛⾏するとき

 垂れ幕、コンビニエンスストアなどに
設置してあるのぼりや街路樹などがあ
るとき

 縁⽯などの背が低い障害物
 サスペンションの改造などで車両姿勢

やバンパーの高さを変更したとき
 幅の狭い場所に進入するとき
 シャシダイナモメーターやフリーロー

ラーなどを使⽤するとき
 重い荷物を積んで、車両後方が著しく

傾いているとき
 船舶またはキャリアカーなどへ積載す

る際に、車両後方が著しく傾いている
とき

 センサー部に泥、雪、氷などの異物が
付着しているとき（異物を取り除いて
ください）

 他車のホーン、オートバイのエンジン
⾳、大型車のエアブレーキ⾳、ブレー
キ⾳、車両感知器、他車の超⾳波セン
サーなどの超⾳波を発⽣するものがあ
るとき

 路面に段差、縁⽯、突起物などがある
とき

 側溝のグレーチングなどの⾦属製のフ
タの上や砂利道を⾛⾏するとき
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パーキングセンサーブザーの
吹鳴を一時停止するときは

障害物を検知してパーキングセンサーブ
ザーが鳴り、メーターのマルチインフォ
メーションディスプレイにオン∕オフ切
替えアイコンが表示されているときに、
ハンドルの “INFO” スイッチを押すと、ブ
ザー⾳を一時的に停⽌することができま
す。
ブザーが停⽌している間は、ミュート（消
⾳）アイコンが表示されます。

(1) “INFO” スイッチ

(1) ミュート（消⾳）アイコン
(2) オン∕オフ切替えアイコン

パーキングセンサーブザーは下記のいず
れかの条件を満たすと、停⽌していたブ
ザーが鳴るようになります。
 再度 “INFO” スイッチを押したとき
 後退時にダイヤルシフトの位置を “R”

以外から “R” にしたとき

 前進時にダイヤルシフトの位置を “N”
または “D” 以外から “N” または “D” に
したとき

アドバイス
 

周囲の状況によっては、パーキングセ
ンサーブザー停⽌中に障害物を検知し
たとき再度ブザーが作動することがあ
ります。

 

(1)

(1)

(1)

(2)
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低速時ブレーキサポート (
前進・後退 )

低速時ブレーキサポート ( 前進・後退 )
は、徐⾏ ( 車速約 10km/h 以下 ) で⾛⾏中
に進路上の作動対象を超⾳波センサーで
検出し、衝突の可能性が高いとシステム
が判断した時に、警報により運転者に回
避操作をうながすとともに、⾃動的にブ
レーキを作動させることで、衝突被害の
軽減に寄与します。
必要に応じて、センターディスプレイの
設定で、低速時ブレーキサポート ( 前進・
後退 ) の機能を ON/OFF することができ
ます。 (>>> P.503)

低速前進時ブレーキサポート

低速前進時ブレーキサポートは、シフト
ポジションが 、“P” または “R” 以外で徐
⾏（車速約 10 km/h 以下）し⾛⾏中、超
⾳波センサーにより車両前方の壁などの
障害物との衝突を回避きないと判断した
ときに、⾃動で強いブレーキをかけて衝
突の回避または、衝突時の被害軽減を図
る機能です。

後退時ブレーキサポート

後退時ブレーキサポートは、シフトポジ
ションが “R” で徐⾏（車速約 10 km/h 以
下）し⾛⾏中、超⾳波センサーにより車
両後方の壁などの障害物との衝突を回避
きないと判断したときに、⾃動で強いブ
レーキをかけて衝突の回避または、衝突
時の被害軽減を図る機能です。

警告
 

 低速前進時ブレーキサポート∕後退
時ブレーキサポートの検知・制御性
能には限界がありますので、周囲の
状況によっては作動しない可能性が
あります。低速前進時ブレーキサ
ポート∕後退時ブレーキサポートに

たよった運転はせず、常に安全運転
に努めてください。

 お客様⾃身で低速前進時ブレーキサ
ポート∕後退時ブレーキサポートの
作動確認を⾏なわないでください。
周囲の状況によっては低速前進時ブ
レーキサポート∕後退時ブレーキサ
ポートが作動せず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 低速前進時ブレーキサポート∕後退
時ブレーキサポート機能作動時は、
強いブレーキがかかります。運転前
に全ての乗員が適切にシートベルト
を着用していることを確認してくだ
さい。

 

アドバイス
 

 低速前進時ブレーキサポート∕後退
時ブレーキサポート作動中に、障害
物が超⾳波センサーの検知範囲外に
移動したり、運転者が回避⾏動（ス
テアリングの操作）を⾏なったとき
には、途中で低速前進時ブレーキサ
ポート∕後退時ブレーキサポートの
作動が解除されることがあります。

 低速前進時ブレーキサポート作動中
にシフトポジションを “P” または
“R” にすると、低速前進時ブレーキ
サポート作動が停⽌します。

 後退時ブレーキサポート作動中にシ
フトポジションを “R” 以外にする
と、後退時ブレーキサポート作動が
停⽌します。
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作動イメージ

低速前進時ブレーキサポート

(1) 障害物へ接近（車間距離短縮）
（約 10 km/h 以下）

(2) 距離短縮（衝突を回避できないと判
断）

(3) 衝突を回避または被害を軽減
(4) 長い間隔の断続ブザー⾳
(5) 断続ブザー⾳

※ パーキングセンサーのブザー
速度によっては、パーキングセ
ンサーが作動する（ブザーが鳴
る）前に、低速前進時ブレーキ
サ ポ ー ト ∕ 後 退 時 ブ レ ー キ サ
ポートが作動する場合がありま
す。

※ 衝突被害軽減ブレーキによる車
両停⽌後、衝突被害軽減ブレー
キが解除されるまでの間、低速
前進時ブレーキサポート∕後退
時ブレーキサポートのブザー⾳
は継続されます。

後退時ブレーキサポート

(1) 障害物へ接近（車間距離短縮）
（約 10 km/h 以下）

(2) 距離短縮（衝突を回避できないと判
断）

(3) 衝突を回避または被害を軽減
(4) 長い間隔の断続ブザー⾳
(5) 断続ブザー⾳

※ パーキングセンサーのブザー
速度によっては、パーキングセ
ンサーが作動する（ブザーが鳴
る）前に、低速前進時ブレーキ
サ ポ ー ト ∕ 後 退 時 ブ レ ー キ サ
ポートが作動する場合がありま
す。

※ 衝突被害軽減ブレーキによる車
両停⽌後、衝突被害軽減ブレー
キが解除されるまでの間、低速
前進時ブレーキサポート∕後退
時ブレーキサポートのブザー⾳
は継続されます。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

1

(4)
1

2

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

1

2

(4)
1

book.book  342 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

343

5

こんな場合は作動しません

次のようなとき、低速前進時ブレーキサ
ポート∕後退時ブレーキサポートは作動
しません。
 EV システム停⽌中のとき
 パワースイッチを “ON” にした直後の

数秒間
 シフトポジションが以下のとき、低速

前進時ブレーキサポートは作動しませ
ん。
• “P” または “R” のとき

 シフトポジションが “P”、“N”、“D” の
とき、後退時ブレーキサポートは作動
しません。

 センターディスプレイの “ 設定 ” から、
デュアルセンサーブレーキサポートⅡ

（DSBS Ⅱ）を停⽌させているとき (>>>
P.503)

 ESP® を作動停⽌ (OFF) にする (>>>
P.374)

 障害物を検知できないとき
 超⾳波センサーが一時停⽌または故障

しているとき (>>> P.289) (>>>
P.289)

 ESP® が作動しているとき

こんな場合は正常に作動しな
いことがあります

次のようなとき、低速前進時ブレーキサ
ポート∕後退時ブレーキサポートが正常
に作動しない場合があります。
 センサー部に泥、雪、氷などの異物が

付着しているとき（異物を取り除いて
ください）

 大雨、濃霧、吹雪などの悪天候時

 車両の排気ガスや⽔、雪の巻上げ、⽔
蒸気、砂、煙などで後方の視界が悪い
とき

 センサーをステッカー、アクセサリー
などで覆ったとき

 けん引フック、字光式ナンバープレー
ト、フォグランプ、コーナーポール、ま
たは無線機アンテナなどの市販の電装
品を装着したとき

 作動対象物と車両のあいだに検知でき
ない対象物があるとき

 作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき

 衝突などで、超⾳波センサーの方向が
ずれたとき

 超⾳波センサー付近にけん引フック・
バンパープロテクター・バンパートリ
ム・サイクルキャリア、除雪装置（ス
ノーブラウ ) などを取り付けたとき

 事故や故障で⾃車の⾛⾏が不安定なと
き

 タイヤチェーン・タイヤパンク応急修
理キットを使⽤しているとき

 狭い道路を⾛⾏するとき
 垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった枝、

遮断機に向かって⾛⾏するとき
 地面にわだちや⽳がある場合
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 排⽔溝などの⾦属のフタ ( グレーチン
グ ) ⾛⾏時

 急な登坂路や降坂路を⾛⾏するとき
 冠⽔している道路で超⾳波センサーに

⽔がかぶったとき
 背の高い縁⽯や直角の縁⽯に向かって

進んだとき
 ⽴体駐車場や工事現場などで柱 (H 形鋼

など ) の付近を⾛⾏するとき
 サスペンションの改造などで車両姿勢

やバンパーの高さを変更したとき
 衝突などにより超⾳波センサーの取り

付け方向がずれているとき
 タイヤチェーンまたは指定サイズ以外

のタイヤを装着したとき
 段差を乗り越えるなどで車両が傾いて

いるとき
 炎天下や寒冷時にセンサー付近が熱い

ときや冷たいとき
 湿度が極端に高いまたは低いとき
 凸凹道、坂道、じゃり道、草むらを⾛

⾏中のとき
 車が大きく傾いたとき

 他車のホーン、オートバイのエンジン
⾳、大型車のエアブレーキ⾳、ブレー
キ⾳、車両感知器、他車の超⾳波セン
サーなどの超⾳波を発⽣するものがあ
るとき

 洗車場、⾃動車整備場、工事現場など
の超⾳波が発⽣する環境が周囲にある
とき

 超⾳波センサーに障害物が近づきすぎ
たとき

 障害物に対して斜めに向かったとき
（反射波がもどってこない）
 車両に対して壁などの障害物が垂直の

位置にないとき

 地面に対して垂直でない壁、凸凹な壁、
波 状 の よ う な 連 続 模 様 の あ る 壁 や
シャッター

 壁から飛び出している柱やパイプなど
の配管

 人、スポンジ状のもの、雪壁などの⾳
波を吸収しやすいもの

 歩⾏者、⾃転車、動物などの動いてい
るもの
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 突然進⾏方向に出てきた障害物
 次のような障害物は超⾳波センサーが

検知できない場合があります。
• 標識や街灯などポール状の障害物
• ガードレールなど高さの低い障害物
• 小さい障害物またはチェーンやロー

プなどの細い障害物
• 細い網目状のフェンス

 ⽔たまり⾛⾏後や洗車後などでブレー
キが濡れて効きが悪くなっているとき

 ブレーキペダルを踏んでいたり、ハン
ドル操作をしていたりするとき

 地面が傾斜している場所を⾛⾏中のと
き

 進⾏方向に複数の障害物が重なってあ
るとき

 壁などの障害物の一部しか超⾳波セン
サーの検知範囲内に入っていないとき

こんな場合にも作動すること
があります

次のようなとき、超⾳波センサーが衝突
の可能性のある障害物と判断して低速前

進時ブレーキサポート∕後退時ブレーキ
サポートが作動する場合があります。
 路面の勾配が急に変化するような場所

を⾛⾏するとき

 進⾏方向に駐車場のバーや遮断機、看
板などがあるとき

 垂れ幕、コンビニエンスストアなどに
設置してあるのぼりや街路樹などがあ
るとき

 縁⽯などの背が低い障害物
 ⽣い茂った草むらなどの悪路を⾛⾏す

るとき

 サスペンションの改造などで車両姿勢
やバンパーの高さを変更したとき

 幅の狭い場所に進入するとき
 障害物のすぐ近くに停車するとき
 シャシダイナモメーターやフリーロー

ラーなどを使⽤するとき
 重い荷物を積んで、車両後方が著しく

傾いているとき
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 船舶またはキャリアカーなどへ積載す
る際に、車両が著しく傾いているとき

 他車のホーン、オートバイのエンジン
⾳、大型車のエアブレーキ⾳、ブレー
キ⾳、車両感知器、他車の超⾳波セン
サーなどの超⾳波を発⽣するものがあ
るとき

 車両進⾏方向に障害物がある状態で、
起伏や段差などを乗り越えるとき

 路面に段差、縁⽯、車⽌め、突起物な
どがあるとき

 側溝のグレーチングなどの⾦属製のフ
タの上や砂利道を⾛⾏するとき

 シフトポジションが “N” で車両を押す
場合

 超⾳波センサー部に泥、雪、氷などの
異物が付着しているとき（異物を取り
除いてください）

後方誤発進抑制機能
後方誤発進抑制機能は停車または徐⾏

（車速約 10 km/h 以下）で⾛⾏中に、車
体端から後方約 3 m 以内に壁などの障害
物を検知すると、アクセルペダルの急激
で強い踏み込みによるモーター出力の上
昇を⾃動的に抑制することで衝突時の被
害軽減を図る機能です。抑制されていた
モーター出力は、機能が解除されると
徐々にもどります。
作動中は、次の方法でお知らせします。
 マルチインフォメーションにメッセー

ジを表示 (>>> P.182)
 室内ブザーが断続的に鳴る

 必要に応じて、デュアルセンサーブ
レーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ）を ON/
OFF することで、後方誤発進抑制機能
の機能を ON/OFF することができま
す。(>>> P.503)

警告
 

 後方誤発進抑制機能は、運転者によ
る安全運転をサポートし、衝突時の
被害を軽減することを目的としてい
ますが、その検知・制御性能には限
界がありますので、周囲の状況に
よっては作動しない可能性がありま
す。後方誤発進抑制機能にたよった
運転はせず、常に安全運転に努めて
ください。

 お客様⾃身で後方誤発進抑制機能の
作動確認を⾏なわないでください。
周囲の状況によっては後方誤発進抑
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制機能が作動せず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 後方誤発進抑制機能は停車状態を保
つものではありません。急な上り坂
などを後退で上がっている場合に機
能が作動すると、⾃重により坂道を
下り、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

 

アドバイス
 

 後輪を輪⽌めや縁⽯などに接触させ
ておくと、より衝突を回避しやすく
なります。

 後方誤発進抑制機能作動中にシフト
ダポジションを “R” 以外にすると、
後方誤発進抑制機能は停⽌します。

 

こんな場合は作動しません

次のようなとき、後方誤発進抑制機能は
作動しません。
 EV システム停⽌中のとき
 パワースイッチを “ON” にした直後の

数秒間
 シフトポジションが “P”、“N”、“D” の

とき
 デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
（DSBS Ⅱ）を停⽌させているとき
 急な坂道のとき
 障害物を検知できないとき
 超⾳波センサーが一時停⽌または故障

しているとき (>>> P.289) (>>>
P.289)

こんな場合は正常に作動しな
いことがあります

次のようなとき、後方誤発進抑制機能が
正常に作動しない場合があります。

 超⾳波センサーが正常に作動しないと
き (>>> P.281)

 ⽔たまり⾛⾏後や洗車後などでブレー
キが濡れて効きが悪くなっているとき

 ハンドル操作をしているとき
 標識などの背が高く上部が張り出して

いる障害物
 縁⽯などの背が低い障害物
 地面が傾斜している場所を⾛⾏中のと

き
 他車のホーン、オートバイのエンジン

⾳、大型車のエアブレーキ⾳、ブレー
キ⾳、車両感知器、他車の超⾳波セン
サーなどの超⾳波を発⽣するものがあ
るとき

 壁などの障害物の一部しか超⾳波セン
サーの検知範囲内に入っていないとき

こんな場合にも作動すること
があります

次のようなとき、超⾳波センサーが衝突
の可能性のある障害物と判断して後方誤
発進抑制機能が作動する場合がありま
す。
 路面の勾配が急に変化するような場所

を⾛⾏するとき
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 進⾏方向に駐車場のバーや遮断機、看
板などがあるとき

 垂れ幕、コンビニエンスストアなどに
設置してあるのぼりや街路樹などがあ
るとき

 縁⽯などの背が低い障害物
 ⽣い茂った草むらなどの悪路を⾛⾏す

るとき

 サスペンションの改造などで車両姿勢
やバンパーの高さを変更したとき

 幅の狭い場所に進入するとき
 後方障害物のすぐ近くに停車するとき
 シャシダイナモメーターやフリーロー

ラーなどを使⽤するとき
 重い荷物を積んで、車両後方が著しく

傾いているとき
 船舶またはキャリアカーなどへ積載す

る際に、車両後方が著しく傾いている
とき

 超⾳波センサー部に泥、雪、氷などの
異物が付着しているとき（異物を取り
除いてください）

 他車のホーン、オートバイのエンジン
⾳、大型車のエアブレーキ⾳、ブレー
キ⾳、車両感知器、他車の超⾳波セン
サーなどの超⾳波を発⽣するものがあ
るとき

 車両後方に障害物がある状態で、起伏
や段差などを乗り越えるとき

 路面に段差、縁⽯、突起物などがある
とき

 側溝のグレーチングなどの⾦属製のフ
タの上や砂利道を⾛⾏するとき

踏切内などで作動した場合は

後方誤発進抑制機能が遮断機を障害物と
判断して、踏切内に閉じ込められた場合
は、次のいずれかの操作を⾏ない、機能
を解除または停⽌させて、踏切内からす
みやかに脱出してください。
 いったんアクセルペダルを離し、再度

アクセルペダルを踏み込む

警告
 

遮断機が下がる直前に無理に踏切内に
侵入しないでください。踏切内で低速
時ブレーキサポート ( 前進・後退 )、誤
発進抑制機能や後方誤発進抑制機能が
作動して、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。(>>> P.464)
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全方位モニター
全方位モニターはフロントカメラ、サイドカメラ（左右）およびバックカメラを使⽤
して、車両周辺の映像をセンターディスプレイに表示する機能です。駐車時や狭い道
でのすれ違い、左右の⾒通しが悪い場所からの発進時などに運転者を補助します。

カメラの位置

(1) サイドカメラ（左右ドアミラー下部）
(2) フロントカメラ
(3) バックカメラ

カメラスイッチの位置

(1) カメラスイッチ

警告
 

 全方位モニターは、運転者の注意義務を軽減するものではありません。運転の補
助としてご使用ください。

 画面に表⽰される範囲には限界があり、人や障害物が映らないことがあります。
後方および周囲の安全は、直接目視やミラーで確認しながら、ゆっくりと運転し

(1) (2) (3)

(1)
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てください。画面だけを⾒て運転すると、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

 カメラは精密機械ですので、強い衝撃をあたえたり、分解や改造をしたりしない
でください。また、カメラに付着して固まった泥や凍り付いた雪などをお湯をか
けたり、棒などでついたりして落とさないでください。破損して火災や故障の原
因となります。

 車幅目安線は実際の車幅より広く表⽰されます。運転するときは必ず周囲の安全
を直接確認しながら運転してください。(>>> P.354)

 ドアミラーが格納された状態、および前席ドア、バックドアが確実に閉まってい
ない状態で全方位モニターを使用しないでください。周囲の映像が正しく映し出
されず、思わぬ事故につながるおそれがあります。(>>> P.230)

 

注記
 

EV システム停止中に長時間使用すると、鉛バッテリーあがりの原因となります。
EV システム停止中は、全方位モニターを長時間使用しないでください。

 

使いかた

3D ビュー

車両周辺の映像を車外または車内からの視点で表示します。
1)パワースイッチを “ON” にします。
2)ナビゲーションのオープニング画面終了後、３ Ｄ ビューが画面に映し出されます。
3)画面上の映像切替えボタンをタッチすると、視点画面が切り替わります。一時停⽌

/ 再⽣ボタンをタッチすると、３ Ｄ ビューの回転を一時停⽌します。もう一度タッ
チすると再び回転します。

(1) 初期状態
車両周囲の映像を車外からの視点で表示

(2) 車両周囲の映像を車内からの視点で表示
(3) 映像切替えボタン
(4) 一時停⽌ / 再⽣ボタン

(3)

(4) (4)

(3)

(1) (2)
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アドバイス
 

 シフトポジションが“P”のときにカメラスイッチを押すと、３Ｄビューを表示でき
ます。

 ３ Ｄ ビューの表示画面は、設定で変更が可能です。 (>>> P.360)
 起動画面表示中でもカメラスイッチを押すと、３ Ｄ ビューが画面に映し出されま

す。
 パワースイッチが “ACC” のときは、３ Ｄ ビューは表示されません。

 

前方を確認するときは

1)パワースイッチを “ON” にします。
2)シフトポジションを “N” または “D” にします。
3)カメラスイッチを押します。 (>>> P.349)

「トップ映像＋前方映像」（初期状態）が画面に映し出されます。
4)映像切替えボタンをタッチするたびに、次のように画面が切り替わります。

(1) 映像切替えボタン
(2) トップ映像＋前方映像（初期状態）

車両周囲および前方の映像を表示
(3) 前方ワイド映像

車両前方の映像を広範囲に表示
(4) サイド映像 ＋ 前方映像

車両助手席側下方、および前方の映像を表示

(1)(1)

(1)

(2) (3)

(4)
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 カメラスイッチを押すと、下記のように切り替わります。 (>>> P.349)
• トップ映像＋前方映像（初期状態） → 前方ワイド映像 → サイド映像 + 前方映像 →

カメラ映像終了
任意の画面を選択していた場合は、下記のように切り替わります。

• 例：前方ワイド映像を選択している場合
前方ワイド映像 → サイド映像 + 前方映像 → トップ映像＋前方映像 → カメラ映像
終了

 カメラスイッチを押す以外にも次のようなときに、もとの表示画面にもどります。
• カメラスイッチを押してから 3 分経過したとき (>>> P.349)
• ナビゲーションの操作を⾏なったとき
• 車速が約 10 km/h 以上になったとき

 車速が約10 km/h以上のときにカメラスイッチを押すと、左側画面にサイド映像のみ
表示させることができます。約10 km/h以下となると前方映像が表示されます。(>>>
P.349)

アドバイス
 

 フロントソナー⾃動表示機能が ON のときに、フロントの超⾳波センサーが障害
物を検知すると⾃動で前方の映像を表示します。

 カメラ映像の画質調整および初期表示の画面設定は、シフトポジションを“P”にす
ると変更ができます。(>>> P.360)

 パワースイッチが “ACC” のときは、カメラ映像は表示されません。
 

後方を確認するときは

1)パワースイッチを “ON” にします。
2)シフトポジションを “R” にします。
 ⾃動的に、「トップ映像＋後方映像」（初期状態）が画面に映し出されます。

3)映像切替えボタン（1）をタッチするたびに、次のように画面が切り替わります。
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(2) トップ映像＋後方映像（初期状態）

車両周囲および後方の映像を表示
(3) 後方ワイド映像

車両後方の映像を広範囲に表示
(4) サイド映像 ＋ 後方映像

車両助手席側下方、および後方の映像を表示

 カメラスイッチを押すと、下記のように切り替わります。 (>>> P.349)
• トップ映像＋後方映像 ( 初期状態 ) → 後方ワイド映像 → サイド映像 + 後方映像 →

トップ映像＋後方映像 ( 以降繰り返し )
 シフトポジションを “R” 以外にすると、“R” に入れる直前に表示されていた画面にも

どります。（フロント映像⾃動表示機能を ON にしている場合は、前方カメラの映像
へ切り替わります）(>>> P.361)

アドバイス
 

 全方位モニター後方の映像は、どの画面表示よりも優先して映し出されます。た
だし、ナビゲーション本体の起動中は映し出されません。

 カメラ映像の画質調整および初期表示の画面設定は、シフトポジションを“P”にす
ると変更ができます。(>>> P.360)

 パワースイッチが “ACC” のときは、カメラ映像は表示されません。
 

(1)(1)

(1)

(2) (3)

(4)
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画面のエラー表⽰について

カメラのシステムに異常がある場合は、画面に次のように表示されます。
スズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡ください。

(1) カメラシステムエラーマーク

画面の⾒かた

画面には周囲の映像とともに、次のようなガイド線やボタンなどが表示されます。
ガイド線は運転操作の目安として使⽤できます。

※ 後退時のみ表示されます
(1) トップ映像
(2) 前方・後方映像
(3) サイド映像

(1)

(4) (10)

(10)

(11) (14)(10)

(12)

(13)

(10)(14)

(6)(5)

(9) (9)

(8)(8)

(8)

(8) 1

(8) 1
(7) 1

(8)

(8) 1

(14)

(7) 1

(1) (2) (3)
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番号 表⽰内容 内容

（4） ⾃車の位置を示します。

（5）

前方の映像が映ってることを示します。

後方の映像が映ってることを示します。

（6）

トップ映像 + 前方映像が映っていることを示しています。

トップ映像 + 後方映像が映っていることを示しています。

前方ワイド映像が映っていることを示しています。

後方ワイド映像が映っていることを示しています。

サイド映像 + 前方映像が映っていることを示しています。

サイド映像 + 後方映像が映っていることを示しています。

（7） 後退中に前方左右の壁や障害物などを検知すると表示されま
す。
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※ ハンドルが中⽴（まっすぐ）の状態になるとトップ映像、前方∕後方映像の進
路目安線は非表示になります。

 ガイド線は路面に対して表示されているため、⾃車の周囲にある駐車車両などの障
害物との距離を正確に表示するものではありません。また、トップ映像は平らな路
面を基準に画像処理して表示しているため、路面より高い位置にある障害物（他車
のバンパーなど）の位置を正確に表示するものではありません。

 画面上に表示される台形状の距離・車幅ガイド線は目安であり、実際の距離間隔・車
幅間隔とは異なる場合があります。

 サスペンションを改造したり、指定サイズ以外のタイヤに交換したりするとガイド
線とトップ映像が正しく表示されないことがあります。

注意
 

 トップ映像は、ドアミラー、車両前方、車両後方に装着されているカメラからの
映像を組み合わせ処理した擬似的な映像のため、次のように表⽰されることがあ
ります。
• ⽴体物が倒れているように表⽰される
• 路面より高い位置にある⽴体物が実際より遠くに⾒える、もしくは⾒えない
• ⽴体物が映像の継ぎ目で消える、または位置がずれる

 前方映像または後方映像に表⽰されている⽴体物がトップ映像には表⽰されない
ことがあります。

番号 表⽰色 名称 内容

（8）
緑または
⻩または

赤

パーキングセン
サー検知表示

徐⾏中に壁や障害物などを検知すると表示
されます。 (>>> P.336)

（9） ⻩

リヤクロストラ
フィックアラー
ト（RCTA）検知

表示（後方）

低速で徐⾏中に右左から接近している車両
を検知すると表示されます。(>>> P.334)

（10） 緑 進路目安線 ハンドル操作と連動して、前進∕後退時の予
想進路を目安として示します。（※）

（11） 赤

距離目安線

バンパー前端∕後端の中央部から約0.5 ｍ前
方∕後方の位置を目安として示します。

（12） ⻩ バンパー前端∕後端の中央部から約 1 ｍ 前
方∕後方の位置を目安として示します。

（13） ⽔色 バンパー前端∕後端の中央部から約 2 ｍ 前
方∕後方の位置を目安として示します。

（14） 紫

車幅目安線（縦
線）

車幅（ドアミラーの張り出し分を含む）の少
し外側の位置を目安として示します。

車幅目安線（横
線） 車両最前端の位置を目安として示します。

book.book  356 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

357

5

 トップ映像上で路上の線は映像の継ぎ目でずれたり、曲がって⾒えたりすること
があります。ずれは車両から遠ざかるにつれて⼤きくなります。

 カメラの位置がずれると、映像やガイド線がずれることがあります。スズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

 雪道や滑りやすい路面では、進路目安線と実際の進路が異なる場合があります。
 トップ映像に表⽰される車両アイコンはコンピューターグラフィックによる画像

を表⽰しているため、実際の車両とは色や形状、⼤きさなどが異なります。この
ため、路面・障害物との位置関係は実際の位置とは異なります。

 トップ映像は照度条件により、カメラごとの映像の明るさにばらつきが出る場合
があります。

 映像の切り替わり後は、映像の表⽰が遅れることがあります。全方位モニターが
完全に表⽰されるまでは、映像が一時的にゆがむことがあります。

 全方位モニターのカメラは特殊なレンズを使用しています。そのため、画像上の
距離と実際の距離が異なって⾒えたり、対象物が変形して表⽰されたりすること
があります。車両から離れるほど、その傾向は強くなります。

 ワイド映像は広い範囲を映すため、画像は⼤きくゆがんで表⽰されます。また、
距離も実際とは異なる⾒え方をします。

 

アドバイス
 

ナビゲーションの起動時やタッチパネルの異常時は、ボタンが操作ができません。
しばらく待つか、カメラスイッチを押してもとの表示画面にもどり、再度カメラス
イッチを押して画面を表示させて操作してください。
それでも操作できない場合は、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

 

映像と実際の路面との誤差

乗員人数、積載量、路面の勾配や状況などにより、画面のガイド線の示す位置、距離
は変わります。運転するときは必ず周囲の安全を直接確認してください。

進⾏方向に上り坂がある場合

実際の距離より手前に、距離目安線が⾒
えます。

後方映像（代表例）

(1) (2) (3)

(4)

(5)

(6)
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(1) 赤色 距離目安線（約 . m）の示す
地点

(2) ⻩色 距離目安線（約 . m）の示す
地点

(3) ⽔色 距離目安線（約 . m）の示す
地点

(4) 約 0.5 m
(5) 約 1.0 m
(6) 約 2.0 m

進⾏方向に下り坂がある場合

実際の距離より後ろに、距離目安線が⾒
えます。

後方映像（代表例）

(1) 赤色 距離目安線（約 . m）の示す
地点

(2) ⻩色 距離目安線（約 . m）の示す
地点

(3) ⽔色 距離目安線（約 . m）の示す
地点

(4) 約 0.5 m
(5) 約 1.0 m
(6) 約 2.0 m

⽴体物が近くにあるとき

⽴体物が近くにある場合、実際の距離と
異なって表示されることがあります。

例 1

次の図の進路目安線は、表示されている
トラックの車体に触れていませんが、ト
ラックの車体が実際の進路上に張り出し
ている場合、ぶつかることがあります。

(1) 進路目安線

例 2

次の図のトップ映像では、⾃車とトラッ
クの車体間に、わずかな距離があるよう
に⾒えますが、実際の距離は表示されて
いるよりも短く、トラックの車体にぶつ
かることがあります。

(1) (3)(2)

(4)

(5)

(6)

(1)
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画面に映る範囲

 次の図の範囲がナビ画面に映し出され
ます。ただし、前後バンパー付近やバ
ンパー下にあるものは映りません。

 カメラより上の部分は映し出されませ
ん。標識などの背が高く上部が張り出
している障害物は、画面上では上部ま
で確認できません。

 全方位モニターの映像の距離感覚は、
実際の距離とは異なります。

 画面に映し出される範囲に駐車車両な
どの障害物があると、実際の距離と異
なって画面に表示されることがありま
す。

 後方の映像は、ルームミラーやドアミ
ラーで⾒る場合と同じように、左右が
反転して映し出されます。

 フロントカメラおよびバックカメラは
車両中心よりずれた位置に取り付けら
れているため、前方映像および後方映
像は多少中心よりずれて映し出されま
す。

全方位モニターの視野範囲イ
メージ

注意
 

特定の領域は、カメラに映し出されな
い死角となります。
必ず目視で安全を確認してください。

 

 バンパー下側または地上面の部分は表
示されないことがあります。

 トップ映像ではカメラの映し出す範囲
の境目付近にあるもの、路面より高さ
のあるものは表示されないことがあり
ます。

アドバイス
 

 全方位モニターの映像は、実際の色
味とは多少異なることがあります。

book.book  359 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

360

5

 移動物が映像に映っているときは、
移動物の残像がでることがありま
す。

 次のような場合は、全方位モニター
の映像が⾒づらくなることがありま
すが、故障ではありません。
• 夜間や雨の日、および暗い場所
• 炎天下や寒冷時にカメラ付近が熱

いときや冷たいとき、または雨天
などで湿度が高いとき（カメラレ
ンズがくもる場合があります）

• 直接カメラに強い光が入るとき
（映像に白い縦線などが入る場合

があります）
• 蛍光灯などの照明の下（映像にち

らつきが出る場合があります）
• 外気温が低いとき（画面が暗くな

る場合があります）
• カメラのレンズが汚れていると

き、または雪、⽔滴がついている
とき (>>> P.363)

 

設定の変更

映像の画質調整や、全方位モニターの設定を変更することができます。

警告
 

周囲に何もないような安全な場所で設定の変更をしないと、思わぬ事故につながる
おそれがあります。
設定の変更をするときは、周囲に何もないような安全な場所で⾏なってください。

 

画質調整

設定の変更は、次の手順で⾏ないます。
1)パワースイッチを “ON” にします。
2)パーキングブレーキをかけます。
3)ナビゲーションのオープニング画面終了後、カメラスイッチを押します。
4)3D ビュー画面が映し出され、画質調整ボタンをタッチします。

(1) 画質調整ボタン

(1)
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5)明るさ、コントラストなどの調整ができます。お好みの画質に調整してください。

アドバイス
 

 設定した明るさの数値は、ライトの点灯∕消灯で変わります。
 詳しくは、ナビゲーションマニュアルをお読みください。

 

全方位モニター設定

設定の変更は、次の手順で⾏ないます。
1)パワースイッチを “ON” にします。
2)パーキングブレーキをかけます。
3)ナビゲーションのオープニング画面終了後、カメラスイッチを押します。
4)3D ビュー画面が映し出されたら、設定ボタンをタッチします。

(1) 設定ボタン

5)“ 全方位モニター設定 ” をタッチすると、全方位モニターの設定ができます。
お好みに応じて設定を変更してください。

 または  へタッチすると、ページが切り替わります。

(1)
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図は代表例です

ガイド線の表示 目安線を “ 目安線非表示 ”、“ 舵角連動目安線 ”、“ 固
定目安線 ” から設定できます。

カメラ起動後の前進画面
前方を確認するための映像を “ トップ映像 + 前方映
像（初期状態）”、“ 前方ワイド映像 ”、“ サイド映像
+ 前方映像 ” から選択できます。

カメラ起動後の後退画面
後方を確認するための映像を “ トップ映像 + 後方映
像（初期状態）”、“ 後方ワイド映像 ”、“ サイド映像
+ 後方映像 ” から選択できます。

オープニング表示 起動時に⾃動表示される3Dビューの表示∕非表示を
設定できます。

フロント映像⾃動表示
シフトポジションを “R” から “P” 以外にしたときに、
⾃動表示されるカメラ映像の表示∕非表示を設定で
きます。

フロントソナー⾃動表示 フロントソナー⾃動表示の設定を ON/OFF できます。

全方位モニター設定

ガイド線の表示

カメラ起動後の前進画面

カメラ起動後の後退画面

オープニング表示

ON

ON

全方位モニター設定

フロント映像自動表示

フロントソナー自動表示

ON

ON
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カメラの取扱い

警告
 

 高圧洗浄機を使うとき (>>> P.437)
 カメラは精密機械ですので、強い衝

撃をあたえないでください。また、
カメラに付着して固まった泥や凍り
付いた雪などは、棒などで突くなど
して落とさないでください。破損し
て火災や故障の原因となります。

 

注意
 

 カメラやその周辺をぶつけたとき
は、画面の映像が正しく表⽰されな
いことがあります。スズキ販売店ま
たはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。

 カメラを交換したときは調整が必要
です。スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。

 カメラの作動をさまたげるものを、
カメラ部分およびカメラ周辺に取り
付けないでください。字光式ナン
バープレートを装着した場合、全方
位モニターの映像が一部遮られる可
能性があります。

 

注記
 

 カメラの取り外しや分解、改造は⾏
わないでください。分解すると防水
性が失われ故障の原因となります。

 全方位モニターのカメラのお手入れ
について (>>> P.438)

 

故障かなと思ったら

画面にカメラシステムエラーマーク
が表⽰されたら

センターディスプレイに マークが表示
された場合は、カメラシステムに異常が
発⽣しています。
 表示が消えない場合は、スズキ販売店

またはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。

全方位モニターの映像の映りが悪い

 カメラのレンズが汚れていると、映像
が⾒づらくなる場合があります。レン
ズに⽔滴、雪、泥などの汚れが付着し
ているときは⽔洗いし、やわらかい布
でふき取ってください。汚れがひどい
ときや、レンズにワックスなどが付着
したときは、中性洗剤を使ってくださ
い。

 太陽の強い反射光や後続車のヘッドラ
イトの強い光が直接カメラに当たる
と、映像に白い縦線などが入り映像が
⾒づらくなる場合がありますが、異常
ではありません。

画像やガイド線がずれている

次のような場合には、画像やガイド線が
ずれることがありますが、異常ではあり
ません。
 乗車人数や荷物などの影響で車両が傾

いている
 タイヤチェーンの装着やタイヤ空気圧

の変化などにより、車高が変化してい
る

 路面が傾斜しているところで使⽤して
いる

 前席ドア、バックドアが開いている
上記以外の場合は、カメラの位置がずれ
ている可能性があります。スズキ販売店
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またはスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。

ハンドルが直線状態だが進路目安線
が曲がっている

カメラシステムなどの異常が考えられま
す。スズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。

本製品のライセンスについて

全方位モニターに組み込まれたソフトウェアには、オープンソフトウェアが含まれて
います。
ライセンスは次の通りです
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ドライバーモニタリングシ
ステム (DMS)

DMS とは Driver Monitoring System
（ドライバー モニタリング システム）の

略称です。
カメラにより運転者の眼の開閉状態や顔
向きなどを検知し、⾛⾏中に運転者が眠
気を感じたり、居眠りや脇⾒をしている
とシステムが判断した場合は、画面表示
と警報⾳によって注意を促します。

運転者の状態を検出するセン
サー

(1) ドライバーモニターカメラ＆ LED

警告
 

DMS の認識性能には限界があります。
DMS を過信した運転を⾏わないでく
ださい。
 疲労時の運転は重⼤な事故に至る危

険があります。運転前や運転中に疲
労を感じた場合は、十分に休憩を取
り、安全運転を心がけてください。

 DMS は運転者の眠気を解消するも
のではありません。

 DMS は運転者の不注意⾏動を未然
に防ぐものではありません。

 状況によっては、DMS が運転者の状
態を正確に検出することができない
ことがあります。

 

アドバイス
 

DMS はカメラにより運転者の目、鼻、
口、頭の位置などの特徴を認識してい
ます。目、鼻、口、頭の位置などの特
徴が認識できないときには正しく機能
しない場合がありますので、正しい運
転姿勢をとれるよう、シートやハンド
ル 位 置 を 調 整 し て く だ さ い。(>>>
P.32)

 

眠気警報

約 65 km/h 以上で⾛⾏中に運転者の目の
閉じ具合や、まばたき、あくびの増加な
どを検知し、眠気があると DMS が判断し
た場合は、警報により注意を促します。
眠気警報が作動すると、室内ブザーと
メーター内の表示で運転者に警報しま
す。
 居眠り警告灯が点灯し、メーターディ

スプレイに眠気警告が表示されるとと
もに、室内ブザー（単⾳）が鳴ります。

(1)
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(1) 居眠り警告灯

アドバイス
 

運転者本人が眠気が覚めたと感じて
も、眠気の疑いが残る場合、数分おき
に警報する場合があります。また、眠
気の疑いが残った状態で65 km/h 以上
になると、その都度警報する場合があ
ります。
このような場合には、できるだけ早く
安全な場所に車両を停⽌して、休憩を
とることをお勧めします。
システムが眠気警報を発しているとき
に、運転者の脇⾒を検出すると、眠気
警報が停⽌し、 脇⾒警報が作動する場
合があります。

 

居眠り警報

約 65 km/h 以上で⾛⾏中に運転者の目の
閉じ具合、首のかたむきを検知し、居眠
りしていると DMS が判断した場合は、警
報により注意を促します。
居眠り警報が作動すると、室内ブザーと
メーター内の表示で運転者に警報しま
す。
 居眠り警告灯が点灯し、メーターディ

スプレイに居眠り警告が表示されると
ともに、室内ブザー（短い間隔の単⾳）
が鳴ります。

 居眠り警報は、ドライバーが居眠りか
ら目覚めたと DMS が判断するまで継続
されます。

(1) 居眠り警告灯

アドバイス
 

居眠り警報が作動した後、約 5 分は
DMS の警報は作動しません

 

脇⾒警報

約 20 km/h 以上で⾛⾏中に運転者の視線
や顔向きを検知し、脇⾒をしていると
DMS が判断した場合は、警報により注意
を促します。
脇⾒警報が作動すると、室内ブザーと
メーター内の表示で運転者に警報しま
す。
 メーターディスプレイに脇⾒警告が表

示されるとともに、室内ブザー（短い
間隔の単⾳）が鳴ります。

(1) 脇⾒警告灯

(1)

(1)

(1)
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アドバイス
 

 方向指示器、非常点滅表示灯が作動
しているときは脇⾒警報は作動しま
せん。

 シフトポジションが “R” のときは脇
⾒警報は作動しません。

 次の条件のいずれかを満たしている
場合は､脇⾒検知機能が正常に作動
しないことがあります。
• 曲率の小さいカーブ、ロータリー

など車の向きと視線が大きく異な
るとき

• カーブなどでステアリングを切っ
ているとき

• 視線と顔の向きが大きく異なって
いるとき

• 頻繁に顔の向きや視線を正面方向
以外に向けているとき

• 顔を大きく傾けて運転していると
き

• 運転者が大きく動いているとき
 運転者が大きく動いているとき、ま

たは運転者が顔を下方向に向けてい
るときは、脇⾒警報が作動する場合
があります。

 

警報 ON/OFF の設定のしかた

DMS の警報は OFF にすることができま
す。
ドライバーモニタリングシステムの設定
は、センターディスプレイの “ 設定 ” か
ら 切 り か え る こ と が で き ま す。(>>>
P.503)
警報を OFF にすると、DMS 警報 OFF 灯
が点灯します。

アドバイス
 

次のようなとき、DMS の警報は⾃動的
に ON になります。

 パワースイッチを “LOCK （OFF）” か
ら “ON” にしたとき

 停車中にシートベルトを外して、運
転席ドアを開けたとき

 センターディスプレイの“設定”で設
定のリセットを実⾏したとき

 

こんな場合は正しく作動しな
いことがあります

次のようなとき、DMS が運転者の顔を適
切に検知できず、機能が正常に作動しな
いおそれがあります。
 ドライバーモニターカメラが正常に映

像をとらえにくい環境のとき
• 車室内が高温のとき
• 強い光（太陽光やヘッドランプ光な

ど）にドライバーモニターカメラや
運転者の顔が照らされているとき

• 周囲の構造物、トンネルの出入り、⽊
漏れ日などの影響で車室内の明るさ
が大きく変動しているとき

 ドライバーの目や鼻、口、顔の輪郭が
ドライバーモニターカメラから⾒えに
くい状態になっているとき
• メガネやサングラスのレンズが光っ

て⾒えるときや、外の風景が映りこ
んでいるとき

• ハンドルや手、腕、その他の障害物
によって運転者の顔とドライバーモ
ニターカメラ、LED の間が遮られて
いるとき

• ドライバーモニターカメラ、LED に
指紋や汚れ等が付着しているとき

• 帽子やサンバイザー等を目深にか
ぶっているとき

• 目が歪んで⾒えるような高い度数の
メガネをかけているとき

• 近赤外線を通しにくいメガネやサン
グラスをしているとき

• メガネやサングラスのフレームで目
が隠れているとき
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• ヘルメットや被り物などを着⽤して
いるとき

• 眼帯を着⽤しているとき
• 前髪が目にかかっているとき
• マスクを着⽤しているとき
• 目、鼻、口、顔の輪郭が判定できな

くなるような化粧やペイント等をし
ているとき

• 髭で口の輪郭が隠れているとき
• 頭を大きく傾けているとき
• 運転姿勢をくずしているとき
• 笑ったり、目を細めているとき
• 助手席や後席の方が身を乗り出すな

どして、運転席付近に 2 つ以上の顔
が存在するとき

• 車室内に近赤外線光源を搭載した機
器（市販のドライバーモニタリング
システムなど）があるとき

DMS に異常があるとき

DMS が一時停⽌すると、DMS 警報 OFF
灯が点灯します。
DMS に異常があると、DMS 警報 OFF 灯
およびマスターワーニングが点滅し、マ
ルチインフォメーションディスプレイに
“ ドライバーモニタリングシステム要点
検 ” が表示されるとともに室内ブザーが
鳴ります。

アドバイス
 

 DMS は次のような場合に一時停⽌
します。
• DMS 本体の温度が高い、または低

いとき

• ドライバーモニターカメラの温度
が高い、または低いとき

• 運転者の目、鼻、口、頭の位置な
どが適切に検知できないとき

状況が改善すると、DMS の一時停⽌は
解除されます。
 DMS に異常がある場合は、スズキ販

売店またはスズキ代理店で点検を受
けてください。

 

ドライバーモニターカメラ・ 
LED について

アドバイス
 

DMS を正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。
 ドライバーモニターカメラおよび

LED にステッカー（透明なものを含
む）などを貼らないでください。

 ドライバーモニターカメラおよび
LED を傷つけないでください。

 ドライバーモニターカメラおよび
LED に触れて指紋を付けたり、汚し
たりしないでください。指紋や汚れ
が付着した場合には、柔らかい布で
乾拭きするか、硬く絞って⽔気を除
いた布で軽くふき取ってください。

 ドライバーモニターカメラおよび
LED に強い衝撃を与えないでくださ
い。

 

OSS について

DMS には、オープンソースを使⽤したソフトウェア (OSS) が含まれています。下記
web サイトにライセンス情報が記載されています。
http://www.embedded-carmultimedia.jp/RTOS/License/oss/DMS_0602/

book.book  368 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

369

5

運転支援装置

エマージェンシーストップシグナル（ESS）

ESS とは Emergency Stop Signal（エマージェンシーストップシグナル）の略です。
ESS は次の条件をすべてみたしているときに、非常点滅表示灯を通常よりも速く点滅
させることで、後続車へ注意を促す機能です。またその際、メーター内の方向指示器
表示灯もあわせて点滅します。
 ブレーキペダルを踏み込んだときの車速が約 55 km/h 以上のとき
 ABS が作動しているとき、または ABS が作動するような急ブレーキのとき

ESS は次の状態になると機能が停⽌します。
 車速が十分に低下したとき
 ブレーキペダルを離したとき
 ABS の作動が終了したとき
 非常点滅表示灯スイッチの位置を ON にしたとき

警告
 

ESS は⾛⾏中の急ブレーキ時に、後続車に注意を促すことで追突を軽減する機能で、
すべての追突を防ぐものではありません。減速や停車するときは不要な急ブレーキ
はさけ、常に安全運転に努めてください。

 

アドバイス
 

 ESS の機能を停⽌させることはできません。
 ESS の機能よりも、非常点滅表示灯スイッチの操作が優先されます。
 次のような路面を⾛⾏中に、一瞬しか ABS が作動しなかったときは、ESS は作動

しないことがあります。
• 滑りやすい路面を⾛⾏しているとき
• 道路の継ぎ目などの段差を乗り越えるとき
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ABS 装備車の取扱い

ABS（アンチロックブレーキシス
テム）とは

ABS とは Antilock Brake System（アンチ
ロックブレーキシステム）の略です。
ABS はブレーキをかけたときのタイヤの
ロックを⾃動的に防⽌することで、⾛⾏
安定性や操舵性を確保しようとする装置
です。

警告
 

 常に周囲の状況を確認して、安全運
転に努めてください。ABS による制
御には限界があります。

 ABS は、タイヤのグリップ限界を超
えたり、ハイドロプレーニング現象

（※）が起こったりした場合は効果
を発揮できません。
※ 雨天の高速⾛⾏などで、タイヤ

と路面の間に水膜が発⽣し、接
地力を失ってしまう現象

 

ABS は、こんな場合にもブレーキ
をかけると作動することがありま
す

 滑りやすい路面を⾛⾏しているとき

 道路の継ぎ目などの段差を乗り越える
とき

 悪路を⾛⾏しているとき

book.book  370 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



運転支援装置について

371

5ABS 作動時の振動や音

ブレーキペダルを強く踏むと、ブレーキ
ペダル、ハンドル、車体の小刻みな振動
を感じることがあります。これは ABS の
作動によるもので、異常ではありません。
ブレーキペダルをそのまま強く踏み続け
てください。

アドバイス
 

EV システムを始動して発進した直後
に、一時的にモーター⾳などが聞こえ
ることがあります。これはシステムを
チェックしている⾳で、異常ではあり
ません。

 

タイヤについて

警告
 

ABS は、各車輪の回転速度をセンサー
で検出しています。4 輪とも指定のサ
イズではなく、メーカー、銘柄、トレッ
ドパターン（溝模様）が同一ではない
もの、もしくは著しく摩耗状態の異な

るタイヤを使用すると、正確な回転速
度が検出できなくなって ABS が正常
に機能しなくなり、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
タイヤ交換時は、指定のサイズで、4
輪ともサイズ、メーカー、銘柄、トレッ
ドパターン（溝模様）が同一のものを
装着してください。
また、著しく摩耗状態の異なるタイヤ
を使用しないでください。

 

ABS 警告灯

ABS の電子制御システムに異常がある
と、パワースイッチが “ON” のときに点
灯します。

ブレーキアシスト

ブレーキ踏力を補助する装置です。急ブ
レーキをかけたときに、ABS の効果が十
分に発揮されるまでの時間を短縮しま
す。
 しっかりとブレーキペダルを踏まない

と、ブレーキアシストは作動しません。
 ブレーキアシストは、本来のブレーキ

性能を超えた制御をする装置ではあり
ません。

アドバイス
 

次の場合にもブレーキからの作動⾳が
聞こえることがありますが、異常では
ありません。
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 ブレーキペダルを踏んだときのモー
タールームからの作動⾳

 運転席のドアを開けたときに車両の
前部から聞こえるブレーキシステム
のモーター⾳

 EV システムを停⽌してから 1 〜 2 分
後に聞こえるモータールームからの
作動⾳

 

ESP® 装備車の取扱い

ESP®（※）は、ABS、ブレーキアシスト、
トラクションコントロール、スタビリ
ティコントロール（横滑り防⽌機能）な
どを総合的に制御して、車両の⾛⾏安定
性を補助しようとするシステムです。

※ ESP® は、Electronic Stability
Program（エレクトロニック ス
タビリティ プログラム）の略で、
Mercedes-Benz Group の登録商
標です。

ESP® には、次のシステムが含まれていま
す。

ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

次の参照先を確認してください。 (>>>
P.370)

ブレーキアシスト

ABS のブレーキアシストと同様です。

トラクションコントロール

滑りやすい路面での発進時や加速時に起
こる駆動輪の過度の空転を、ブレーキ制
御およびEVシステムの出力制御により防
ぎ、適切な駆動力を確保しようとする補
助機能です。

スタビリティコントロール（横滑
り防止機能）

急激なハンドル操作をしたり、滑りやす
い路面で旋回したりするときの車の横滑
りなどを抑制することで、車両の⾛⾏安
定性を補助しようとする機能です。

アクティブコーナリングサポート

旋回中に加速すると、内輪にブレーキ制
御を⾏ない、車両が外側にふくらむこと

（アンダーステア）を抑制します。

警告
 

常に周囲の状況を確認して、安全運転
に努めてください。ESP® による制御
には限界があります。

 

注意
 

 次のことをお守りください。
守らないと ESP® が正常に作動しな
くなったり、誤作動につながったり
するおそれがあります。
• タイヤの空気圧を指定空気圧に調

整する 
• タイヤ交換時は指定のサイズで、4

輪ともサイズ、銘柄、トレッドパ
ターン（溝模様）が同一のものを
装着する

• 著しく摩耗状態の異なるタイヤを
使用しない

• サスペンションやブレーキを改造
しない（車高やサスペンションの
硬さ変更など）

• サスペンションやブレーキを著し
く劣化した状態で⾛⾏しない

 タイヤチェーンや応急用スペアタイ
ヤを装着したときなどには、ESP® が
正常に作動しない場合があります。
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アドバイス
 

次のような操作をすると、一時的に
モーター⾳やカチッという⾳が聞こえ
ることがあります。これはシステムを
チェックしている⾳で異常ではありま
せん。
 パワースイッチを “ON” にしたとき
 ブレーキペダルを踏んだ状態でパ

ワースイッチを “ON” にし、最初に
ブレーキペダルから足を離したとき

 EV システムを始動したとき
 EV システムを始動して、最初の発進

時
 

次 の メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ た と き は、
ESP® のシステムに異常が考えられます。
スズキ販売店またはスズキ代理店で点検
を受けてください。

(1) “ESP® システム異常
点検を受けてください ”

ESP® 作動表⽰灯

 次のような状況になると、0.2 秒間隔で
小刻みに点滅します。
• 発進時や加速時にトラクションコン

トロールが作動している
• 急ハンドル時や旋回時にスタビリ

ティコントロールが作動している
• ABS が作動している

 システムが正常な場合はパワースイッ
チを “ON” にしたときに、数秒間点灯
したあと消灯します。

 ESP®の電子制御システムに異常がある
と、パワースイッチが のときに点灯し
ます。点灯中は次のようになりますの
で、スズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。
次の機能が作動しません。
• トラクションコントロール
• スタビリティコントロール
• スズキ セーフティ サポート

ヒルホールドコントロールも作動し
ない場合があります。
ABS は作動します。
ブ レ ー キ ア シ ス ト は、故 障 状 況 に
よっては作動しない場合がありま
す。

注意
 

小刻みに点滅したときは、滑りやすい
路面で、車がスタックまたは横滑りし
やすい状態になっています。
とくに慎重に運転してください。

 

注記
 

⾛⾏中に ESP® 作動表⽰灯が点灯した
まま消えない場合、ESP® システム

（ABS 以外）に不具合がある可能性が
あります。スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてください。

 

(1)
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ESP® を作動停止（OFF）にす
る

ESP® システム（ABS 以外）は、センター
ディスプレイの設定で作動停⽌（OFF）に
することができます。
ESP® システムが作動停⽌（OFF）になる
と、メーター内の ESP® OFF 表示灯が点
灯します。
次のようなときは、ESP® システムを作動
停⽌（OFF）にしてください。トラクショ
ンコントロールおよびスタビリティコン
トロールが作動しなくなります。
 車検を受けるときなどテスターに載せ

る場合。トラクションコントロールお
よびスタビリティコントロールを作動
停⽌（OFF）の状態にする必要があり
ます。

 スタックからの脱出などの場合。トラ
クションコントロールが脱出に適さな
いときがあります。

スタックからの脱出などのあとに通常⾛
⾏するときは、システムを復帰させトラ
クションコントロールおよびスタビリ
ティコントロールが作動可能な状態にし
てください。
ESP® システムが復帰すると、メーター内
の ESP® OFF 表示灯が消灯します。

アドバイス
 

 安全のため、ESP® OFF スイッチを操
作しても、ABS およびブレーキアシ
ストは作動停⽌の状態になりませ
ん。

 ESP® を作動停⽌（OFF）にすると、
デュアルセンサーブレーキサポート
Ⅱ（DSBS Ⅱ ）OFF 表示灯および車
線逸脱抑制 OFF 表示灯が点灯し、ス
ズキ セーフティサポートの一部機
能が停⽌します。（前方衝突警報と誤
発進抑制機能、後方誤発進抑制機能

の EV システムの出力を抑制する機
能は作動します）

 

ESP®OFF 表⽰灯

 パワースイッチが“ON”のときに、ESP®
を作動停⽌（OFF）にすると点灯しま
す。
• 点灯中は、トラクションコントロー

ルおよびスタビリティコントロール
は作動しません。

 システムが正常な場合はパワースイッ
チを “ON” にしたときに、数秒間点灯
したあと消灯します。

ヒルホールドコントロール

ヒルホールドコントロールは、上り坂で
の発進時に、ブレーキペダルからアクセ
ルペダルへの踏み替えの間に車が後退す
ることを一時的に（約 2 秒間）防ぎ、ス
ムーズな発進を補助するシステムです。

警告
 

 極端に急な坂道、凍結路、泥道を上
るときや、積載重量によっては、発
進時に車が後退してしまい、思わぬ
事故につながるおそれがあります。
ヒルホールドコントロールを過信せ
ず、必要に応じてブレーキペダルを
踏み、安全運転を心がけてください。
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 ヒルホールドコントロールは、坂道
で車を停止させるシステムではあり
ません。

 停止するときにブレーキペダルの踏
み方が不十分な場合、ヒルホールド
コントロールが作動しないことがあ
ります。

 ブレーキペダルから足を離したまま
2 秒以上たつとヒルホールドコント
ロールが解除されるため、勾配に
よっては⾃重で坂道を下り、思わぬ
事故につながるおそれがあります。
ブレーキペダルから足を離したら、
すみやかに発進操作を⾏なってくだ
さい。

 極端に急な坂道、凍結路、泥道を上
るとき、ヒルホールドコントロール
が作動するとタイヤがロックし、車
両がコントロールできない場合があ
ります。

 

ヒルホールドコントロールの作動
条件

ヒルホールドコントロールは、次の条件
をすべてみたしているときに、ブレーキ
ペダルから足を離すと約 2 秒間、車が後
退することを防ぎます。
 ダイヤルシフトが前進または後退の位

置に入っている
 パーキングブレーキを解除している
 進⾏方向が坂の上りである
 ブレーキペダルをしっかり踏んでいる

アドバイス
 

作動中に下記のような状態になること
がありますが、異常ではありません。
 モータールームから⾳が聞こえる
 ブレーキペダルが硬くなり踏み込め

ないことがある
 

次のメッセージが表示されたときは、ヒ
ルホールドコントロールのシステムに異
常が考えられます。スズキ販売店または
スズキ代理店で点検を受けてください。

(1) “ ヒルホールド機能停⽌中 ”

(1)
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運転するときのアドバイス

⾛⾏するときは

タイヤの空気圧を適正に

 タイヤの空気圧が低いと電費を悪化さ
せます。適正な空気圧にしてください。

 この車の指定空気圧は、運転席ドアの
開口部に貼付してある「空気圧ラベル 」
で確認のうえ、調整してください。

(1) 空気圧ラベル

警告
 

 空気圧が低いまま⾛⾏すると、タイ
ヤがバースト（破裂）して思わぬ事
故につながるおそれがあります。
空気圧が極端に低いまま⾛⾏しない
でください。

 指定空気圧を守らないと車の性能が
十分に発揮できず、次のようなこと
が起きるおそれがあり、思わぬ事故
につながったり、故障の原因となっ
たりするおそれがあります。
タイヤの空気圧は指定空気圧に調整
してください。
• ⾛⾏安定性が悪化する

• ブレーキをかけたときの制動距離
が伸びる

• 正確なタイヤ回転速度が検出でき
なくなって、次の機能が正常に作
動しなくなる
ABS
エマージェンシーストップシグナ
ル（ESS）
ESP®
スズキ セーフティ サポートの一
部機能

 

鉛バッテリーを点検して

この車は、鉛バッテリーを搭載していま
す。

(1) 鉛バッテリー

鉛バッテリーの液面を点検する

液面が下限より下にあるときは、バッテ
リー補充液を上限まで補充してくださ
い。バッテリー液が不足すると、バッテ
リーの寿命を縮めるおそれがあります。

(1) 上限
(2) 下限

(1)

(1)

(1)
(2)
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警告
 

 バッテリー液が不足すると、発熱し
て爆発のおそれがあります。バッテ
リー液量が下限以下のまま使用また
は充電しないでください。

 バッテリー端子にゆるみがあると、
火災や故障の原因となります。バッ
テリー端子を外して再び接続すると
きは、確実に締め付けてください。

 

注記
 

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、故障の原因となったり、
バッテリーの寿命が短くなったりする
おそれがあります。
 バッテリーを交換するときは、指定

のバッテリーを使用する（指定外の
ものを使用しない）

 バッテリー端子から電気製品の電源
をとらない

 

高速⾛⾏するときは

高速道路や⾃動車専⽤道路を⾛⾏すると
きは、以下の点に注意してください
 ⾛⾏速度が速くなると、車両が停⽌す

るまでの距離は長くなります。停⽌す
るための十分な距離をとってブレーキ
をかけてください。

 ⽔たまりを高速で通り抜けると、ハイ
ドロプレーニング現象が発⽣すること
があります。ハイドロプレーニング現
象とはタイヤと路面の間に⽔が入り込
む現象で、ハンドルやブレーキが効か
なくなり危険です。路面が濡れている
ときは速度を落として⾛⾏してくださ
い。

 高速⾛⾏時には、車両が横風の影響を
受けることがあります。トンネルの出
口や橋の上、大型トラックが通りすぎ

るときなどは速度を落とし、横風に注
意して⾛⾏してください。
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駐車するときは

平らな場所に駐車するときは

1)ブレーキペダルを踏んだまま、パーキ
ングブレーキスイッチを引いて、電動
パーキングブレーキ作動表示灯が点
灯していることを確認します。

(1) パーキングブレーキスイッチ

2)P ポジションスイッチを押します。
 ブレーキペダルからゆっくりと足を離

し、車が動き出さないことを確認して
ください。

(1) P ポジションスイッチ

注意
 

 平らな場所に少しの間駐車するとき
でも、安全のため、P ポジションス
イッチを押してください。

 寒冷時にパーキングブレーキをかけ
ると、凍結して解除できなくなるお

それがあります。坂道を避け、平ら
な場所に駐車してください。

 

坂道に駐車するときは

1)ブレーキペダルを踏んだまま、パーキ
ングブレーキスイッチを引いてパー
キングブレーキをかけます。

(1) パーキングブレーキスイッチ

2)P ポジションスイッチを押します。
 ブレーキペダルからゆっくりと足

を離し、車が動き出さないことを確
認してください。

(1) P ポジションスイッチ

3)市販品の輪⽌めや⽯などでタイヤを
固定し、車が動き出さないようにして
ください。

警告
 

急な坂道に駐車すると、無人で車が動
き出すなど、思わぬ事故につながるお
それがあります。

(1)

(1)

(1)

(1)
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急な坂道には駐車しないでください。
 

車内にパソコンや携帯電話な
どを放置しない

盗難にあったり、⽔分や湿気または温度
変化などにより故障したりするおそれが
あります。

寒冷時の運転

雪道を⾛⾏するとき

雪道や凍結路はゆっくり⾛⾏

警告
 

雪道や凍結路は路面が滑りやすく、ス
リップ事故を起こすおそれがありま
す。
スピードを控えめにし、急発進、急加
速、急ブレーキ、急ハンドル、など「急」
のつく運転はしないでください。

 

ブレーキの効き具合を確認

ブレーキ装置に付着した雪や氷が凍結し
て、ブレーキの効きが悪くなることがあ
ります。
 周囲の安全を確かめてから低速でブ

レーキペダルを数回踏み、ブレーキの
効きを確かめてください。

 ブレーキの効きが悪いときは、効きが
回復するまで低速で繰り返しブレーキ
ペダルを軽く踏み、ブレーキ装置のし
めりを乾かしてください。
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フェンダー裏側に付着した雪を取
り除く

雪道を⾛⾏すると、フェンダーの裏側に
雪が付着してタイヤと接触し、ハンドル
の切れが悪くなることがあります。
 ときどき車を⽌めてフェンダーの裏側

を点検してください。雪の塊が付着し
ているときは、周囲の部品を傷つけな
いように雪を取り除いてください。

タイヤチェーン

この車に適合したスズキ純正品を装着し
てください。適合するタイヤチェーンに
ついては、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。

警告
 

 適合品以外を装着すると、ブレーキ
配管や車体を損傷するおそれがあり
ます。
タイヤチェーンは、適合品以外を装
着しないでください。

 ⾛⾏中にいつもと違う音がした場
合、タイヤチェーンが切れたり、一
部が外れたりして車体に当たると、
ブレーキ配管や車体を損傷するおそ
れがあります。
⾛⾏中にいつもと違う音がするとき
は、ただちに停車して点検してくだ
さい。

 タイヤチェーンを装着して⾛⾏する
ときは、必ず次のことをお守りくだ
さい。お守りいただかないと、思わ

ぬ事故につながるおそれがありま
す。

 安全およびタイヤチェーン保護のた
めスピードを控えめ（30 km/h以下）
にしてください。

 急発進、急加速、急ブレーキ、急ハ
ンドルなど「急」のつく運転をしな
いでください。

 路面の突起や穴を避けてください。
 

注記
 

タイヤチェーンを装着したまま、雪の
な い 舗 装 路 を ⾛ ⾏ す る と、タ イ ヤ
チェーンの摩耗が早まったりします。
また、4WD 車の場合、駆動装置に無理
な力がかかり、故障の原因となります。
タイヤチェーンを装着したまま、雪の
ない舗装路を⾛⾏しないでください。

 

アドバイス
 

タイヤチェーンを装着すると、タイヤ
回転速度が検出できなくなって、次の
機能が正常に作動しない場合がありま
す。
 ABS
 エマージェンシーストップシグナル
（ESS）
 ESP®
 スズキ セーフティ サポートの一部

の機能
 

タイヤチェーンを装着する前に

タイヤチェーンは前輪に装着

この車は前輪が駆動輪、または前輪が駆
動輪ベースの 4WD です。後輪には装着し
ないでください。
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ジャッキアップに適した安全な場所
で装着

次の参照先の 1、2 をお読みください。
(>>> P.487)

応急用スペアタイヤ（別売り）には
装着できません

前輪がパンクしたときは、応急⽤スペア
タイヤを後輪に付け、外した後輪の標準
タ イ ヤ を 前 輪 に 付 け て か ら、タ イ ヤ
チェーンを前輪に装着します。

タイヤチェーンの装着

タイヤチェーンに付属の取扱説明書をよ
くお読みください。

注記
 

アルミホイール装備車の場合、タイヤ
チェーンでホイールに傷がつくおそれ
があります。
タイヤチェーンに付属の取扱説明書に
従い、正しく装着してください。

 

ウインドーウォッシャー液

凍結を防ぐため、外気温に応じた割合で
配合してください。

スズキエクスターウインドー
ウォッシャー液の場合

鉛バッテリー

鉛バッテリーの液量や比重を点検してく
ださい。寒くなるとバッテリーの性能が
下がり、弱っているバッテリーでは EV シ
ステムは始動しにくくなります。

冷却水

凍結防⽌のため、指定の冷却⽔をお使い
ください。

注記
 

冷却水に水漏れ防止剤などの添加剤を
入れると、次の原因につながる可能性
があります。
 冷却水路の詰まりや腐食
 電気絶縁性の低下
冷却水に水漏れ防止剤などの添加剤を
入れないでください。

 

アドバイス
 

冷却⽔の濃度点検および交換は、スズ
キ販売店またはスズキ代理店へお申し
付けください。

 

スノーブレード（別売り）

スノーブレード（降雪地⽤ワイパーブ
レード）は、⾦属部分をゴムで覆って雪
の付着を少なくするものです。標準装備
のワイパーブレードでは、降雪時に雪が
付着し、ふき取りにくくなることがあり
ますので、必要に応じて交換してくださ
い。

アドバイス
 

 高速⾛⾏時は、通常のワイパーブ
レードよりふき取りにくくなること
があります。その場合には、車のス
ピードを落としてください。

使用地域・
季節 薄める割合 凍結温度

通常 原液 1 に⽔ 3 約－ 5 ℃
温暖地の冬

期 原液 1 に⽔ 2 約－ 9 ℃

寒冷地の冬
期 原液 1 に⽔ 1 約－ 15 ℃

極寒冷地の
冬期 原液のまま 約－ 40 ℃
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 雪の降らない時季は、通常のワイ
パーブレードのご使⽤をおすすめし
ます。

 スノーブレードはスズキ純正品の使
⽤をおすすめします。スズキ純正品
以外のものを使⽤すると適切に機能
しないおそれがあります。

 

冬用タイヤ、タイヤチェーン、
輪止め

雪道や凍結路を⾛⾏するために必要で
す。

(1) 冬⽤タイヤ（市販品）
(2) タイヤチェーン（別売り）
(3) 輪⽌め（市販品）

出発の前に

屋根に積もった雪

出発の前に取り除いてください。⾛⾏時
に落下して、視界をさまたげるおそれが
あります。
 フロントガラスに雪や霜などが付着し

ていると、デュアルセンサーブレーキ
サポートⅡ（DSBS Ⅱ）が正常に作動し
ない場合があります。

ワイパーの凍結

ぬるま湯をかけて氷を溶かします。溶か
したあとは、再び凍結しないように⽔分
をふき取ってください。凍結したまま無
理にワイパーを作動させると、ブレード
部（ゴムの部分）が傷ついたり、ワイパー
が故障したりするおそれがあります。

ガラス面の雪や霜

プラスチックの板を使うと、ガラスを傷
つけずに落とせます。
 フロントガラスに雪や霜などが付着し

ていると、デュアルセンサーブレーキ
サポートⅡ（DSBS Ⅱ）が正常に作動し
ない場合があります。

(1) プラスチックの板

(1)

(3)

(2)

(1)
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ドアミラーの凍結

ぬるま湯をかけて氷を溶かします。溶か
したあとは、再び凍結しないように⽔分
をふき取ってください。凍結したまま無
理にドアミラーを動かそうとすると、故
障するおそれがあります。

注記
 

 ドアミラー格納スイッチの場合、ミ
ラーを手で動かすことが可能かを確
認してから、スイッチ操作を⾏なっ
てください。凍結したまま操作を繰
り返すと、故障の原因となります。

 リモート格納ミラーの場合、ドアミ
ラーが凍結するような寒冷時は、リ
モート格納ミラーの機能を停止して
ください。凍結したまま動作を繰り
返すと、故障の原因となります。

 

ドアの凍結

ぬるま湯をドアキーの⽳を避けてかけま
す。ドアが開いたあとは⽔分をふき取っ
てください。凍結したまま無理に開けよ
うとすると、ドアまわりのゴムがはがれ
たり、破損したりするおそれがあります。

靴に付着した雪

乗車するときによく落としてください。
そのまま乗車すると、ペダル操作時に
滑ったり、車内の湿気が多くなってガラ
スがくもりやすくなったりします。

屋外に駐車するときは

フロントガラスに雪や霜などが付着して
いると、デュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡ（DSBS Ⅱ）が正常に作動しな
い場合があります。

注記
 

 軒下や樹⽊の下に駐車すると、積雪
や落雪で車の屋根がへこむことがあ
ります。

 降雪時は、軒下や樹⽊の下には駐車
しないでください。

 降雪時に屋外に駐車すると、雪の重
みでワイパーアームが変形したり、
ワイパーラバーがガラス面に凍り付
くことがあります。

 駐車するときは、ワイパーアームを
⽴ててください。
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駐車するとき

パーキングブレーキ

パーキングブレーキが凍結すると解除で
きなくなります。
 パーキングブレーキのオートモードを

OFF にしてください。パーキングブ
レーキが⾃動的に作動し、ブレーキ装
置が凍結して解除できなくなるおそれ
があります。また、ブレーキホールド
シ ス テ ム の 使 ⽤ は 控 え て く だ さ い。
オートモードを OFF にしていても、
パーキングブレーキが⾃動的に作動し
ます。

 パーキングブレーキをかけると、ブ
レーキ装置が凍結して解除できなくな
るおそれがあります。パーキングブ
レーキはかけずに、シフトポジション
を “P” にして駐車し、必ず輪⽌め（市
販品）を使⽤してください。輪⽌めを
しないと、車が動き思わぬ事故につな
がるおそれがあ り危険です。

 パーキングブレーキがオートモードの
ときは、シフトポジション を “P” にし
たあとにパーキングブレーキを解除し
てください。

 パーキングブレーキをかけずに駐車す
るときは、シフトポジション を “P” に
した状態でダイヤルシフトが動かない
ことを確認してくだ さい。

 寒冷時にブレーキ部品がぬれた状態で
車を駐車したままにすると、凍結する
おそれがあります。

凍結防止剤が散布してある道を⾛
⾏したあとは

すみやかに凍結防⽌剤を洗い落としてく
ださい。とくに車体の下まわり、足まわ
りを念入りに洗ってください。放置する
とサビの原因となります。

凍結を防ぐため、洗車後はドアまわりな
どの⽔分をふき取ってください。
 ドアキーの⽳を避けて洗車してくださ

い。キー⽳が凍結すると、ドアが解錠
できなくなります。

 ドアまわりのゴム部品の⽔分は、とく
によくふき取ってください。凍結する
と、ドアが開かなくなります。
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装備の取扱い
エアコン・ヒーターの使いかた

エアコンの吹き出し⼝

(1) デフロスター
(2) サイドデミスター
(3) サイド吹出し口
(4) 中央吹出し口
(5) 足元吹出し口
(6) 後席足元吹出し口（リヤヒーターダ

クト）
(7) ノブ

 ノブを上下左右に動かすと、風の向き
が調節できます。

注意
 

エアコンやヒーターからの温風に長時
間さらされると、低温やけどのおそれ
があります。とくに、お子さま、お年
寄り、⽪膚の弱い方が乗車される場合

や、同乗者が仮眠される場合には、足
元の吹出し⼝からの温風に長時間さら
されないように注意してください。

 

アドバイス
 

運転席や助手席のドアガラスがくもっ
たときは、ドアガラスに風が直接当た
るようにサイド吹出し口を調節する
と、より早くくもりが取れます。

 

(4)(4)

(5) (5)

(6) (6)

(3)

(2)
(1) (1)

(2)

(3)

(7)
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オートエアコン

(1) 温度調節スイッチ
(2) ファン（風量）調節スイッチ
(3) 内外気切替えスイッチ
(4) デフロスタースイッチ
(5) エアコンスイッチ
(6) リヤデフォッガースイッチ
(7) モード（吹出し口）切替えスイッチ
(8) “AUTO” スイッチ
(9) “OFF” スイッチ

アドバイス
 

 モード（吹出し口）切替えスイッ
チ、“AUTO ” スイッチ、“OFF” スイッ
チは、センターディスプレイで操作
できます。
操作するには センターディスプレ
イの “ エアコン ” アイコン、または
温度およびファン（風量）調節アイ
コンを選択します。

 温度調整や風量調節もセンターディ
スプレイで操作できます。

(1) “ エアコン ” アイコン
(2) 温度およびファン（風量）調節アイ

コン

 

オートエアコンの使いかた
（操作手順）

注記
 

EV システムが停止中にエアコンを使
用すると、鉛バッテリーあがりの原因
となります。EV システム停止中は、エ
アコンを長時間使用しないでくださ
い。

 

⾃動で使うとき

“AUTO ” スイッチを押して温度調節ス
イッチで希望の温度を設定すると、各機
能が⾃動制御されます。ただし、デフロ
スター位置へは⾃動で切り替わりませ
ん。

1)EV システムを始動させ、“AUTO ” ス
イッチを押します。

2)温度調節スイッチを操作して希望温
度を設定します。設定温度は LO、18
℃〜 32 ℃、HI の間で、0.5 ℃間隔で
設定できます。
 25 ℃を基準に希望の温度を設定し

てください。ただし、外気温によっ
ては、希望の設定温度にならないこ
とがあります。

(7) (8)

(9)

(2) (3)(5) (4) (1)(6)

(1) (2)

24.0
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 冷房や除湿をしないときは、エアコン
スイッチを押してエアコンを⽌めてく
ださい。EV システムへの負荷が軽減さ
れ、電費の向上につながります。ただ
し、エアコンを⽌めると、室内温度を
外気温度以下にはできません。また、冬
場は暖房の使⽤を控えることで、消費
電力を大幅に削減できます。暖房を使
⽤していないときは、エアコンを切っ
てください。

3)エアコンスイッチを押してエアコン
（冷房、除湿機能）の作動と停⽌を設

定できます。
4)作動を停⽌するときは、“OFF” スイッ

チを押します。

アドバイス
 

 EV システムを停⽌しても設定温度
を記憶しています。

 A UTO 作動中に、ファン（風量）調
節スイッチ、モード（吹出し口）切
替えスイッチのいずれかを操作する
と、操作したスイッチの機能が優先
されて AUTO 表示が消えます。ただ
し、操作したスイッチ以外は⾃動制
御となります。

 AUTO 作動中にデフロスタースイッ
チを押すと、AUTO 表示が消えて風
量が増加し、外気導入となってエア
コンが作動します。ただし外気温が
低いと、エアコンが作動しないこと
もあります。

 シートヒーターやステアリングヒー
ターを作動させると、よりエネル
ギー効率の高いシートヒーターやス
テアリングヒーターの使⽤を優先す
ることで、空調システムの電力消費
を抑えながら快適さを維持できま
す。

 車両の状態によっては、⾛⾏性能を
確保するために空調を制限する場合
があります。

 

手動で使うとき

好みにあわせてスイッチを操作してくだ
さい。
 AUTO 作動中でも、操作したスイッチ

の機能が優先され、操作したスイッチ
以外は⾃動制御されます。

 すべての作動を AUTO にもどすとき
は、“ AUTO” スイッチを押します。

 ⽌めるときは、“OFF”スイッチを押しま
す。
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各スイッチの使いかた

モード（吹出し⼝）切替えス
イッチ

モード（吹出し口）切替えスイッチを押
すごとに吹出し口が切り替わり、ディス
プレイの表示も切り替わります。

上半身に送風したいとき

上半身、足元に送風したいとき

足元へ送風したいとき

足元への送風と窓ガラスのくもりを取り
たいとき

アドバイス
 

運転席や助手席のドアガラスがくもっ
たときは、ドアガラスに風が直接当た
るようにサイド吹出し口を調節する
と、より早くくもりが取れます。

 

内外気切替えスイッチ

内外気切替えスイッチを押すごとに、内
気循環と外気導入が交互に切り替わりま
す。内気循環のときに、スイッチの上の
表示灯が点灯します。

モード 表⽰灯 状態
外気導入 消灯 外気を導入してい

ます。
 通常はこの位置

でお使いくださ
い。

内気循環 点灯 内気を循環してい
ます。
 トンネル内や渋

滞時など外気が
汚れているとき
や、早く冷暖房
したいときにお
使いください。
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(1) 表示灯

アドバイス
 

 長時間、内気循環にするとガラスが
くもりやすくなります。

 外気と内気の温度差により、外気導
入、内気循環のどちらかに固定され
る場合があります。必要に応じて、
内外気切替えスイッチを押して切替
えてください。

 エアコンシステムへの不快な臭いの
吸着・発⽣を抑えるために、長時間
駐車するときは「外気導入」にして
おくことをおすすめします。

 内 気 循 環 を 選 択 し て い る と き
は、“AUTO ” スイッチを押しても内
気循環はそのままで⾃動制御されま
せん。

 設定温度、室内温度、外気温度など
に応じて、外気導入と内気循環を⾃
動的に切り替えることがあります
が、異常ではありません。

 

“AUTO” スイッチ

“AUTO ” スイッチを押すと、ディスプレ
イに表示灯が表示され、次の機能が⾃動
制御されます。
 吹出し風量の調節
 吹出し口の切替え
 内気循環∕外気導入の切替え

(1) 表示灯

頭寒足熱暖房

AUTO 作動中、吹出し口切替え表示が
（上半身、足元に送風したいとき）のと

きに、温度調節を中間の温度に設定する
と、頭寒足熱暖房になります。
 足元に温かい風が吹き出し、上半身に

は比較的低い温度の風が吹き出しま
す。

 エアコンを作動させると、さらに温度
差のある効果的な頭寒足熱暖房ができ
ます。

温度調節スイッチ

温度調節スイッチを操作すると、LO、 18
℃〜 32 ℃、HI の間で設定温度を変更で
きます。設定温度はディスプレイに表示
されます
 温度を高くするときは、温度調節ス

イッチを押し上げます。連続調節する
ときは、押し上げ続けます。

 温度を低くするときは、温度調節ス
イッチを押し下げます。連続調節する
ときは、押し下げ続けます。

 18 ℃のときに温度調節スイッチを押し
下げると、ディスプレイに LO が表示さ
れ、最大冷房になります。また、 32 ℃
のときに温度調節スイッチを押し上げ
ると、ディスプレイに HI が表示され、
最大暖房になります。

(1)

(1)
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アドバイス
 

 LO または HI が表示されているとき
は、急に風量が最大となったり、急
に吹出し温度が変化したりする場合
がありますが、異常ではありません。

 外気温が高い場合、ヒーターの作動
が制限されることがあります。

 

ファン（風量）調節スイッチ

ファン（風量）調節スイッチを操作する
と、風量が調節できます。風量はディス
プレイに表示されます。
 風量を大きくするときは、ファン（風

量）調節スイッチを押し上げます。連
続調節するときは、押し上げ続けます。

 風量を小さくするときは、ファン（風
量）調節スイッチを押し下げます。連
続調節するときは、押し下げ続けます。

 ファンを停⽌するときは、“OFF”スイッ
チを押します。

アドバイス
 

設定温度、室内温度、外気温度などに
応じて、風量を⾃動的に切り替えるこ
とがありますが、異常ではありません。

 

エアコンスイッチ

ファン作動中に使⽤できます。
 エアコンスイッチを押すごとに、エア

コン（冷房・除湿機能）の作動と停⽌
が交互に切り替わり、ディスプレイの
表示も切り替わります。

(1) 表示灯

除湿暖房

暖房しているときにエアコンスイッチを
押してエアコンを作動させると、除湿さ
れた温風が吹き出して、ここち良い暖房
になります。

アドバイス
 

 装置保護のため、エアコンの冷却器
を通る空気の温度が 0 ℃近くまで下
がると、エアコンが停⽌します。こ
のため、外気温度が 0 ℃近くまで下
がっているとき外気導入にすると、
エアコンが作動しません。

 エアコンスイッチを押してエアコン
を作動させると、しばらくの間白い
霧が吹き出すことがあります。これ
はしめった空気が急に冷やされて発
⽣するもので、異常ではありません。

 除湿暖房は、エアコンスイッチを押
さない暖房に比べ暖房性能が低下し
ます。除湿をしないときは、エアコ
ンスイッチを押してエアコンを⽌め
てください。

 

デフロスタースイッチ

窓ガラスがくもったときに、デフロス
タースイッチを押してくもりを取りま
す。

(1)
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デフロスタースイッチを押すと、⾃動的
にエアコンが作動し、吹出し口が切り替
わります。同時にスイッチ内の表示灯が
点灯します。
もう一度押すと、デフロスタースイッチ
を押す前の制御にもどります。（オート制
御の場合、吹出し口や内外気、風量の状
態が変わることがあります。）
 内気循環になっているときは、外気導

入に切り替わります。
 風量が⾃動的に増加します。ファン（風

量）調節スイッチを操作して、好みの
風量にも調節できます。

 エアコンが必要ないときは、エアコン
スイッチを押してエアコンを停⽌して
ください。

窓ガラスのくもりを取りたいとき

アドバイス
 

 内気循環に切替えると、くもりが取
れにくくなります。

 設定温度を低くすると、窓ガラスの
外側に露がつくことがあります。

 設定温度を高くすると、早くくもり
が取れます。

 外気温が低いときは、エアコンが作
動しないこともあります。

 スイッチ内の表示灯は吹出し口がデ
フロスター位置にあると、ファンや
エアコンを停⽌させた状態でも点灯
します。

(1) 表示灯

 運転席や助手席のドアガラスがく
もったときは、ドアガラスに風が直
接当たるようにサイド吹出し口を調
節すると、より早くくもりが取れま
す。

 

“OFF” スイッチ

“OFF” スイッチを押すと、ファンが停⽌
してエアコンも⽌まります。

リヤデフォッガースイッチ∕
ワイパーデアイサースイッチ
∕ドアミラーヒータースイッ
チ

スイッチを押すとバックドアガラス内側
のくもりを取ることができます。
同時に、フロントガラス下部およびフロ
ントピラー横が温められ、ワイパーブ
レードの凍結を防⽌します。

(1)

(1)
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(1) リヤデフォッガースイッチ∕ワイ
パーデアイサースイッチ∕ドアミ
ラーヒータースイッチ

お車にはドアミラーヒーターが装備され
ています。スイッチを押すと、同時にド
アミラーも温められミラーについたくも
りを取ります。

(1) マーク

スイッチを押すと ON になり、表示灯が
点灯します。
リヤデフォッガー∕ワイパーデアイサー
∕ドアミラーヒーターは、しばらくする
と⾃動的に OFF になります。

(1) 表示灯

スイッチを操作するとき

アドバイス
 

 リヤデフォッガー∕ワイパーデアイ
サー∕ドアミラーヒーターは、パ

ワースイッチが “ ON” のときに使⽤
できます。

 使⽤中にパワースイッチを “ACC” ま
たは “LOCK （OFF）” にすると、パ
ワースイッチを再度 “ON” にしても
⾃動的にスイッチは入りません。

 鉛バッテリー保護のため、約 15 分連
続で使⽤すると、⾃動的にスイッチ
が切れます。

 ドアミラーヒーターは、運転席側の
ドアミラーにのみマークがついてい
ますが、左右両方のドアミラーが同
時に作動します。

 バックドアガラスの室内側をふくと
きは、熱線や端子を傷つけないよう
に、⽔を含ませたやわらかい布で熱
線に沿ってふいてください

 

ナノイーⅩ（タイプ別装備）

「ナノイー」（※）とは、空気中の⽔分か
ら⽣みだされる微粒子です。お肌と同じ
弱酸性で、人に優しいイオンです。

※「nanoe」、「ナ ノイ ー」お よ び
「nanoe」マークは、パナソニッ

ク株式会社の商標です。
「ナノイー」は、ファンの作動と連動し

て、運転席側のサイド吹出し口を通じ
て放出されます。

「ナノイー X」作動時は、微量のオゾン
が発⽣し、かすかに臭うことがありま
すが、森林など、⾃然界に存在する程
度の量なので、人体に影響はありませ
ん。

「ナノイー X」の作動中、かすかに作動
⾳が聞こえることがありますが、故障
ではありません。

「ナノイー X」が作動するまでに多少時
間がかかることがあります。

 作動直後は作動⾳が大きい場合があり
ます。

(1)

(1)
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警告
 

「ナノイー」発⽣装置は高電圧の部品を
含むため、分解・修理はしないでくだ
さい。修理が必要な場合は、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。

 

アドバイス
 

車内の環境（温度・湿度）・風量・風向
きによっては「ナノイー」の効果が十
分に得られない場合があります。

 

エアコンの上手な使いかた

温度感知装置

オートエアコンは、日射センサー、室温
センサー、外気温センサーなどによって
周囲の状況を感知し、⾃動制御していま
す。

(1) 日射センサー

(1) 室温センサー

アドバイス
 

日射センサーの上や周囲にものを置い
たり、ガラスクリーナーなどを吹きか
けたままにしたりしないでください。
また、室温センサーにシールなどを
貼って、ふさがないでください。セン
サー感度が低下し、正常に⾃動制御さ
れなくなります。

 

(1)

(1)
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長期間使用しないときは

月に 1 回程度はエアコンを作動させ、エ
アコン装置の各部にエアコンガスを循環
させてください。エアコンガスには各部
の潤滑に必要なオイルが含まれています
ので油ぎれを防ぐことにより性能を維持
します。

炎天下に駐車したときは

長時間、炎天下に駐車すると、室内が高
温になります。ドアや窓を開けて室内を
換気しながら、冷房をしてください。

エアコンガスを充填するとき
は

 エアコンガスを充填するときは、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相談
ください。

 冷房性能が低下してきたと感じた場合
は、スズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。

リモート操作によるエアコ
ン操作について

専⽤アプリによるスマートフォンからの
リモート操作で EV システムを起動し、エ
アコンを作動させることが可能です。リ
モート操作には操作上の注意事項があり
ます。次の内容をよく読み、正しい取扱
いをしてください。
リモートエアコンを使⽤するには、スズ
キコネクトへの契約が必要となります。
詳しくは、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください

警告
 

 乗員やお子さま、ペットが車内にい
る状態でリモート操作による EV シ
ステムの起動は絶対にしないでくだ
さい。パワーウインドーが突然動く
状態になるほかに、重⼤事故につな
がるおそれがあります。

 リモート操作による EV システムの
起動は必ず車両周囲の安全が十分確
認できる範囲で車外から⾏ってくだ
さい。車内で⾏うと思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 リモート操作による電波は、周辺環
境により電波状態が不安定で通信で
きない場合があります。むやみにス
イッチを操作しないでください。ま
た、不意の EV システム始動による
思わぬ事故を防ぐため、車両周囲の
安全を十分確認できる範囲でのみご
使用ください。

 一般公道でリモート操作を使用しな
いでください。道路交通法違反とな
る場合があります。

 安全な作業を⾏うために以下の点に
ご注意ください。
• 点検やメンテナンスのためにスズ

キ販売店またはスズキ代理店、充
電施設に車両を入庫している間
は、リモート操作を使用しないで
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ください。点検中やメンテナンス
作業中に不意に EV システムが起
動した場合、手足を押しつぶされ
たり、挟まれたりするおそれがあ
ります。

• 車両の点検や整備を⾏う際は、鉛
バッテリーのマイナス端子を外し
てください。

 “READY ” 表⽰灯が点灯中は EV シス
テム作動中の思わぬ事故を防止する
ため、駐車時に以下の内容を確認し
てください。
• ワイパースイッチがOFFになって

いるか確認してください。
• すべての窓が閉まっており、ドア

が施錠 ( ドアロック状態 ) されて
いるか確認してください。

 シフトポジションが ”P” で、パーキ
ングブレーキまたは輪止め（市販品）
により車両が動かない状態になって
いることを確認してください。

 

アドバイス
 

周囲や環境への配慮のため、リモート
操作によるエアコン操作の使⽤は必要
最小限としてください。

 

リモートエアコンが正常に作
動しない場合

次のようなとき、リモート操作によるエ
アコン操作が正常に作動しない場合があ
ります。
 お車の室内温度が非常に高いとき
 車載通信機が通信できない環境または

状態であるとき
 駆動⽤バッテリーの電圧が低下してい

るとき
 ドア、ボンネット、バックドアが開い

ているとき

 携帯リモコンが車内にあると検知され
たとき

 パワースイッチが “ON ” のときまたは
“READY” 表示灯が点灯しているとき

 ブレーキを踏んでいるとき
 シフトポジションが “P” 以外のとき
 エアコンに異常があるときや故障のと

き
 パワースイッチを押したとき

作動時間について

１回の操作での作動時間は 1 〜 20 分間
で、1 分単位で設定できます。

アドバイス
 

設定した作動時間を変更する場合は、
エアコンのリモート操作を停⽌してか
ら再設定してください。
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シートヒーター
“READY ” 表示灯が点灯中に、センター
ディスプレイでシートヒーターの設定が
できます。

シートヒーターの使いかた

1)センターディスプレイにある “エアコ
ン ” アイコンを押すか、温度および
ファン（風量）調節アイコンを押しま
す。

(1) “ エアコン ” アイコン
(2) 温度およびファン（風量）調節アイ

コン

2)シートヒーターアイコンを選択しま
す。

(1) シートヒーターアイコン

3)シートヒーターアイコンを選択する
と、シートヒーターが ON になり、温
度を 3 段階から設定することがで き
ます。

注意
 

 長時間連続でヒーターを使用する
と、低温やけど（水ぶくれなど）の
原因となるおそれがあります。

 次の方はシートヒーターの使用を控
えてください。:
• お年寄りや体の不⾃由な方など

で、脚の感覚が低下している方
• 小さなお子さまや肌の弱い方
• 眠っていたり、アルコールや薬な

どの影響で眠気をもよおしている
方

 毛布や座ぶとんなど、保温性の高い
ものをシートにかけないでくださ
い。異常過熱の原因となるおそれが
あります。

 

注記
 

 シートクッションにはヒーターや
シートベルトリマインダーのセン
サーが内蔵されています。シート
クッションの上に重いものや尖った
もの等を置いたり、取り外しや分解、
改造等を⾏なったりすると、セン
サーが誤作動したり破損したりする
おそれがあります。シートクッショ
ンの上に重いものや尖ったもの等は
置かないでください。座席の取り外
しや分解・改造は⾏なわないでくだ
さい。

 シートクッションの上にソフトドリ
ンクやジュースなどの液体をこぼし
たときは、すぐにやわらかい布など
でふき取ってください。シートに内
蔵されているヒーターやシートベル
トリマインダーセンサーが損傷する
おそれがあります。

(1) (2)

24.0

(1)

OFF OFF の状態
1 低温
2 中温
3 高温
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 シートをお手入れするときは、ベン
ジン、ガソリンおよびアルコールな
どの溶剤を含む洗浄液を使用しない
でください。シート表面やヒーター、
シートベルトリマインダーセンサー
が損傷する原因となります。

 詳細は「内装のお手入れ」を参照し
てください。 (>>> P.440)

 鉛バッテリー保護のため、パワース
イッチが “ON” のときに使用してく
ださい。

 シートヒーターの損傷を防ぐために
は：
• お子さまが飛び乗るなどして、前

席に⼤きな衝撃を与えない
 

アドバイス
 

ヒーターは⾃動停⽌しません。スイッ
チを切らないと、作動し続けます。希
望の温度になったらスイッチを切って
ください。

 

ステアリングヒーター
ハンドルの左右のグリップ部をあたため
ることができます。

(1) グリップ部

ステアリングヒーターの使い
かた

1)センターディスプレイの “ エアコン ”
アイコンを押すか、温度およびファン

（風量）調節を押します。

(1) “ エアコン ” アイコン
(2) 温度およびファン（風量）調節アイ

コン

2)ステアリングヒーターアイコンを選
択します。

(1) ステリアリングヒーターアイコン

(1)

(1) (2)

24.0

(1)
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3)ステアリングヒーターが作動します。
 ステアリングヒーターアイコンを

再度選択すると、ヒーターが⽌まり
ます。

 ハンドルがお好みの温度になった
ら、ヒーターを⽌めてください。

注意
 

 長時間連続でヒーターを使用する
と、低温やけど（水ぶくれなど）の
原因となるおそれがあります。長時
間連続でヒーターを使用しないでく
ださい。

 ヒーターに触れるとやけどのおそれ
があります。次の方がヒーターに触
れないようにご注意ください。
• 乳幼児やお子さま
• お年寄り
• 病人
• 体の不⾃由な方
• ⽪膚の弱い方
• 疲労が蓄積した方
• 倦怠感のある方
• 車内で仮眠する前に眠気を誘う薬

を服用した方
 ヒーターに針⾦や針などの鋭利なも

のを突き刺さしたりすると、発火や
感電、けがのおそれがあります。針
⾦や針などの鋭利なものを突き刺さ
したりしないでください。

 

注記
 

 ソフトドリンクやジュースなどの液
体をこぼしたままにすると、発火や
感電、けがのおそれがあります。ソ
フトドリンクやジュースなどの液体
をこぼしたときは、すぐにやわらか
い布などでふき取ってください。

 ハンドルカバーは使用しないでくだ
さい。

 EV システム停止中にステアリング
ヒーターを使用すると、鉛バッテ

リーあがりの原因となります。鉛
バッテリー保護のため、“ READY”
表⽰灯が点灯しているときにステア
リングヒーターを使用してくださ
い。

 

アドバイス
 

ステアリングヒーターは一定時間がす
ぎると⾃動停⽌します。
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室内灯の使いかた

室内灯

注記
 

EV システム停止中に長時間点灯させ
ると、鉛バッテリーあがりの原因とな
ります。EV システム停止中は、室内灯
を長時間点灯させないでください。

 

アドバイス
 

室内灯は非分解式のため、電球のみの
交換はできません。ランプ本体の交換
となります。点検・交換の際は、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相談
ください。

 

前席室内灯

前席室内灯スイッチ (左側) を押すと前席
室内灯 ( 左側 ) が点灯し、前席室内灯ス
イッチ ( 右側 ) を押すと前席室内灯 ( 右側
) が点灯します。前席室内灯スイッチ ( 左
右両側 ) を押すと、前席室内灯 ( 左側 ) と
前席室内灯 ( 右側 ) の両方が点灯します。
前席室内灯 OFF スイッチを押すと、ドア
の開閉に関係なく消灯します。

(1) 前席室内灯スイッチ（左側）
(2) 前席室内灯スイッチ（右側）
(3) 前席室内灯スイッチ（左右両側）
(4) 前席室内灯 OFF スイッチ（DOOR ）
(5) 前席室内灯（左側）
(6) 前席室内灯（右側）

アドバイス
 

 鉛バッテリー保護のため、次の条件
をすべてみたすと、前席室内灯が⾃
動的に消灯します。
• パワースイッチが “LOCK （OFF）”

の位置
• 前席室内灯の OFF スイッチ
（DOOR ）が押されていない

• 前席室内灯が点灯後15分経過した

(1) (4) (3) (2)

(5) (6)
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後席室内灯

(1) ON
(2) DOOR
(3) OFF

アドバイス
 

 鉛バッテリー保護のため、次の条件
をすべてみたすと、後席室内灯が⾃
動的に消灯します。
• パワースイッチが “LOCK （OFF）”

の位置
• 後席室内灯スイッチがDOOR の位

置
• 中央室内灯が点灯後15分経過した

スイッチの状
態 状況

前席室内灯ス
イ ッ チ（左 右
両 側）が 押 さ
れている

ドアの開閉に関係なく
点灯します。

前 席 室 内 灯
OFF スイッチ

（DOOR ）が押
されていない

いずれかのドア（バック
ドアを含む）を開ける
と、点灯します。
 すべてのドアを閉め

ると約15秒間点灯し、
徐々に減光しながら
消灯します。

 すべてのドアを閉じ
ているときでも、パ
ワースイッチを “ON”
から “LOCK （OFF）”
の位置にすると、約15
秒間点灯し、徐々に減
光しながら消灯しま
す。

点灯中であっても次の
よ う な 操 作 を す る と、
徐々に減光しながら消
灯します。
 パ ワ ー ス イ ッ チ を

“ACC” または “ON” の
位置にする

 キーによる施錠
 キーレスエントリー

またはリクエストス
イッチによる施錠

前席室内灯ス
イ ッ チ（左 右
両 側）が 押 さ
れ て い な い、
または前席室
内灯 OFF ス
イッチが押さ
れている

ドアが開いていても消
灯したままです。

(2)

(3)

(1)
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足元照明

ドアが開いたときに点灯します。全ての
ドアを閉めると約 15 秒間点灯し、徐々に
減光しながら消灯します。この間にパ
ワースイッチを “ ACC” または “ON” の位
置にすると、すぐに徐々に減光しながら
消灯します。また “LOCK （OFF）” の位

置にすると、15 秒間点灯したあと徐々に
減光しながら消灯します。

アドバイス
 

パワースイッチを “LOCK （OFF）” の
位置にしドアを開けたままにすると、
鉛バッテリー保護のため、約 15 分後
に⾃動的に消灯します。

 

 設定が照明連動のときは、ヘッドライ
トや車幅灯が点灯している間、点灯し
ます。

 設定が照明連動またドア連動はのとき
は、室内灯スイッチが DOOR 位置にあ
るときと同様に点灯します。（アンサー
バック機能の設定切り替え時の室内灯
2 回点滅を除く）(>>> P.504)

注意
 

EV システム停止中に長時間点灯させ
ないでください。バッテリーあがりの
原因となります。

 

LED アンビエントライト

キーレスエントリーまたはリクエストス
イッチによりドアロックを解除すると、
15 秒間点灯します。ドアを開けると 15
分間点灯します。ドアを閉めると、15 秒
間点灯したあと徐々に減光しながら消灯
します。周囲の明るさに応じてドア周辺
の明るさを調整します。

スイッチポジ
ション 状況

ON ドアの開閉に関係なく
点灯します。

DOOR いずれかのドア（バック
ドアを含む）を開ける
と、点灯します。
 すべてのドアを閉め

ると約15秒間点灯し、
徐々に減光しながら
消灯します。

 すべてのドアを閉じ
ているときでも、パ
ワースイッチを “ON”
から “LOCK （OFF）”
の位置にすると、約15
秒間点灯し、徐々に減
光しながら消灯しま
す。

点灯中であっても次の
よ う な 操 作 を す る と、
徐々に減光しながら消
灯します。
 パ ワ ー ス イ ッ チ を

“ACC” または “ON” の
位置にする

 キーによる施錠
 キーレスエントリー

またはリクエストス
イッチによる施錠

OFF ドアが開いていても消
灯したままです。
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運転席側

助手席側

センターコンソールミドルトレイ

アドバイス
 

センターディスプレイのセッティング
モードで、LED アンビエントライトの
色を変更することができます。(>>>
P.503)

 

荷室室内灯

室内灯スイッチが ON 位置のときにバッ
クドアを開けると、約 15 分間点灯しま

す。室内灯スイッチが OFF 位置のときは、
バックドアの開閉に関係なく消灯しま
す。

(1) ON 位置
(2) OFF 位置

グローブボックス照明

ふたを開けている間、点灯します。

(1) (2)

book.book  403 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



収納スペース

404

6

収納スペース

収納スペース
手回り品や小物などの収納にご使⽤くだ
さい。

インストルメントパネル

 レバーを手前に引いてグローブボック
スのふたを開けます。

 閉めるときはカチッと⾳がするまで確
実に閉めます。

(1) グローブボックス
(2) レバー

警告
 

 グローブボックスのふたを開けたま
ま⾛⾏しないでください。事故の際
にけがをするおそれがあります。

 ライターやスプレー缶をグローブ
ボックスに入れたままにしないでく
ださい。グローブボックスなどにラ
イターやスプレー缶があると、荷物
を押し込んだ時ときに、ガスが噴出
して火災につながるおそれがありま
す。

 助手席 SRS エアバッグがふくらむ
範囲にものがあると、ものが飛ばさ
れたり、助手席 SRS エアバッグが正
常にふくらまなくなったりするおそ
れがあります。

 

注意
 

グローブボックスのふたを開けたまま
⾛⾏しないでください。加速やブレー
キ、衝突のときなどに、身体がふたに
当たったり、収容したものが飛び出し
て身体に当たったりするおそれがあり
ます。

 

アドバイス
 

携帯リモコンをグローブボックスに置
いた場合、検知できないことがありま
す。

 

コンソール

オープントレイ

収納スペースは 2 か所あります。

(1) コンソールアッパートレイ

(1) センターコンソールミドルトレイ

(2) (1)

(1)

(1)
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警告
 

ブレーキペダルやアクセルペダルにも
のがはさまると確実なペダル操作がで
きなくなり、事故を起こすおそれがあ
ります。ふたがない収納スペースの場
合、⾛⾏中に転がり落ちるようなもの
を入れないでください。

 

センターアームレストボックス

開けるときは、レバーを引き上げながら
ふたを持ち上げます。

(1) レバー

アドバイス
 

ものを出し入れしたあとは、ふたを閉
めてください。

 

ドアポケット

前席

手回り品や小物などの収納にご使⽤くだ
さい。

(1) ドアポケット

注意
 

 ドアポケットに、背が高い飲料用容
器、また鋭利なもの、硬いもの、割
れやすいものなどを置くと、⾛⾏中
に落ちてけがをしたり、運転のさま
たげになったりするおそれがありま
す。ドアポケットに鋭利なもの、硬
いもの、割れやすいものを置かない
でください。

 ドアポケットを掴んで引っ張ると、
ポケットが破損し、けがをするおそ
れがあります。ドアを閉める際、ド
アポケットを掴んで引っ張らないで
ください。

 

アドバイス
 

ドアポケットに携帯リモコンを置いた
場合、検知できないことがあります

 

(1)
(1)
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シートバックポケット

助手席側

雑誌や手荷物などの収納にご使⽤くださ
い。

(1) シートバックポケット

注意
 

シートバックポケットに、背が高い飲
料用容器、また鋭利なもの、硬いもの、
割れやすいものなどを入れると、⾛⾏
中に落ちてけがをするおそれがありま
す。シートバックポケットに鋭利なも
の、硬いもの、割れやすいものを入れ
ないでください。

 

注記
 

鋭利なものや、重たいものを収納する
と、シート表⽪を破損するおそれがあ
ります。シートバックには、鋭利なも
のや、重たいものを収納しないでくだ
さい。

 

ドリンクホルダー

警告
 

 飲み物には、ふたを閉めるなどして
こぼさないように注意してくださ
い。熱い飲み物がこぼれると、やけ
どのおそれがあります。また、飲み
物が次のような部品にかかると、火
災や故障の原因になったり、SRS エ
アバッグシステムが正常に作動しな
くなったりするおそれがあります。
• ナビゲーション、またはオーディ

オやスイッチ類
• フロア下の配線や電気部品
• ダイヤルシフトや、シートベルト

バックルなどの可動部分
 ドリンクホルダーに、背が高い飲料

用容器、また鋭利なもの、硬いもの、
割れやすいものなどを置くと、⾛⾏
中に落ちてけがをしたり、運転のさ
またげになったりするおそれがあり
ます。ドリンクホルダーには、缶
ジュースやカップ、ペットボトルを
置いてください。

 センターコンソールのカップホル
ダーには、カップと缶以外のものを
置かないでください。

 後 席 の ド リ ン ク ホ ル ダ ー に は、
500ｍｌ を超えるサイズの紙パック
を置かないでください。倒れたり、
中身がこぼれたりするおそれがあり
ます。

 

アドバイス
 

 携帯リモコンをドリンクホルダーや
ペットボトルホルダーに置いた場
合、検知できないことがあります。

 飲み物などをこぼした場合は、すみ
やかにスズキ販売店またはスズキ代
理店で点検を受けてください。

 

(1)
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前席

センターコンソール

(1) 前席カップホルダー

ドア

(1) ペットボトルホルダー

後席

ドア

(1) ペットボトルホルダー

アームレスト

(1) 後席ドリンクホルダー

(1)

(1)

(1)

(1)
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ショッピングフック
買い物袋などをひっかけるときにご使⽤
ください。

(1) ショッピングフック

注記
 

重いものをフックにかけると、フック
が破損するおそれがあります。
フックにかけるものは、1 kg 以下とし
てください。

 

ラゲッジシェルフ（荷室カ
バー）

後席の後ろにあります。
荷室の荷物は、荷室カバーによって外か
ら⾒えないようになっています。

(1) 荷室カバー

注意
 

ラゲッジシェルフには小さいもの、軽
いものも載せないでください。後方視
界をさまたげるばかりでなく、急ブ
レーキのときなどにものが飛び出し
て、身体に当たるおそれがあります。

 

(1)

(1)
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ラゲッジボード
荷室にあります。
ボードの下にも荷物が収納できます。

取り外しかた

ストラップを引くとラゲッジボードが取
り外せます。

(1) ラゲッジボード
(2) ストラップ

持ち上げたままにするときは

ボード下の荷物を出し入れするときに便
利です。

1)ストラップを引いてラゲッジボード
を持ち上げ、前方にたたみます。

2)ラゲッジボードを荷室前方にある溝
に沿って差し込み、⽴てかけます。

注意
 

 後席よりも高い位置に荷物を積み重
ねると、後方視界のさまたげになる
ばかりでなく、急ブレーキのときな
どに荷物が飛び出して、身体に当た
るおそれがあります。後席よりも高
い位置に荷物を積み重ねないでくだ
さい。

 荷物がバックドアに当たると、ドア
や荷物が破損するおそれがありま
す。バックドアを閉めるときに、ド
アに当たらないように荷物を積んで
ください。

 

注記
 

フロアボードを⽴てた状態で後席を後
方へスライドさせたり、背もたれを後

(2)

(1)
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方へ倒したりしないでください。フロ
アボードや周辺の部品、収納物などが
破損するおそれがあります。
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そのほかの装備

サンバイザー
日差しがまぶしいときに使⽤します。横
からの日差しがまぶしいときは、フック
から外して横にまわします。

チケットホルダー

サンバイザーの裏側にあります。有料道
路の通⾏券などがはさめます。

(1) フック
(2) ミラーカバー
(3) チケットホルダー

注記
 

炎天下で駐車すると、車内が高温にな
るためカードの変形やひび割れを起こ
すおそれがあります。
炎天下で駐車するときは、チケットホ
ルダーなどにプラスチック素材のカー
ドを放置しないでください。

 

バニティーミラー

ミラーカバーを開けた場所にあります。

(1) バニティーミラー

警告
 

 ⾛⾏中にバニティーミラーを使用す
ると、前方不注意で思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。⾛⾏中は
バニティーミラーを使用しないでく
ださい。

 SRS エアバッグの収納場所に近づ
いた状態で SRS エアバッグが作動
したとき、強い衝撃で重⼤な傷害を
受 け る お そ れ が あ り ま す。バ ニ
テ ィ ー ミ ラ ー を 使 用 す る と き は、
SRS エアバッグの収納場所に近づ
いたり、寄りかかったりしないでく
ださい。

 

(1) (2)

(3)

(1)
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可倒式アシストグリップ
アシストグリップを手前に倒して使⽤し
ます。

(1) アシストグリップ

注記
 

アシストグリップと天井の破損を防ぐ
ために、アシストグリップにはものを
かけないでください。

 

コートフック（後席）

警告
 

フックにハンガーやとがったものをか
けないでください。また、フックに服
をかけるときは、ハンガーを使わずに
直接服をかけてください。SRS カーテ
ンエアバッグが作動したときに、正常
にふくらまなくなったり、ハンガーな

どが飛散したりして、重⼤な傷害につ
ながるおそれがあります。

 

注記
 

重いものをフックにかけると、フック
が破損するおそれがあります。フック
にかけるものは、1 kg 以下としてくだ
さい。

 

(1)
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フットレスト
フロアカーペット内にあります。左足の
ささえとして使⽤します。

アームレスト（ひじ掛け）

前席

(1) 前席アームレスト

後席
後席は、アームレストを手前に倒して使
⽤します。

(1) 後席アームレスト

注記
 

アームレストに腰をかけたり、荷物を
載せたりすると、アームレストが破損
するおそれがあります。
アームレストに腰をかけたり、荷物を
載せたりしないでください。

 

(1)

(1)
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アクセサリーソケット
パワースイッチが “ACC” または “ON” の
ときに、電気製品の電源として使⽤でき
ます。使⽤できる電気製品の規定容量は
12V10A（W）以下です。
 使⽤するときは、ふたを開けます。

センターコンソールミドルトレイ

(1) ふた

上図のイラストは代表例です。お車のタ
イプにより異なります。

警告
 

使わないときは、ふたを閉めてくださ
い。ソケット内に異物が入ると、故障
やショートの原因となります。

 

注記
 

 規定容量は、120 W までとなりま
す。規定容量を超える電気製品を使
用すると、ヒューズが切れることが
あります。

 EV システムを停止するときに、モバ
イルバッテリーなどの充電機能を備
えた電気製品を接続したままにして
おくと、EV システムが正常に停止し
なくなる場合があります。EV システ
ムを停止するときは、モバイルバッ
テリーなどの充電機能を備えた電気
製品をはずしてください。

 EV システム停止中に使用すると、鉛
バッテリーあがりの原因となりま
す。また、パワースイッチが “ACC”
または “ON” のときも、長時間使用
するとバッテリーがあがることがあ
ります。
アクセサリーソケットは、“READY”
表⽰灯が点灯しているとき、または
マイルームモードを使用していると
きに使用してください。

 使用しないときは、ふたを閉めてお
いてください。

 不適切な電気製品を使用すると、車
両の電気系統が損傷するおそれがあ
ります。使用する電気製品がアクセ
サリーソケットに接続できることを
確認してください。

 パワースイッチが “LOCK （OFF）”
の状態で、オーディオまたはナビ
ゲーション機器本体の電源が切れな
かったり、キーレスエントリーが作
動しなかったりする場合は、アクセ
サリーソケットに接続された機器が
影響している可能性があります。ア
クセサリーソケットから機器を取り
外して、状況が改善されるか確認し
てください。改善されない場合は、
スズキ販売店またはスズキ代理店に
ご連絡ください。

 

(1)
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USB ソケット

USB ソケット

ふたを開けると、接続ケーブル（市販品）
を使⽤して、お使いのナビゲーションに
USB 機器、スマートフォンなどが接続で
きます。

(1) ふた

警告
 

ソケット内に異物が入ると、故障や
ショートの原因となります。
使わないときは、ふたを閉めてくださ
い。

 

注記
 

EV システム停止中に長時間使用しな
いでください。鉛バッテリーあがりの
原因となります。

 

USB 電源ソケット

パワースイッチが “ACC” または “ON” の
ときに、接続ケーブル（市販品）を使⽤
して、お使いのスマートフォンなどのモ
バイル端末が充電できます。

前席

規定容量は 5 V / 3.0 A (15 W) 以下です。

使⽤できる USB 端子の規格は USB 電源
ソケット Type-C です。
 使⽤するときは、ふたを開けます。

(1) USB 電源ソケット Type-C（充電⽤）

後席

左側ソケット

規定容量は 5 V / 2.4 A (12 W) 以下です。
使⽤できる USB 端子の規格は USB 電源
ソケット Type-A です。

右側ソケット

規定容量は 5 V / 3.0 A (15 W) 以下です。
使⽤できる USB 端子の規格は USB 電源
ソケット Type-C です。
 使⽤するときは、ふたを開けます。

(1) USB 電源ソケット Type-A ( 充電⽤）
(2) USB 電源ソケット Type-C ( 充電⽤）

(1)
(1)

(1) (2)
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注記
 

EV システム停止中に長時間使用しな
いでください。鉛バッテリーあがりの
原因となります。

 

アドバイス
 

 USB 電源ソケットは充電専⽤です。
 一部の機器では、充電中に充電が途

切れることがありますが、異常では
ありません。

 車両状態によっては、一時的に充電
を停⽌することがあります。（例：炎
天下に駐車した後など車室内温度が
高い場合、EV システム始動時）

 

AC 電源コンセント（V、
W）[ 非常時給電モー
ド付 ]

 AC 電源コンセント
車内において、ACV で消費電力の合
計が1500W の電気製品を使⽤すること
ができるシステムです。(>>> P.417)
災害などによる非常時に電力が必要な
ときは非常時給電モードのご使⽤をお
すすめします。 (>>> P.418)

 非常時給電モード
災害などによる非常時に電力が必要な
とき、車両の⾛⾏機能を停⽌した状態
で、ACV で消費電力の合計が1500W
以下の電気製品を使⽤することができ
るシステムです。(>>> P.418)

システムの構成部品

(1) パワースイッチ

(1) AC 電源コンセント

(1)

(1) (2)
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(2) AC 電源コンセント ON/OFF スイッ
チ

駐車中に使用するときの重要
確認事項

必ず、給電作業前に次の点をご確認くだ
さい。
 地面が固く平らな場所に駐車すること

• 輪⽌め（市販品）の使⽤をおすすめ
します。

 ボンネットが閉まっていること
 パーキングブレーキがかかっているこ

と
 シフトポジションが P になっているこ

と
 パワースイッチが “LOCK （OFF）” に

なっていること
 給電中はセキュリティアラームを設定

することができません。盗難を防ぐた
めに、車内やラゲージルーム内に貴重
品などを放置しないこと

非常時給電モードを使⽤するときには次
の点についても確認ください。
 普通充電・急速充電を⾏っていないこ

と
 外部給電または V2H 給電を実施してい

ないこと

AC 電源コンセントを使用する
には

コンセントを ON するとき

1)パーキングブレーキがかかっている
ことを確認し、ブレーキペダルをしっ
かり踏みながらパワースイッチを押
します。(>>> P.248)

2)“READY” 表示灯が点灯したことを確
認し、AC 電源コンセント ON/OFF ス
イッチを押します。
 AC 電源コンセント ON/OFF スイッ

チ上の作動表示灯が点灯し、使⽤可
能な状態になります。

 AC 電源コンセント ON/OFF スイッ
チを押すたびにコンセントの ON/
OFF が切りかわります。

電気製品の電源プラグを接続する
とき

フタを開けて電気製品の電源プラグをコ
ンセントの奥までしっかり差し込んでく
ださい。コンセントはセンターコンソー
ルの後席側にあります。

コンセントを OFF するとき

次の手順をお守りください。
1)使⽤している電気製品の電源を OFF

にする
2)AC 電源コンセント ON/OFF スイッチ

を押して OFF にする
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3)コンセントから電源プラグを取りは
ずす

4)コンセントのフタを閉める

非常時給電モードを使用する
には

災害などによる非常時に電力が必要なと
き、次の方法により、車両の⾛⾏機能を
停⽌した状態で車から給電することがで
きます。

非常時給電モードを起動するとき

1)ブレーキペダルを踏まずに、パワース
イッチを押して “ON” にします。

(>>> P.250)
 ブレーキペダルを踏んだまま、パ

ワースイッチを押し、“READY” 表示
灯が点灯した場合、非常時給電モー
ドは使⽤できません。

2)“READY” 表示灯が点灯していないこ
とを確認し、AC 電源コンセント ON/
OFF スイッチを 3 回連続で押します。
 AC100V スイッチ上の作動表示灯が

点灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイに非常時給電モード
の表示がされ、起動が完了します。

 AC100V スイッチを押す間隔が 1 秒
以上あいた場合、マルチインフォ
メーションディスプレイに表示さ
れないときがあります。この場合
は、はじめから操作をやり直してく
ださい。

 AC 電源コンセント ON/OFF スイッ
チを 4 回以上連続で押した場合、非

常時給電モード起動直後、停⽌する
ことがあります。この場合は、はじ
めから操作をやり直してください。

非常時給電モードを停止するとき

次の手順をお守りください。
1)使⽤している電気製品の電源を OFF

にします。
2)AC 電源コンセント ON/OFF スイッチ

を押して OFF にします。
3)コンセントから電源プラグを取りは

ずします。
4)コンセントのフタを閉めます。
5)パワースイッチを “LOCK （OFF）” に

します。

電気製品の電源プラグを接続
するには

電源プラグを接続するとき

各電気製品の取扱説明書に記載されてい
る注意事項に従ってください。電源プラ
グをコンセントに接続する前に、電気製
品の電源が OFF になっていることを確認
してください。

1)フタを開けて電気製品の電源プラグ
をコンセントの奥までしっかり挿し
込みます。
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 電源プラグが半挿しの状態になら
ないようにしてください。

次の場合は、延長ケーブルなどを使⽤し、
電源プラグを確実に接続してご使⽤くだ
さい。
 電源プラグが大きくコンセントの奥ま

でしっかり挿し込めない
 電源プラグが重くコンセントから抜け

るおそれがある
アース線のある電気製品を使⽤するとき
は、市販の変換アダプターを使⽤し、アー
ス線を変換アダプターのアース端子に接
続してください。

アドバイス
 

AC 電源コンセント、非常時給電
モードについて
 AC100V で消費電力の合計が 1500W

以下の電気製品を使⽤してくださ
い。規定容量をこえる電気製品を使
⽤すると、保護機能が働き、給電機
能が停⽌することがあります。

 消費電力が大きな電気製品（ホット
プレートなど）の中には、コンセン
トを単独で使うことを必須としてい
るものがあります。その場合は、他
の電気製品と併⽤しないでくださ
い。

 複数の電気製品に給電する場合、電
気製品によっては正常に作動しない
可能性があります。その場合は、単
独で電気製品を使⽤してください。

 コンセントの使⽤中、使⽤する電気
製品によっては、大きな電流が流れ、
瞬間電力が 1500W をこえるときが
あります。この場合は、保護機能が
働き、給電機能が停⽌することがあ
ります。

 コンセントの使⽤中、使⽤する電気
製品によっては、テレビやラジオに
雑⾳が入ることがあります。

正しく作動しないおそれがある電
気製品
次のような AC100V の電気製品は、消
費電力の合計が 1500W 以下でも正常
に作動しないおそれがあります。
 起動時の電力が大きい電気製品
 取扱説明書などに記載されている消

費電力よりも大きな供給電力を必要
とする電気製品

 精密なデータ処理をする計測機器
 きわめて安定した電力供給を必要と

する電気製品
 タイマー設定する機器など、コンセ

ントの出力が連続して必要な電気製
品

停⽌中または駐車中に使⽤すると
き
 キーレスエントリまたはリクエスト

スイッチでドアの施錠・解錠するこ
とはできません。

 リモコンキーでドアを施錠・解錠す
ることはできません。エマージェン
シーキーでのみドアを施錠・解錠す
ることができます。(>>> P.204)

 ドアの開閉などにより、ブザーが
鳴ったり、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに “ リモコンを検知
できません ” と表示されたりするこ
とがあります。リモコンキーを携帯
していることを確認ください。

 給電中に周囲が暗くなると、⾃動で
ヘッドランプなどが点灯します。ラ
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ンプを消灯したいときは次を参照し
てください。(>>> P.269)

 外部給電・V2H 給電は使⽤できませ
ん。

 車両への充電は実施できません。
 

警告
 

安全にお使いいただくために
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重⼤な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
 非常時給電モードの使用中は、お子

さまや介護を必要とする方、ペット
を車内に残さないでください。エア
コンを使用していても、システムの
⾃動停止等により室内が高温、また
は低温になる場合があり、熱中症・
脱水症状・低体温症になるおそれが
あります。

 お子さまなど、不慣れな方だけで給
電作業を⾏わないでください。

 ぬれた手で電気製品の電源プラグを
抜き挿ししたり、ピンなどをコンセ
ントに挿したりしないでください。
また、コンセントに雨水・飲料水・
雪などが付着した場合は乾燥させて
から使用してください。

 コンセントの改造・分解・修理など
はしないでください。修理について
はスズキ販売店またはスズキ代理店
にご相談ください。

 コンセントにほこりやゴミが付着し
ないようにしてください。また、定
期的にコンセントを掃除してくださ
い。

 コンセントへは電源プラグ本体を
持って抜き挿しをし、プラグの刃に
ふれないようにしてください。コー
ドを引っ張って電源プラグを抜く

と、電源プラグやコードが損傷する
おそれがあります。

 コードやコンセントに異常な発熱を
感じたらただちに使用を中止してく
ださい。また、コードやコンセント
の発熱を防ぐために、次のことをお
守りください。
• コンセントに、二股などの分岐用

コンセントを複数接続しない
• コ ー ド リ ー ル を 使 用 す る 場 合、

コードはリールからすべて引き出
す

 アース線のある電気製品を使用する
ときは、市販の変換アダプターを使
用してアース線を変換アダプターの
アース端子に接続してください。

 電気製品の電源プラグをコンセント
に差し込んでもゆるいときは、コン
セントを交換してください。交換に
ついてはスズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。

接続する電気製品について
 使用する電気製品に付属の取扱説明

書や、製品に記載されている注意事
項を必ずお守りください。

 電源プラグや、電気製品が故障して
いるときは使用しないでください。

 特に外気温が低いときや高いとき
は、故障や作動不良になる可能性が
あります。

 水平設置が必要な電気製品は、正常
に作動しない可能性があります。

 防水仕様の電気製品を除き、雨や水
のかかる場所、湿気の多い場所では
使用しないでください。

 水没や浸水した、またそのおそれの
ある電気製品は使用しないでくださ
い。

 車両の状態によっては、一時的に給
電機能が停止することがあるため、
医療機器は使用しないでください。
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電源周波数について
 工場出荷時、車両側の電源周波数は、

50Hz に設定されています。コンセ
ントと 50Hz に対応していない電気
製品を使用しないでください。誤作
動や故障などの原因になるおそれが
あります。電気製品によっては、電
源周波数の切りかえ（/Hz）機
能があるので、車両と電気製品の電
源周波数を同じにしてください。車
両側の電源周波数切りかえが必要な
場合は、スズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。

 特に電子レンジは使用中に発熱する
おそれがあるため、必ずコンセント
と電源周波数が合っていることを確
認してください。

駐車中または停車中に使用すると
き
 コンセントは、照明器具などの電気

製品と直接接続して使用するもので
す。家屋などへ電気を供給する発電
機として使用しないでください。ま
た、家屋などに設置されている非常
時の給電システム（外部電源と接続
ができる専用設備、外部電源からの
供給回路が電力会社からの電気配線
と分離されている設備など）に使用
する場合は、当該システムの製造業
者または販売業者にご相談くださ
い。

 コンセントの使用中はパーキングブ
レーキをしっかりとかけて、シフト
ポジションを “P” から切りかえない
でください。車両が動いて思わぬ事
故につながるおそれがあり危険で
す。

 コンセントの使用中は車両から離れ
ないでください。

 落雷の可能性がある天候のときは給
電を⾏わないでください。給電中、
雷に気付いたときは給電を停止して
ください。

 車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しないでください。

 暖房器具などの電気製品を使用して
車中に泊まる際は、十分注意してく
ださい。給電システムの⾃動停止な
どにより、電気製品が意図せず停止
するおそれがあります。

 傾いた場所や坂道などに停めて使用
しないでください。使用中に車両を
移動させたり、傾けたりしないでく
ださい。

 車外にコードを引いて使用する場合
は、次のことに注意してください。
• 雨水の侵入などに注意する。

コンセントに雨水が付着した場合
は、乾燥させてから使用してくだ
さい。

• コードを窓やドアで挟まない。
• たるみをもたせ、異常な張りが発

⽣しないようにする
• 誤って車両を発進させない

 洗車は⾏わないでください。
 ボンネットが閉まっていることを確

認してください。また、モータールー
ム内に顔や手を近づけないでくださ
い。ラジエータ冷却用のファンが急
にまわりだすことがあります。ファ
ンの回転部分にふれたり、近づいた
りすると、手や着衣 ( 特にネクタイ・
スカーフ・マフラーなど ) が巻き込
まれるおそれがあります。

 燃えやすいものの近くで停車しない
でください。

 ⾛⾏中、次のような場合は、電気製
品を使用しないでください。また、
電気製品を確実に固定できない状態
で使用しないでください。
• わき⾒運転など、安全運転のさま

たげになる場合（テレビ・ビデオ・
DVD など）
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• 急ブレーキをかけときや衝突した
ときなどに、固定が不完全で転倒
のおそれがある場合

• 落下による事故や、発熱により火
災が発⽣するおそれがある場合

• やけどなどのおそれがある場合
（トースター・電子レンジ・電熱

器・ポット・コーヒーメーカーな
ど）

• ペダルの下に電気製品が入り込
み、ブレーキペダルが踏めなくな
るおそれがある場合（ドライヤー・
AC アダプター・マウスなど）

 窓を閉めたまま、蒸気が出る電気製
品を使用しないでください。ガラス
が曇って視界が悪化し、運転に支障
が出るなどのおそれがあります。ま
た、他の電装品に悪影響をおよぼす
おそれがあります。やむを得ず使用
するときは、車両を停車した状態で
窓を開けて使用してください。

 

注意
 

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、正常に作動しなかった

り、車両や電気製品が損傷したりする
おそれがあります。
ショートや故障を防ぐために
 車内のトリムの近くやシートの上な

どで、トースターなどの熱気を出す
電気製品を使用しないでください。
熱により溶損や燃焼のおそれがあり
ます。

 振動や熱などに弱い電気製品を車内
で使用しないでください。車両の振
動や炎天下での駐車時の熱などによ
り、電気製品が故障するおそれがあ
ります。

 コンセントを使用しないときは、フ
タを閉めてください。コンセントに
異物が入ったり、飲料水などがか
かったりすると、故障したり、ショー
トしたりするおそれがあります。

非常時給電モードを使用したあ
と、⾛⾏させるとき
非常時給電モードを停止してから EV
システムを始動してください。

 

正常に AC 電源コンセント（ACV W ）または非常時給電
モードが使用できないときは

正しい手順に従って作業してもAC電源コンセントまたは非常時給電モードが使⽤でき
ない場合は、それぞれ次の事項をご確認ください。

正常に AC 電源コンセントが使用できないとき

正しい手順に従って作業しても給電が開始されない場合は、それぞれ次の事項をご確
認ください。
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AC 電源コンセントが使用できない

以上の処置を⾏っても AC 電源コンセントが使⽤できない場合は、スズキ販売店または
スズキ代理店で点検を受けてください。

正常に非常時給電モードが使用できないとき

正しい手順に従って作業しても給電が開始されない場合は、それぞれ次の事項をご確
認ください。

考えられる原因 対処法
駆動⽤バッテリーの残量が不足
している

駆動⽤バッテリーを充電して駆動⽤バッテリーの
残量を回復させてから、再度 AC 電源コンセント
ON/OFF スイッチを押してください。

特に外気温が高いときなど、駆動
⽤バッテリーが高温になってい
る

車両を日陰などへ移動したり、エアコンを使⽤す
るなどして車内温度を下げ、しばらくしてから、再
度AC電源コンセント ON/OFF スイッチを押してく
ださい。

特に外気温が低いときなど、駆動
⽤バッテリーが低温になってい
る

しばらく⾛⾏したり、エアコンを使⽤するなどし
て車内温度を上げ、しばらくしてから、再度 AC 電
源コンセント ON/OFF スイッチを押してくださ
い。

電気製品が作動しない 電気製品の電源プラグを抜き、電気製品⾃体が故
障していないか確認後、再度 AC 電源コンセント
ON/OFF スイッチを押してください。電気製品の
取扱説明書を確認してください。

消費電力の合計が 1500W を超え
ている

電気製品の電源プラグを抜き、消費電力の合計が
1500W 以下になっているか確認後、再度 AC 電源
コンセント ON/OFF スイッチを押してください。

コンセントがショートしている 電気製品の電源プラグを抜き、下記項目を確認後、
再度AC電源コンセント ON/OFF スイッチを押して
ください。
 ピンなどの異物が挿さっていないか
 飲料⽔、雨⽔、雪などが付着していないか
 ほこりやゴミが付着していないか
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非常時給電モードが使用できない

非常時給電に関するメッセージが表⽰されたとき

メッセージの指示に従って、それぞれ必要な処理を⾏ってください。

考えられる原因 対処法
ブレーキペダルを踏みながらパ
ワースイッチを操作している

ブレーキペダルから足を離してパワースイッチを
操作してください。

パワースイッチが “ACC” になっ
ている

パワースイッチが “LOCK（OFF）” の状態から、ブ
レーキペダルを踏まずに、パワースイッチを “ON”
にしてください。マルチインフォメーションディ
スプレイに “ パワー ON” と表示されていることを
確認してください。

AC 電源コンセント ON/OFF ス
イッチを押す間隔が長すぎる、ま
たは AC 電源コンセント ON/OFF
スイッチを3回よりも多く押して
いる

AC 電源コンセント ON/OFF スイッチは 1 秒以上間
隔をあけずに 3 回連続で押してください。

特に外気温が高いときなど、駆動
⽤バッテリーが高温になってい
る

車両を日陰などへ移動したり、エアコンを使⽤す
るなどして車内温度を下げ、しばらくしてから、パ
ワースイッチを “LOCK（OFF）” にし、はじめから
操作をやり直してください。

特に外気温が低いときなど、駆動
⽤バッテリーが低温になってい
る

しばらく⾛⾏したり、エアコンを使⽤するなどし
て車内温度を上げ、しばらくしてから、パワース
イッチを “LOCK（OFF）” にし、はじめから操作を
やり直してください。

電気製品が作動しない 電気製品の電源プラグを抜き、製品⾃体が故障し
ていないかを確認後、パワースイッチを “LOCK

（OFF）” にし、はじめから操作をやり直してくだ
さい。電気製品の取扱説明書を確認してください。

消費電力の合計が 1500W を超え
ている

電気製品の電源プラグを抜き、消費電力の合計が
1500W 以下になっているかを確認後、パワース
イッチを “LOCK（OFF）” にし、はじめから操作を
やり直してください。

コンセントがショートしている 電気製品の電源プラグを抜き、下記項目を確認後、
パワースイッチを “LOCK（OFF）” にし、はじめか
ら操作をやり直してください。
 ピンなどの異物が挿さっていないか
 飲料⽔、雨⽔、雪などが付着していないか
 ほこりやゴミが付着していないか
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“ 駆動用バッテリーの残量低下により給電停止しました ” と表⽰されたとき

以上の処置を⾏っても非常時給電モードが使⽤できない場合は、スズキ販売店または
スズキ代理店で点検を受けてください。

考えられる原因 対処法
駆動⽤バッテリーの残量が少な
くなった

駆動⽤バッテリーを充電後、非常時給電モードを
起動することが可能になります。
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ワイヤレス充電
ワイヤレスパワーコンソーシアム（WPC）
によるワイヤレス充電規格Qi に適合した
スマートフォンやモバイルバッテリーな
どのモバイル端末を、充電エリアに置く
だけでモバイル端末を充電することがで
きます。ワイヤレス充電器は、一度に複
数のモバイル端末を充電することはでき
ません。
充電エリアより大きいモバイル端末には
本機能を使⽤できません。また、モバイ
ル端末によっては、正常に作動しない場
合があります。ご使⽤になるモバイル端
末に付属の取扱説明書もお読みくださ
い。
ワイヤレス充電器は、電磁誘導充電技術
を使⽤してモバイル端末を充電します。
そのため、ワイヤレス充電は、ケーブル
を使⽤した従来の充電よりも効率が低く
なり、モバイル端末の温度が高くなるこ
とがあります。

(1) ワイヤレス充電器
(2) インジケーター

Qi マークについて

「Qi」および Qi マークはワイヤレスパワー
コンソーシアム（WPC ）の商標です。

警告
 

運転中の注意
 ⾛⾏中にモバイル端末の充電操作を

すると、操作に気を取られて思わぬ
事故を起こすおそれがあります。⾛
⾏中はモバイル端末の充電操作をし
ないでください。

電波がおよぼす影響について
 植込み型心臓ペースメーカーおよび

植込み型除細動器（ICD）などの医
療用電気機器を使用している方は、
ワイヤレス充電の電波が医療用電気
機器の作動に影響をあたえる場合が
あるため、医療用電気機器製造業者
などへ影響を確認してください。

故障ややけどを防ぐために
ワイヤレス充電を使用するときは、必
ず次のことをお守りください。お守り
いただかないと、火災や異常発熱、機
器の故障の原因となるおそれがありま
す。
 ワイヤレス充電器とモバイル端末の

間に、⾦属製のものをはさまない
 ワイヤレス充電器に、アルミシール

などの⾦属製のものを貼り付けない
 充電中は、ワイヤレス充電器やモバ

イル端末を布などで覆わない
 Qi 規格に適合しているモバイル端

末のみを充電する
 ワイヤレス充電器を取り外しや分

解、改造をしない
 ワイヤレス充電器に強い衝撃や圧力

を加えない
 ワイヤレス充電器やモバイル端末に

ソフトドリンクやジュースなどの液
体をこぼさない

 

注意
 

磁気アレイ ( 位置合わせや充電器と固
定するためのもの ) を使用しているモ

(2) (1)
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バイル端末 は、機種によって充電性能
が異なる場合や発熱する場合がありま
す。

 

注記
 

ワイヤレス充電器が正常に作動し
ないおそれのある状況
次のような状況では、ワイヤレス充電
器が正常に作動しないことがありま
す。
 モバイル端末が満充電
 モバイル端末とワイヤレス充電器の

間に⾦属などの異物がある
 ワイヤレス充電器の表面にほこりな

どが付着している
 充電中にモバイル端末が熱くなった
 モバイル端末の充電面を上にして、

ワイヤレス充電器に置いた
 モバイル端末がワイヤレス充電器の

中心にない
 近くにテレビ塔や発電所、放送局な

ど強い電波やノイズを発⽣する設備
がある

 モバイル端末が次のような⾦属製の
ものと接触していたり、覆われてい
たりしている
• カードやタバコの箱などのアルミ

箔が含まれたもの
• ⾦属製の財布やバッグ
• コイン
• ⾦属製のハンドウォーマー
• CD や DVD などのメディア

 近くで他車のキーレスエントリーが
使用されている

 ワイヤレス充電器が、キーレスリモ
コンの動作に影響をあたえるおそれ
があります。キーレスリモコンが検
出できなくなる状況を避けるため、
キーレスリモコンをワイヤレス充電
器から離してください。

 上記以外で充電が正常に⾏なわれな
い場合は、ワイヤレス充電器の故障
が考えられます。スズキ販売店また
はスズキ代理店にお問い合わせくだ
さい。

故障やデータ破損を防止するため
に
 クレジットカードなどの磁気カード

や磁気記録メディアをワイヤレス充
電器に近づけないでください。ワイ
ヤレス充電器の磁気の影響により
データが消去される場合がありま
す。

 腕時計などの精密機器をワイヤレス
充電器に近づけないでください。近
づけると故障するおそれがありま
す。

鉛バッテリーあがり防止について
EV システムを停止した状態で、ワイヤ
レス充電器を長時間使用しないでくだ
さい。鉛バッテリーあがりの原因とな
ります。

 

ワイヤレス充電の使いかた

このワイヤレス充電器は、ワイヤレス充
電規格 Qi Ver 1.2.4 に準拠しています。お
使いのモバイル端末の Qi バージョンは、
ワ イ ヤ レ ス パ ワ ー コ ン ソ ー シ ア ム（
WPC）のホームページでご確認ください。
すべてのドアを閉め、パワースイッチを
“ON” にします。パワースイッチが “ACC”
または “LOCK （OFF）” の場合、ワイヤ
レス充電できません。
お使いのスマートフォンなどのモバイル
端末の充電面を下にして、ワイヤレス充
電器の中央に置きます。
充電中はインジケーターが⻘色に点灯し
ます。充電が⾏われないときは、モバイ
ル端末をできるだけ充電エリアの中央付
近に置き直してください。充電が完了す
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ると、インジケーターが緑色の点灯に変
わります。

(1) ワイヤレス充電器
(2) インジケーター

アドバイス
 

 一部のモバイル端末では、充電が開
始されるまでに数秒かかる場合があ
ります。

 充電完了後、モバイル端末を動かさ
ずに一定時間が経過すると、充電を
再開することがあります。

 ワイヤレス充電器内でモバイル端末
を移動すると、一時的に充電を停⽌
することがあります。

 Qi規格に適合していないモバイル端
末をワイヤレス充電器に置くと、エ
ラーが表示される場合があります。

 モバイル端末の機種や仕様によって
は、充電性能が異なったりモバイル
端末が熱くなることがあります。

 充電中にモバイル端末が温かくなる
ことがありますが、異常ではありま
せん。

 

ワイヤレス充電器のインジケーター

※ インジケーターランプは、車両・気象条件により光量が変化します。 
※ モバイル端末により、充電が完了しても緑色にならない場合があります。

ワイヤレス充電の一時停止・故障

次の表のようになったとき、ワイヤレス充電が一時停⽌または故障しています。

(2) (1)

インジケーター ※ 状態
消灯 ワイヤレス充電が停⽌中
橙色 充電準備完了
⻘色 充電中
緑色 ※ 充電完了

インジケーター 状態 対処方法
消灯 車両とワイヤレス充電器が通信

できない
エラーが解消されない場合は、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店
にご連絡ください。※

ワイヤレス充電器が車両と通信
できない

パワースイッチを操作しても解
決しない場合は、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご連絡くだ
さい。
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※ ワイヤレス充電が中断される状況でないことを確認します。 (>>> P.429)

アドバイス
 

ワイヤレス充電器のインジケーターは、ワイヤレス充電器とモバイル端末間の通信
状況により、赤色点滅または赤色点灯する場合があります。

 

作動条件

パワースイッチが “ON” のとき

充電可能なモバイル端末について

Qi 規格に適合したスマートフォンなどの
モバイル端末を充電することができま
す。
ただし、すべての Qi 規格適合モバイル端
末との互換性を保証するものではありま
せん。

モバイル端末にカバーや付属品が
取り付けられているとき

モバイル端末に Qi 規格非対応のカバーや
付属品を取り付けた状態で充電しないで
ください。

Qi 規格対応の製品でも、カバーや付属品
の種類によっては充電できない場合があ
ります。
モバイル端末をワイヤレス充電器に置い
ても充電されない場合は、カバーや付属
品を取り外してください。

充電中に AM ラジオにノイズが入
るとき

ワイヤレス充電器で充電中は、AM ラジオ
にノイズが入る場合があります。

こんな場合はワイヤレス充電が中
断したり、充電速度が低下したり
する場合があります

 パワースイッチが “ACC” または “LOCK
（OFF）” のとき

点滅（赤色）  ⾦属等の異物がある
 モバイル端末がワイヤレス充

電器からずれている

 ⾦属等の異物がある場合は、取
り除きます。また、モバイル端
末にカバーなどを付けている
場合は、取り外します。

 モバイル端末をワイヤレス充
電器の中央に置きます。

モバイル端末の温度が高すぎる ワイヤレス充電器からモバイル
端末を取り外し、モバイル端末の
温度が下がるまでしばらく待ち
ます。

ワイヤレス充電器の温度が高す
ぎる

ワイヤレス充電器からモバイル
端末を取り外し、ワイヤレス充電
器の温度が下がるまでしばらく
待ちます。

点灯（赤色） システムの異常 スズキ販売店またはスズキ代理
店にご連絡ください。

インジケーター 状態 対処方法
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 鉛バッテリーの電圧が低下していると
き

 パワースイッチを “ON” にしブレーキ
ペダルを踏み込んだとき。“READY” 表
示灯が点灯する、またはブレーキペダ
ルを離すと充電が再開されます。

 携帯リモコンが検知外のとき
 ⾛⾏モードの状態によっては、充電に

影響が出る場合があります。
 いずれかのドアが完全に閉まっていな

いときや携帯リモコンが検知外のとき
 ワイヤレス充電器とモバイル端末の間

にコインや鍵などの⾦属製の異物があ
るとき

 ワイヤレス充電器内部の温度が高いと
きやモバイル端末の温度が高いとき

 ワイヤレス充電器の内部温度が設定温
度を超えると充電が停⽌します。使⽤
可能な温度になると充電を再開しま
す。

 モバイル端末の位置がずれたとき
 近くにテレビ塔や発電所、放送局など

強い電波やノイズを発⽣する設備があ
るとき

 モバイル端末のメーカーが独⾃に設定
した保護機能が働いたとき

 モバイル端末により、充電中に充電停
⽌の表示がモバイル端末に表示される
ことがありますが、ワイヤレス充電器
の異常ではありません。

 モバイル端末のサイズによってはワイ
ヤレス充電器に収まらず、正常に充電
できない場合があります。

 モバイル端末を無理にワイヤレス充電
器に挿入しないでください。ワイヤレ
ス充電器が破損するおそれがありま
す。

ワイヤレス充電器に置いたモバイ
ル端末に USB ケーブルを接続し
た場合

モバイル端末のメーカーが設定した方法
で充電されます。充電方法によっては、イ
ンジケーターが点灯や点滅する場合があ
ります。

ワイヤレス充電器を清掃するとき
は

 ワイヤレス充電器をふくときは、アル
コール、ベンジン、シンナーなどを使
⽤しないでください。

 充電中はタオルや衣類などで覆わない
でください。

 ワイヤレス充電器表面に、クリーナー
などのスプレーが付着しないように保
護してください。

警告
 

ワイヤレス充電器を濡らすと、やけど
や感電などを起こしたり、故障の原因
となったりするおそれがあります。ワ
イヤレス充電器を水などで濡らさない
でください。
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ガラスルーフ ( サンシェー
ド付き )（タイプ別装備）

サンシェードを開閉するときは、ハンド
ルを持って車両の前後方向にゆっくりス
ライドさせてください。

(1) サンシェード
(2) ハンドル

警告
 

⾛⾏中にサンシェードを開閉すると、
操作に気を取られて思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
⾛⾏中は、サンシェードの開閉操作を
しないでください。

 

ルーフラックアンカー
ルーフラックアンカーを使⽤して、スズ
キ純正のベースキャリアおよびアタッチ
メント（別売り）を取り付けることがで
きます。使⽤するときは、次の項目およ
びベースキャリア、アタッチメントに付
属の取扱説明書をお読みいただき、注意
事項を必ず守ってください。

(1) ルーフラックアンカーカバー

 ベースキャリアおよびアタッチメント
は確実に取り付けてください。

 ベースキャリアおよびアタッチメント
と荷物の総重量は、50 kg を超えないよ
うにしてください。

 スキーなどの荷物を積むときは、別売
りのアタッチメントをご使⽤くださ
い。詳しくは、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご相談ください。

注記
 

ルーフパネルの上に荷物を直接積まな
いでください。パネルが損傷するおそ
れがあります。

 

(1)

(2) (1)

(1)
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アンテナ

アドバイス
 

運転中にアンテナで受信できるラジオ
の電波は刻々と変わるため、ビルの谷
間などでは良好な受信状態を保てない
ことがあります。

 

ルーフアンテナ

車両後部の中央にあります。

(1) ルーフアンテナ

ガラスアンテナ

フロントガラス左右上部に内蔵されてい
ます。

アドバイス
 

アンテナ線部に次のようなものを貼り
付けないでください。受信感度が低下
したり、ノイズ（雑⾳）が入るおそれ
があります。
 ⾦属が含まれるウインドーフィルム
 そのほかの⾦属物（スズキ純正⽤品

を除く）
フロントガラスの室内側をふくとき
は、アンテナ線を傷つけないように、
⽔を含ませたやわらかい布でアンテナ
線に沿ってふいてください。

 

オーディオ機能について

安全運転のさまたげにならな
い音量でお聞きください

 ⾳楽などを聞いているときに、車内ま
たは車の近くで携帯電話を使⽤する
と、スピーカーからノイズ（雑⾳）が
聞こえることがあります。これは故障
ではありません。

 ナビゲーションまたはオーディオが不
法電波の影響を受けると、正常に作動
しないことがあります。

 ナビゲーションまたはオーディオの機
能については、付属の取扱説明書をお
読みください。

警告
 

⾛⾏中にナビゲーション、またはオー
ディオを操作すると、操作に気を取ら
れて、思わぬ事故を起こすおそれがあ
ります。
⾛⾏中はナビゲーション、またはオー
ディオを操作しないでください。

 

注記
 

EV システムを停止したまま長時間ナ
ビゲーション、またはオーディオを使
うと、鉛バッテリーあがりの原因とな
ります。
EV システムを停止したままでの長時
間の使用は避けてください。

 

(1)
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ステアリングオーディオス
イッチ

パワースイッチが “ACC” または “ON”
のときに、手元でナビゲーションまたは
オーディオの操作ができます。
 お使いのナビゲーションまたはオー

ディオによっては、ステアリングオー
ディオスイッチの機能が、実際の機能
と異なることがあります。付属の取扱
説明書をお読みください。

(1) ⾳量調節スイッチ
(2) ミュートスイッチ
(3) 選局（選曲）スイッチ
(4) 発話スイッチ

音量調節スイッチ

⾳量が調節できます。
 大きくするときは＋側に動かします。
 小さくするときは－側に動かします。

連続調節するときは、＋または－側に
動かして長押しします。

アドバイス
 

⾳量調整ノブを操作して⾳量を調整す
ることもできます。⾳量調整ノブを右
に回すと⾳量が大きくなり、左に回す
と小さくなります。

(1) ⾳量調節ノブ

 

ミュートスイッチ

スイッチを押すと、ミュート（消⾳）さ
れます。

アドバイス
 

⾳量調節ノブを押してミュート（消⾳）
することもできます。もう一度押すと
ミュートが解除されます。

(1) ⾳量調節ノブ

 

選局（選曲）スイッチ

スイッチを押すたびに、使⽤中のモード
にあわせて、放送局の選局や再⽣する曲
の選曲などができます。

(1) (3)
(3)

(4)

(2)

(1)

(1)
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発話スイッチ ※

センターディスプレイの操作、および⾳声認識機能がある機器で使⽤できます。機能
を使⽤するにはお使いの機器にあわせた設定が必要となります。お使いのナビゲー
ションまたはオーディオに付属の取扱説明書をお読みください。

※ Apple CarPlay または Android AutoTM を使⽤している場合
Apple CarPlay または Android AutoTM の詳細につきましては下記のサイトに
てご確認ください。
Apple CarPlay :
http://www.apple.com/ios/carplay
Android AutoTM :
http://support.google.com/androidauto
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お手入れのしかた
外装の手入れ

外装のお手入れ

塗装面を美しく保つために

お車をいつまでも美しく保つためには、
日頃のお手入れが大切です。
 駐車、車の保管は風通しの良い車庫や

屋根のある場所をおすすめします。
 次のようなときはサビや塗装の変色な

どの原因となります。すみやかに洗車
をしてください。
• 海岸地帯や凍結防⽌剤を散布した道

を⾛⾏したとき。とくに車体の下ま
わり、足まわりを洗車してください。

• 鳥のふん、虫の死がい、樹液、鉄粉、
ばい煙、コールタールなどが付着し
たり、酸性雨に濡れたりしたとき。

• ほこりや泥でひどく汚れたとき。
 ワックスがけは月に 1 回程度、または⽔

のはじきが悪くなったら⾏なってくだ
さい。ワックスがけのしかたは、ワッ
クス（別売り）の容器に書かれている
取扱説明にしたがってください。

アドバイス
 

ワックスがけのときに塗装されていな
い樹脂部品にワックスを使わないでく
ださい。ワックスが付着すると白く
なったりムラになったりするおそれが
あります。

 

 飛び⽯の傷や、ひっかき傷などはサビ
の原因となります。⾒つけたら早めに
補修してください。

注記
 

 塗装面の傷の補修を不適切な塗料で
⾏なうと、塗装がはがれる原因とな
ります。
塗装面の傷を補修するときは、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。

 塗装の劣化や車体の腐食を防ぐため
には、日ごろのお手入れが⼤切です。

 

洗車のときのご注意

注意
 

 車体の下まわりや足まわりを洗うと
きは、けがをしないように気をつけ
てください。

 洗車したあとはブレーキの効きが悪
くなることがあります。
洗車した後の運転は注意してくださ
い。 (>>> P.34)

 

注記
 

 モータールームに水をかけると、EV
システムの始動不良や電気部品が故
障する原因となります。
洗車のときは、モータールームに水
などをかけないでください。

 洗車やワックスがけをするとき、車
体に寄りかかったり強い力で押した
りしないでください。
車体が変形するおそれがあります。
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手洗い洗車をするときは

1)十分に⽔をかけながら、スポンジや
セーム皮のようなやわらかいものを
使って汚れを洗い落とします。

2)汚 れ が ひ ど い と こ ろ は 中 性 洗 剤 を
使って洗い、さらに真⽔で洗って洗剤
を落とします。

3)やわらかい布で⽔をよくふき取り、⽔
滴のあとが残らないようにします。

⾃動洗車機を使うときは

注意
 

シフトポジションが“P”または停車状
態でない洗車機 ( ベルトコンベア式な
ど)で実施する際は、デュアルセンサー
ブレーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ ）を
OFF にして、低速時ブレーキサポート

（前進・後退）を停止させてください。

予期せず、低速時ブレーキサポート（前
進・後退）が作動し事故につながる恐
れがあります。(>>> P.503)

 

注記
 

 ドアミラーが洗車機にひっかかり、
損傷するおそれがあります。
⾃動洗車機を使うときは、ドアミ
ラーを格納してください。

 ルーフエンドスポイラー装備車は、
⾃動洗車機を使用すると、ルーフエ
ンドスポイラーが洗車機にひっかか
り、スポイラーを損傷するおそれが
あります。
ルーフエンドスポイラー装備車は、
⾃動洗車機での洗車を避けてくださ
い。

 

アドバイス
 

⾃動洗車機によっては、ブラシで傷が
ついて塗装面の光沢が失われたり、塗
装の劣化が早まったりすることがあり
ます。

 

高圧洗浄機を使うときは

洗車ノズルを車体から十分に離してくだ
さい。

注記
 

 洗車ノズルをドアガラスやドアまわ
りなどに向けると、車内に水が入る
おそれがあります。
洗車ノズルをドアガラスやドアまわ
りなどの開閉部分に向けないでくだ
さい。

 洗車時に高圧洗浄機で超音波セン
サー表面に直接水を当てないでくだ
さい。
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高い水圧により衝撃が加わり、装置
が正常に作動しなくなる恐れがあり
ます。

 洗車ノズルを車体に近づけすぎる
と、水圧により車体や部品の変形や
損傷の原因となります。
洗車ノズルを車体に近づけすぎた
り、バンパーなどの開⼝部に向けた
りしないでください。

 高圧洗浄機を使用する前に、充電
リッドが確実に閉まっていることを
確認してください。
充電リッドが開いていると、充電イ
ンレットが損傷するおそれがありま
す。

 高圧洗浄機を使用して車体の下まわ
りを洗車しないでください。駆動用
バッテリーに水が入ると、EV システ
ムが故障するおそれがあります。

 洗車時に高圧洗浄機で超音波セン
サー表面に直接水を当てないでくだ
さい。
高い水圧により衝撃が加わり、装置
が正常に作動しなくなる恐れがあり
ます。

 カメラ周辺部に高圧洗浄機のノズル
を向けると、カメラに水が入るなど
して、火災や故障、結露などの原因
となります。全方位モニター用カメ
ラ装備車は、カメラ周辺部にノズル
を向けないでください。

 

フロントガラスの手入れ

油膜などが付着してワイパーのふき残し
が出たときは、ガラスクリーナー（別売
り）で汚れを取ってください。

アルミホイールの手入れ

注記
 

 使用するクリーナーによっては、塗
装のしみ、変色、ひび割れ、および
ホイールガーニッシュの損傷の原因
となります。
アルミホイールの手入れには、酸性、
アルカリ性の洗剤、石油系溶剤を含
むクリーナーを使用しないでくださ
い。

 硬いブラシや砂入り石けんを使用す
ると、アルミホイールが傷つく原因
となります。
アルミホイールの手入れには、硬い
ブラシや砂入り石けんを使用しない
でください。

 

ランプの手入れ

ランプのレンズ部分は⽔洗いし、やわら
かい布でふき取ってください。

注記
 

 ランプのレンズ表面に有機溶剤など
を含んだ洗剤は使用しないでくださ
い。レンズ表面にひび割れが発⽣す
るおそれがあります。
もし使用した場合には、十分な水で
洗い流してください。

 レンズ表面をワックスや硬いブラシ
でふかないでください。レンズが損
傷したり、劣化を早めるおそれがあ
ります。

 

全方位モニターのカメラの手
入れ

レンズ部分は⽔洗いし、やわらかい布で
ふき取ってください。汚れがひどいとき
は中性洗剤をご使⽤ください。
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注記
 

 アルコールなどを使用してカメラを
ふくと、変色などの原因となります。
カメラをふくときは、アルコール、
ベンジン、シンナーなどを使用しな
いでください。

 カメラのレンズは傷がつきにくいよ
うハードコート仕様になっています
が、車ブラシなどを使用すると、全
方位モニターの映像が⾒づらくなる
場合があります。
レンズの傷つきには十分気をつけて
ください。

 有機溶剤などが付着するとカメラの
樹脂製カバーが破損する原因となり
ます。
有機溶剤・ボディワックス・油膜取
り剤・ガラスコート剤などを付着さ
せないでください。

 カメラに急激な温度変化を与えると
カメラが破損するおそれがありま
す。凍りついた雪をお湯をかけて溶
かすなどの急激な温度変化をカメラ
に与えないでください。

 

ワックスがけ

お車を洗車したあとは、塗装面を美しく
保つために、ワックスがけをおすすめし
ます。
 コンパウンド（研磨剤）が含まれるワッ

クス類は使⽤しないでください。
 ワックスの使⽤上の注意事項をよく読

んでからご使⽤ください。

外装部品に力をかけすぎない

注記
 

外装部品に強い力をかけすぎると破損
するおそれがあります。
フロントバンパー、リヤバンパー、サ
イドスカート、アーチモール、ドアガー
ニッシュ、スポイラーなどに強い力を
かけないでください。
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内装の手入れ

内装のお手入れ
 砂、ほこりなどは掃除機などで吸い取

るか、⽔またはぬるま湯を固くしぼっ
たやわらかい布でふき取ってくださ
い。そのまま放置すると、傷つきの原
因となります。

 液体芳香剤やジュースなど液体類が付
着したときは、すみやかにティッシュ
ペーパーややわらかい布でふき取って
ください。こぼしたままにしておくと、
しみ、変色、ひび割れの原因となりま
す。

警告
 

ナビゲーション、またはオーディオや
スイッチ類、フロア下の配線や電気部
品などに水がかかると、火災や故障に
つながったり、SRS エアバッグシステ
ムが正常に作動しなくなったりするお
それがあります。
内装のお手入れの際は、車内に水など
をかけないでください。車内に水をか
けたり飲み物をこぼしたりした場合
は、すみやかにスズキ販売店またはス
ズキ代理店で点検を受けてください。

 

注記
 

 しみ、変色、変形、強度低下などの
原因となるため、次のような成分が
含まれているケミカル用品は使用し
ないでください。
• ベンジン、ガソリン、シンナー、

ステッカーはがし剤などの溶剤
• 酸性、アルカリ性の洗剤
• 漂白剤や染料

 電装品やスイッチにシリコンが付着
すると、故障の原因となるおそれが
あります。
エアコン、オーディオまたはナビ
ゲーションなどの電装品や各種ス
イッチおよびこれら周辺の清掃には

シリコンを含むケミカル用品を使用
しないでください。

 車内へ革製品・毛⽪・ビニールなど
を長時間放置すると、内装の変色や
変質の原因となります。
色物の革製品・毛⽪・ビニールなど
は、車内へ長時間放置しないでくだ
さい。

 

アドバイス
 

液体芳香剤はこぼさないように容器を
固定するか、固形タイプのもののご使
⽤をおすすめします。

 

布地、ビニールレザー、樹脂
部品などのお手入れ

1)中性洗剤の⽔溶液をやわらかい布に
軽く含ませ、汚れをふき取ります。

2)真⽔を含ませたやわらかい布で、残っ
た洗剤分をふき取ります。

3)残った⽔分をふき取り、風通しの良い
日陰で乾燥させます。

シートベルトの手入れ

お手入れの方法は、布地と同様です。

警告
 

漂白剤、溶剤、染料を使用しないでく
ださい。しみ、変色、強度低下の原因
となり、シートベルトが正常に機能を
発揮しないおそれがあります。

 

フロントガラスの室内側の手
入れ

 フロントガラスの内側を清掃するとき
は、前方カメラのレンズ部にほこりや
ガラスクリーナーなどが付着しないよ
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うに保護してください。また、レンズ
にはふれないでください。

 フロントガラスの室内側をふくとき
は、アンテナ線や端子を傷つけないよ
うに、⽔を含ませたやわらかい布でア
ンテナ線に沿ってふいてください。

バックドアガラスの室内側の
手入れ

熱線や端子を傷つけないように、⽔を含
ませたやわらかい布でアンテナ線または
熱線に沿ってふいてください。

こんなことにも注意して

飲み物などをこぼしたときは

警告
 

車内に水などをかけたり、飲み物など
をこぼしたりしないでください。
次のような部品が故障したり、火災の
原因になったりするおそれがありま
す。万一、飲み物などをこぼした場合
は、すみやかにスズキ販売店またはス
ズキ代理店で点検を受けてください。
 SRS エアバッグシステム
 ナビゲーションまたはオーディオ
 スイッチ、配線などの電気部品
 ダイヤルシフト、シートベルトバッ

クルなどの可動部分
 

注記
 

助手席のシートクッションには、シー
トベルトリマインダーのセンサーが内
蔵されています。
シートクッションの上にソフトドリン
クやジュースなどの液体をこぼすと、
シートベルトリマインダーセンサーが
損傷するおそれがあります。

シートクッションの上にソフトドリン
クやジュースなどの液体をこぼしたと
きは、すぐにやわらかい布などでふき
取ってください。
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簡単な点検・部品交換

ボンネット

警告
 

 ボンネットは重いため、お子さまが
開閉するとけがのおそれがありま
す。
お子さまにはボンネットを開閉させ
ないでください。

 モータールーム内は高温になるた
め、やけどのおそれがあります。
ボンネットを開けているときは、お
子さまを近づけないでください。

 工具や布などをモータールーム内に
置き忘れると、故障の原因となった
り、モータールーム内は高温になる
ため車両火災につながったりするお
それがあります。
点検や清掃に使用した工具や布など
は、モータールーム内に置き忘れな
いでください。

 

注意
 

動いている冷却ファン（ラジエーター
ファン）に近づくと、手や髪、衣類な
どが巻き込まれ、けがのおそれがあり
ます。
“READY” 表⽰灯点灯中は、冷却ファ
ン（ラジエーターファン）に近づかな
いでください。

 

開けかた

1)運転席足元のボンネットオープナー
を引くと、ボンネットの先端が少し浮
き上がります。

(1) ボンネットオープナー

2)浮き上がったボンネットのすきまか
らロックレバーの位置を確認し、すき
まから手を入れ、ロックレバーを左側
へ押し付けながら、ボンネットを持ち
上げます。

(1) ロックレバー

注意
 

“READY” 表⽰灯点灯中や EV システム
停止直後は、ロックレバーが熱くなっ
ていることがあり、やけどのおそれが
あります。
“READY” 表⽰灯点灯中や EV システム
停止直後にボンネットを開けるとき
は、ロックレバーを操作する前に確認
してください。

 

注記
 

ワイパーアームを起こした状態でボン
ネットを開けると、ワイパーアームや

(1)

(1)

book.book  442 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



簡単な点検・部品交換

443

7

ボンネットが傷つくおそれがありま
す。
ワイパーアームを起こした状態で、ボ
ンネットを開けないでください。

 

3)ボンネットを固定します。
 ボンネット側にあるステーをホル

ダーから外し、車体側の固定⽳に差
し込みます。

(1) ステー
(2) ホルダー
(3) 固定⽳
(4) 保持する位置

注意
 

 “READY” 表⽰灯点灯中や EV システ
ム停止直後は、ステーが熱くなって
いることがあり、やけどのおそれが
あります。
“READY” 表⽰灯点灯中や EV システ
ム停止直後にステーを使用するとき
は、ステーを持つ前に確認してくだ
さい。

 ステーが外れると、ボンネットに身
体がはさまれけがをするおそれがあ
ります。
ステーは固定穴に確実に差し込んで
ください。

 ボンネットが風にあおられて、ス
テーが外れるとボンネットに身体が
はさまれけがをするおそれがありま
す。

ボンネットを開けるとき、とくに風
の強い日は注意してください。

 

アドバイス
 

ステーをホルダーから外すときは、「保
持する位置」を持ってください。

 

閉めかた

1)ボンネットを片手でささえながら、ス
テーを外してもとのホルダーに固定
します。

2)ボンネットを閉めます。
 ボンネットを20 cmぐらいの高さま

でゆっくりと下げて、手を離しま
す。

警告
 

ボンネットが完全に閉まっていない
と、⾛⾏中に開いて思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
ボンネットが完全に閉まっていること
を確認してください。

 

注意
 

ボンネットを閉めるとき、手などをは
さむとけがをするおそれがあります。
また、強く押さえると、ボンネットが
へこむおそれがあります。

(4)

(1)(2)

(3)
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ボンネットを閉めるときは、手などを
はさまないように気をつけてくださ
い。

 

ウインドーウォッシャー液
の補充

ウインドーウォッシャー液が不足してい
るときは、ウォッシャータンクのキャッ
プを開け、ウインドーウォッシャー液を
補充します。

警告
 

 ウインドーウォッシャー液にはアル
コール成分が含まれているため、EV
システムなどにかかると出火のおそ
れがあります。

 EV システムが熱いときや EV システ
ムが始動しているときは、ウイン
ドーウォッシャー液を補充しないで
ください。

 

注意
 

 ウインドーウォッシャー液の取扱い
に関する注意は、容器に記載してあ
りますのでよくお読みください。

 ウインドーウォッシャー液を勢いよ
く注ぐとあふれる可能性がありま
す。ウインドーウォッシャー液は
ゆっくりと補充してください。

 

注記
 

 液が空のまま使用すると、ポンプが
破損するおそれがあります。

 キャップにある穴がつまると、噴射
不良を起こすおそれがあります。液
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の出かたが悪い場合は、この穴も点
検してください。

 ウインドーウォッシャー液の代わり
に石鹸水などを入れないでくださ
い。塗装がしみになるおそれがあり
ます。

 水だけの補充はしないでください。
冬期に凍って、ウインドーウォッ
シャー液が出なくなるおそれがあり
ます。

 

アドバイス
 

 スズキエクスターウインドーウォッ
シャー液は、薄める割合で凍結温度
が異なります。車の使⽤地域の最低
気温にあわせて、次の表を参考に薄
めてください。(>>> P.381)

 薄める割合は、使⽤するウインドー
ウォッシャー液により異なります。
ウインドーウォッシャー液の容器に
表示してある凍結温度を参考にして
ください。

 

タイヤの点検
タイヤは次の項目を点検してください。
 空気圧
 ⻲裂、損傷
 溝の深さ
 異常摩耗
詳しくは、メンテナンスノート（日常点
検）をご覧ください。

警告
 

タイヤを交換するときは、指定のサイ
ズで、4 輪ともサイズ、銘柄、トレッ
ドパターン（溝模様）が同一のタイヤ
を装着してください。
4 輪とも指定のサイズではなく、メー
カー、銘柄、トレッドパターン（溝模
様）が同一ではないもの、もしくは著
しく摩耗状態の異なるタイヤを使用す
ると、燃費や⾛⾏安定性が悪化するだ
けでなく、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。また、故障の原因とな
ります。（冬用タイヤも同様です）
 正確なタイヤ回転速度が検出できな

くなって、次の機能が正常に作動し
ない場合があります。
• アダプティブクルーズコントロー

ル
• ABS
• エマージェンシーストップシグナ

ル（ESS）
• ESP®
• スズキ セーフティ サポートの一

部機能 (>>> P.279)
 4WD 車では、その性能が十分に発揮

できないばかりでなく、駆動系部品
に悪影響をあたえるおそれがありま
す。
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タイヤの空気圧をチェック

 定期的に点検・調整してください。こ
の車の指定空気圧は、運転席ドアの開
口部に貼付してある「空気圧ラベル」で
確認できます。

(1) 空気圧ラベル

 空気圧が不足したまま⾛⾏すると、タ
イヤの両端が摩耗する原因となりま
す。また、燃費が悪くなります。

警告
 

 空気圧が低いまま⾛⾏すると、タイ
ヤがバースト（破裂）して思わぬ事
故につながるおそれがあります。
空気圧が極端に低いまま⾛⾏しない
でください。

 指定空気圧を守らないと車の性能が
十分に発揮できず、次のようなこと
が起きるおそれがあり、思わぬ事故
につながったり、故障の原因となっ
たりするおそれがあります。

タイヤの空気圧は指定空気圧に調整
してください。
• ⾛⾏安定性が悪化する
• ブレーキをかけたときの制動距離

が伸びる
• 正確なタイヤ回転速度が検出でき

なくなって、次の機能が正常に作
動しなくなる

• アダプティブクルーズコントロー
ル

• ABS
• エマージェンシーストップシグナ

ル（ESS）
• ESP®
• スズキ セーフティ サポートの一

部機能 (>>> P.279)
 

注記
 

4WD 車では、その性能が十分に発揮で
きないばかりでなく、駆動系部品に悪
影響をあたえるおそれがあります。
タイヤの空気圧は指定空気圧に調整し
てください。

 

タイヤのローテーション

タイヤのかたよった摩耗を防⽌して寿命
をのばすために、約 5,000 km ⾛⾏ごとに
⾏なってください。（次の図参照）

２ WD 車

(1)

(a)
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(a) 車両前方

4WD 車

(a) 車両前方

注記
 

回転方向指定のあるタイヤを逆に装着
すると、⾛⾏に悪影響をおよぼすおそ
れがあります。
回転方向指定のあるタイヤをローテー
ションするときは、回転方向を逆にし
ないでください。

 

アドバイス
 

回転方向指定のあるタイヤは、側面に
図のような “ROTATION” の文字と、回
転方向を示す矢印が刻印されていま
す。

 

エアコンのお手入れ

エアフィルターを清掃、交換
するときは

エアコンを快適に使⽤するために、エア
フィルターを取り付けています。エア
フィルターは定期的に清掃、交換してく
ださい。

アドバイス
 

 エアフィルターを清掃または交換の
際は、車内部品を破損するおそれが
ありますので、スズキ販売店または
スズキ代理店での清掃∕交換（有料）
をおすすめします。

 新しいエアフィルターはスズキ販売
店またはスズキ代理店でご購入くだ
さい。

 

エアフィルターの取り外し

1)グローブボックスを開け、グローブ
ボックスを固定しているダンパーを
引き抜いて取り外します。

(a)

ROTATION

地域 清掃時期の
目安

交換時期の
目安

寒 冷 地、粉
じんの多い
地域

5,000 km ご
と、または 6
か月ごと

車検ごと

上記以外の
地域

10,000 km ご
と、または 12
か月ごと

車検ごと
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(1) ダンパー

2)下端部を上側に向けて押し上げるよ
うにして破線部の勘合部分が外れる
ようにグローブボックスを矢印の方
向に引いて取り外します。戻すときは
逆の手順で取付けます。

3)ホルダーのロックを矢印の方向へ押
して外し、つめをケース側から引き抜
き、ホルダーを取り出します。

4)エアフィルターを取り出します。

(1) ホルダー
(2) エアフィルター

エアフィルターの取り付け

1)エアフィルターは、取り付け方向マー
クの矢印を上向きにして挿入します。

2)取り付け方向マークの矢印を上向き
にしてホルダーを取り付けます。

(1) エアフィルター
(2) ホルダー

(1)

(2)

(1)

(1)

(2)
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携帯リモコン

携帯リモコンの電池交換

警告
 

電池が小さいため、お子さまが誤って
飲み込むと、のどなどに詰まらせて重
⼤な傷害を受けたり、最悪の場合死亡
につながる可能性があります。
電池および取り外した部品は、お子さ
まが誤って飲み込まないよう注意して
ください。

 

注記
 

 故障を防ぐため、次のことをお守り
ください。
• 濡れた手で電池交換をしない
• 電池以外の端子や電子部品に触れ

ない
• 端子を曲げない
• 油や異物を付着させない

 お客様ご⾃身で電池を交換される場
合は、静電気により携帯リモコンが
破損するおそれがあるため、⾦属部
分に触れて身体や衣類の静電気を除
去してください。

 

アドバイス
 

 電池交換の際、携帯リモコンを破損
するおそれがありますので、スズキ
販売店またはスズキ代理店での交換

（有料）をおすすめします。
 電池は、製造年をお確かめのうえス

ズキ販売店や家電量販店・ホームセ
ンターなどでご購入ください。

 

1)携帯リモコンからエマージェンシー
キーを取り出します。

2)携帯リモコンのケースを分割します。

 携帯リモコンの側面にある溝部分
に力を加えながら、ケースを上下に
分割します。

(1) 溝

3)カバーを反時計方向に回して外しま
す。

(1) カバー

4)電池を交換します。
 古い電池を取り出します。
 電池は、＋極を上にして取り付けま

す。

(1) 使⽤電池：リチウム電池 CR2032

5)カバーの突起を図のように合わせ、時
計方向に回して取り付けます。

(1)

(1)

CR2032

(1)
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(1) カバー
(2) 突起

6)ケースを組み付けます。
 ケースのあわせ部分のすきまが均

等になるように確実にはめ込みま
す。

注記
 

ケースの組み付けはあわせ部分のすき
まが均等になるように、確実にはめ込
んでください。すきまから水などが進
入することにより、携帯リモコンが正
常に動作しなくなるおそれがありま
す。

 

7)携帯リモコンが正常に作動するか確
認します。

ヒューズが切れたときは
電気装置が作動しないときや、電球が切
れていないのにランプが点灯しないとき
は、ヒューズ切れが考えられます。
 ヒューズは、モータールーム内と助手

席足元（インストルメントパネル内）に
あります。

 装備仕様の違いにより、所定の位置に
ヒューズがない場合があります。また、
装備がなくてもヒューズだけがある場
合があります。

モータールーム内のヒューズ

(1) メインヒューズボックス
(2) リレーボックス

メインヒューズボックス

(2)

(1)

(1)

(2)

(1)
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リレーボックス

(2
)

(3
)

(4
)

(5
)

(6
)

(7
)

(8
)

(9
)

(1
0)

(1
1)

(1
2)

(1
3)

(1
4)

(1
5)

(1
6)

(1
7)

(1
8)

(1
9)

(2
0)

(2
1)

(2
2)

(2
3)

(2
4)

(2
5)

(2
6)

(2
7)

(2
8)

(2
9)

(3
0)

(3
1)

(3
2)

(3
3)

(3
4)

(3
5)

(3
6)

(3
7)

(3
8)

(3
9)

(4
0)

(4
1)

(4
2)

(4
3)

(4
4)

(4
5)

(4
6)

(4
7)

(4
8)

(4
9)

(5
0)

(5
1)

(5
2)

(5
3)

(5
4)

(5
5)

(5
6)

(5
7)

(5
8)

(5
9)

(6
0)

(6
1)

(6
2)

(6
3)

(6
4)

(6
5)

(6
6)

(6
7)

(6
8)

(6
9)

(7
0)

(7
1)

(7
2)

(7
3)

(7
4)

(7
5)

(7
6)

位置 表⽰ 容量 接続先名称
(1) FL1 250A バッテリー
(2) － － －

(3) Shift mot 30 A
シフト

モーター

(4) BLW 50 A
ブロワー

ファン
(5) － － －
(6) Towing 25 A
(7) － － －
(8) Power S DR 20 A
(9) － － －

(10) Shift 7.5 A
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(11) Inlet 10 A

(12) Deicer 15 A
ワイパー
デアイサ

(13) AMP 20 A

(14) DCDC 150A
DCDC

コンバーター
(15) － － －
(16) A/C 30 A
(17) － － －
(18) Seat 40 A
(19) － － －
(20) － － －

(21) RDTR 80 A ラジエーター
ファン

(22) Power S DR2 25 A
(23) Charger3 10 A
(24) B/U2 30 A バックアップ

(25) IGN2 60 A
パワー

スイッチ

(26) EPS 80 A
パワー

ステアリング

(27) JB 60 A ジャンクショ
ンボックス

(28) － － －
(29) IGN11 40 A
(30) － － －
(31) IGN12 40 A
(32) － － －
(33) － － －

(34) A/C WP 10 A
エアコン

ウォーター
ポンプ

(35) B/U 30 A バックアップ
(36) ABS MOT 50 A ABS モーター

(37) ABS SOL 30 A
ABS

ソレノイド
(38) ABS MOT2 40 A ABS モーター

位置 表⽰ 容量 接続先名称
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(39) ABS SOL2 30 A
ABS

ソレノイド
(40) EV2 30 A
(41) HORN 15 A ホーン

(42) H/L HI L 10 A
ヘッドライト

（左）

(43) H/L L 10 A
ヘッドライト

（左）

(44) H/L HI R 10 A
ヘッドライト

（右）

(45) H/L R 10 A
ヘッドライト

（右）
(46) Shift2 7.5 A
(47) EV BTRY 7.5 A EV バッテリー

(48) INV WP2 7.5 A
インバーター
ウォーターポ

ンプ
(49) － － －
(50) FREQ 7.5 A
(51) A/C SIG 10 A エアコン
(52) A/C SIG2 10 A エアコン
(53) BTRY WP 15 A

(54) INV WP 15 A
インバーター
ウォーターポ

ンプ
(55) B SNSR 7.5 A
(56) B SNSR2 7.5 A
(57) IGR 30 A
(58) Charger 7.5 A
(59) EV 20 A
(60) FR OP 15 A
(61) RR PCU 10 A
(62) RR OP 15 A
(63) － － －
(64) FR FOG 10 A フォグランプ
(65) B/U SPLY 30 A

位置 表⽰ 容量 接続先名称
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助手席足元のヒューズ

(1) 助手席足元のヒューズ

(66) DMS 7.5 A
ドライバー

モニタリング
システム

(67) － －
(68) CONT5 15 A
(69) Charger2 10 A
(70) EVC 7.5 A
(71) ESU 7.5 A
(72) FR PCU 10 A
(73) Grill 7.5 A
(74) IGR SIG2 10 A
(75) ABS2 10 A ABS
(76) IGR SIG 10 A

位置 表⽰ 容量 接続先名称

(1)

USE THE
DESIGNATED
FUSES  ONLY.

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112

1516

1314

17 1819 202122 232425 28292627
303132 33343536 37383940 41424344

位置 表⽰ 容量 接続先名称

(1) Power 
window 30 A

パワー
ウインドー

(2) IDS 15 A

マルチ
インフォメー

ション
ディスプレイ

(3) IDS2 10 A

マルチ
インフォメー

ション
ディスプレイ

(4) MTR 10 A メーター
(5) IG2 SIG 5 A
(6) TAIL L 5 A 尾灯（左）
(7) A/B2 10 A エアバッグ
(8) TAIL R 10 A 尾灯（右）

(9)
Power 

window 
DR

20 A
パワー

ウインドー

(10) RR FOG 10 A リヤフォグ

(11) Wash 15 A ウォッシャー
モーター

(12) CHG 10 A USB
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ヒューズの点検と交換

ヒューズの点検・交換には、ヒューズ抜
きおよび交換⽤ヒューズが必要となりま
す。点検・交換の際は、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご相談ください。

点検・交換のしかた

1)パワースイッチを “LOCK （OFF）” に
します。

2)モータールーム内のリレーボックス、
または助手席の足元のヒューズボッ
クスのふたを外します。

3)故障の状況から、点検すべきヒューズ
をヒューズの表で確認します。ヒュー
ズ抜きをヒューズに差し込んで引き
抜き、ヒューズが切れていないか点検
します。

(1) 正常なヒューズの例
(2) 切れたヒューズの例

(13)
Power 

window 
RR

20 A
パワー

ウインドー

(14) CHG2 10 A USB

(15) MRR 
HTR 10 A ドアミラー

ヒーター

(16) RR DEF 20 A リヤデフォッ
ガー

(17) Stop 10 A 制動灯
(18) IG1 SIG7 5 A
(19) IG1 SIG3 5 A
(20) RR WIP 10 A リヤワイパー
(21) CONT4 10 A
(22) CONT 5 A
(23) D/L 20 A ドアロック

(24) HAZ 10 A
非常点滅

表示灯
(25) CONT3 5 A
(26) STL 10 A

(27)
Power 

window 
RL

20 A
パワー

ウインドー

(28) CONT2 5 A

(29)
Power 

window 
AS

20 A
パワー

ウインドー

(30) Dome2 10 A 室内灯
(31) Radio 15 A ラジオ
(32) Dome 5 A 室内灯

(33) ACC2 15 A アクセサリー
ソケット

(34) HTR 15 A
(35) ABS 5 A ABS
(36) IG1 SIG4 5 A

(37) ACC 5 A アクセサリー
ソケット

(38) FR WIP 25 A
フロント
ワイパー

(39) IG1 SIG2 5 A

位置 表⽰ 容量 接続先名称
(40) IG1 SIG5 5 A
(41) IG1 SIG6 5 A
(42) Back 10 A 後退灯
(43) A/B 10 A エアバッグ
(44) IG1 SIG 5 A

位置 表⽰ 容量 接続先名称

(1) (2)
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アドバイス
 

ヒューズ抜きと交換⽤ヒューズは、モータールームのリレーボックスにあります。

(1) ヒューズ抜き
(2) 交換⽤ヒューズ

 

4)切れているときは、同じ容量のヒュー
ズと交換します。
 交換したヒューズがすぐに切れる

ときは、電気系統の故障が考えられ
ます。スズキ販売店またはスズキ代
理店で点検を受けてください。

警告
 

サイズの違うヒューズ、容量の⼤きい
ヒューズ、針⾦、銀紙などを使用する

と、配線が焼損したり火災が発⽣した
りする原因となります。
ヒューズは、同じサイズで同じ容量の
ものと交換してください。

 

注記
 

メインヒューズボックス内のヒューズ
が切れたときは、スズキ販売店または

(2)

(2
)

(2
)

(2
)

(2
)

(2
)

(2
)

(1)
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スズキ代理店で点検を受けてくださ
い。
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電球の交換
すべてのランプは非分解式のため、電球のみの交換はできません。ランプ本体の交換
となります。点検・交換の際は、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

番号 名称 ワット数 型式
(1) ヘッドライト

LED －

(2)

車幅灯
方向指示器∕
非常点滅表示灯

前面

DRL（デイタイムランニングランプ）
(3) フォグランプ

(4)
方向指示器∕
非常点滅表示灯

側面 ドアミラー

(5)
方向指示器∕
非常点滅表示灯

後面

(6) 制動灯∕尾灯
(7) 後退灯
(8) ハイマウントストップランプ
(9) 番号灯

室内灯 (>>> P.400)

(9)

(2)(1)

(5)

(6)(7)
(3)

(4) (8)
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ヘッドライトなどのレンズ内
面のくもり

ヘッドライトやリヤコンビネーションラ
ンプなどは、雨天⾛⾏や洗車などにより、
レンズ内面が曇ることや結露することが
あります。これは、ランプ内外の温度差
により一時的に起こる現象です。（雨天時
などに窓ガラスが曇るのと同じ現象で
す。）
また、レンズの縁に⽔滴が付着しランプ
内に⽔が入っているように⾒えることが
あります。これは、ランプの外側に⽔が
付着することで一時的に起こる現象で
す。
これらは機能上の問題はありません。
ただし、ランプ内に実際に⽔がたまって
いるときやレンズ内面に大粒の⽔滴がつ
いているときは、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご相談ください。

ワイパー

注記
 

 ワイパーブレードラバーが傷んでい
ると、ふき取りがきれいにできな
かったり、ガラスに傷がついたりす
るおそれがあります。
定期的にワイパーブレードラバーを
点検し、傷んでいる場合は交換して
ください。

 ワイパーアームおよびワイパーブ
レードがガラスに当たると、ガラス
が破損したり傷がついたりするおそ
れがあります。
ワイパーブレード、ブレードラバー
を交換するときはガラスに当たらな
いようにしてください。

 

アドバイス
 

ワイパーブレード、ブレードラバーは
スズキ純正品の使⽤をおすすめしま
す。スズキ純正品以外のものを使⽤す
ると適切に取り付けできないおそれが
あります。
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ワイパーブレード∕ブレード
ラバーの交換

フロントワイパー

1)運転席側、助手席側の順にワイパー
アームを起こします。

2)脱着⽤のツメを押しながらワイパー
ブレードをワイパーアームから外し
ます。

(1) ツメ
(2) ワイパーアーム

3)ブレードラバーのストッパーがツメ
から外れるまで矢印の方向へ引っ張
り出し、そのままブレードから引き抜
きます。

(1) ツメ

4)ブレードラバーからリテーナーを取
り外します。

(1) リテーナー

5)新品のブレードラバーにリテーナー
を取り付けます。

(1) リテーナー

アドバイス
 

リテーナーは、反りの向きを次の図の
ように合わせて取り付けてください。

(2)

(1) (2)

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)
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(1) リテーナー
(2) 上側
(3) 下側

 

6) ブレードラバーを引き抜いたときと
逆の手順で差し込みます。ブレードラ
バーを取り付けるときは、ストッパー
のない方からワイパーブレードに差
し込みます。

7)ワ イ パ ー ブ レ ー ド の ツ メ を ス ト ッ
パーに押し込んでブレードラバーを
確実に固定します。

(1) 固定位置（ツメ）
(2) ストッパー

注記
 

ブレードラバーは、ストッパーのある
側が運転席側になるように取り付けて
ください。ワイパーの作動中にブレー
ドラバーがずれるおそれがあります。

 

8) ワイパーアームからワイパーブレー
ドを取り外したときと逆の手順で取
り付けます。ワイパーブレードがワイ
パーアームに確実に固定されている
ことを確認してください。

9)助手席側、運転席側の順にワイパー
アームをもどします。

リヤワイパー

1)ワイパーアームを起こします。起こし
たあと、ワイパーブレードを回転させ
てワイパーブレードをワイパーアー
ムから外します。

2)ブレードラバーの先端を引っ張りワ
イパーブレードのストッパーから外
し、そのまま引き抜きます。

アドバイス
 

ワイパーブレードの端に強い力をかけ
ないでください。
強い力をかけすぎると破損するおそれ
があります。

 

3)ブレードラバーからリテーナーを取
り外します。

(1)

(2)

(3)

(1)

(2)
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(1) リテーナー

4)新品のブレードラバーにリテーナー
を取り付けます。

(1) リテーナー

アドバイス
 

リテーナーは、反りの向きを次の図の
ように合わせて取り付けてください。

(1) リテーナー
(2) 上側

(3) 下側

 

5)ブレードラバーを引き抜いたときと
逆の手順で差し込みます。ブレードラ
バーの両端がワイパーブレードの両
端のストッパー内に収まるように確
実に取り付けます。

(1) ストッパー

6)ワイパーアームからワイパーブレー
ドを取り外したときと逆の手順で取
り付けます。ワイパーブレードがワイ
パーアームに確実に固定されている
ことを確認してください。

(1)

(1)

(1)

(1)

(1)

(2)

(3)

(1)
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万一のとき
まずはじめに

非常点滅灯表⽰灯スイッチ
（ハザードランプ）
パワースイッチの位置に関係なく使⽤で
きます。故障などでやむをえず路上駐車
するときや非常時に使⽤します。

 スイッチを押すと、すべての方向指示
器とメーター内の方向指示器表示灯が
点滅します。

 もう一度押すと消灯します。

注記
 

EV システム停止中に非常点滅表⽰灯
を長時間点滅させると、鉛バッテリー
あがりの原因となります。
EV システム停止中は、長時間点滅させ
ないでください。

 

故障したときは

故障した時の連絡先は

お買い求めのスズキ販売店またはスズキ
代理店にご連絡ください。スズキ代理店
および JAF の連絡先は、別冊の「スズキ
4 輪車サービスネットワーク」をご覧く
ださい。

停止表⽰板を常備する

万一のために、停⽌表示板（別売り）を
車に備えてください。高速道路や⾃動車
専⽤道路では、車の後方に停⽌表示板を
置くことが法令で義務づけられていま
す。

路上で故障したときは

車を路肩などに⽌め、非常点滅表示灯を
点滅させます。必要に応じて停⽌表示板

（別売り）や発炎筒で他車に注意をうなが
します。

全員車から降り、ガードレールの外など
安全な場所に、すみやかに避難してくだ
さい。

踏切内で動けなくなったとき
は

脱輪など、踏切内で動けなくなったとき
は、ただちに踏切の非常ボタンを押して
ください。
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踏切の非常ボタンがわからないときは、
発炎筒で列車に合図してください。

万一、事故が起きたときは

処置のしかた

1)事故の続発を防ぐため、ほかの交通の
さまたげにならない安全な場所に車
を移動し、EV システムを⽌めます。

2)負傷者がいるときは、医師、救急車な
どが到着するまでの間、安全な場所で
応急手当を⾏ないます。ただし、頭部
に傷があるときは、そのままの姿勢で
動かさないようにしてください。その
場合でも、後続事故の心配があるとき
は、安全な場所に移動します。

3)事故が発⽣した場所、状況、負傷者や
負傷の程度などを警察官に報告し、指
示を受けます。

4)相手方、事故の状況をメモします。
5)ご購入された販売店や保険会社へ連

絡します。

外傷がなくても医師の診断を
受けましょう

後遺症が出るおそれがあります。

車両が損傷している状態で⾛
⾏しない

車両が損傷しているときは、それが軽微
であっても⾛⾏する前にスズキ販売店ま
たはスズキ代理店に相談し、速やかに点
検、修理を受けてください。損傷の状況
によっては車両火災や故障につながるお
それがあります。
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発炎筒
 発炎筒は、助手席足元の左側面のホル

ダーに取り付けています。
 点火すると約 5 分間発炎します。踏切や

高速道路などの危険な場所で故障した
ときに、非常⽤信号として使⽤します。

 使⽤方法は発炎筒に記載されていま
す。あらかじめよく読んでおいてくだ
さい。

 発炎筒に表示されている有効期限が切
れる前に、新品と交換してください。
発炎筒はスズキ販売店またはスズキ代
理店でご購入ください。

(1) ホルダー
(2) 発炎筒

警告
 

 お子さまにさわらせると、やけどや
火災などの思いがけない事故を起こ
すおそれがあります。発炎筒はお子
さまにはさわらせないでください。

 必ずホルダーに保管してください。
 やけどのおそれがあるため、点火す

るときは、筒先を顔や身体に向けな
いでください。

 可燃物の近くで使用すると、火災の
原因となります。ガソリンなどの可
燃物の近くでは使用しないでくださ
い。

 トンネル内など、換気が悪い場所で
発炎筒を使用すると、煙で視界が悪

くなります。トンネル内での合図は
非常点滅表⽰灯をご使用ください。

 

(1)

(2)
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車両を緊急停止するには

こんなときどうする？

発煙や火災

車両から発煙、火災などの危険が⽣じた
場合は、直ちに安全な場所に停車し車両
から離れてください。

警告灯が点灯したら？

ただちに安全な場所に停車して処置をし
てください。

床下に強い衝撃を受けたら？

ただちに安全な場所に停車し、ブレーキ
液など漏れていないか、床下に異常がな
いか点検してください。異常が⾒つかっ
たときは、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご連絡ください。

タイヤが突然パンクしたら？

ハンドルをしっかり握り、慎重にブレー
キをかけて徐々にスピードを落とし、安
全な場所に停車してください。

ブレーキから⾦属音（キーキー
音）が聞こえたら？

すみやかにスズキ販売店またはスズキ代
理店で点検を受けてください。ディスク
ブレーキのパッド（スズキ純正部品）に
は、⾛⾏中に⾦属⾳が発⽣することで使
⽤限度（交換時期）近くまで摩耗したこ
とを警報する機能があります。

警告
 

⾦属音が発⽣したまま⾛⾏を続ける
と、ブレーキが効かなくなり、事故に
つながるおそれがあります。
⾦属音が発⽣したまま⾛⾏を続けない
でください。

 

段差などに注意して

注記
 

次のような場合は、バンパーまたは車
両下部が破損するおそれがあります。
十分注意してください。
 路肩など段差がある場所への乗り入

れ
 わだちやくぼみなどがある道路の⾛

⾏
 

ブレーキ操作の感じがいつもと
違ったら？

注意
 

次の様な状況を感じたら、すみやかに
スズキ販売店またはスズキ代理店で点
検を受けてください。
 地面に油や液の漏れたあとが残って

いる
 ブレーキの効きが悪い
 ブレーキの効きに左右差がある
 ブレーキペダルの踏込量が⼤きい
 ブレーキのひきずり感がある
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水没∕冠水したときは

冠水した場所は⾛⾏しない

注記
 

⼤雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重⼤な損傷を与えるおそれがある
ため、⾛⾏しないでください。
 電装品がショートする。
 水の侵入による駆動用バッテリーの

破損
 

やむをえず冠⽔した道路を⾛⾏するとき
は、⽔深に応じて対応してください。
 ⽔深が床面より下のとき、低速で慎重

に⾛⾏してください。⽔深がより深い
箇所には侵入しないでください。

 ⽔深が床面より上のとき、すみやかに
安全な場所に停車し、車外に出てくだ
さい。

冠⽔状態から急激に増⽔したときは⽔没
したときの対応をしてください。 (>>>
P.468)

アドバイス
 

⽔深が床面より下のときでも速度が速
くなると車が停⽌するおそれがありま
す。

 

冠⽔した場所や深い⽔たまりでの⾛⾏は
避けてください。やむをえず冠⽔した場
所を⾛⾏するときは、シフトポジション
を “D” にして低速で慎重に⾛⾏してくだ
さい。冠⽔した場所を⾛⾏したときは、ブ
レーキの効きを確かめながら安全な場所
に停車し、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご連絡ください。また、次の項目
などについて点検を受けてください。
 ブレーキの効き具合
 電装品の機能

 ベアリング、ジョイント部などの潤滑
不良

注記
 

 冠水した場所や深い水たまりでの⾛
⾏は避けてください。EV システムの
損傷や電装品がショートするおそれ
があります。

 駆動用バッテリーに水が入ると、シ
ステムの誤作動や故障の原因になり
ます。スズキ販売店またはスズキ代
理店で点検を受けてください。

 

水没したときは

万一、お車が⽔没したときは、落ち着い
て次のように対処してください。
 まずシートベルトをはずしてくださ

い。

 ドアを開けることができる場合、ドア
を開けて車外に出てください。
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 パワーウインドースイッチでウイン
ドーガラスを開けてください。ドアを
開けることができない場合、窓から車
外に出てください。

 パワーウインドースイッチでウイン
ドーガラスが開けられない場合、落ち
着いて車内外の⽔圧差が無くなるまで
浸⽔するのを待ってからドアを開けて
車外に出てください。

警告
 

 水没した後、時間が経過するとパ
ワーウインドーが動作しなくなりま
す。

 この車のフロントドアガラス・リヤ
ドアガラス・バックドアガラスは緊

急脱出用ハンマー（別売り）で割る
ことができますが、フロントガラス
は合わせガラスのため緊急脱出用ハ
ンマー（別売り）で割ることができ
ません。

 着座位置、乗員の体格等によっては、
窓から車外に脱出できない場合があ
ります。

 

アドバイス
 

車内外の⽔位差に応じた方法で対処し
てください。
 ⽔位差がある場合は窓から避難して

ください。
 ⽔位差がない場合はドアを開けて避

難してください。
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トラブルが起きたときの対処方法

けん引について

レッカーけん引

けん引は、できるだけスズキ販売店また
はスズキ代理店、専門業者にご依頼くだ
さい。

警告
 

 デュアルセンサーブレーキサポート
Ⅱ（DSBS Ⅱ）および低速時ブレー
キサポート ( 前進・後退 ) を作動停
止（OFF）にしていないと、けん引
中に急にデュアルセンサーブレーキ
サポート Ⅱ および低速時ブレーキ
サポート ( 前進・後退 ) が作動して
思いがけない事故につながるおそれ
があります。けん引するときは、デュ
アルセンサーブレーキサポート Ⅱ

（DSBS Ⅱ） を 作動停止（OFF）にし
てください。(>>> P.503)

 電動パーキングブレーキのオート
モードを OFF にしてください。

(>>> P.265)
 お車をけん引したあと、ヘッドラン

プの光軸が意図せず⾃動的に調整さ
れたり、アダプティブハイビームシ
ステムが一時的に作動しないことが
あります。ヘッドランプの光軸やア
ダプティブハイビームシステムに違
和感を感じた場合は、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

 

注記
 

けん引中の車両の損傷を防ぐために、
適切なけん引の手順や装置が必要で
す。

 

他車によるけん引ができない
状況

次の場合は、パーキングブレーキにより
車輪が固定されている可能性があるた
め、他車にロープけん引してもらうこと
はできません。スズキ販売店またはスズ
キ代理店にご連絡ください。
 シフト制御システムに異常があるとき
 イモビライザーシステムに異常がある

とき
 鉛バッテリーあがりのとき

けん引の前にスズキ販売店ま
たはスズキ代理店への連絡が
必要な状況

次の場合は、EV システムの故障が考えら
れます。けん引する前に、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご連絡ください。
 マルチインフォメーションディスプレ

イに次のメッセージが表示された
“EV システム異常
この車をけん引しないでください ”

 異常な⾳がする

けん引してもらうときは (2WD
車 )

2WD 車は、以下のいずれかの方法でけん
引してもらいます。
 前輪を持ち上げる場合：

前輪を持ち上げ、後輪を地面に着けた
ままにしてください。または前輪を持
ち上げ、台車を使⽤して後輪を持ち上
げてください。けん引する前にパーキ
ングブレーキが解除されていることを
確認してください。

 後輪を持ち上げる場合：
後輪を持ち上げ、台車を使⽤して前輪
を持ち上げてください。
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 故障車を移動するには、車両運搬車を
利⽤する方法もあります。

 電動パーキングブレーキが故障し、解
除できない場合は、４輪を持ち上げて
けん引してください。

 “READY” 表示灯が点灯していても車が
動かなかったり、いつもと違う⾳がし
たりするときは、駆動装置や EV システ
ムの故障が考えられます。
けん引する前に、スズキ販売店または
スズキ代理店にご連絡ください。

注記
 

 2WD 車は、前輪が地面に着いた状態
でけん引するとフロントモーターが
損傷するおそれがあります。
2WD 車は、4 輪または駆動輪である
前輪を持ち上げた状態でけん引して
ください。

 図のような車体つり上げ式のレッ
カー車でけん引すると、バンパーや
車体が破損するおそれがあります。
車体つり上げ式のレッカー車でけん
引しないでください。

 

けん引してもらうときは (4WD
車 )

4WD 車は、以下のいずれかの方法でけん
引してもらいます。
 フラットベッド（平床式）トラックに

よる運搬
 前輪または後輪を持ち上げ、台車を使

⽤して他の車輪を持ち上げる
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注記
 

4WD 車は 4 輪とも地面に着いた状態
でけん引すると、フロント∕リヤの
モーターまたは 4WD システムが損傷
するおそれがあります。

 

ロープけん引

警告
 

“READY” 表⽰灯が点灯した状態でけ
ん引するときは、デュアルセンサーブ
レーキサポートⅡ（DSBS Ⅱ）を作動
停止（OFF）にしてください。デュア
ルセンサーブレーキサポート Ⅱが作
動して思わぬ事故につながるおそれが
あります。(>>> P.503)

 

ロープをかける位置は

ロープは、けん引フックにかけます。
お車には工具（ジャッキハンドル、ホイー
ルレンチ）、が搭載されていません。

別売りの工具については、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談ください。

注記
 

 車両の前後に装備されているけん引
フックを使用するときは、次のこと
に注意してください。けん引フック
や車体が破損するおそれがありま
す。
• 激しい雪、ぬかるみ、砂地などか

から抜け出すために車両をけん引
しないでください。

• けん引フックに⼤きな衝撃が加わ
るような運転はしないでくださ
い。

このような場合は、専門業者にご連絡
ください。
 この車両で他車をけん引しないでく

ださい。
 

フロント側

1)カバーは、フロントバンパーの左右に
あります。

(1) カバー

2)カバーの切り欠き部に、先端に布をか
ぶせたマイナスドライバーやジャッ
キハンドルなどを差し込み、カバーを
こじって外します。

(1)
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(1) カバー
(2) 布
(3) マイナスドライバーやジャッキハ

ンドルなど

注記
 

けん引フックカバーを勢いよく引いた
り、ねじったりすると、落下防止のひ
もが破損するおそれがあります。けん
引フックカバーを外すときは、勢いよ
く引いたり、ねじったりしないでくだ
さい。

 

アドバイス
 

外したカバーは、粘着テープなどで固
定しておくとけん引中に落ちたり、バ
ンパーに当たったりしにくくなりま
す。

 

3)け ん 引 フ ッ ク 差 し 込 み 口 に け ん 引
フックを差し込み、手でまわせなくな
る程度まで締め付けます。

(1) けん引フック

4)ホイールレンチや⾦属の硬い棒でけ
ん引フックをしっかり締め付けます。

(1) けん引フック
(2) ホイールレンチや⾦属の硬い棒

リヤ側

注記
 

リヤ側は船舶輸送時の固定専用です。
他車をけん引したり、積載車などで輸
送するためにけん引フックを使用しな
いでください。

 

1)カバーは、リヤバンパー右側にありま
す。

(1) カバー

2)カバーの切り欠き部に、先端に布をか
ぶせたマイナスドライバーやジャッ
キハンドルなどを差し込み、リヤカ
バーをこじって外します。

(3)
(1)

(2)

(1)

(1)
(2)

(1)
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(1) 布
(2) マイナスドライバーやジャッキハ

ンドルなど
(3) カバー

注記
 

カバーを勢いよく引いたり、ねじった
りすると、落下防止のひもが破損する
おそれがあります。けん引フックカ
バーを外すときは、勢いよく引いたり、
ねじったりしないでください。

 

アドバイス
 

外したカバーは、粘着テープなどで固
定しておくとけん引中に落ちたり、バ
ンパーに当たったりしにくくなりま
す。

 

3)け ん 引 フ ッ ク 差 し 込 み 口 に け ん 引
フックを差し込み、手でまわせなくな
る程度まで締め付けます。

(1) けん引フック

4)ホイールレンチや⾦属の硬い棒でけ
ん引フックをしっかり締め付けます。

(1) けん引フック
(2) ホイールレンチや⾦属の硬い棒

積載車用の取り付け穴

積載車などに載せて搬送する場合は、前
輪後部および後輪前部の取り付け⽳（長
⽳）にロープをかけて固定します。

(1) 前輪後部の取り付け⽳（長⽳）
(2) 後輪前部の取り付け⽳（長⽳）

警告
 

積載車用の取り付け穴をけん引に使用
しないでください。穴が破損し、思わ
ぬけがのおそれがあります。

 

ロープなどを使⽤して車両を固定する場
合は、下図を参考に固定してください。

(2)

(3)

(1)

(1)

(1) (2)

(1) (2)
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注意
 

ロープなどを過度に締め付けないでく
ださい。車体が破損するおそれがあり
ます。

 

ロープでけん引してもらうときは

1)けん引フックにロープをかけます。
 ロープをかけるときは、できるだけ

同じ側で⽔平にかけてください。
2)ロープの中間に白い布（30cm 平方以

上）を付けます。

3)“READY” 表示灯は点灯したままにし
ます。
 “READY” 表示灯が点灯しない場合

は、パワースイッチを “LOCK
（OFF）” または “ACC” 以外の位置

にします。
 パワースイッチが “ON” のときは、

デュアルセンサーブレーキサ ポー
トⅡ（DSBS Ⅱ）を作動停⽌（OFF）
にしてください。(>>> P.503)

警告
 

 ”READY ” 表⽰灯が点灯しないまま
運転すると、思わぬ事故につながる
おそれがあります。
ロープけん引してもらうときは、次
のことをお守りください。

 パワースイッチを “LOCK （OFF）”
の位置にしないでください。ハンド
ルがロックされてまわせなくなりま
す。

 ブレーキ倍力装置が働かないため、
いつもより強めにブレーキペダルを
踏んでください。

 パワーステアリング装置が働かない
ため、通常より⼤きな力をかけて操
作してください。

 お車をけん引したあと、ヘッドラン
プの光軸が意図せず⾃動的に調整さ
れたり、アダプティブハイビームシ
ステムが一時的に作動しないことが
あります。ヘッドランプの光軸やア
ダプティブハイビームシステムに違
和感を感じた場合は、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

 

4)EV システムを始動します。EV システ
ムが始動しない場合は、パワースイッ
チを “ON” にしてください。シフトポ
ジションを “N” にしてパーキングブ
レーキを解除します。電動パーキング
のオートモードはオフにしてくださ
い。(>>> P.265)

アドバイス
 

シフトポジションを “N” にできない場
合は、ロープけん引できません。スズ
キ販売店またはスズキ代理店、JAF な
どのロードサービス事業者にご連絡く
ださい。
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5)けん引中はロープをたるませないよ
うにします。追突防⽌のため、前の車
の制動灯をよく⾒て運転してくださ
い。
 後続車に注意をうながすため、けん

引される車は非常点滅表示灯を点
滅させてください。

警告
 

長い下り坂や急な下り坂では、ブレー
キペダルを踏み続けるとブレーキ装置
が過熱して、ブレーキが効かなくなる
おそれがあります。
長い下り坂や急な下り坂があるとき
は、ロープけん引をせず、レッカー車
を依頼してください。

 

注記
 

 急発進などでけん引フックやロープ
に⼤きな衝撃が加わると、けん引
フックや車体が破損するおそれがあ
ります。
けん引する車は、急発進などけん引
フックやロープに⼤きな衝撃が加わ
る運転をしないでください。

 やむをえずロープけん引してもらう
ときは、モーター保護のため、速度
30 km/h 以下、⾛⾏距離 30 km 以
内にしてください。
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スズキ緊急通報（ヘルプネット ® ）
スズキ緊急通報は事故などでのエアバッグ作動時または車両後部から大きな衝撃が
あった場合に通報します。また SOS ボタンを押した時、お車に関する情報（車両の状
態や位置情報等）をヘルプネット ® のオペレーターに送信し、緊急機関（警察、消防、
医療機関等）への連携をサポートするサービスです。

警告
 

 植込み型心臓ペースメーカー、植込み型徐細動器（ICD) 、植込み型心臓ペース
メーカーおよび植込み型徐細動器（ICD) 以外の医療用電気機器を使用している方
は、スズキ緊急通報をお使いになる前に医療用電気機器製造業者などへ影響を確
認してください。詳しくは、スズキ販売店またはスズキ代理店にお問合せ下さい。

 緊急通報後に救援を待つ場合は、後続車の追突等の二次災害を防ぐ手段を取り、
全員車から降りてガードレールの外など安全な場所にすみやかに避難してくださ
い。

 

アドバイス
 

 スズキ緊急通報はヘルプネット ® が⾏うサービスで事故や急病等の連絡をサポー
トします。

 スズキ緊急通報は事前にサービスのお申込みが完了していないと使⽤することが
できません。

 お車の実際の通知地点とヘルプネット ® に通報される位置情報には誤差が⽣じる
ことがあります。

 

ヘルプネット ® は株式会社日本緊急通報サービスの登録商標です。
お車に搭載された車載通信機はフリー∕オープンソースソフトウェアを含んでいま
す。フリー∕オープンソースソフトウェアのライセンス情報やソースコードの両方ま
たはどちらか片方は以下の URL で入手することができます。
http://www.opensourceautomotive.com/suzuki/DCM3

スズキ緊急通報（ヘルプネッ
ト ®）の使いかた

警告
 

スズキ緊急通報（ヘルプネット ®）を
使用するときは、安全な場所にお車を
停車してお使いください。⾛⾏中に
SOS ボタンを操作すると事故につな
がるおそれがあります。

 

スズキ緊急通報（ヘルプネット ®）は先進
事故⾃動通報（D-Call Net®）と SOS ボタ
ン（手動通報）の２つの機能があります。
SOS ボタン、マイク、カバーは前席室内
灯の後方にあります。
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(1) SOS ボタン
(2) マイク
(3) 緑色インジケーター
(4) 赤色インジケーター
(5) カバー
(6) スピーカー

先進事故⾃動通報（D-Call Net®
対応）

パワースイッチが “ON” のときにスズキ
緊急通報（ヘルプネット ®）は利⽤可能で
す。エアバッグが展開される衝突事故な
どをお車が検知した場合、お車から SOS
信号が送信されてヘルプネット ® に接続
を開始します。接続時にはお車に関する
情報（車両の状態や位置情報等）がヘル
プネット ® に送信されます。緑色インジ
ケーターが点滅状態に変わり、マイクを
通してヘルプネット ® のオペレーターに
接続されて通話可能になります。
 お客様の重症度推定に必要な情報(*)を

ヘルプネットに連携し、状況に応じて

ドクターヘリなどの出動を要請する D-
Call Net® に対応しています。
*: 衝突時の速度変化情報、助手席の乗
員有無情報、前席 / 後席のシートベル
ト着⽤情報

 D-Call Net® は認定 NPO 法人救急ヘリ
ネットワーク (HEM-Net) の登録商標で
す。

(1) マイク
(2) 緑色インジケーター

アドバイス
 

 事故発⽣時以外でも、エアバッグが
開いたときには⾃動通報します。こ
のようなときにはヘルプネット ® の
オペレーターに通話終了を依頼して
ください。

 警察または消防への通報が必要なと
きはヘルプネット ® のオペレーター
が警察または消防への連携をサポー
トします。

 通話終了後は、ヘルプネット®から電
話をかけると⾃動的に受話して通話
を開始する呼び返し待機状態になり
ます。呼び返し待機状態が終了する
と、緊急通報が終了します。

 

SOS ボタン（手動通報）

パワースイッチが “ON” のときにスズキ
緊急通報（ヘルプネット ®）は利⽤可能で
す。事故発⽣や急病などの緊急時にカ
バーを開けて SOS ボタンを押して離しま

(3) (4)

(1)

(5) (2)

(6)

(2)

(1)
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す。接続時にはお車に関する情報（車両
の状態や位置情報等）がヘルプネット ®
に送信されます。緑色インジケーターが
点滅状態に変わり、マイクを通してヘル
プネット ® のオペレーターに接続されて
通話可能になります。

(1) SOS ボタン
(2) マイク
(3) 緑色インジケーター
(4) カバー

注記
 

 次のようなときは、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご連絡くださ
い。
• パワースイッチを “ON” にしても

インジケーター ( 赤色・緑色 ) が
点灯状態にならないとき

• 赤色インジケーターのみ点滅して
いるとき

 赤色インジケーターが継続して点灯
している場合は、電波状況の良い場
所にお車を移動してください。お車
を移動した後に赤色インジケーター
から緑色インジケーターに変わらな
い場合はスズキ販売店またはスズキ
代理店にご連絡ください。

 

アドバイス
 

 SOS ボタンを使⽤してマイクで通話
するときはパワースイッチを “ON”
にして EV システムを始動した状態
で使⽤してください。EV システム停

⽌中にパワースイッチを “ON” に長
時間していると鉛バッテリーあがり
の原因になるおそれがあります。

 オペレーターとの通話の⾳量は調整
できません。

 

 緊急時以外は SOS ボタンを操作しない
でください。手動通報を開始すると、お
車 か ら の 通 話 の 終 了 は で き ま せ ん。
誤って通報してしまった場合はヘルプ
ネット ® のオペレーターに通話終了を
依頼してください。

 緊急通報開始から通話終了までの間
は、緊急通報時の通話を優先する為、⾃
動的にオーディオやナビゲーションの
⾳声がミュートされます。

スズキ緊急通報（ヘルプネッ
ト ® ）のご注意

注記
 

通信用の機器が内蔵されていますの
で、インストルメントパネル上部にア
クセサリーを取付けたりものを置かな
いでください。お車の位置情報が正確
に送信されなかったり、オペレーター
との通話がつながりにくくなるおそれ
があります。

 

アドバイス
 

 SOS ボタン周辺にある内蔵のマイク
に向かって話してください。

 スズキ緊急通報は携帯電話と同様の
データ通信網を使⽤しています。ト
ンネル内、地下および屋内駐車場、
山間地などの電波状況が悪い場所や
電波の届きにくい場所や電話回線が
混雑している等、発信規制中の時は
使⽤できない場合があります。

 緊急車両はお車の位置、車種、お車
の色、ナンバープレート等をもとに
通報車両を特定します。お車の色や

(3)

(1)

(4) (2)
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ナンバープレートを替えてしまって
いると、お車が⾒つけにくいなどで
緊急車両や緊急隊員の到着が遅れる
おそれがあります。オペレーターに
お車の色とナンバープレートをお知
らせください。

 手動通報を終了した時はSOSボタン
のカバーをもとに戻してください。

 サービスの契約についてはスズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

 通話終了後は、ヘルプネット®から電
話をかけると⾃動的に受話して通話
を開始する呼び返し待機状態になり

ます。呼び返し待機状態が終了する
と、緊急通報が終了します。

 

システム内蔵のバッテリーについ
て

先進事故⾃動通報（D-Call Net® 対応）は
システム内蔵のバッテリーを使⽤しま
す。SOS ボタンの赤色インジケーターが
点滅した場合、内蔵バッテリーが消耗し
て交換が必要な時期の場合があります。
安全の為、内蔵バッテリーの交換をお勧
めします。内蔵バッテリーの交換につい
てはスズキ販売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。

SOS ボタン内のインジケーターについて

SOS ボタン内の緑色インジケーターと赤色インジケーターは、スズキ緊急通報（ヘル
プネット ®）の状態とオペレーターとの通話状態により下記の状態となります。

インジケーター
状態 説明

緑色 赤色
点灯 点灯 システム

起動開始
パワースイッチを “ON” し、システム起動が開始
されたことをお知らせします。システム起動開始
後、約 5 秒間点灯します。

点灯 消灯 通報可能 システム起動が完了し、緊急通報が可能です。
点 滅（0.5
秒間毎）

消灯 緊急通報
呼び出し

中

オペレーターを呼び出しています。

点滅 （約 1
秒間 毎）

消灯 緊急通報
中

 緊急通報しているとき
 呼び返し通話をしているとき（※）

点滅 （約
0.3 秒 間
毎）

消灯 緊急通報
成功時

緊急通報が成功し、約 5 秒間点滅します。

点滅 （約
3 秒間毎）

消灯 GPS 測位
不可

GPS が測位できない状況です。

サービス
エリア外

電波状況が悪く緊急通報ができない状況です。電
波状況の良い場所にお車を移動してください。

消灯 点滅 （約 1
秒間 毎）

システム
異常

システム異常の為、緊急通報できない状況です。
スズキ販売店またはスズキ代理店へご相談くだ
さい。
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※ ヘルプネット ® との通話が終了した後、ヘルプネット ® から電話をかけると⾃
動的に受話して通話を開始します。

注記
 

赤色インジケーターのみ点滅するとき、または赤色と緑色のインジケーターがいつ
までも点灯し続けるときは、システムに異常があるおそれがあります。インジケー
ターの点滅状態については、スズキ販売店またはスズキ代理店へご相談ください。

 

消灯 点滅 （約
0.3 秒 間
毎）

緊急通報
失敗時

緊急通報失敗後約 5 秒間点滅します。再度緊急通
報してください。

消灯 消灯 サービス
未契約

スズキ緊急通報のサービスが未契約のため、緊急
通報ができない状況です。スズキ販売店またはス
ズキ代理店へご相談ください。

システム
異常

システム異常の為、緊急通報できない状況です。
スズキ販売店またはスズキ代理店へご相談くだ
さい。

インジケーター
状態 説明

緑色 赤色
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パンクしたときは
お車にはスペアタイヤが搭載されていま
せん。タイヤパンク応急修理セットをお
使いください。 (>>> P.482)

タイヤパンク応急修理セット
の収納場所

タイヤパンク応急修理セットは、荷室の
ラゲッジボード下にあります。

(1) タイヤパンク応急修理セット

タイヤパンク応急修理セット

このセットは、標準タイヤがパンクした
ときに応急的に使⽤するものです。パン
クしたタイヤはすみやかに スズキ販売店
またはスズキ代理店で修理または交換し
てください。

(1) エアーコンプレッサー
(2) 修理剤ボトル（タイヤ 1 本分）
(3) 速度制限シール
(4) 注入ホース

(5) 電源プラグ

注意
 

 応急修理剤は、飲用すると健康に害
があります。もし誤って飲用したと
きは、できるだけたくさんの水を飲
み、ただちに医師の診察を受けてく
ださい。

 応急修理剤が目や⽪膚に付着したと
きは、できるだけ早く水で洗い流し
てください。異常を感じたときは、
医師の診察を受けてください。

 保管するときは、お子さまが誤って
手を触れないように所定の位置に収
納してください。

 

注記
 

エアコンプレッサーを使用するとき
は、故障を防ぐため次のことをお守り
ください。
 10 分以上連続して使用しない
 防水加工がされていないため、降雨

時などは水がかからないようにする
 砂やほこりなどを吸い込ませない
 使用中に動作がおそくなったり、本

体が熱くなったりしたときはすぐに
スイッチを OFF にして、30 分以上
放置する

 分解、改造などをしない
 強い衝撃や圧力を加えない

 

アドバイス
 

 エアコンプレッサーは、⾃動車タイ
ヤ専⽤です。そのほかの目的で使⽤
しないでください。

 エアコンプレッサーは DC12 V 専⽤
です。ほかの電源での使⽤はできま
せん。

 

(1)

MAX

MPH

(1)

(3)

(2)

(4)

(3)
(5)
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応急修理セットの点検

定期的に点検してください。
 応急修理剤ボトルに表示されている有

効期限の確認
• 期限が切れる前に、新品と交換して

ください。
 アクセサリーソケット電源の確認
 エアコンプレッサー作動の確認

• パワースイッチを “ACC” にし、エア
コンプレッサーの電源プラグをアク
セサリーソケットに差し込んで⾏な
います。

応急修理の可否判断

次のようなとき、タイヤの応急修理
ができます

タイヤ接地部に刺さった釘やネジなどに
よる軽度のパンクは、タイヤパンク応急
修理セットで応急修理できます。

注記
 

タイヤに刺さった釘やネジを抜いてし
まうと、タイヤの損傷が⼤きくなった
り、そこからの空気漏れで修理時の空
気充填ができなくなったりするおそれ
があります。
タイヤに刺さった釘やネジなどは抜か
ないでください。

 

次のような場合は、タイヤの応急修
理ができません

スズキ代理店や JAF などのロードサービ
ス事業者にご連絡ください。（別冊の「ス
ズキ 4 輪車サービスネットワーク」参照）
 応急修理剤の有効期限が切れている
（有効期限はボトルのラベルに記載）

(1) 応急修理剤の有効期限

 タイヤの接地面に長さ 4 mm 以上の切
り傷や刺し傷がある

(1) 長さ 4 mm 以上の切り傷や刺し傷

 タイヤの側面に傷を受けている

(1) タイヤの側面に傷

 タイヤの空気がほとんど抜けた状態で
⾛⾏した

 タイヤがホイールリムの外側へ完全に
外れている

(1) ホイールリム

 ホイールリムが破損または変形してい
る

(1)

(1)

(1)

(1)
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(1) ホイールリム

 タイヤが 2 本以上パンクしている（修理
剤はタイヤ 1 本分です）

タイヤ応急修理のしかた

1)他車に注意をうながすため、非常点滅
表示灯を点滅させます。他車の通⾏の
じゃまにならず、安全に作業ができ、
地面が硬くて平らな場所に車を移動
します。

2)パーキングブレーキスイッチを引き、
パ ー キ ン グ ブ レ ー キ を か け ま す。

(>>> P.264)
 P ポジションスイッチを押し、EV シ

ステムを停⽌します。必要に応じ
て、停⽌表示板（別売り）を置きま
す。

 パンクしたタイヤの状態を確認し
ます。 (>>> P.483)

3)同乗者がいるときや重い荷物を載せ
ているときは、車から降ろします。タ
イヤパンク応急修理セットを取り出
し、注入ホースをねじ込む前に、修理
剤ボトルをよく振ります。

4)エアーコンプレッサーと修理剤ボト
ルのふたを開けます。

(1) エアーコンプレッサーのふた
(2) 修理剤ボトルのふた

5)修理剤ボトルをコンプレッサーに取
り付けます。
 時計方向にまわしてねじ込むと、ボ

トルの栓が破れます。

6)タイヤバルブからキャップを反時計
方向にまわして外します。

(1) キャップ

7)空気注入ホース先端の口⾦をタイヤ
バルブにねじ込みます。

(1) (1) (2)

(1)
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(1) 空気注入ホース

8)エアーコンプレッサーのスイッチが
OFF （〇側）になっていることを確認
します。電源プラグをアクセサリーソ
ケットに差し込み、EV システムを始
動します。

(1) 電源プラグ
(2) アクセサリーソケット

9)エアーコンプレッサーのスイッチを
ON （I 側）にし、修理剤とともに空
気を入れます。タイヤ空気圧が指定空
気圧になるまで昇圧させます。

 タイヤがホイールリムから外れて
いる場合は、空気が漏れないように
リムとタイヤのすきまをなくすよ
うにしてから、コンプレッサーを作
動させます。（すきまがなくなれば
空気圧が上がります。）

 指定空気圧まで昇圧するには、10 分
程度が必要です。10 分以内に指定
空気圧まで昇圧しないときは、タイ
ヤがひどい損傷を受けている可能
性があります。この場合は、本修理
セットによる応急修理ができませ
ん。スズキ代理店や JAF などのロー
ドサービス事業者にご連絡くださ
い。

 空気を入れすぎたときは、空気注入
ホース先端の口⾦をゆるめて、空気
を抜きます。

注意
 

 コンプレッサーを作動させていると
きは、タイヤの近くに⽴たないでく
ださい。万一バーストなどした場合
に、けがのおそれがあります。

 タイヤがふくらむと、タイヤがリム
部にはまり込みます。指などをはさ
まないように注意してください。

 

(1)

(1)

(2)
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注記
 

 コンプレッサーの起動・停止は、コ
ンプレッサー本体のスイッチで⾏
なってください。

 コンプレッサーは 10 分以上連続し
て作動させないでください。故障に
つながるおそれがあります。

 

アドバイス
 

タイヤの指定空気圧は、運転席ドアの
開口部に貼付してある空気圧ラベルで
確認できます。

 

10) 指定空気圧まで昇圧できたら、修理
剤をタイヤ内にゆきわたらせるため、
応急修理セットを収納し、ただちに⾛
⾏します。スピードを控えめにして、
急加速や急ハンドル、急ブレーキなど
はせず、慎重に運転してください。

11)約 10 分間または 5 km 程度⾛⾏した
ら、タイヤ空気圧をコンプレッサーの
空気圧計で確認します。空気圧が 130
kPa（. kgf/cm）以上あれば、パン
ク応急修理の完了です。再度、指定空
気圧に調整してください。
 タイヤ空気圧を測定するときは、空

気注入ホース先端の口⾦をタイヤ
バルブにねじ込んだあとに電源を
つなぎ、一度スイッチを ON (I 側）
にしたあと、すぐにスイッチを OFF

（○側）にして空気圧を確認します。
 ⾛⾏後、タイヤ空気圧が 130 kPa 未

満に低下していた場合は、本修理
セットによる応急修理ができてい
ないことを示しています。⾛⾏を中
⽌して、スズキ代理店や JAF などの
ロードサービス事業者にご連絡く
ださい。

注意
 

⾛⾏後、必ず空気圧のチェックを⾏な
い、応急修理の完了を確認してくださ
い。

 

12)異常がなければ、付属の速度制限シー
ルを運転者のよく⾒えるところに貼
ります。十分注意して 80 km/h 以下
の速度で⾛⾏してください。

警告
 

 万一のときに、エアバッグが正常に
ふくらまなくなるおそれがありま
す。SRS エアバッグの収納部には、
速度制限シールを貼らないでくださ
い。

 安全運転のさまたげになるため、警
告灯やスピードメーターが⾒えなく
なる位置には、速度制限シールを貼
らないでください。

 

タイヤを修理したあとは

応急修理剤を使⽤したタイヤは、一時的
に使⽤するものです。すみやかにスズキ
販売店またはスズキ代理店で、タイヤ交
換または修理してください。
 タイヤ交換または修理を依頼するとき

は、修理剤を使⽤したことを知らせて
ください。また、修理剤の抜き取りに

MAX

MPH
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必要なため、空になった修理剤ボトル
を渡してください。

 ホイールは、付着した修理剤をふき取
り、バルブコアを新しいものに交換す
れば再使⽤できます。

 タイヤを修理・再使⽤するときは、付
着した修理剤をふき取る必要がありま
す。ただし、タイヤの損傷の程度によっ
ては、再使⽤できない場合があります。

 タイヤパンク応急修理セットを使⽤し
たあとは、新しい注入ホースおよび修
理剤をスズキ販売店またはスズキ代理
店でご購入ください。

タイヤ交換の準備

お車にはスペアタイヤ、工具（ジャッキ
ハンドル、ホイールレンチ）、ジャッキが
搭載されていません。
別売りの工具、ジャッキについては、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご相談
ください。
別売りの工具が準備できない場合は、タ
イヤパンク応急修理セットをご使⽤くだ
さい。 (>>> P.482)

1)他車に注意をうながすため、非常点滅
表示灯を点滅させます。他車の通⾏の
じゃまにならず、安全に作業ができ、
地面が硬くて平らな場所に車を移動
します。

2)パーキングブレーキスイッチを引き、
パーキングブレーキをしっかりとか
けます。 (>>> P.264)
 P ポジションスイッチを押し、EV シ

ステムを停⽌します。必要に応じ
て、停⽌表示板（別売り）を置きま
す。

3)交換するタイヤと対角線の位置にあ
るタイヤの前後に、輪⽌め（市販品）
を置きます。

(1) 輪留め
(2) 交換するタイヤ

4)工具、ジャッキを取り出します。同乗
者がいるときや重い荷物を載せてい
るときは、車から降ろします。
 万一ジャッキが外れたときに足な

どをはさまないために、タイヤなど
を交換するタイヤの近くの車体の
下に置いてください。

アドバイス
 

タイヤを地面に置くときは、ホイール
表面を上にすると傷つきにくくなりま
す。

 

5)ホイールレンチを使⽤して、ホイール
ナット 5 個を反時計方向にまわし、手
でナットが軽くまわるくらいまでゆ
るめます。

(1)
(2)
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(1) ホイールレンチ

ジャッキアップ

お車には工具（ジャッキハンドル、ホイー
ルレンチ）、ジャッキが搭載されていませ
ん。
別売りの工具、ジャッキについては、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご相談
ください。
ジャッキアップをする前に、パーキング
ブレーキをしっかりとかけてください。

(>>> P.264)
 P ポジションスイッチを押し、EV シス

テムを停⽌します。

警告
 

万一ジャッキが外れると、身体がはさ
まれ重⼤な傷害を受けたり、車が動き
出して思わぬ事故につながったりする
おそれがあります。ジャッキアップす
るときは次のことをお守りください。
 地面が硬くて平らな場所でジャッキ

アップしてください。
 ジャッキは、タイヤ交換またはタイ

ヤパンク修理だけに使用してくださ
い。

 ジャッキはこの車の専用品（別売り）
を使用し、ほかの車のものは使用し
ないでください。また、この車の
ジャッキをほかの車に使用しないで
ください。

 ジャッキは必ず指定された位置にか
けてください。指定以外の位置に

ジャッキをかけると、ジャッキが外
れたり、車を損傷したりするおそれ
があります。

 ジャッキで必要以上に車を持ち上げ
ないでください。

 ジャッキで車を持ち上げているとき
は、車の下にもぐったり、EV システ
ムを始動したり、車をゆすったりし
ないでください。

 ジャッキアップするときに、ジャッ
キの上や下にものをはさまないでく
ださい。

 複数のジャッキを使用して、複数輪
を同時にジャッキアップしないでく
ださい。

 

1)ジャッキハンドル取り付け部を手で
時計方向にまわしてジャッキを広げ、
ジャッキ頭部の凹み部を車載ジャッ
キ指定位置に軽く接触させます。

2)ジャッキ頭部を軽くゆすって、ジャッ
キ頭部の凹み部が指定位置にはまっ
ているか確認します。

(1) 指定位置

3)ジャッキに、ジャッキハンドルとホ
イールレンチを取り付けます。

（次の図参照）

(1)

(1) (1)
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 ジャッキハンドルは次の図のよう
に、ホイールレンチの⽳に差し込み
ます。

4)ホイールレンチをまわして、タイヤが
地面から少し離れるまで、車体を慎重
に持ち上げます。

(1) ジャッキハンドル
(2) ホイールレンチ

ガレージジャッキ（市販品）を使用するときは

ガレージジャッキおよびリジッドラック（市販品）の指定位置を次の図に示します。詳
細については、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

(1) フロント側リジッドラック指定位置
(2) リヤ側リジッドラック指定位置
(3) リジッドラック

(1)

(2)

(7)

(2)(1)

(3) (3)

(4)

(6) (6)

(5)
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(4) フロント側ガレージジャッキ指定位置
(5) リヤ側ガレージジャッキ指定位置
(6) ガレージジャッキ
(7) フロント側

警告
 

車両が損傷したり、思わぬ事故のおそれがあるため、次のことをお守りください。
 必ず図に⽰す指定位置を守ってください。
 ジャッキアップした車体を保持する際は、必ずリジッドラックに掛け替えてくだ

さい。
 フロント側またはリヤ側のみをジャッキアップする際は、必ず接地側のタイヤの

前後に輪止め（市販品）を置いてください。
 

注記
 

サイドスカートにリジッドラックが接触した状態で使用すると、サイドスカートが
破損したり傷ついたりするおそれがあります。
リジッドラックを使用するときは、サイドスカートに当たらないように位置を調整
してください。

(1) フロント側リジッドラック指定位置
(2) リヤ側リジッドラック指定位置
(3) リジッドラック
(4) サイドスカート

 

タイヤの取り付け・取り外し

お車には工具（ホイールレンチ）が搭載
されていません。
別売りの工具については、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談ください。

1)ホイールナットを外して、タイヤを取
り外します。外したタイヤは、車体の
下に置きます。

注意
 

⾛⾏直後のホイール、ホイールナット、
ブレーキまわりは高温になっているこ

(4)

(3)

(1) (2)

book.book  490 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



トラブルが起きたときの対処方法

491

8

とがあるため、やけどのおそれがあり
ます。
⾛⾏直後のホイール、ホイールナット、
ブレーキまわりなどには触れないでく
ださい。

 

アドバイス
 

タイヤを地面に置くときは、ホイール
表面を上にすると傷つきにくくなりま
す。

 

2)次の場所の汚れや異物を取り除きま
す。

(1) 交換するホイールの取り付け面
(2) 車体側の取り付け面（ハブ面）
(3) ボルトやホイールナットのネジ部
(4) ホイールナットのテーパー面
(5) ホイール⽳のテーパー面

 このとき、ボルトやナットのネジ
部、ホイールのボルト⽳につぶれや
⻲裂などの異常がある場合は、スズ
キ販売店またはスズキ代理店で点
検を受けてください。

警告
 

前記の場所に汚れや異物、つぶれや⻲
裂などの異常があると、⾛⾏中にホ
イールナットがゆるみ、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。
ボルトやナットのネジ部、ホイールの
ボルト穴につぶれや⻲裂などの異常が
ある場合は、スズキ販売店またはスズ
キ代理店で点検を受けてください。

 

注記
 

ナットやボルトに、オイルやグリスが
付着していると、必要以上にナットを
締めすぎて、ボルトが折れるおそれが
あります。
ナットやボルトに、オイルやグリスを
付着させないでください。

 

3) ホイールナットのテーパー面が、ホ
イール⽳のテーパー面に軽く接触す
るまで、手で時計方向にまわして締め
ます。

(1) ホイールナットのテーパー面
(2) ホイール⽳のテーパー面

4)車体の下に置いたタイヤを取り出し、
タイヤが地面に接触するまでジャッ
キを下げます。

5)ホイールレンチを使⽤して、ホイール
ナットを次の図の順序で 2 〜 3 回に分
けて締め付けます。
 締め付けトルク：150 N・m（1530

kgf・cm）

(4)

(5)(2)

(4)

(1)

(3)

(3)

(1)

(1)

(2)
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 すべてのホイールナットが確実に
締まっていることを確認してくだ
さい。

警告
 

ホイールナットが確実に締まっていな
いと、ボルトやブレーキ部品を損傷し
たり、ホイールが外れたりするなど、
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。トルクレンチ（市販品）を使用せ
ずにタイヤ交換した場合は、できるだ
け早くスズキ販売店またはスズキ代理
店で締め付けトルクの点検を受けてく
ださい。

 

注記
 

ホイールレンチを足で踏んだり、パイ
プや棒などを追加して締め付けたりす
ると、ナットを締めすぎてボルトが損
傷するおそれがあります。
パイプや棒などを使用して、必要以上
にナットを締めないでください。

 

アドバイス
 

既定の締め付けトルクで締める場合
は、トルクレンチ（市販品）のご使⽤
をおすすめします。

 

ホイールガーニッシュの取り付
け・取り外し

ホイールガーニッシュを取り付けたり取
り外したりするときは、ホイールガー
ニッシュの裏側にあるホイールガーニッ
シュホルダーをつまんで押します。取り
付けたあとは、必ずホイールガーニッ
シュがホイールに固定されていることを
確認してください。

(1) ホイールガーニッシュ
(2) ホイールガーニッシュホルダー

タイヤを交換したあとは

 工具、ジャッキは、所定の位置に収納
してください。

 タイヤを交換してしばらく⾛⾏したあ
と、ホイールナットにゆるみがないか
確認してください。

 タイヤを交換してから1,000 km程度⾛
⾏したあとに、ホイールナットにゆる
みがないか点検してください。

(2)(2)

(1)
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アドバイス
 

タイヤを交換したあと、車体の振動な
どの異常を感じたときは、ただちに安
全な場所に停車し、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。

 

鉛バッテリーあがりのとき
は

警告
 

 鉛バッテリーが凍結してる場合は、
絶対にジャンプスタートを⾏なわな
いでください。鉛バッテリーが爆発
するおそれがあります。

 ブースターケーブルを接続するとき
は、手やブースターケーブルが冷却
ファンから離れていることを確認し
てください。冷却ファンに巻き込ま
れるおそれがあります。

 鉛バッテリーからは水素ガスが発⽣
しています。水素ガスは、火気や火
花に引火すると爆発のおそれがあり
ますので、次のことをお守りくださ
い。
• バッテリーを充電するときやブー

スターケーブルをつなぐときは、
必ずバッテリー液面を確認してく
ださい。バッテリー液面が下限以
下のままで充電などすると、バッ
テリーが発熱して爆発のおそれが
あります。また、バッテリーの寿
命 を 縮 め る お そ れ が あ り ま す。
バッテリー補充液を上限まで補充
してから、充電などを⾏なってく
ださい。

(1) 上限
(2) 下限

 充電は火気のない風通しの良いとこ
ろで、すべてのバッテリーキャップ
を外して⾏なってください。

(1)
(2)
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 バッテリーがあがった車の “ － ” 端
子 にブースターケーブルをつなが
ないでください。発⽣した火花が水
素ガスに引火し、爆発のおそれがあ
ります。バッテリーから離れた電源
供給ユニットの⾦属部に接続してく
ださい。

 乾いた布でバッテリーをふかないで
ください。静電気が発⽣して引火の
おそれがあります。

 バッテリー液は希硫酸です。目や⽪
膚につくと、失明などの重⼤な傷害
を受けるおそれがあります。万一、
付着したときは、すぐに多量のきれ
いな水で洗浄し、医師の診察を受け
てください。

 原因不明の放電を繰り返す場合は、
スズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。

 けがや車両または鉛バッテリーの損
傷を防ぐために、以下の方法に従っ
てジャンプスタートを⾏なってくだ
さい。作業に不安がある場合は、ス
ズキ代理店や JAF などのロードサー
ビス事業者にご連絡ください。

 

注意
 

 ショート防止のため、ブースター
ケーブルの “ ＋ ” 端子は、バッテ
リーの “ ＋ ” 端子以外の部分（“ －
” 端子、ボデー、ブラケットなど）
と接触させないでください。

 このお車は押しがけができません。
安全のため、押しがけをしないでく
ださい。

 

鉛バッテリーあがりとは

次のようなときは、鉛バッテリーがあ
がっています。

 ヘ ッ ド ラ イ ト が 極 端 に 暗 か っ た り、
ホーンの⾳が小さかったりする。

EV システムを再始動するには

ブースターケーブルと、12V バッテリー
を使⽤しているほかのバッテリー正常車
があれば、EV システムの始動ができます。

1)バ ッ テ リ ー が あ が っ た 車 と ほ か の
バッテリー正常車の両方に、ブース
ターケーブルが届くよう配置します。
車両どうしが接触していないことを
確認します。

2)必要なもの（ヘッドライトや非常時点
滅表示灯など）を除き、全ての電装品
を OFF にします。

3)1 本目のブースターケーブルを、バッ
テリーあがり車の “ ＋ ” 端子に接続し
ます。

4)もう一方の端を、バッテリー正常車の
“ ＋ ” 端子に接続します。

5)2 本目のブースターケーブルを、バッ
テリー正常車の “ － ” 端子に接続しま
す。

6)もう一方の端を、図で示す電源供給ユ
ニットの⾦属部に接続します。
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(1) バ ッ テ リ ー あ が り 車 の 鉛 バ ッ テ
リー

(2) 正常車の鉛バッテリー
(3) 電源供給ユニットの⾦属部

(a) バッテリーあがり車の “ ＋ ” 端子
(b) バッテリー正常車の “ ＋ ” 端子
(c) バッテリー正常車の “ － ” 端子
(d) 電源供給ユニット

7)バッテリー正常車のエンジンを始動
し、エンジンの回転を少し高めに保ち
ます。

8)バッテリーあがり車の EV システムを
始動します。

9)取り付けたときと逆の手順で、ブース
ターケーブルを外します。

バッテリーあがりを防ぐため
には

 “READY” 表示灯が点灯していない状態
でライトをつけたり、長時間ナビゲー

ションやオーディオなどを使⽤しない
ようにしましょう。

 渋滞などで長時間⽌まっているとき
は、電装品の使⽤を極力避けてくださ
い。

12 V
(2)

(1)

(b)(c)

(a)(d)

(3)
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EV システムが始動できない
ときは

次のような場合では、EV システムが始動
できないことがあります。次の状況をご
確認いただき、適切に対処してください。
 車両に充電ケーブルが接続している可

能性があります。 (>>> P.104)
 ヘッドライトが極端に暗くなったり、

消えたりする場合、またはヘッドライ
トが点灯しない場合は、鉛バッテリー
あがりや鉛バッテリー端子がゆるんで
いる、または電気系統が故障している
可能性があります。スズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談ください。
原因が明らかでない場合は、電気系統
の故障が考えられます。スズキ販売店
またはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。

 駆動⽤バッテリーあがりの可能性があ
ります。駆動⽤バッテリーを充電して
ください。 (>>> P.100)

 携帯リモコンの電池が消耗していた
り、電気系統の故障によるヒューズ切
れの可能性があります。 (>>>
P.449) (>>> P.450)

 駆動⽤バッテリーの温度が極端に低い
可能性があります。 (>>> P.84)

対処の方法がわからないときや、対処し
ても EV システムが始動できないときは、
スズキ販売店またはスズキ代理店にご連
絡ください。

充電リッドが開かないとき
は

充電リッドが通常の操作で開かないとき
は、次の方法で充電リッドを開けてくだ
さい。

1)全 て の ド ア お よ び 充 電 リ ッ ド が 閉
まっていることを確認してください。

2)携帯リモコンのロックスイッチ、また
はリクエストスイッチを押して施錠
します。

3)携帯リモコンのアンロックスイッチ、
またはリクエストスイッチを押して
解錠します。

4)充電リッドが開くことを確認してく
ださい。

前記手順で充電リッドが開かないとき
は、次の方法で充電リッドを開けてくだ
さい。

1)ボンネットを開けます。
2)図 で 示 す ケ ー ブ ル を 車 両 前 方 に 向

かって軽く引き、充電リッドを開ける
準備を⾏ないます。

(1) ケーブル（黒）

(a) 普通充電リッド側

(1) (1)

(a) (b)
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(b) 急速充電リッド側

注記
 

ケーブルを引くだけでは充電リッドは
開きません。ケーブルが損傷するおそ
れがあるので、強く引かないでくださ
い。

 

3)図で示す部分を押して充電リッドを
開けます。

4)ケーブルをもとの位置にもどします。

注記
 

ケーブルが損傷するおそれがあるの
で、強く引かないでください。

 

オーバーヒートしたときは
マルチインフォメーションディスプレイ
に 次 の メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ た 場 合、
オーバーヒートしている可能性がありま
す。
 “EV システム高温 出力制限中です ”
 “ モータ・インバータ高温状態 ”

注記
 

駆動用バッテリーの冷却水は、ラジ
エーター専用品です。水や他の種類の
冷却水を入れると、故障の原因となり
ますので絶対に入れないでください。
スズキ純正の駆動用バッテリー冷却水
がない場合は、ただちにスズキ販売店
またはスズキ代理店にご連絡くださ
い。

 

対処方法

1)車を安全な場所に停めて、エアコンの
スイッチを切ります。

2)“READY ”表示灯が点灯した状態で、ボ
ンネットを開けます。

3)ラジエーターの冷却⽤のファンが作
動しているが確認します。
 冷却ファンが作動している場合：
“EV システム高温 出力制限中です ”
または “ モータ・インバータ高温状態
” のメッセージが消えるまで待ち、EV
システムを停⽌してください。
 冷却ファンが作動していない場合：
ただちに EV システムを停⽌し、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご連
絡ください。

4)EVシステムが十分に冷えてから、ホー
ス、ラジエーター、ラジエーターコア
から冷却⽔の漏れがないか確認して
ください。多量の冷却⽔漏れがある場
合は、ただちにスズキ販売店またはス
ズキ代理店にご連絡ください。
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(1) ラジエーター
(2) 冷却ファン

5)デガッシングタンクの冷却⽔レベル
を確認してください。EV システムが
十 分 に 冷 え て か ら、冷 却 ⽔ の 量 が
“FULL”（上限） マークと “LOW”（下
限）マークのあいだにあるかを確認し
ます。

(1) デガッシングタンク
(2) “FULL” （上限）マーク
(3) “LOW” （下限）マーク

6)冷却⽔が “LOW”（下限）マークを下
回っている場合は、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。

アドバイス
 

詳しくは、スズキ販売店またはスズキ
代理店にお問い合わせください。

 

スタック（⽴ち往⽣）した
ときは

ぬかるみや砂地、雪道などでタイヤが空
転したり埋まり込んで動けなくなったと
きは、次の方法で脱出してください。

1)シフトポジションを “D” または “R” に
して、周囲の安全を確かめて、ゆっく
りとアクセルペダルを踏み、前進と後
退を細かく繰り返してください。

アドバイス
 

 タイヤの下に⽯や⽊を入れると脱出
しやすくなります。

 トラクションコントロールが脱出に
適さないときがあります。そのよう
なときは、センターディスプレイの
“ 設定 ” から ESP® システムを作動停
⽌の状態にしてください。

 

2) 数回⾏なっても脱出できないとき
は、操作を中⽌してスズキ販売店また
はスズキ代理店や JAF などのロード
サービス事業者にご連絡ください。

警告
 

脱出の際、勢いよく発進すると事故を
起こすおそれがあります。脱出しよう
とする前に、周囲の安全を十分に確認
してください。

 

注記
 

 タイヤを高速で回転させると、タイ
ヤが異常に過熱して破損したり、駆
動装置が損傷したりするおそれがあ
ります。タイヤを空転させないでく
ださい。

 前進と後退を長時間繰り返すと、EV
システムがオーバーヒートしたり電
動モーターが損傷するおそれがあり
ます。

 

(2) (1)

(2)

(1)

(3)
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サービスデータ
仕様一覧

車体番号
車台番号は、下記の場所に記載されてい
ます。車両の登録やスズキ販売店または
スズキ代理店へお問い合わせの際に、使
⽤する場合があります。
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サービスデータ

タイヤチェーン
この車に適合したスズキ純正品を装着してください。適合するタイヤチェーンについ
ては、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

※ 点検して限度値に達していたら、ディスクやドラムを新品に交換してくださ
い。
なお、点検するには、ブレーキ装置の分解とマイクロメーターやキャリパー
ゲージによる測定が必要です。スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。

記載の容量は目安です。交換時の量とは異なることがあります。

項目：電装
鉛バッテリー LN1
ヒューズ 次の参照先をお読みくださ

い。 (>>> P.450)

項目：タイヤ
タイヤサイズ 225/55R 18 98V
空気圧 前輪 250 kPa （2.5 kgf/cm2）

後輪 250 kPa （2.5 kgf/cm2）
項目：ホイール
リムサイズ 18×7J
インセット 45 mm
取り付けピッチ円直径（PCD） 114.3 mm

項目：ブレーキ
ブレーキディスク厚さ ※

フロント
基準値

（新品時） 28.0 mm

限度値 25.0 mm

リヤ
基準値

（新品時） 18.0 mm

限度値 16.5 mm
ブレーキペダル 遊び 1 〜 8 mm

床板との
すきま

82 mm 以上〔踏み込み力 300 N
（ kgf）〕

項目：油脂類 容量
駆 動 ⽤ バ ッ テ リ ー
クーラント

2WD スズキ純正 駆動⽤バッテリー
クーラント ( オレンジ )

7.0 L
4WD 9.1 L
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※ 指定外のブレーキ液は絶対に入れないでください。

次の機能は、必ず初期設定してください

eAxle オイル フロント
スズキ純正 E- トランスアク
スルオイル SE1

2.7 L
リヤ

(WD） 2.6 L

ヒーター⽤冷却⽔ スズキ純正スーパーロングラ
イフクーラント（⻘色） 3.9 L

ブレーキ液 ※ グレード スズキ純正ブレーキフルード
（DOT-3) －

ウォッシャー液 グレード スズキエクスターウインドー
ウォッシャー液 2.4 L

項目 機能 初期設定が必要なとき
パワーウインドー
(>>> P.233)

はさみ込み防⽌機構
(>>> P.235)

鉛バッテリー端子やヒュー
ズを外すなどしたとき

項目：油脂類 容量
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こんな機能が設定切替え（カスタマイズ）できます
車に装備されている各種の機能は、ご希望に合わせてスズキ販売店またはスズキ代理
店で作動内容を変更することができます。また、メーターディスプレイの操作により
設定を変更することができる機能もあります。
次の機能の設定切替えについては、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。
 リモートパワーウインドー
 キーレスプッシュスタートシステム
 アンサーバック機能（点灯箇所）
 ドライバーモニタリングシステム設定

注記
 

カスタマイズを⾏うときは、バッテリーあがりを起こす可能性がありますの
で、“READY” インジケーターが点灯している状態で実施してください。

 

センターディスプレイ以外で設定できる項目

センターディスプレイの “ セッティング ”

セッティングモードへの切替えのしかた

1)パワースイッチを “ON” にします。
2)車両が停⽌している状態で、センターディスプレイの “ 設定 ” アイコンを選択して

ください。

項目 機能 カスタマイズ設定
リ モ ー ト パ ワ ー ウ イ ン
ドー

車外から携帯リモコンを
使⽤して、ウインドー開閉
する機能

あり∕なし

キーレスプッシュスター
トシステム

キーレスプッシュスター
トシステムの各発信機の
機能

あり∕なし

ドライバーモニタリング
システム

パワースイッチを “ON” に
したときに、ドライバーモ
ニタリング機能を⾃動的
にON設定に切り替える機
能

切り替えあり∕切り替えなし
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(1) “ 設定 ” アイコン

3)セッティングモードの画面が表示されたら、変更したい項目を選択してください。

アドバイス
 

“ ” が表示されている場合、選択すると前のページに戻ります。
 

セッティングモードの終了

終了するときは、“ 設定 ” アイコン以外を選択してください。

設定項目一覧

“ ⾛⾏中の設定 ”

項目 カスタマイズ設定
車線逸脱抑制 ON ∕ OFF
ESP® ON ∕ OFF
トラクションコントロール ON ∕ OFF
寒冷時バッテリー昇温（急速充電前） ON ∕ OFF

“ 運転支援 ”

項目 カスタマイズ設定

デュアルセンサーブレーキ
サポート

デュアルセンサーブレーキサ
ポート ON ∕ OFF

警報タイミング 早い∕標準∕遅い

(1)
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標識認識

標識認識 ON ∕ OFF

速度超過お知らせ方法 強調表示∕強調表示と
ブザー∕ OFF

速度超過お知らせ車速 2 km ∕ 5km ∕ 10km
進入禁⽌・赤信号お知らせ方
法

強調表示∕強調表示と
ブザー∕ OFF

制限速度変化通知 ON ∕ OFF

発進お知らせ
先⾏車 ON ∕ OFF
信号 ON ∕ OFF
告知タイミング 早い∕標準∕遅い

車線逸脱抑制

車線逸脱抑制 ON ∕ OFF
低車速⽀援 ON ∕ OFF
警報手段 振動∕ブザー
警報タイミング 標準∕早い
ふらつき警報 ON ∕ OFF

ブ ラ イ ン ド ス ポ ッ ト モ ニ
ター

ブラインドスポットモニター ON ∕ OFF
リ ヤ クロスト ラフィッ クア
ラート ON ∕ OFF

リヤクロストラフィックア
ラート

ブラインドスポットモニター ON ∕ OFF
リ ヤ クロスト ラフィッ クア
ラート ON ∕ OFF

ESP®
ESP® ON ∕ OFF
トラクションコントロール ON ∕ OFF

アダプティブクルーズコン
トロール

加速度設定 弱∕中∕強

速度設定（短押し）
± 1 ∕ ± 5 ∕ ± 10

(km/h)

速度設定（長押し）
± 1 ∕ ± 5 ∕ ± 10

(km/h)
カーブ速度抑制 OFF ∕弱∕中∕強

アダプティブハイビーム アダプティブハイビーム 遮光制御 ON ∕遮光制
御 OFF ∕ OFF

ド ラ イ ブ ス タ ー ト コ ン ト
ロール 後退時速度上限

約 12km/h ∕
約 30km/h

ドライバーモニタリングシ
ステム 眠気・脇⾒警報 ON ∕ OFF

項目 カスタマイズ設定
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“ 車両 ”

項目 カスタマイズ設定

エクステリア

ドアロック

キーインロック ON ∕ OFF
アンサーバックブザー ON ∕ OFF

リヤシートリマインダー
“OFF” ∕ “ 表示 ” ∕ “
表示とドアロック通知

⾳ ”

ワイパー リヤワイパー[ リバース連動 ] 連続モード∕ 1 回モー
ド∕ OFF

ライト
アダプティブハイビーム 遮光制御 ON ∕遮光制

御 OFF ∕ OFF
DRL ON ∕ OFF
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インテリア

お気に入りスイッチ
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

アンビエント
ライト

照明モード ON ∕ OFF

照明レベル 1 ∕ 2 ∕ 3 ∕ 4 ∕ 5 ∕
6 ∕ 7

照明色

ホワイト∕ウォームホ
ワイト∕イエロー∕グ
リーン∕ターコイズ∕
ブルー∕バイオレット
∕パープル∕マゼンタ
∕レッド∕アンバーオ

レンジ∕ピンク

足元照明 ドア連動∕ライト ON/
OFF 連動∕ OFF

センターディスプレイ
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

メーター
ディスプレイ

レイアウト Standard ∕ Wide ∕
Classic

カスタマイズ ON ∕ OFF

電費表示
通算∕ TRIP A 連動∕

ワンドライブ
電費リセット

明るさ 1 ∕ 2 ∕ 3 ∕ 4 ∕ 5 ∕
6 ∕ 7

報知⾳・⾳声案内
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

“EV”

項目 カスタマイズ設定
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項目 カスタマイズ設定

充電

普通充電電流 MAX ∕ 16A ∕ 8A

タイマー充電 次の参照先をお読みく
ださい。 (>>> P.118)

駆 動 ⽤ バ ッ テ
リー温度

寒 冷 時 バ ッ テ
リー昇温（急速
充電前）

ON ∕ OFF

高 温 時 バ ッ テ
リー冷却（普通
充電中）

ON ∕ OFF

回⽣ブースト
カスタマイズ 弱∕中∕強
メモリ ON ∕ OFF

“ 画面 ”

項目 カスタマイズ設定

センターディスプレイ
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

メーターディスプレイ

レイアウト Standard ∕ Wide ∕
Classic

カスタマイズ ON ∕ OFF

電費表示
通算∕ TRIP A 連動∕

ワンドライブ
電費リセット

明るさ 1 ∕ 2 ∕ 3 ∕ 4 ∕ 5 ∕
6 ∕ 7

“ メディア ”

項目 カスタマイズ設定

メディア
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。
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“ 通信 ”

項目 カスタマイズ設定

通信
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

“ ナビ ”

項目 カスタマイズ設定

ナビ設定
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

“ システム ”

項目 カスタマイズ設定

時計

12/24h 表示 12h ∕ 24h

日付順序
yyyy/mm/dd
dd/mm/yyyy
mm/dd/yyyy

時刻設定

TimeZone Auto / UTC-**

時刻 / 日付設定
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

映像画面時刻表示 ON ∕ OFF
言語 詳しくは、ナビゲーショ

ンマニュアルをお読み
ください。

壁紙
⾳声認識
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初期化 デフォルトに戻す

さまざまな設定や登録
された位置情報を消去
し、工場出荷状態（すべ
ての設定を初期設定）に
もどします。
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

本体情報 詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

⾳量
ドライブレコーダー

コネクテッドサービス
詳しくは、スズキコネク
トアプリ取扱説明書を
お読みください。

セキュリティロック
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

お知らせ
詳しくは、ナビゲーショ
ンマニュアルをお読み
ください。

項目 カスタマイズ設定
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A
ABS 装備車の取扱い .......................... 370
AC 電源コンセント（V、1500W）
[ 非常時給電モード付 ] ...................... 416

D
DC 外部給電システム ........................ 139
DC 外部給電システムが正常に作動
しないときは ..................................... 145
DC 外部給電システムの使いかた ...... 139
DC 外部給電を開始するときは .......... 139
DC 外部給電を停⽌するときは .......... 143
DRL（デイタイムランニングランプ）
システム ............................................ 272

E
ESP® 装備車の取扱い ........................ 372
EV システムが始動できないときは ... 496
EV システムについて........................... 80
EV システムの注意 .............................. 83
EV システムを再始動するには .......... 494

I
ISOFIX/ i-Size お子さま⽤シートの
固定...................................................... 69

L
LED アンビエントライト................... 402

O
OSS について .................................... 368

S
SRS エアバッグ ................................... 43
SRS エアバッグシステムとは.............. 43
SRS エアバッグシステムの作動 .......... 51
SRS エアバッグシステムを正常に機
能させるために.................................... 49
SRS カーテンエアバッグシステム ...... 45
SRS サイド∕カーテンエアバッグ ...... 54
SRS サイドエアバッグシステム .......... 45

U
UN R44/129 の基準に適合するお子
さま⽤シートの認証マークについて ... 63
USB ソケット .................................... 415

USB 電源ソケット..............................415

あ
アームレスト（ひじ掛け）..................413
アクセサリーソケット .......................414
足元照明.............................................402
アダプティブクルーズコントロール..317
アダプティブハイビームシステム .....303
アルミホイールの手入れ....................438
アンサーバック機能...........................212
安全なドライブのために......................31
アンテナ.............................................432

い
イージードライブペダル....................258
居眠り警報 .........................................366
今すぐ充電を ON にするには ............122
イモビライザーシステム......................74

う
ウインドー .........................................233
ウインドーウォッシャー液の補充 .....444
ウインドーのオート機構....................235
ウインドーのオフディレイタイマー
機能 ....................................................235
ウインドーロックスイッチ ................234
運転⽀援装置......................................369
運転者の状態を検出するセンサー .....365
運転するとき......................................240
運転する前に........................................30
運転席･助手席 SRS エアバッグ ...........52
運転席・助手席 SRS エアバッグシス
テム ......................................................44
運転席 SRS ニーエアバッグシステム ..44
運転席シートベルト非着⽤警告...........37
運転席にすわって ................................31
運転席の足元付近にものを置かない....30

え
エアコンのお手入れ...........................447
エアコンの上手な使いかた ................394
エアコンの吹き出し口 .......................386
エアフィルターの取り付け ................448
エアフィルターの取り外し ................447
エマージェンシーストップシグナル

（ESS）.................................................369

book.book  511 ページ  ２０２６年６月１０日　水曜日　午前８時５９分



索引

512

お
オーディオ機能について ................... 432
オートエアコン.................................. 387
オーバーヒートしたときは................ 497
お気に入りスイッチ .......................... 158
お車を長期間使⽤しないとき .............. 81
お子さまは後席に乗せる ..................... 57
お子さまもシートベルトを着⽤ .......... 58
お子さま⽤シート ................................ 61
お子さま⽤シートの種類 ..................... 62
お子さま⽤シートの取り付け .............. 68
お子さま⽤シートを使⽤する .............. 57
お子さまを荷室に乗せない.................. 60
お子さまを乗せるときは ..................... 57
お手入れ .............................................. 39
オドメーター（積算距離計）.............. 151

か
カーブ速度抑制機能 .......................... 323
外気温計 ............................................ 152
回⽣ブレーキについて......................... 81
外装のお手入れ.................................. 436
可倒式アシストグリップ ................... 412
カメラの取扱い.................................. 363
ガラスルーフ ( サンシェード付き )

（タイプ別装備）.................................. 431
冠⽔した場所は⾛⾏しない................ 468
寒冷時の運転 ..................................... 379
寒冷時バッテリー昇温（急速充電前）101
寒冷時バッテリー昇温（充電時）....... 101

き
キー.................................................... 204
キーレスエントリー .......................... 212
キーレスプッシュスタートシステム . 214
キー連動パワーウインドー................ 236
急速充電・ V2H 充電∕ V2H 給電する
ときは ................................................ 113
急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電した
あとは ................................................ 117
急速充電・V2H 充電∕ V2H 給電のし
かた.................................................... 113
急発進および後退速度の抑制（ドラ
イブスタートコントロール（シフト
操作時急発進抑制、後退時速度制
限））.................................................... 246

く
草の⽣い茂った場所は⾛⾏しない .......33
駆動⽤バッテリーが電欠したとき .......86
駆動⽤バッテリー残量計....................149
車から離れるときは.............................60
車にあったフロアマットを適切に使
⽤する ..................................................30

け
計器の⾒かた......................................148
警告灯一覧 .........................................160
警告灯と表示灯 ..................................159
警告ブザーが鳴ったときは ..................22
携帯電話やナビゲーションなどに気
を取られないで ....................................32
携帯リモコン...............................214,449
携帯リモコン車外持ち出し警告.........251
携帯リモコン電池消耗警告 ................215
携帯リモコン閉じ込み防⽌機能.........217
携帯リモコンの電池交換....................449
警報の停⽌のしかた.............................76
けん引について ..................................470

こ
高圧洗浄機を使うときは....................437
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